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平成２６年第１回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期３月３日（月）～３月２０日（木）    （会期１８日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ３月 ３日 月 本会議（開会） 

・全員協議会（午前１０時開会） 

・理事者提案説明（午前１１時開 

 会） 

・質疑・各委員会付託 

・即決案件採決 

・各委員会協議会 

 ３月 ４日 火 休   会  

 ３月 ５日 水 本 会 議 ・代表質問（午前９時開会） 

 ３月 ６日 木 本 会 議 ・一般質問（午前９時開会） 

 ３月 ７日 金 本 会 議 

・一般質問（午前９時開会） 

・質疑・委員会付託 

・環境衛生施設建設特別委員会 

・新市立病院建設特別委員会 

 ３月 ８日 土 休   会  

 ３月 ９日 日 休   会  

 ３月１０日 月 休   会  

 ３月１１日 火 常任委員会  

 ３月１２日 水 常任委員会  

 ３月１３日 木 常任委員会 予備日 

 ３月１４日 金 休   会  

 ３月１５日 土 休   会  

 ３月１６日 日 休   会  

 ３月１７日 月 休   会  

 ３月１８日 火 休   会 ・討論通告〆切 

 ３月１９日 水 休   会  

 ３月２０日 木 本会議（閉会） 

・全員協議会（午後１時開会） 

・委員長報告（午後２時開会） 

・質疑・討論・採決 
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       平成２６年第１回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 平成２６年３月３日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     会 平成２６年３月３日 

          午前１１時００分 

１．散     会 平成２６年３月３日 

          午後 ５時４２分 

１．出 席 議 員        

    １番  源   正 樹 

    ２番  井 関 陽 一 

    ３番  菊 池 純 一 

    ４番  田 中 徳 博 

    ５番  中 村 敬 治 

    ６番  二 宮 一 朗 

    ７番  兵 頭   学 

    ８番  小 野 正 昭 

    ９番  松 山   清 

   １０番  宇都宮 明 宏 

   １１番  松 島 義 幸 

   １２番  元 親 孝 志 

   １３番  沖 野 健 三 

   １４番  森 川 一 義 

   １５番  藤 井 朝 廣 

   １６番  浅 野 忠 昭 

   １７番  岡 山 清 秋 

   １８番  酒 井 宇之吉 

   １９番  兵 頭   勇 

   ２０番  山 本 昭 義 

   ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．会議録署名議員 

    ４番  田 中 徳 博 

    ５番  中 村 敬 治 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  九 鬼 則 夫 

   教  育  長  宇都宮 又 重 

   公営企業部長  平 野 松 市 

   会 計 管 理 者  井 上 謙 二 

   総務企画部長  河 野 敏 雅 

   産業建設部長  福 原 純 一 

   生活福祉部長  三 好 幸 二 

   教 育 部 長  内 藤 利 明 

   明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

   野 村 支 所 長  井 上 尚 喜 

   城 川 支 所 長  徳 居 隆 利 

   三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

   消防本部消防長  菊 池   直 

   総 務 課 長  宗   正 弘 

   財 政 課 長  道 山 升 文 

   企画調整課長  浅 野 信 也 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  井 関 通 夫 

   議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （４番 田中徳博、５番 中村敬治） 

 ２ 会期の決定 

  （３月３日～３月２０日 １８日間） 

 ３ 議案第 １号 西予市総合計画策定条例制

定について 

   議案第 ２号 西予市消防長及び消防署長

の資格を定める条例制定に

ついて 

   議案第 ３号 西予市防災会議条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第 ４号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ５号 西予市職員の高齢者部分休

業に関する条例及び西予市

職員の修学部分休業に関す

る条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 ６号 西予市非常勤の職員の公務

災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ８号 西予市生活交通バス条例及

び西予市生活福祉バス条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第 ９号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第１０号 西予市城川総合運動公園条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１１号 西予市はり、きゅう及びマ

ッサージ等施術費助成条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第１２号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１３号 西予市国民健康保険診療所

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第１４号 西予市営土地改良事業分担

金徴収条例及び西予市県営

土地改良事業分担金徴収条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１５号 西予市城川高品質堆肥セン

ター条例及び西予市野村町

エコセンターの設置及び管

理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第１６号 西予市農業集落排水処理施

設使用料徴収条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１７号 西予市公共下水道条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１８号 西予市公共物管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１９号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第２０号 西予市営住宅管理条例等の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第２１号 西予市水道事業の設置に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２２号 西予市簡易水道及び愛媛県

条例水道の設置に関する条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第２３号 西予市給水条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第２４号 西予市水道布設事業分担金

徴収条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２５号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第２６号 西予市水道事業の剰余金の

処分等に関する条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 
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   議案第２７号 西予市立病院名誉院長条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第２８号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑手数料条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２９号 西予市火災予防条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第３０号 西予市明浜町地域及び宇和

町地域振興基金条例を廃止

する条例制定について 

   議案第３１号 西予市養護老人ホーム条例

を廃止する条例制定につい

て 

 ４ 議案第３２号 西予市木質ペレット製造施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３３号 西予市獣肉処理加工施設の

指定管理者の指定について 

   議案第３４号 西予市二及漁港利用調整施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ５ 議案第３６号 平成２５年度西予市病院事

業会計資本金の額の減少に

ついて 

   議案第３７号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計資

本金の額の減少について 

 ６ 議案第３８号 平成２５年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ７ 議案第３９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

   議案第４０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

   議案第４１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計補正

予算（第２号） 

   議案第４２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

   議案第４５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

   議案第４６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

   議案第４９号 平成２５年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

   議案第５０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

 ８ 議案第５１号 平成２６年度西予市一般会

計予算 

 ９ 議案第５２号 平成２６年度西予市授産場

特別会計予算 

   議案第５３号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

   議案第５４号 平成２６年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

   議案第５５号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

   議案第５６号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

   議案第５７号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計予算 

   議案第５８号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

   議案第５９号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

   議案第６０号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 
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   議案第６１号 平成２６年度西予市上水道

事業会計予算 

   議案第６２号 平成２６年度西予市病院事

業会計予算 

   議案第６３号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

追加 議案第３８号 平成２５年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

   議案第３９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

   議案第４０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

   議案第４１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計補正

予算（第２号） 

   議案第４２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

   議案第４５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

   議案第４６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

   議案第４９号 平成２５年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

   議案第５０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

   議案第６４号 新市建設計画の変更につい

て 
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本日の会議に付した事件 

 １ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 議案第 １号 西予市総合計画策定条例制

定について 

   議案第 ２号 西予市消防長及び消防署長

の資格を定める条例制定に

ついて 

   議案第 ３号 西予市防災会議条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第 ４号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ５号 西予市職員の高齢者部分休

業に関する条例及び西予市

職員の修学部分休業に関す

る条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 ６号 西予市非常勤の職員の公務

災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ８号 西予市生活交通バス条例及

び西予市生活福祉バス条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第 ９号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第１０号 西予市城川総合運動公園条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１１号 西予市はり、きゅう及びマ

ッサージ等施術費助成条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第１２号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１３号 西予市国民健康保険診療所

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第１４号 西予市営土地改良事業分担

金徴収条例及び西予市県営

土地改良事業分担金徴収条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１５号 西予市城川高品質堆肥セン

ター条例及び西予市野村町

エコセンターの設置及び管

理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第１６号 西予市農業集落排水処理施

設使用料徴収条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１７号 西予市公共下水道条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１８号 西予市公共物管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１９号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第２０号 西予市営住宅管理条例等の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第２１号 西予市水道事業の設置に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２２号 西予市簡易水道及び愛媛県

条例水道の設置に関する条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第２３号 西予市給水条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第２４号 西予市水道布設事業分担金

徴収条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２５号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第２６号 西予市水道事業の剰余金の

処分等に関する条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２７号 西予市立病院名誉院長条例

の一部を改正する条例制定
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について 

   議案第２８号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑手数料条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２９号 西予市火災予防条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第３０号 西予市明浜町地域及び宇和

町地域振興基金条例を廃止

する条例制定について 

   議案第３１号 西予市養護老人ホーム条例

を廃止する条例制定につい

て 

 ４ 議案第３２号 西予市木質ペレット製造施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３３号 西予市獣肉処理加工施設の

指定管理者の指定について 

   議案第３４号 西予市二及漁港利用調整施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ５ 議案第３６号 平成２５年度西予市病院事

業会計資本金の額の減少に

ついて 

   議案第３７号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計資

本金の額の減少について 

 ６ 議案第３８号 平成２５年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ７ 議案第３９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

   議案第４０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

   議案第４１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計補正

予算（第２号） 

   議案第４２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

   議案第４５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

   議案第４６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

   議案第４９号 平成２５年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

   議案第５０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

 ８ 議案第５１号 平成２６年度西予市一般会

計予算 

 ９ 議案第５２号 平成２６年度西予市授産場

特別会計予算 

   議案第５３号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

   議案第５４号 平成２６年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

   議案第５５号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

   議案第５６号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

   議案第５７号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計予算 

   議案第５８号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

   議案第５９号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

   議案第６０号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

   議案第６１号 平成２６年度西予市上水道

事業会計予算 
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   議案第６２号 平成２６年度西予市病院事

業会計予算 

   議案第６３号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

追加 議案第３８号 平成２５年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

   議案第３９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

   議案第４０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

   議案第４１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計補正

予算（第２号） 

   議案第４２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

   議案第４５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

   議案第４６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

   議案第４７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第３号） 

   議案第４８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

   議案第４９号 平成２５年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

   議案第５０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

   議案第６４号 新市建設計画の変更につい

て 
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  開会 午前１１時００分 

○議長 ただいまの出席議員は２１名でありま

す。これより平成２６年第１回西予市議会定例会

を開会いたします。 

 去る１月に西予市名誉市民であられました田中

恒利氏、酒井正直氏が他界をされました。 

 会議に先立ち、故人の生前をしのび、その功績

をたたえるとともにご冥福をお祈り申し上げ、１

分間の黙祷をささげたいと思います。 

 議員及び理事者並びに傍聴席の皆様はご起立く

ださい。 

 黙祷。 

  （黙祷） 

○井関事務局長 黙祷を終わります。 

 ご着席ください。 

○議長 三好市長より今定例会招集の挨拶があり

ます。 

 三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもこんにちは。 

 平成２６年第１回西予市議会定例会の開会に当

たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいま黙祷をさせていただきましたが、こと

しになり名誉市民でありました田中恒利氏と酒井

正直氏が相次いでご逝去をされました。この方々

の偉大なご功績は申し上げるまでもありません。

地域の誉れ、郷土の誉れとして末永く私たちの心

の中に刻まれ続けることでありましょう。ここに

生前のご遺徳をたたえ心からご冥福をお祈り申し

上げます。 

 さて、きょうはちょっと寒さがぶり返しており

ますけれども、厳しかった寒さも幾分和らぎ、日

差しの中に春の気配が感じられるきょうこのごろ

でございますが、議員の皆様におかれましては、

年度末を控え公私ともご多忙の中、本定例会にご

出席を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 去る２月７日から１７日間にわたって開催され

たソチオリンピックが閉会し、やっと睡眠不足か

ら解放されたところでありますが、日本選手団の

獲得メダル数は、フィギュアスケートの羽生結弦

選手の金メダルを初め、海外の冬季オリンピック

では史上最多となる８個を獲得するすばらしい成

績でありました。今回の冬季オリンピックでは、

メダル獲得者の活躍だけでなく、数々のドラマが

展開され、全ての日本人に夢と感動を与えるすば

らしい大会となったのではないかと思います。 

 さて、本市のスポーツ関連事業といたしまして

は、皆様もご存じのとおり、国内最高のスポーツ

大会である国民体育大会が平成２９年に愛媛で開

催されることとなっております。西予市では相撲

と成年女子ソフトボール競技大会の会場となるこ

とが決定しております。全国各地から多くの選手

や応援の方々を迎えることになりますので、選手

の皆さんが練習の成果を十分発揮できる環境整備

を行うとともに、西予市に来てよかったと感じて

いただける心からのおもてなしが大切でありま

す。西予市では今年度の組織改編で国体準備室の

充実を図り、対応していくこととしております

が、大会を成功させるためには、市民の皆さんの

ご協力が不可欠であります。ソチオリンピックに

も負けない感動が与えられる大会になるよう、さ

まざまな形でご協力のお願いをすることになりま

すが、どうかよろしくお願いを申し上げます。 

 さて、本定例会は、市政にとって新年度予算を

ご審議いただく非常に重要な議会でございます

が、特に平成２６年度は西予市合併１０周年の記

念すべき節目の年であります。今回の定例議会で

は、議員の皆様から一般質問をお受けするととも

に平成２６年度の市政に対する私の所信の一端を

申し上げるほか、議案として条例制定２件、同改

正２７件、同廃止２件、指定管理者の指定３件、

２５年度補正予算１３件、２６年度予算１３件な

ど、合計６３件に上る多くの案件を上程しご審議

をお願い申し上げるものでございます。議案等の

提案理由につきましては、上程の際にご説明申し

上げますので、何とぞ慎重にご審議をいただき、

ご承認、ご決定を賜りますようお願い申し上げま

して、簡単でございますが、招集のご挨拶いたし

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、前定例会以降における諸般の報告

は、お手元に配付のとおりでありますので、お目

通しを願います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 まず、日程第１、会議録署名議員の指名

を行います。 

 今回の会議録署名議員に４番田中徳博君、５番

中村敬治君の両名を指名いたします。 

  （日程２） 
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○議長 次に、日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

 お諮りいたします。 

 今回の会期は、本日から３月２０日までの１８

日間といたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、今回の

会期は、本日から３月２０日までの１８日間と決

定いたしました。 

  （日程３） 

○議長 日程第３、議案第１号「西予市総合計画

策定条例制定について」から議案第３１号「西予

市養護老人ホーム条例を廃止する条例制定につい

て」までの３１件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 議案第１号「西予市総合計

画策定条例制定について」提案理由のご説明を申

し上げます。 

 本市の総合計画は、地方自治法に基づき平成１

８年度に策定し、平成２７年度で計画期間が終了

することとなっております。平成２３年５月に地

方自治法の一部を改正する法律が公布され、市町

村における基本構想の法的な策定義務が廃止され

ました。 

 しかしながら、本市では今後も市の最上位計画

として位置づけ、総合的かつ計画的な市政運営を

進めていく必要があります。これらのことから、

総合計画の策定に際し、その根拠及び手続並びに

基本構想について定めるとともに、その策定また

は変更について議会の議決を必要とする本条例を

制定するものであります。よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 議案第２号「西予市消防

長及び消防署長の資格を定める条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 第３次一括法により消防組織法の一部が改正さ

れたことから、これまで政令で定められていた消

防長及び消防署長の資格基準については、条例で

定めることとされました。これに伴い、消防長及

び消防署長の職に必要な知識及び経験について政

令を参酌するとともに、地域の実情を踏まえて制

定するものであります。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 議案第３号「西予市防災会

議条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、津波防災地域づくりに関する法

律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律が

施行されたことに伴い、水防法の一部が改正され

たことから、本市の水防計画の根拠規定について

所要の整備を行うものであります。 

 続きまして、議案第４号「西予市部設置条例の

一部を改正する条例制定について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

 今回の改正は、本市がこれまでの１０年をステ

ップとし、この先１０年に向けて大きく発展して

いくため、特に企画財政部門の強化を図ることを

主眼として、総務企画部を分割し総務部と企画財

務部に再編することに伴うものであります。 

 本市は平成２６年度に合併１０周年の節目を迎

えるとともに、残り２カ年度となった第１次総合

計画の成果など、これまでの施策の検証と分析の

時期を迎えております。 

 また、これに並行しまして、主要事業の推進及

び新たな行政課題の具体的な検討、さらに次期総

合計画の策定作業と連動したジオパークを生かし

た総合的な地域づくりの計画策定も必要になって

まいります。 

 一方、地方交付税の算定がえによる厳しい財政

運営が見込まれる中、適正な財政規律の保持にも

努めなければなりません。そうした状況に適切に

対応し、住民サービスの低下を招かないよう配慮

しつつ、組織のスリム化・効率化を進めながら重

点事業の推進強化が図られる体制の整備を図るも

のであります。 

 続きまして、議案第５号「西予市職員の高齢者

部分休業に関する条例及び西予市職員の修学部分

休業に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、第３次一括法による地方公務員

法の一部改正に伴い、高齢者部分休業の年齢及び

修学部分休業の期間を定めるものであります。 

 高齢者部分休業については、定年前の一定の年

間、短時間勤務を認める制度で、今回その年齢を

５５歳と定めるものであります。 

 また、修学部分休業は、自己研さんのため職員
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みずからの意思に基づき大学等で学習する場合

に、勤務時間の一部または全部を勤務しないこと

を承認しその間の給与を減額する制度で、今回そ

の取得期間については２年を超えない範囲と定め

るものであります。 

 続きまして、議案第６号「西予市非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する

条例制定について」提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 今回の改正は、地域社会における共生の実現に

向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関

係法律の整備に関する法律の施行に伴い、障害者

の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律の一部が改正されたことから、本条例の引

用法令に条例のずれが生じたため所要の整備を行

うものであります。 

 続きまして、議案第７号「西予市使用料及び手

数料条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、市職員が行政財産を駐車場とし

て使用する際の使用料を定めるものであります。 

 職員が通勤において利用する際の駐車場の有料

化につきましては、これまでに幾度か一般質問に

おいても取り上げられたことから、近隣の自治体

の状況も踏まえ、本市においてもその取り扱いに

ついて検討を進めてまいりました。先般職員組合

との協議も終え、平成２６年４月より駐車場使用

料の徴収を行うことから、本条例及び関係条例の

一部を改正するものであります。 

 なお、有料化の範囲、使用料金等詳細につきま

しては、規則で定めることといたしております。 

 続きまして、議案第８号「西予市生活交通バス

条例及び西予市生活福祉バス条例の一部を改正す

る条例制定について」提案理由のご説明を申し上

げます。 

 市内各地における地域公共交通につきまして

は、道路運送法第７８条第２号に規定する自家用

自動車有償旅客運送により、現在生活交通路線巡

回バス、生活交通バス及び生活福祉バスを運行い

たしております。平成２６年度に西予市立西予市

民病院が開設されることに伴い、地域公共交通の

再編を行うことが西予市地域公共交通活性化協議

会において決定され、宇和地区においてはデマン

ド乗り合いタクシーの導入並びに公共交通バスの

運行体系を再編することとしております。これに

伴い、公共交通バスの再編に係る西予市生活交通

バス条例及び西予市生活福祉バス条例の一部を改

正するとともに、西予市生活交通路線巡回バス条

例を廃止するものであります。 

 以上、６議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 議案第９号「西予市社会体育施

設条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 西予市小学校再編計画に基づき、平成２６年３

月３１日をもって閉校します蔵貫小学校、二木生

小学校、周木小学校の運動場及び体育館につい

て、当該施設を社会体育施設に転用し、今後も地

域コミュニティーの拠点として有効な活用を図る

ため本条例の一部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第１０号「西予市城川総合運

動公園条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市城川総合運動公園にあります空気銃射撃

場は、平成２年５月に設置された施設でありま

す。先般、愛媛県公安委員会によります立入検査

があり、当該施設が指定射撃場の設備基準に適合

していない箇所のあることが判明いたしました。

現在当該施設の利用者は極端に少なく、今後も利

用者の増加は見込めない状況にあります。今後当

該施設を継続して使用するには、設備基準に適合

させるため多額の施設改修費が必要となることか

ら、今回当該施設を廃止するものであります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第１１号「西予市は

り、きゅう及びマッサージ等施術費助成条例の一

部を改正する条例制定について」提案理由のご説

明を申し上げます。 

 本市では、市民の健康の保持・増進並びに福祉

の向上を図るため、住民税非課税世帯に属する６

５歳以上の市民がはり、きゅう及びマッサージ等

の施術を受けた場合、年間１２回を限度としてそ

の費用のうち１回当たり１，０００円を助成して

おります。 

 しかしながら、県内他市町においては、国民健

康保険事業としておおむね月１０回以内の施術に

対しその費用の一部を負担している事例も多く見
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られることから、当市の助成制度の拡充が求めら

れていたところでございます。今回このような状

況を踏まえ、さらなる市民の健康保持・増進を図

るため、助成回数を現行の１２回から２４回に拡

充するものであります。 

 続きまして、議案第１２号「西予市隣保館条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、本県の最低賃金の時間額が昨年

１０月に引き上げられたことに伴い、その最低賃

金を基礎に算定している隣保館館長の報酬額を月

額２，０００円増額改定するものであります。 

 続きまして、議案第１３号「西予市国民健康保

険診療所条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、消費税及び地方消費税の税率改

正に伴い、診療所で取り扱う診断書等の手数料を

改定するとともに、医師の確保が困難であること

及び患者数の減少等により平成２４年４月より休

止しております杉之瀬出張診療所を廃止すること

のほか所要の整備を行うため本条例の一部を改正

するものであります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第１４号「西予市営土

地改良事業分担金徴収条例及び西予市県営土地改

良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例制定

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、第２次一括法の施行により、土

地改良法及び土地改良法施行規則の一部が改正さ

れたことから、西予市営土地改良事業分担金徴収

条例及び西予市県営土地改良事業分担金徴収条例

に引用する法令との整合をとるため所要の整備を

行うものであります。 

 続きまして、議案第１５号「西予市城川高品質

堆肥センター条例及び西予市野村町エコセンター

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 西予市城川高品質堆肥センター及び西予市野村

町エコセンターは、指定管理者である東宇和農協

により運営が行われております。現在両施設の年

末年始の休業日は１２月２８日から翌年１月４日

までとなっておりますが、畜産農家から排出され

る家畜排せつ物は年間通じて排出されるため、年

末は３０日まで、年始は４日から臨時的に営業を

行っておりました。今回の改正は、現状に即した

休業日を設定し、施設運営の効率化を図るため年

末年始の休業日を変更するとともに所要の整備を

行うものであります。 

 続きまして、議案第１６号「西予市農業集落排

水処理施設使用料徴収条例の一部を改正する条例

制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の改正は、消費税及び地方消費税の税率改

正に伴い、施設使用料の税負担の転嫁分のみを改

定するため本条例の一部を改正するものでありま

す。 

 続きまして、議案第１７号「西予市公共下水道

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、先ほどの農業集落排水処理施設

使用料の改定と同様、消費税及び地方消費税の税

率改正に伴い、下水道使用料の税負担の転嫁分の

みを改定するため本条例の一部を改正するもので

あります。 

 続きまして、議案第１８号「西予市公共物管理

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、公共物の使用期間が１カ月未満

の使用料について消費税及び地方消費税の税率改

正を行うため本条例の一部を改正するものであり

ます。 

 続きまして、議案第１９号「西予市道路占用料

徴収条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、国有林野事業の国営企業形態が

廃止されたことに伴い、道路法等の一部が改正さ

れたため本条例に定める国の事業において占用料

を徴収することができる当該規定を削るととも

に、課税対象となる１カ月未満の道路占用物件に

対する占用料に対して消費税及び地方消費税を賦

課するため本条例の一部を改正するものでありま

す。 

 続きまして、議案第２０号「西予市営住宅管理

条例等の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 本市では、市営単独特定公共賃貸住宅及び農林

漁業後継者住宅の管理条例を制定し、それぞれの
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条例において家賃に対する延滞金の取扱規定を定

めております。 

 しかしながら、公営住宅家賃債権は、公営住宅

の使用関係が設定された後の法律関係が私人間の

家屋賃貸借関係と異ならないことからすると、公

営住宅家賃債権の法的性質は公債権ではなく私債

権と解するのが相当であるため、地方自治法に基

づき定めている延滞金の規定については適当でな

いことから、延滞金について定めのある西予市営

住宅管理条例、西予市単独市営住宅条例、西予市

特定公共賃貸住宅条例及び西予市農林漁業後継者

住宅条例の一部を改正するものであります。 

 以上、７議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 議案第２１号「西予市水道

事業の設置に関する条例の一部を改正する条例制

定について」、議案第２２号「西予市簡易水道及

び愛媛県条例水道の設置に関する条例の一部を改

正する条例制定について」、議案第２３号「西予

市給水条例の一部を改正する条例制定について」

関連がございますので、一括して提案理由のご説

明を申し上げます。 

 西予市水道事業におきましては、今後の水道事

業のあるべき姿や具体的な施策を示す指針とし

て、平成２２年に西予市水道ビジョンを策定いた

しております。この水道ビジョンに基づき、水道

事業の経営基盤を強化するとともに、安心・安全

な水道水を安定的に供給していくため、明浜・宇

和・野村・三瓶の４上水道事業並びに宇和地区の

多田・田野筋簡易水道、文治が駄馬県条例水道、

三瓶地区の和泉・鴫山・南地区簡易水道を統合

し、平成２６年４月１日から西予市上水道事業と

して統合することとしております。 

 また、事業統合後の健全な経営基盤の確保を図

るための適正な水道料金を検討するため、西予市

水道料金検討委員会を設置し、平成２３年７月に

水道料金改定の答申を受けております。その後水

道料金改定について、市民の皆様の理解を得るべ

く地域説明会並びに西予ケーブルテレビ等を活用

して周知を行ったところでございます。 

 水道料金についての主な改定内容といたしまし

ては、用途別料金体系を口径別料金体系へ移行

し、基本水量と基本料金並びに新規給水申請に係

る加入金を統一することとしております。ただ

し、基本水量８立方メートルを超えた部分の１立

方メートル当たりの超過料金につきましては、現

状の給水原価等を考慮し、消費税込みで明浜２７

０円、宇和２１６円、野村１６２円、三瓶１６

７．４円の改定としております。 

 また、平成２６年４月から消費税及び地方消費

税の税率改正が行われるため、同月からの水道料

金に対する税率の改正について所要の整備を行っ

ております。 

 なお、この水道料金の改定におきましては、平

成２６年６月使用分から適用することとしており

ます。 

 続きまして、議案第２４号「西予市水道布設事

業分担金徴収条例の一部を改正する条例制定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、市営水道布設事業分担金につい

て、消費税及び地方消費税の税率改正を行うため

本条例の一部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第２５号「西予市病院事業使

用料及び手数料条例の一部を改正する条例制定に

ついて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、消費税及び地方消費税の税率改

正に伴い、市立宇和病院及び野村病院の個室の使

用料や診断書等の文書作成手数料を改定するとと

もに所要の整備を行うため本条例の一部を改正す

るものであります。 

 続きまして、議案第２６号「西予市水道事業の

剰余金の処分等に関する条例等の一部を改正する

条例制定について」提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 今回の改正は、第１次一括法により地方公営企

業法の一部が改正されたことから、約４６年ぶり

に地方公営企業会計制度の大幅な改正が行われ、

平成２６年度の予算及び実績から適用されること

となりました。これに伴い組み入れ資本金制度及

び減価償却におけるみなし償却制度が廃止された

ことから、未処分利益剰余金の処分に係る規定を

設けるとともに、資本剰余金の処分の規定を削除

するため、本市の公営企業である水道事業、病院

事業及び野村介護老人保健施設事業に係る剰余金

の処分等に関する３条例の一部を改正するもので

あります。 

 続きまして、議案第２７号「西予市立病院名誉

院長条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 
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 本条例は、市立宇和病院及び野村病院の院長と

してその功績が顕著である者に対し名誉院長の称

号を贈り、これを顕彰することを目的に制定され

ております。このたび新病院の名称が西予市立西

予市民病院に決定されたことに伴い、本条例の一

部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第２８号「西予市野村介護老

人保健施設つくし苑手数料条例の一部を改正する

条例制定について」提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 今回の改正は、消費税及び地方消費税の税率改

正に伴い、つくし苑で取り扱う診断書等の手数料

を改定するため本条例の一部を改正するものであ

ります。 

 以上、８議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 議案第２９号「西予市火

災予防条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、消防法施行令の一部を改正する

政令等が公布されたことに伴い、本条例の一部を

改正するものであります。 

 今回、検定対象機械器具等の範囲が改正された

ことに伴い、消防用ホース、結合金具及び漏電火

災警報器が検定対象機械器具等が自主表示対象機

械器具等に位置づけられることとなり、住宅用防

災警報機が新たに検定対象機械器具等に、エアゾ

ール式簡易消火具が新たに自主表示対象機械器具

等に位置づけられることとなったため本条例の一

部を改正するものであります。よろしくご審議の

上、ご決定くださいますようお願い申し上げま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 議案第３０号「西予市明浜

町地域及び宇和町地域振興基金条例を廃止する条

例制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 平成１６年の西予市誕生以来、新市の一体性の

醸成・確立を最重要課題の一つとしてその推進に

努めてきたところでありますが、合併以前に設置

されその活用が旧町地域等に限定された基金は、

１３を数える状況にあります。今後西予市の一体

性をより一層推進するため、事業目的を同じくす

る基金につきましては、西予市全域で活用できる

基金へ変更することとしております。 

 本基金は、明浜町地域及び宇和町地域における

福祉活動の促進、快適な生活環境の形成等を図る

ために設置されたものでありますが、今回事業目

的を同じくする西予市地域振興基金に全額を統合

することとして本条例を廃止するものでありま

す。よろしくご審議の上、ご決定くださいますよ

うお願いを申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第３１号「西予市養護

老人ホーム条例を廃止する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 本市が設置する養護老人ホームは、西予市行政

改革大綱に基づく高齢者福祉施設の運営改善の一

環として民営化の検討を進めてまいりましたが、

平成２５年４月の西予市高齢者福祉施設民営化検

討委員会の答申をもとに、養護老人ホームに係る

民営化方針を取りまとめ、市内の社会福祉法人を

対象に民営化に伴う運営法人の公募をいたしまし

た。その結果、対象２施設に対してそれぞれ１法

人の応募があり、先般西予市養護老人ホーム運営

法人選定委員会において審議され、移管先候補と

なる社会福祉法人が決定いたしました。今後平成

２７年４月１日を施設の移管期日として所要の手

続を進める必要があることから、移管期日を施行

日として本条例を廃止するものであります。よろ

しくご審議の上、ご決定くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第３２号「西予市

木質ペレット製造施設の指定管理者の指定につい

て」から議案第３５号「西予市営土地改良事業の

施行について」までの４件を一括議題といたしま

す。 

 理事者の説明を求めます。 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第３２号「西予市木質

ペレット製造施設の指定管理者の指定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 本施設は、林産物の付加価値を高め、地域産業

の活性化を図ることを目的として、木質ペレット

及びおが粉の製造並びに販売を行う施設として整

備されたものであります。 

 今回、本施設の指定管理者の候補者として非公
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募により株式会社エフシーを選定いたしましたの

で、その指定について議会の議決を求めるもので

あります。 

 その選定理由といたしましては、当候補者は開

設当初の平成２３年４月から本施設の指定管理者

であり、城川町下相に事務所を置き、本施設や施

設近隣の地理にも明るく、木材の知識や原木の取

り扱いにも精通していることや管理運営上必要な

人的・物的能力も有し、本施設の健全な管理運営

及び適切な処理が期待できるとともに、本施設の

万一の事故や災害発生に対しても早急な対応が可

能であり、万全の態勢が図られると判断したもの

であります。 

 なお、株式会社エフシーの概要及び事業計画等

につきましては、別添の資料をご参照ください。 

 続きまして、議案第３３号「西予市獣肉処理加

工施設の指定管理者の指定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 本施設は、鳥獣害防止並びに獣肉の特産品化に

より地域の活性化に寄与することを目的として、

イノシシ及びニホンジカの解体処理作業並びに精

肉加工を行う施設として整備されたものでありま

す。 

 今回、本施設の指定管理者の候補者として非公

募により株式会社エフ・ビー・シーを選定いたし

ましたので、その指定について議会の議決を求め

るものであります。 

 その選定理由といたしましては、当候補者は当

該施設稼働時からの指定管理者であり、イノシシ

の解体加工に関する知識も豊富で、施設が所在し

ている野村町内に事務所を有していること、また

精肉及び加工品の販売についてもノウハウを持っ

ていることや施設の効用を最大限に発揮でき、管

理上必要な人的・物的能力を有していることか

ら、この施設の管理運営を引き続き行わせること

が適当と判断したものであります。 

 なお、株式会社エフ・ビー・シーの概要及び事

業計画等については、別添の資料をご参照くださ

い。 

 続きまして、議案第３４号「西予市二及漁港利

用調整施設の指定管理者の指定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 本施設は、漁港内に係留しているプレジャーボ

ート等の水域利用の調整を行い、水産業の発展を

促すとともに、海洋性レクリエーション地域の基

地として地域の活性化を図ることを目的に設置さ

れた施設であります。 

 今回、本施設の指定管理者の候補者として非公

募によりササキマリン株式会社を選定いたしまし

たので、その指定について議会の議決を求めるも

のであります。 

 その選定理由といたしましては、当候補者は施

設供用開始以来、短期間でありながらも長年類似

の施設を経営してきた実績と豊富な経験を生か

し、施設の運営管理に前向きな姿勢と意欲的な取

り組みがなされてきたこと、管理運営上必要な人

的・物的能力を有し、その経営に対する積極的な

姿勢が見られることなどからこの施設の管理運営

を引き続き行わせることが適当と判断したもので

あります。 

 なお、ササキマリン株式会社の概要及び事業計

画等につきましては、別添の資料をご参照くださ

い。 

 続きまして、議案第３５号「西予市営土地改良

事業の施行について」提案理由のご説明を申し上

げます。 

 本案は、平成２６年度の１カ年計画で、宇和町

石城地区において愛媛県単独土地改良事業による

団体営土地改良事業を施行することに伴い、西予

市営土地改良事業施行条例第５条の規定により、

その事業の概要について議会の議決を求めるもの

であります。 

 事業内容につきましては、宇和町石城地区内の

狭小な農道の拡幅を行うことにより農作業の省力

化・効率化及び生産性の向上を図るものでありま

す。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第３６号「平成２

５年度西予市病院事業会計資本金の額の減少につ

いて」及び議案第３７号「平成２５年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計資本金の額の減少に

ついて」の２件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 議案第３６号「平成２５年

度西予市病院事業会計資本金の額の減少につい

て」、議案第３７号「平成２５年度西予市野村介
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護老人保健施設事業会計資本金の額の減少につい

て」一括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、地方公営企業法施行令等の一部を改

正する政令の施行により地方公営企業法施行令の

一部が改正されたことに伴い、平成２６年度から

の地方公営企業会計基準に対応するものでありま

す。 

 西予市病院事業会計及び西予市野村介護老人保

健施設事業会計につきましては、平成１６年の市

町村合併に当たり、資本剰余金及び利益剰余金を

資本金へ一括計上しておりましたが、平成２６年

度からの新会計基準に対応するため、必要となる

額を資本金から剰余金に振りかえるものでありま

す。このことによりまして、西予市病院事業会計

につきましては、平成２４年度期末における自己

資本金３３億５，８８５万４，４５８円のうち８

億５４６万６，３３９円を資本剰余金に振りかえ

るものでございます。 

 また、同じく西予市野村介護老人保健施設事業

会計においても、自己資本金２億７，８２５万

１，０９１円のうち１億２７９万３，０００円を

資本剰余金に振りかえるものであります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午前１１時５８

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後１時００

分） 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第３８号「平成２

５年度西予市一般会計補正予算（第６号）」を議

題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 議案第３８号「平成２５年度西予市

一般会計補正予算（第６号）」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、国の補正予算に即応した事業の

ほか、事業費の確定及び実績見込みによる増減を

行っております。 

 まず、歳入歳出予算の補正ですが、予算の総額

から歳入歳出それぞれ１１億３４４万９，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２８

０億１，２６１万９，０００円と定めるものであ

ります。 

 それでは、予算の概要をご説明いたします。 

 まず、歳出についてですが、国の補正予算に対

応した事業としまして、過疎集落等自立再生対策

事業費、市道改良事業費を計上しております。そ

のほか農業後継者育成事業として新規就農者拡大

促進事業補助金を計上し、バス路線維持対策事業

及び特用林産振興事業を増額、小学校の学校建設

費を減額しております。 

 また、国民健康保険特別会計、介護保険特別会

計及び土居診療所勘定特別会計への繰出金を増額

しております。 

 そのほか、オフセットクレジットの販売収入に

伴う夢資源活用基金への積立金を計上しておりま

す。 

 次に、歳入についてですが、決定額及び決定見

込み額を計上しております。 

 寄附金につきましては、ふるさと納税寄附金の

ほか、西予ＣＡＴＶ株式会社からの寄附金を計上

しております。 

 なお、ふるさと納税制度につきましては、広報

紙やホームページの掲載等により周知を図ってお

ります。 

 繰入金につきましては、育英金奨学資金貸付特

別会計からの繰入金を計上しております。 

 継続費補正につきましては、防災行政無線デジ

タル整備事業費ほか３事業において、今年度の実

績に伴う総額と年割り額の変更を行うものであり

ます。 

 地方債補正につきましては、実績見込み等によ

る起債の限度額の調整を行うものであります。 

 以上、ご説明してまいりましたが、詳細につき

ましては、担当課長に説明させますので、よろし

くご審議を賜り、ご決定いただきますようお願い

申し上げます。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 それでは、予算書に沿って補足

説明をさせていただきます。 

 まず、歳出につきまして説明をさせていただき

ます。 

 歳出、予算書の３０ページをお開き願います。 

 総務費、費目地域振興費、１９節過疎集落等自

立再生対策事業交付金１，０００万円であります

が、国の補正予算に即応し、高川地域づくり会が

取り組む空き家対策や地域の魅力づくり、コンニ
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ャクなどを生かした特産品開発、防災・避難訓練

などの事業に対する補助金を計上しております。

財源には、全額過疎集落等自立再生対策事業交付

金を充当しております。 

 費目生活交通バス対策事業費、１９節生活交通

バス路線維持確保対策事業補助金５８５万８，０

００円でありますが、宇和島自動車が運行する生

活交通バス路線の補助対象事業費が確定しました

ので補助金を増額するものであります。 

 ３１ページをお開き願います。 

 民生費、費目社会福祉総務費、国民健康保険特

別会計事業勘定繰り出し事業１億１，２４６万

７，０００円でありますが、保険税軽減に係る保

険基盤安定等のほか、国民健康保険特別会計の財

政安定を図るため繰り出すものであります。 

 ３２ページをお開き願います。 

 費目老人福祉費、介護保険特別会計繰り出し事

業５１９万円でありますが、介護給付費の増によ

る市負担分を繰り出すものであります。 

 ３６ページをお開き願います。 

 衛生費、費目保健衛生総務費、土居診療所勘定

繰り出し事業１，８６４万８，０００円でありま

すが、患者数が当初見込みを下回り、診療収入が

減少したため繰り出すものであります。 

 ４６ページをお開き願います。 

 農林水産業費、費目農業振興費、１９節新規就

農者拡大促進事業補助金３４３万３，０００円で

ありますが、新規就農５年目の認定農業者の農業

機械整備に対する補助金を計上しております。財

源には、新規就農者拡大促進事業費県補助金を充

当しております。 

 ４９ページをお開き願います。 

 費目林業振興費、１９節特用林産振興事業補助

金５０８万円でありますが、干しシイタケの販売

価格低迷が続く中、生産農家へ緊急支援として、

玉切り原木１本当たり５０円を補助するための経

費を計上しております。 

 ５３ページをお開き願います。 

 土木費、費目道路新設改良費蔭ノ地杉之瀬線改

良事業３，１００万円、安尾線改良事業１，０５

０万円でありますが、国の補正予算に即応し、平

成２６年度事業計画の市道改良事業を前倒しして

実施するもので、蔭ノ地杉之瀬線が延長１００メ

ートル、幅員３メートル、安尾線が延長４０メー

トル、幅員３メートルで実施予定であります。財

源には、道路新設改良費国庫補助金を充当してお

ります。 

 ６２ページをお開き願います。 

 教育費、費目学校建設費、三瓶小学校校舎新築

事業１６７万６，０００円の減、野村小学校南校

舎改築事業１億８，４７９万円の減、明浜地区小

学校統合校舎建設事業２億９，１４６万８，００

０円の減、野村小学校施設整備事業４，９９６万

４，０００円の減でありますが、入札減少により

平成２５年度の事業費が確定しましたので減額す

るものであります。 

 ７０ページをお開き願います。 

 災害復旧費、費目林業用施設災害復旧費、林業

用施設災害復旧事業（過年度）４１０万円であり

ますが、平成２３年６月に発生しました林道程野

桂線災害復旧事業について、国との変更協議によ

り事業費が確定しましたので増額するものであり

ます。財源には、林業用施設災害復旧費国庫負担

金、林業用施設災害復旧費分担金を充当しており

ます。 

 ７２ページをお開き願います。 

 諸支出金、費目基金費、夢資源活用基金事業１

４０万円でありますが、株式会社ＪＡひがしうわ

サービス、株式会社伊予銀行、株式会社愛媛銀行

からのオフセットクレジットの販売収入を基金に

積み立てるものであります。当初予算で計上して

います販売収入１０万円と合わせまして１５０万

円が積み立てられることになります。 

 次に、歳入でありますが、１０ページにお戻り

ください。 

 市税、市民法人２，３０１万９，０００円の減

額でありますが、景気低迷の影響により課税所得

が当初見込みを下回ったため減額するものであり

ます。 

 １５ページをお開き願います。 

 県支出金、費目民生費県補助金、１節介護基盤

緊急整備等事業費県補助金３，０００万円の減額

でありますが、グループホーム事業者が補助申請

を取り下げたため減額するものであります。 

 １８ページをお開き願います。 

 寄附金、費目一般寄附金、１節一般寄附金１，

００３万円でありますが、西予ＣＡＴＶから１，

０００万円、それから株式会社ぞっこん四国から

５万円の寄附の申し出がありましたので、当初予

算計上額との差額を計上するものであります。 
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 ふるさと納税寄附金２３４万７，０００円であ

りますが、平成２５年度は２７名の方から３３４

万７，０００円のご寄附をいただく見込みであ

り、当初予算計上額との差額を計上しておりま

す。そのうち１２名の方から使途についてのご希

望がありましたので、ご希望を尊重して使わせて

いただくようにしております。 

 繰入金、費目育英会奨学資金貸付特別会計繰入

金、育英会奨学資金貸付特別会計繰入金１億１，

２０１万８，０００円でありますが、育英会奨学

資金貸付特別会計では、近年新規貸付件数の減少

から多額の予備費を計上しているため、これを一

般会計へ繰り入れるものであります。 

 また、事業費の確定見込みなどによりまして分

担金、国県支出金、市債の増減調整を行っており

ます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、議案第３９号「平成２

５年度西予市授産場特別会計補正予算（第４

号）」から議案第５０号「平成２５年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計補正予算（第２

号）」までの１２件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第３９号「平成２５年

度西予市授産場特別会計補正予算（第４号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、授産場利用者の減少に伴い、事

業収入及び事業費を減額するものでございます。

これによりまして、既決いただいております歳入

歳出予算からそれぞれ２１６万６，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を２，４８８万６，０

００円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第４０号「平成２５年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

２号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、貸付金償還金の滞納による貸付

金元利収入の不足分を一般会計繰入金により補

い、歳入財源の内訳を変更処理するもので、歳入

歳出予算の総額に増減はございません。 

 歳入の内訳につきましては、貸付金償還金の滞

納による貸付金元利収入を１３５万７，０００円

減額し、一般会計から１３５万７，０００円を繰

り入れさせていただいております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 議案第４１号「平成２５年度西

予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、西予市育英会奨学資金貸付事業

の予備費を一般会計繰り出し事業に繰り出しし、

及び償還金の増額によるものであります。これに

よりまして、既決いただいております歳入歳出予

算にそれぞれ３９１万６，０００円増額し、歳入

歳出予算の総額を１億３，７６６万５，０００円

と定めるものであります。よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第４２号「平成２５年

度西予市国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 まず、事業勘定予算からご説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳出では、各項目実績見込みに

伴う不用額の減額、保険給付費の調整、共同事業

拠出金確定に伴う調整、直営診療所繰出金の調

整、歳入では、実績見込みによる国民健康保険税

繰入金の調整及び国庫県支出金、療養給付費交付

金並びに共同事業交付金の確定等に伴う調整が主

なものであります。これによりまして、既決いた

だいております歳入歳出予算からそれぞれ６，７

８５万９，０００円を減額し、事業勘定予算の歳

入歳出予算総額をそれぞれ５７億４，３３３万

８，０００円と定めるものであります。 

 次に、診療施設勘定予算の補正の主な内容につ

きましては、歳出では、総務費と医業費の精査に

よる調整、歳入では、外来収入の精査等に伴う一

般会計繰入金の調整等であります。これによりま

して、既決いただいております俵津診療所勘定の

歳入歳出予算の総額にそれぞれ５１万３，０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，

０３８万９，０００円、狩江診療所勘定の歳入歳

出予算の総額からそれぞれ１万１，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，６４９

万７，０００円、高山診療所勘定の歳入歳出予算
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の総額からそれぞれ１９３万５，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，３４８万

８，０００円、惣川診療所勘定の歳入歳出予算の

総額にそれぞれ６０万円を増額し、歳入歳出予算

の総額を１，６４７万３，０００円、土居診療所

勘定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ８２９万

３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１

億２２１万８，０００円、遊子川出張診療所勘定

の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１２７万円を増

額し、歳入歳出予算の総額を７５８万６，０００

円、二及診療所勘定の歳入歳出予算の総額からそ

れぞれ３５４万５，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ７，６５２万７，０００

円、周木診療所勘定の歳入歳出予算総額からそれ

ぞれ２０３万７，０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ５，４６０万６，０００円と

定めるものであります。 

 続きまして、議案第４３号「平成２５年度西予

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、総務費においては、

不用額の見込まれるものの減額と後期高齢者医療

広域連合納付金においては、保険基盤安定負担金

の確定、共通経費事務負担金の変更及び保険料の

徴収実績見込みによりまして減額となり、保健事

業費については、健診受診結果に伴う不用額を減

額するものであります。これによりまして歳入歳

出予算総額からそれぞれ１，５８２万９，０００

円減額し、歳入歳出予算の総額を５億９，７５０

万３，０００円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第４４号「平成２５年度西予

市介護保険特別会計補正予算（第３号）」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、事業者及び認定者の増加により

保険給付費を増額するとともに、年度末精算に当

たり不用額の調整を行うものであります。これに

よりまして、既決いただいております歳入歳出予

算総額にそれぞれ７，９６６万７，０００円を増

額し、歳入歳出予算の総額を５３億３，６７８万

円と定めるものであります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第４５号「平成２５年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

４号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、施設使用料及び農業集落排水加

入金の増額とそれに伴う一般会計繰入金を減額す

るものであります。 

 歳出においては、歳入の補正に伴う充当財源の

組み替えを行うもので、これによります歳入歳出

予算の総額に増減はございません。 

 続きまして、議案第４６号「平成２５年度西予

市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、事業費の年度末精算に当たり、

不用額等の調整及び充当財源の組み替えが主なも

のであります。これによりまして歳入歳出予算を

１，８５０万円減額し、歳入歳出予算の総額を８

億５，０３０万円と定めるものであります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 議案第４７号「平成２５年

度西予市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは、実績見込みによる減

額でありまして、歳入歳出からそれぞれ８６７万

８，０００円を減額し、歳入歳出の総額を２億

６，８１３万６，０００円と定めるものでありま

す。 

 歳出につきましては、積立金を増額したことに

より総務管理費を２１９万１，０００円増額し、

県が実施する道路改良工事との調整等により施設

整備事業費を１，０８６万９，０００円減額した

ことから、合わせて事業費８６７万８，０００円

減額いたしております。 

 歳入につきましては、施設整備費の減額に伴

い、財源となる繰入金、雑入など８６７万８，０

００円を減額するものであります。 

 続きまして、議案第４８号「平成２５年度西予

市上水道事業会計補正予算（第４号）」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、決算見込みによりまして、営業

収益、営業費用、負担金及び建設改良費を減額す

るものでございます。 

 第２条の収益的収入及び支出では、収入につき

まして、給水収益１０２万９，０００円を減額
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し、総額を５億９，８８７万２，０００円といた

しております。 

 また、支出につきまして、減価償却費１５０万

円を減額し、総額を５億８，８６９万８，０００

円といたしております。 

 第３条の資本的収入及び支出では、収入につき

まして、工事負担金１６万５，０００円を減額

し、総額を３億８，４１９万１，０００円といた

しております。 

 また、支出につきまして、委託料及び工事請負

費１，０４６万５，０００円減額し、総額を７億

３，５６５万６，０００円といたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額を補填する財源につきましては、第３条

本文括弧書きのとおりに改めております。 

 続きまして、議案第４９号「平成２５年度西予

市病院事業会計補正予算（第４号）」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、平成２５年度の決算

見込みに基づく業務量の補正とそれに伴う医業収

支の調整、新病院の建築事業に係る工事請負費等

の減額、またそれに伴う財源の調整を行うもので

ございます。 

 第２条の業務の予定量では、入院・外来とも年

間患者数が減となり、また主な建設改良事業とい

たしまして、新病院建築費３億４，８８１万５，

０００円を減額するものでございます。 

 第３条の収益的収入及び支出では、収入につき

ましては、患者数の減に伴い医業収益の１億４，

８３２万３，０００円を減額し、医業外収益では

１４３万９，０００円を増額したことにより、総

額を３０億２，８３７万５，０００円といたして

おります。 

 支出につきましては、人件費の調整などにより

医業費用を３，７１２万９，０００円減額し、医

業外費用を７５万２，０００円増額しまして、総

額を３１億１，６０３万３，０００円といたして

おります。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出では、収入

につきましては、新病院建設に係る一般会計出資

金を６９１万５，０００円、企業債を３億５，１

４０万円減額し、県補助金を９５０万円増額いた

しております。これによりまして資本的収入の総

額を３７億８０２万円といたしております。 

 支出につきましては、建設改良費を３億４，８

８１万５，０００円減額し、資本的支出の総額を

４２億４９８万７，０００円といたしておりま

す。 

 第５条では、新市立病院建設事業として設定し

ております継続費の年度割り額を表のとおりに変

更いたしております。 

 第６条では、新病院建設のための企業債の限度

額を２７億７，４３０万円に改め、第７条では、

議会の議決を経なければ流用することのできない

経費を表のとおりに改め、第８条で、一般会計か

らの補助金の金額を表のとおりに改めておりま

す。 

 続きまして、議案第５０号「平成２５年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、実績見込みによる収益的収入及

び支出並びに資本的収入及び支出を補正するもの

であります。 

 第２条の収益的収入及び支出につきましては、

施設事業収益を１９０万５，０００円減額し、収

入の総額を４億４，６０９万６，０００円とし、

収益的支出につきましては、施設事業費用を６７

５万３，０００円増額し、支出の総額を４億５，

５１１万７，０００円とするものであります。 

 第３条では、資本的収入の他会計補助金を１４

４万４，０００円減額し、収入の総額を１，２４

８万５，０００円とし、資本的支出につきまして

は、建設改良費を１４４万４，０００円減額し、

支出の総額を４，７７７万６，０００円とするも

のであります。 

 第４条では、一般会計からこの会計へ受ける補

助金として、企業債利息償還補助金を１９０万

５，０００円減額するものであります。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、議案第５１号「平成２

６年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 平成２６年度予算並びに諸議案のご

審議をお願いするに当たり、今後の市政運営の所
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信並びに予算編成の概要を申し上げます。 

 ことしは、旧５町の合併により西予市が誕生し

てから１０周年という大切な節目の年でありま

す。この１０年間、西予市としての一体感醸成と

基礎・基盤を築くことに主眼を置き、さまざまな

施策を展開してまいりました。その過程におきま

しては、多くの課題・難題がありましたが、その

一つ一つを市民並びに議会とともに解決してまい

りました。これから次の１０年に向けてスタート

をするわけでありますが、そこには新たな課題・

難題が存在するかもしれません。また、時代の変

遷によって市民の皆様からの要望も多種多様とな

ってくるでしょう。 

 しかし、これまで築いてまいりました信頼関係

によって、市民・議会・行政の三者が一体となっ

て解決していけるものと信じております。 

 さて、西予市が合併後１０周年目を迎え、これ

から取り組むべきテーマについて述べたいと思い

ます。 

 まず初めに、西予市のまちづくりについてであ

りますが、平成１７年度に合併後の西予市のまち

づくりの方向性を示す総合計画「夢創造せいよ２

１」を策定いたしました。これは合併に当たり策

定されました西予市まちづくり計画、いわゆる新

市建設計画を包括する形で策定されたもので、本

市の特性、市民ニーズ、時代潮流、発展課題を明

らかにし、夢の持てる町をつくろうとするもので

ありました。合併後１０周年を迎え、西予市は創

生期から発展期へ、さらに成熟期に入ろうとして

おります。これまで１０年間、ハード・ソフトと

多くの事業を手がけ、西予市の基礎・基盤は大体

できたと思っております。 

 しかしながら、時代の変遷によって市民ニーズ

も多種多様化しております。また、新たな財政需

要など、これらに応えるまちづくりを展開してい

かなければならないと考えております。特に合併

後における周辺地域の衰退について耳にすること

がありますが、その声に耳を傾けながら過疎対策

や限界集落対策のほか、地域づくり交付金事業に

おける地域が主体となる地域づくり等を手がけて

まいりましたが、人口の減少時代における少子・

高齢化の波や失われた２０年と言われた日本経済

構造の中で十分機能していないのも事実でありま

す。 

 また、西予市の一体感醸成のためいろいろ取り

組んできたところでありますが、１０周年を迎え

今後さらなる努力をしていきたいと考えておりま

す。 

 これから西予市が目指すべきまちづくりは、や

はり西予市に愛着や誇りが持てるまちづくり、そ

れが実感できるまちづくりであり、市民と行政が

一体となったまちづくりであります。合併後１０

年、よかったこと、悪かったことそれぞれ思いは

ありますが、これまで築いてきたよいところを引

き継ぎながら未来を見据えた次世代のまちづくり

を目指していきたいと思っております。 

 また、そのための組織づくりにつきましても、

ことしは大胆な発想で対応していきたいと考えて

おりますので、議会、市民の皆様のご支援、ご協

力をお願いしたいと思っております。 

 次に、空き家対策についてであります。 

 空き家発生の要因として高齢化が上げられます

が、西予市の高齢化率は３８％を超え、周辺部に

おいては４８％の地域が見られる高齢化社会とな

っていることから、高齢化に伴う身体的能力の衰

えによる福祉施設等への入所、子供との同居、そ

の他相続人が居住していない状況などが要因とな

って上げられます。空き家の一番の問題は、老朽

化による倒壊であります。特に明浜や三瓶・宇

和・野村の中心部は、道路幅も狭く、家屋が密集

しているため、地震災害時の倒壊により市民が負

傷したり、津波から避難できなくなるなど大きな

障害が想定されます。空き家対策を進めるために

は、所有者の特定、解体・撤去に要する費用、財

産権、税制などの問題を一つ一つ解決していく必

要があります。空き家の除却につきましては、所

有者の承諾や解体費用等の課題をクリアする必要

もありますので、今後は財政面での整備を図り、

危険な家屋の除却の促進を図る必要があろうと考

えております。 

 一方、空き家対策は、単に家を壊すといった危

機対応面だけでなく、地域にとって有効に利活用

する前向きな方法もあわせて考える必要がありま

す。有効利用の方法として、空き家の情報を整備

した空き家バンクを構築して、空き家の広域的な

活用を希望する所有者と地域活動の拠点を必要と

するＮＰＯなどのマッチングを行政が行うことも

考えております。そのほか、空き家を利用した企

業誘致や子ども教室、定年後の田舎暮らしを希望

する団塊世代や自然の中で暮らすことを希望する
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子育て世代の定住促進など、地域活性化につなが

る有効な方策を計画的に進めていきたいと考えて

おります。 

 次に、子ども・子育て支援対策についてであり

ます。 

 ことし西予市の新成人は４１９人でありました

が、２０年後には２５０人まで減少するという厳

しい見通しとなっております。これは西予市の存

続にかかわる非常に重要な問題であり、早期に対

策を打つ必要があります。そのためには、安心し

て子供を産み、そして育てやすい環境を整備する

ことが重要であることから、さまざまな対策を複

合的にやっていく必要があります。西予市は、こ

れまでの小学校就学前までの通院医療費及び中学

３年生までの入院医療費の無料化、保育料の軽減

措置、妊婦健診年間１４回でありますが、の無料

化、延長保育、病後児保育などの事業を行ってま

いりましたが、出生数の減少を抑制するまでには

至っていないのが現実であります。この状況を打

開するためには、財政出動も含めた大胆な発想を

考えております。 

 また、西予市で子供を産みたくなる環境づくり

も重要であると考えております。言いかえれば、

子供を育てやすい環境づくりと言えます。西予市

で子供を産めば、高校を卒業するまで市や地域の

支援が受けられ、精神面・経済面ともに安心して

子供を育てられるという安心感を持ってもらえる

環境をつくることが必要であります。そのために

は、妊娠から子育てが終わるまでの長い期間、そ

れぞれの時期に応じた支援が必要であろうと考え

ております。それには経済的・身体的・精神的な

支援はもちろんのこと、子育てに直結する養育能

力向上のための支援も大事であります。 

 また、放課後児童クラブ、放課後子ども教室な

どの既存事業や延長保育、病後児保育など、保育

制度の充実を図る必要があろうと考えておりま

す。 

 さらに、子育て支援センターの機能の充実を図

るとともに、地域における子育て支援拠点の整備

を図っていく必要があろうと考えております。そ

の一環としまして、平成２６年度野村町に学童保

育と図書館が一体となった複合施設を建設し、共

働き家庭など、昼間保護者が家庭にいない児童に

対し、放課後や長期休暇中、保護者にかわって保

育を行い、安心して働ける環境を整備していきま

す。そのほか、若者たちの新たな対策を現在検討

中であります。 

 次に、企業誘致であります。 

 既に新聞で報道され、皆様もご承知のとおりで

ありますが、これまでの取り組みが実を結び、コ

ロッケ・メンチカツの製造で全国トップシェアを

誇る「味のちぬや」が宇和町皆田へ進出すること

が決定いたしました。このことによりまして２０

０人規模の雇用が生まれることになり、西予市が

取り組んだ雇用対策として非常に大きな成果とな

りました。ただこのような成果があることはまれ

で、なかなか企業が求めるニーズに応えられず、

不成立になるのが実情であります。 

 しかし、今回の成功例を機に、企業が求めるニ

ーズに対応できる条件整備を図る必要がありま

す。これまでなかなか誘致ができなかった要因を

詳細に分析し、どこが弱くて何が必要なのか課題

や問題点を洗い出すことにより、今後西予市がや

るべきことが見えてきます。そこには企業が求め

るニーズに即応できる情報と地域の集約が重要で

あり、事業展開の早い企業の動きに対応できるフ

レキシブルな初動態勢の整備が必要であろうと考

えています。そのためには、経済や法律の地域に

たけた職員の育成・配置、企業ニーズに対応でき

る施設、環境、用地情報のストック、対応時に専

従できる職務体制を整える必要があります。今後

はこれらによって一つでも多くの企業を西予市に

誘致できる努力をしてまいりたいと思っておりま

す。 

 次に、農政の大転換への対応についてでありま

す。 

 政府は、農業・農村の所得を今後１０年間で倍

増させることを目標に掲げた農林水産業・地域の

活力創造プランを策定いたしました。このプラン

では、農業の足腰の強い産業としていくための産

業政策と農業・農村の有する多面的機能の維持・

発展を図るための地域政策を車の両輪として４つ

の改革を進めることとしております。 

 まず、１点目として、農地中間管理機構を創設

し、地域の農地利用の最適化を図ることです。 

 ２点目として、経営所得安定対策を見直し、米

の直接支払交付金を３０年産から、米価変動補填

交付金は２６年産から廃止する一方で、畑作物の

直接支払交付金等については、意欲ある農業者が

参加できるようにすることにあります。 
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 ３点目として、水田フル活用と米政策の見直し

により、農業者みずから経営判断で作物を選択

し、需要に応じた主食用米生産を行うことです。 

 ４点目として、多面的機能支払いを創設し、共

同管理等によって農地を維持し、担い手の負担を

軽減することにあります。 

 西予市として今般の国の４つの改革に対応する

ため、規模拡大や面的集積が可能な地域において

は、平成２４年度から進める人・農地プランによ

り認定農業者や新規参入希望者を含めた借り受け

希望者と農地の出し手を把握し、農地中間管理機

構を活用して農地利用の集積・集約化を図り、

米・麦・大豆の土地利用型農業を展開し、水田フ

ル活用を目指します。 

 一方で、規模拡大や面的集積が困難な中山間地

域では、集落単位での話し合いと合意形成を促進

し、共同利用機械の整備や体制づくりの支援等で

集落機能の強化を図り、農地、機械、施設、労働

などの集落資源を十分に生かした将来にわたって

継続できる集落営農を目指します。 

 また、ナス、ピーマン、カボチャやホウレンソ

ウなどの多品目野菜等を取り入れた生産振興やそ

の地域の地形や気候、立地条件を生かしたキュウ

リ、トマト等の集約型農業、クリ、ユズ、かんき

つなどの果樹栽培や販売先や買い上げ単価が確保

される薬用植物等の栽培を推進します。 

 多面的機能支払いの創設への対応については、

これまでに中山間等直接支払制度、農地・水保全

管理支払交付金制度、向上活動支援交付金の協定

集落を中心に協定集落内での話し合いを進め、地

域資源である農地、水路、道路等の質的向上を図

る資源向上支払いと多面的機能を支える共同活動

を支援する農地維持支払い、これは新設でござい

ますが、及び中山間地域等直接支払等から成る日

本型直接支払制度に市としても取り組んでいきた

いと考えております。 

 次に、四国西予ジオパークの推進についてであ

ります。 

 昨年、自然・歴史・文化遺産やこれまでの取り

組みが評価され、念願でありました日本ジオパー

クの認定を拝受することができました。これまで

認定に向けてご支援、ご協力をいただきました市

民並びに四国西予ジオパーク推進協議会の皆様、

そのほか関係者の皆様に改めてお礼を述べたいと

思います。 

 認定後におきましては、新聞や雑誌・テレビで

ジオパークが取り上げられることが多くなり、ま

た一般公募しましたジオパークのロゴマークが使

われるようになるなど、いろいろな動きが出てま

いりました。今後は庁内関係課の職員で構成しま

す西予ジオパーク構想推進委員会で連携・情報交

換を行い、各種観光商品の企画等を行うジオツー

リズム事業、地域産品を活用した６次化商品の開

発等を行うジオアグリ事業、本市に存在します多

様なジオ資源を活用したアイデアやご意見を市民

の皆様から提案していただき、実行可能なものに

ついては支援を含め市の事業として推進していく

など、ジオパークによる事業を広範囲に繰り広

げ、市民はもとより全国に向けて意欲的に発信し

ていきたいと考えております。 

 また、１２月定例議会で議決いただきましたジ

オパーク推進基金を活用しまして、市民や団体等

が行う事業を支援するジオパーク推進補助事業や

遊歩道の改修や案内板の整備などジオポイント整

備事業を推進していくつもりであります。西予ジ

オパークを今後も推進していくためには、市民の

皆様のご理解、ご支援を得ることが必要であり、

私たちが住む西予市に誇りを持ち、身近にあるジ

オ資源という宝物を価値あるものに変えることを

楽しむことにあると思っております。 

 次に、えひめ国体の準備についてであります。 

 ご存じのとおり平成２９年に愛媛県で第７２回

国民体育大会が開催され、西予市では相撲と成年

女子ソフトボールが開催されます。これを機に、

スポーツの魅力を発信すべく各種スポーツ大会の

誘致や開催、スポーツ関係団体との連携による競

技力の向上とえひめ国体競技種目の支援強化に取

り組んでいるところであります。各施設の整備に

つきましては、平成２４年度に基本設計が終わ

り、今年度宇和球場を改築及び宇和運動公園改修

に係ります実施設計及び地質調査、運動公園及び

御旅公園の長寿命化計画の策定を実施していると

ころで、平成２６年度から各施設の工事に着手

し、平成２７年度で完成する予定であります。 

 また、相撲の開催会場となります乙亥会館につ

きましては、平成２８年度に館内等の補修工事を

行うこととしております。こうした準備等を踏ま

え、西予市で開催される２競技につきましては万

全の態勢で臨み、第７２回国民体育大会を大成功

におさめたいと思っております。 
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 以上、私の所信を述べさせていただきました

が、このほかにも取り組むべき課題が山積してお

ります。議員各位並びに市民の皆様のご意見、ご

提言等をいただきながら、「誇れる・愛着のもて

る『いい実感』のある西予市」づくりに努めてま

いりますので、ご理解、ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

 それでは次に、平成２６年度予算案の概要につ

いて説明をいたします。 

 平成２６年度予算案は、「誇れる・愛着のもて

る『いい実感』のある西予」を基本理念とするマ

ニフェスト２０１２の政策提言の実現を着実に推

進しながら、地域経済状況や市の財政状況を直視

した上で持続的な財政構造を構築する手法を取り

入れ、次の２つを基本方針として予算編成をいた

しました。 

 １点目は、厳しい財政状況に対応するための改

革へ踏み込んでいく予算として、全職員が市の財

政状況を見きわめ、行政評価システムの厳格な継

続運用により、施策枠による予算の分限化と行政

改革を着実に実行し、健全財政を堅持していくこ

ととしております。 

 ２点目は、総合計画を着実に推進する予算とし

て、新市建設計画基盤事業の実行、減災のまちづ

くり、再生可能エネルギーへの挑戦、魅力あふれ

る創造発信など８つから成る夢創造せいよ２６の

推進を図ることとしております。これらにより平

成２６年度各会計予算額は、一般会計２８９億

３，２００万円、特別会計１３７億５，２９８万

８，０００円、公営企業会計６６億２，８９５万

８，０００円、全会計では４９３億１，３９４万

６，０００円となり、一般会計では前年度比７．

４％、１９億９，２００万円の増額となっており

ます。 

 以下、一般会計予算案の新規事業と主な事業に

ついて、款、項の区分を基準とした目的別分類の

施策ごとに説明をいたします。 

 初めに、議会費でございますが、議会活動を広

く市民に周知するための議会だよりの経費や各常

任委員会の研修経費、議会活性化特別委員会に係

る経費を計上しております。総額で２億８３１万

３，０００円としております。 

 次に、総務費でありますが、情報化の推進で、

ケーブルテレビ事業で提供しているデジタル放送

サービスと高速インターネット通信サービスの安

定供給を維持する光伝送路維持管理費を計上して

おります。 

 男女共同参画では、男女共同参画推進体制の充

実と広報啓発活動推進経費及び基本計画の策定に

係る経費を計上しております。 

 コミュニティーでは、都市部に住む若い人材を

受け入れて地域おこしの強化を図る地域おこし協

力隊事業費、自主・自立の地域づくりを推進する

せいよ地域づくり交付金事業費を計上しておりま

す。 

 行財政では、行財政の効率化を推進する行政評

価推進事業費、組織の活性化と公務能率の向上を

図る人事評価推進事業費、今後１０年間のまちづ

くりの指針となります総合計画策定に係る経費を

計上しております。 

 交通網整備では、交通空白地域でタクシー事業

者による区域運行を行い、日常的な移動を確保す

るデマンド乗り合いタクシー運行事業費、交通弱

者である高齢者等の交通手段の確保と福祉の向上

を図る生活交通バス運行事業費を計上しておりま

す。 

 空き家対策では、空き家の適正管理と今後の活

用、防災・減災対策を進めるために空き家・廃屋

対策事業費を計上しております。総額で２６億

３，７０５万円としております。 

 次に、民生費でございますが、地域福祉では、

災害時における情報共有により災害に強い地域づ

くりを進める要援護者支援システム管理運営経費

を計上しております。 

 高齢者福祉では、高齢者の外出支援とバス路線

維持確保を図る高齢者路線バス利用補助金事業

費、災害時におけるひとり暮らし等の高齢者に対

する迅速かつ適切な支援体制の確立を図る経費を

計上しております。 

 また、はり、きゅう、マッサージ補助事業で

は、さらなる健康保持・増進を図るため、年間の

利用助成回数を拡充することとしております。 

 障害者福祉では、障害者総合支援法に基づき、

障害者の日常・社会生活や地域移行・地域生活を

支援するための事業費を計上しております。 

 また、障害者計画及び障害福祉計画の策定に伴

うニーズ調査経費を計上しております。 

 子育て支援では、平成２７年度から施行される

子ども・子育て支援新制度に伴う子ども・子育て

支援計画の策定経費、保育所の機能充実や多様化
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する子育てニーズに対応するための病児・病後児

保育事業費等の事業拡充、保護者が昼間家庭にい

ない児童に対する放課後児童健全育成事業費を計

上しております。 

 また、震災から園児等を守るための高山・俵

津・土居保育所の耐震診断に係る経費、消費税率

引き上げによる子育て世帯への影響緩和を図る子

育て世帯臨時特例給付金の支援に必要な経費を計

上しております。総額で６７億４，８３６万１，

０００円としております。 

 次に、衛生費でございますが、保健・医療で生

活習慣の予防、疾病の早期発見・早期治療推進の

ための健康増進事業費や女性特有がんの検診等、

各種検診事業費、インフルエンザ等の予防接種事

業費を計上しております。 

 また、救急医療の充実と体制強化を図る病院群

輪番制病院運営事業費、市立西予市民病院建設に

係る繰出金、高齢化・過疎化が進展する地域の医

療を確保する診療所特別会計への繰出金を計上し

ております。 

 環境・景観保全では、三瓶地域において、雨水

を安全に排水して水害を防ぐ雨水幹線排水路等の

整備を進める雨水排水基本計画策定経費を計上し

ております。 

 また、動植物と人間との共生できる豊かな農村

空間の構築を目指し、地域で実施する活動に対す

る田園ロマンの里づくり活動事業補助金を計上し

ております。 

 廃棄物処理、墓地・火葬場では、老朽化してい

る西部衛生センターと東部衛生センターを集約し

て、し尿処理及び浄化槽汚泥をあわせて処理し、

資源化施設を備えた汚泥再生処理センターを整備

するため土地購入費、造成、本体建設工事費を計

上しております。総額で２７億１，９１５万３，

０００円としております。 

 次に、農林水産業費でございますが、農業の振

興では、産地競争力の強化と地域ブランド化を図

るための選果機等生産設備の更新経費、米の乾

燥・貯蔵・調整のための共同施設改修経費、子牛

育成所新築移転経費を計上しております。 

 また、農業用用排水路整備等の生産基盤の整備

充実、営農規模の拡大と生産性の向上、農作業の

効率化・省力化を図るための事業費を計上してお

ります。 

 さらに、農業を支える人材確保等のための担い

手及び農業後継者の育成事業費を計上しておりま

す。 

 林業の振興では、森林整備、保全事業費、林

道・林業専用道の整備事業費、間伐材搬出に対す

る助成事業費、林業技術者の育成と就業の安定を

図るための林業労働者確保対策事業費を計上して

おります。 

 また、干しシイタケの産地育成を図る種駒購入

補助の事業拡充、二酸化炭素の削減を図るための

家庭用ペレットストーブ購入に対する補助経費を

計上しております。 

 水産業の振興では、漁業環境の整備保全を図る

ための漁港整備等の施設整備費を計上しておりま

す。 

 また、漁業経営支援対策として、養殖共済掛金

に対する補助経費、八幡浜漁業協同組合への経営

改善支援経費を計上しております。総額で２７億

４，３２３万７，０００円としております。 

 次に、商工費でございますが、商工業の振興で

は、中小企業の育成振興を図るための預託金事業

費、地域産業の活性化と雇用の場の確保を図るた

めの経費等を計上しております。 

 また、大消費地おける食と人との交流と情報発

信により農産物等の知名度アップと企業の販路拡

大を図るための事業費を計上しております。 

 消費生活では、悪徳商法による被害が絶えない

中、関係機関との連携により情報提供、被害者相

談、苦情等に対応する経費を計上しております。 

 観光の振興では、日本ジオパーク認定を踏ま

え、西予ジオパークを今後さらに推進するため、

遊歩道等の整備事業やジオパークブランド活用事

業などのハード・ソフト事業費を計上しておりま

す。 

 また、新たな観光資源として、愛媛県との連携

によりジオパークを楽しめるサイクリングコース

の看板設置、ジオサイクルマップ作成経費を計上

しております。 

 さらに、雑巾がけグランプリのギネス登録に係

る経費を計上しております。総額で５億４，５７

３万７，０００円としております。 

 次に、土木費でございますが、道路・交通網整

備では、広域的な地域間の連携強化、安全性等の

向上を図るため、県道道路整備事業の負担金、市

道幹線道路及び橋梁の維持管理、保守経費を計上

しております。 
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 住宅・宅地の整備では、住宅関連産業を中心と

した経済の活性化を図るとともに、居住環境を向

上させる住宅リフォーム事業を計上しておりま

す。 

 防災では、急傾斜地等崖崩れ危険箇所１０カ所

の崖崩れ防災対策事業費を計上しております。総

額で２１億１，２２０万１，０００円としており

ます。 

 次に、消防費でございますが、消防・防災・救

急では、大規模災害発生に備えた必要物資の備蓄

や備蓄用倉庫の設置、津波避難路の整備、野村地

区防災行政無線のデジタル整備化を図る事業費を

計上しております。 

 また、災害救急時に速やかに対応できる体制整

備と住民の生命・財産を守り安心して暮らせる町

を築くため、消防団組織の充実を図るとともに、

高規格救急車整備を初め、耐震性貯水槽等消防施

設の整備費を計上しております。総額で１４億

５，６５３万１，０００円としております。 

 次に、教育費でございますが、学校教育では、

明浜地区の小学校統合校舎建築費、野村小学校南

校舎改築事業費、望ましい教育環境の実現を図る

学校再編推進事業費を計上しております。 

 また、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参加

し、平和教育の向上と長崎市内小学校との友好親

善、文化交流を図る児童平和学習及びおイネさん

交流事業費を計上しております。 

 さらに、建築後４０年以上を経過し、移転新築

を行う宇和給食センター建築事業費、野村幼稚園

の大規模改修経費を計上しております。 

 生涯学習では、地域の実情に応じた効果的な生

涯学習の充実を図る生涯学習推進事業費、家庭教

育支援事業費や放課後子どもプラン事業費を計上

しております。 

 また、野村地域の子育て支援対策として、図書

館と児童館を整備する教育福祉複合施設建設事業

費、公民館等耐震診断経費を計上しております。 

 芸術・文化・文化財では、西予市出身で命を見

詰め、生きるために創作を続けた詩人故塔和子さ

んを顕彰する経費を計上しております。 

 また、愛媛県指定無形文化財である朝日文楽の

保存伝承と後継者の育成を図る朝日文楽会館建設

事業費を計上をしております。 

 スポーツ活動では、スポーツ団体・クラブ及び

指導者の育成を推進するための経費、地域コミュ

ニティー組織である総合型地域スポーツクラブの

活動支援事業費を計上しております。 

 また、えひめ国体・成年女子ソフトボールの競

技会場となります宇和球場及び宇和運動公園多目

的広場の整備事業費、宇和体育館耐震診断経費を

計上をしております。総額で５２億７，２０８万

６，０００円としております。 

 以上、歳出予算の目的別の概要でございました

が、続きまして歳入につきましてご説明をいたし

ます。 

 まず、市税につきましては、固定資産税が増と

なったものの、個人市民税と法人市民税の減額が

大きかったため、市税総額では対前年比２，０６

１万６，０００円の減額となっております。 

 地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付

金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方

交付税につきましては、平成２６年度地域財政計

画の増減率等をもとに計上しております。 

 国庫支出金につきましては、消費税率の引き上

げに伴う低所得者、子育て世帯への影響緩和を図

る暫定的・臨時的な措置として行う給付金の交付

によりまして、対前年度比４億８，９８１万１，

０００円の増額となっております。 

 県支出金につきましては、緊急雇用創出事業

費、森林蘇生緊急対策事業費補助金の減によりま

して、対前年度比４億６，９７５万３，０００円

の減額となっております。 

 繰入金につきましては、財政調整基金、一般廃

棄物処理施設等建設基金の繰入額の増額によりま

して、対前年度比１１億８８８万７，０００円の

増額となっております。 

 市債につきましては、道路橋梁債、保健体育

債、文化振興債、清掃債の増等によりまして、対

前年度比７億９，９２０万円の増額としておりま

す。 

 なお、市債につきましては、合併特例債、過疎

債及び辺地債等の財政上有利な起債を活用して必

要額を計上しております。 

 また、汚泥再生処理施設整備事業費、えひめ国

体施設整備事業、学校給食センター建設事業にお

ける継続費の設定及び総合計画策定業務委託、総

合行政システム再構築業務委託等の債務負担行為

の設定を行っております。 

 以上、説明をさせていただきましたけれども、

詳細につきましては担当課長からご説明をさせて
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いただきますので、よろしくご審議を賜り、ご決

定いただきますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 それでは、平成２６年度当初予

算の補足説明を予算書に沿って、新規事業並びに

主な事業についてご説明を申し上げます。 

 まず、歳出につきまして説明をさせていただき

ます。 

 ５９ページをお開き願います。 

 総務費、費目企画費、総合計画策定事業１，４

８５万円でありますが、平成２７年度で計画期間

が終了します西予市総合計画の次期計画を平成２

６年、２７年度の２カ年をかけて策定するもの

で、平成２６年度に係る経費を計上しておりま

す。 

 なお、策定委託料につきましては、平成２７年

度の債務負担行為を設定しております。 

 ６４ページをお開き願います。 

 費目情報推進事業費、光伝送路維持管理事業

７，０９７万２，０００円でありますが、宇和・

野村間の光伝送路は、現在単一ルートしか構築さ

れておらず、断線した場合には野村・城川地域全

域でＣＡＴＶやインターネットが利用できなくな

る状況であるため、宇和信里と野村白髭間に新た

な幹線を整備するための経費を計上しておりま

す。 

 ７０ページをお開き願います。 

 費目合併１０周年事業費、西予市合併１０周年

記念式典事業ほか９事業４，５５９万１，０００

円でありますが、合併１０周年の節目の年を迎

え、市民の連帯や相互理解を深めるとともに、西

予市の魅力や活力を市内外に発信する各事業を平

成２６年度の１年間を通して実施するものであり

ます。これ以外にも既存事業の内容を合併１０周

年版に拡充して実施する事業もあり、これらにつ

きましては、従来の事業費に予算計上をしており

ます。 

 ８４ページをお開き願います。 

 費目地域振興費、せいよ部マネージャー事業９

９０万円でありますが、西予市合併１０周年の平

成２６年度１年間、男女若者７人で結成しました

せいよ部マネージャーに係る活動経費を計上して

おります。西予市の魅力を広く情報発信し、西予

市の知名度向上を図るとともに、若者の視点を生

かした政策提言により一層の地域活性化実現を目

指すものであります。 

 同目、空き家・廃屋対策事業５７０万５，００

０円でありますが、今後の空き家の有効活用や防

災・減災対策のために空き家数及び危険度を調査

して地図情報システムで管理を行うための経費を

計上しております。 

 ９４ページをお開き願います。 

 民生費、費目老人福祉費、高齢者路線バス利用

補助事業１，４１５万円でありますが、高齢者の

外出支援及び路線バス利用増加による公共交通バ

ス路線の維持確保を目的に、７０歳以上の高齢者

に対して公共交通路線バス運賃の半額を補助する

ものであります。 

 １０１ページをお開き願います。 

 費目臨時福祉給付金費、臨時福祉給付金支給事

業２億２，８０５万７，０００円でありますが、

消費税率及び地方消費税率の引き上げに際し、低

所得者の負担軽減対策として国が実施します簡素

な給付措置によります給付金支給に係る経費を計

上しております。財源には、臨時福祉給付金給付

事務費国庫補助金を全額充当しております。 

 １１０ページをお開き願います。 

 費目子育て世帯臨時特例給付費、子育て世帯臨

時特例給付金支給事業４，３２０万４，０００円

でありますが、消費税率及び地方消費税率の引き

上げに際し、子育て世帯への影響を緩和し、子育

て世帯の消費の下支えを図る観点から国が実施し

ます臨時的な給付措置によります給付金支給に係

る経費を計上しております。財源には、子育て世

帯臨時特例給付事業費国庫補助金を全額充当して

おります。 

 １２７ページをお開き願います。 

 衛生費、費目汚泥再生処理施設整備事業費、汚

泥再生処理施設整備事業５億７，６３８万９，０

００円でありますが、老朽化しています西部及び

東部衛生センターを集約して、し尿処理及び浄化

槽汚泥をあわせて処理し、資源化設備を備えた施

設として、平成２９年度の供用開始を目指し、用

地取得、造成、本体工事に係る経費を計上してお

ります。 

 なお、造成工事、本体工事、本体工事監理委託

につきましては、平成２６年度から平成２８年度

の継続費を設定しております。 

 １３５ページをお開き願います。 
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 農林水産業費、費目農業振興費、農業用機械・

施設整備事業１億５，５０５万円でありますが、

果樹流通施設緊急整備事業費県補助金を受けまし

て、ＪＡひがしうわのユズ選果機、ＪＡにしうわ

のかんきつ選果機の更新に対する補助金を計上し

ております。 

 また、果樹戦略品種等供給力強化事業費県補助

金を受け、モノラック明浜６件、三瓶７件、雨よ

けハウス整備三瓶５件に対する補助金を計上して

おります。 

 １３８ページをお開き願います。 

 費目畜産業費、１９節畜産産地強化施設整備事

業費補助金１億３，５８４万円でありますが、Ｊ

Ａひがしうわの野村子牛育成所は、旧野村町時代

に建設され、施設の老朽化及び長年の使用により

まして子牛の飼養環境面に問題が発生しているた

め、地域内一貫乳肉肥育により優良な個体を確保

し、地域ブランド化を図るための新たな育成所の

整備に対する補助金を計上しております。財源と

して、畜産産地強化施設整備事業費県補助金及び

野村町地域高齢者福祉及び農業振興基金を充当し

ております。 

 １４７ページをお開き願います。 

 費目林業振興費、１９節特用林産振興事業補助

金３０４万５，０００円でありますが、販売価格

が生産原価の２分の１程度に下落しています干し

シイタケの産地保護育成を図るため、干しシイタ

ケ用種駒購入費に対する１０分の３以内の補助金

を計上しております。 

 １５３ページをお開き願います。 

 費目水産業振興費、１９節魚類養殖等共済支援

事業補助金４７６万３，０００円でありますが、

赤潮等の予測困難な自然災害から養殖漁業経営を

守る養殖共済への加入促進を図るため、平成２６

年度から２年間養殖共済掛金に対して補助するも

ので、平成２６年度分を計上しております。 

 １５８ページをお開き願います。 

 商工費、費目観光費、ジオパーク推進事業２，

６２２万９，０００円でありますが、日本ジオパ

ーク認定を踏まえて今後一層の推進を図るため、

ジオポイントの案内板の設置、ジオツアー、ジオ

セミナーの開催など、四国西予ジオパークの広

報、啓発を行うための経費及び市民が取り組むジ

オパーク推進事業に対する補助金を計上しており

ます。財源には、新ふるさとづくり総合支援事業

費県補助金、過疎債、ジオパーク推進基金を充当

しております。 

 １６１ページをお開き願います。 

 費目商工観光施設管理費、土居家管理事業３，

２６９万３，０００円のうち２，８８６万７，０

００円でありますが、カヤぶき屋根の一部修繕を

平成２５年度に実施することとしておりました

が、予想以上に劣化が激しかったため、修繕方

法、材料確保等の検討を行いまして、平成２６年

度に全面修繕を行うもので、これに係る経費を計

上しております。 

 １６８ページをお開き願います。 

 土木費、費目道路新設改良費９億５３４万４，

０００円のうち道路新設改良事業８億７，３９０

万円でありますが、市内市道幹線道路の改良、舗

装等を実施するための経費を計上しております。 

 明浜地区、脇宮崎線ほか２路線、宇和地区、旧

町地区２７７号線ほか１１路線、野村地区、渓筋

田之筋線ほか１０路線、城川地区、程野線ほか５

路線、三瓶地区、鴫山１号線ほか１路線を実施い

たします。 

 また、市道舗装、道路附属物の点検調査委託経

費を計上しております。財源には、道整備交付

金、社会資本整備総合交付金、電源立地地域対策

交付金事業費県補助金、過疎、旧合併特例債等を

充当しております。 

 １７６ページをお開き願います。 

 費目住宅管理費、１９節住宅リフォーム事業補

助金１，７５０万円でありますが、平成２５年度

の市単独緊急経済対策で実施いたしました事業を

継続実施するもので、市内住宅関連産業の需要創

出と市内住宅環境の向上を図るための持ち家住宅

の増改築及びリフォーム工事に対して、工事費補

助金上限２０万円、市産材利用補助金上限５万円

を補助する経費を計上しております。 

 １９２ページをお開き願います。 

 教育費、費目教育振興費、児童平和学習おイネ

さん交流事業１５０万７，０００円であります

が、８月８日から１０日にかけて、市内の小学６

年生２０名と引率者７名が、長崎原爆犠牲者慰霊

平和祈念式典に参加し、平和教育の向上を図ると

ともに、長崎市内小学校との友好親善、文化交流

を行うための経費を計上しております。 

 １９３ページをお開き願います。 

 費目学校建設費、小学校施設整備事業１，１３
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０万１，０００円でありますが、老朽化しました

三瓶小学校プールの新設設計及び宇和町小学校を

除く宇和地区６つの小学校保健室のエアコン整備

等に係る経費を計上しております。財源には、過

疎債を充当しております。 

 同費目、明浜地区小学校統合校舎建設事業６億

４，４６５万３，０００円でありますが、平成２

７年４月の明浜地区小学校統合に向けて統合校舎

の新築に係る経費を計上しております。竣工は平

成２７年２月２７日の予定であります。財源に

は、学校施設環境改善交付金、旧合併特例債等を

充当しております。 

 同費目ですが、野村小学校南校舎改築事業３億

９，９９３万９，０００円でありますが、平成２

７年４月の野村地区小学校統合に向けて、野村小

学校南校舎の改築に係る経費を計上しておりま

す。財源には、学校施設環境改善交付金、旧合併

特例債を充当しております。 

 ２０７ページをお開き願います。 

 費目公民館費、公民館耐震化事業１，４３９万

４，０００円でありますが、災害時の避難所とな

ります公民館の耐震化を図るため、新耐震基準前

の昭和５６年５月３１日以前に建築確認されまし

た公民館の耐震性を確認するための耐震診断及び

補強が必要な場合の耐震補強設計経費を計上して

おります。 

 実施します公民館は、野村公民館、高山公民館

であります。財源には、社会資本整備総合交付金

を充当しております。 

 ２０９ページをお開き願います。 

 費目社会教育施設運営管理費、社会教育施設耐

震化事業６８６万８，０００円でありますが、災

害時の避難所となります総合センターしろかわの

耐震化を図るため、新耐震基準前の昭和５６年５

月３１日以前に建築確認されました総合センター

しろかわの耐震性を確認するための耐震診断及び

補強が必要な場合の耐震補強設計経費を計上して

おります。財源には、社会資本整備総合交付金を

充当しております。 

 ２１２ページをお開き願います。 

 費目社会教育施設建設費、野村地域教育福祉複

合施設建設事業５億６３２万１，０００円であり

ますが、野村小学校に隣接します市有地、旧野村

保育所、四国電力跡地に図書館と児童館が一体と

なった複合施設の建設に係る経費を計上しており

ます。 

 建物の概要は、鉄筋コンクリートづくり２階建

て一部鉄骨づくり、延べ床面積１，６２７．２９

平方メートル、１階部分が図書館、２階部分が児

童館、学童保育所となっております。 

 また、備品整備の一部に野村町地域青少年健全

育成基金を充当しております。平成２６年度完成

の予定であります。財源には、放課後児童クラブ

整備費県補助金、野村町地域青少年健全育成基

金、旧合併特例債を充当しております。 

 ２１３ページをお開き願います。 

 費目文化振興総務費、塔和子顕彰事業１１９万

４，０００円でありますが、命や愛、ふるさとへ

の思いを多くの詩に表現した西予市出身のハンセ

ン病元患者で、詩人の故塔和子さんを偉大な詩人

として市民を挙げて顕彰するため、一周忌を期し

て「しのぶ集い」を開催するための経費を計上し

ております。 

 ２１７ページをお開き願います。 

 費目文化施設運営管理費、ギャラリーしろかわ

管理運営事業９，８７３万５，０００円のうち

８，７３７万２，０００円でありますが、平成５

年建築で老朽化した施設の大規模改修を行うため

の経費を計上しております。 

 改修内容は、空調設備、照明ＬＥＤ化、ホール

タイル、展示室カーペット、天井などとなってお

ります。 

 ２２１ページをお開き願います。 

 費目文化の里振興費、米博物館管理運営事業

１，３３０万９，０００円のうち５２０万２，０

００円でありますが、クラックが発生し崩壊の不

安を感じています米博物館の擁壁の補強工事を行

う経費を計上しております。 

 なお、設計は平成２５年度で実施済みでありま

す。 

 ２２２ページをお開き願います。 

 費目文化振興施設建設費、朝日文楽会館建設事

業３億６，５０７万６，０００円でありますが、

平成２４年度に基本設計に着手し、平成２５年度

に実施設計が完了しました朝日文楽会館の建設工

事に係る経費を計上しております。 

 建物の概要は、鉄骨づくり内装木質化一部２階

建て、延べ床面積が７６２．４６平方メートルと

なっております。財源には、旧合併特例債を充当

しております。 
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 ２２５ページをお開き願います。 

 費目体育施設費、宇和運動公園管理運営事業

６，０３８万２，０００円のうち宇和プール改修

工事費３，７７３万６，０００円でありますが、

経年劣化によりまして塗装の剥離が激しい宇和プ

ールの内壁及び幼児用スライダーの塗装修繕工事

等を行う経費を計上しております。 

 ２２６ページをお開き願います。 

 同費目、体育施設耐震化事業８３０万８，００

０円でありますが、災害時に多数の市民の避難所

となります宇和体育館の耐震化を図るため、新耐

震基準前の昭和５６年５月３１日以前に建築確認

されました宇和体育館の耐震性を確認するための

耐震診断及び補強が必要な場合の耐震補強設計経

費を計上しております。財源には、社会資本整備

総合交付金を充当しております。 

 ２３１ページをお開き願います。 

 費目国民体育大会費、えひめ国体施設整備事業

４億２，９５４万７，０００円でありますが、成

年女子ソフトボールの競技会場となります宇和球

場と宇和運動公園の施設改修工事に係る経費を計

上しております。完成は国体前年に開催されます

プレ大会に使用するため、平成２７年度の予定と

しております。 

 なお、平成２６年度から平成２７年度の継続費

を設定しております。 

 ２３２ページをお開き願います。 

 費目給食センター建設費、学校給食センター建

設事業２億８，１５７万１，０００円であります

が、昭和４７年建築で老朽化が激しい宇和学校給

食センターの移転新築を行うもので、延べ床面積

１，７１５平方メートル、鉄骨づくり地上２階建

て、調理能力最大２，０００食、配送範囲は宇和

中学校、宇和地区小学校７校としております。運

用開始は平成２７年９月の予定で、平成２６年度

に用地購入、地質調査、設計などを行って本体工

事に着手する計画であります。 

 なお、平成２６年度から平成２７年度の継続費

を設定しております。財源には、学校施設環境改

善交付金、旧合併特例債を充当しております。 

 次に、歳入でありますが、１５ページにお戻り

ください。 

 市税ですが、市民税では個人が退職者の増によ

りまして、法人が景気の影響によりそれぞれ減を

見込んでおります。 

 一方、固定資産税では、新築家屋の増を見込ん

でおり、市税全体では対前年度２，０６１万６，

０００円の減額としております。 

 １８ページをお開き願います。 

 地方消費税交付金でありますが、平成２６年４

月１日からの地方消費税率１％から１．７％引き

上げ分の増を見込んでおりますが、予算計上に当

たりましては、国が示しました全国平均伸び率に

準じて積算し、対前年度５，１１７万３，０００

円の増額としております。 

 地方交付税でありますが、普通交付税、特別交

付税ともに国が示した伸び率に準じております

が、予算計上に当たりましては、それぞれ前年度

同額としております。 

 ２６ページをお開き願います。 

 費目衛生費国庫補助金、１節循環型社会形成推

進交付金７，１２７万６，０００円であります

が、汚泥再生処理施設整備事業に係る補助金であ

ります。 

 費目教育費国庫補助金、１節学校施設教育改善

交付金２億８，６８４万８，０００円であります

が、明浜地区小学校統合校舎建設事業、野村小学

校南校舎改築事業に係る補助金であります。 

 ２７ページをお開き願います。 

 同費目、８節社会資本整備総合交付金、都市公

園の分ですが１億９，９５１万８，０００円であ

りますが、えひめ国体施設整備事業、体育施設耐

震化事業に係る補助金であります。 

 ３０ページをお開き願います。 

 県支出金、費目農林水産業費県補助金、１節果

樹流通施設緊急整備事業県補助金１億２，２００

万円でありますが、農業用機械施設整備事業にお

ける果樹選果機更新等に係る補助金であります。 

 畜産産地強化施設整備事業費県補助金１億１，

３２０万円でありますが、歳出のほうの畜産施設

整備事業に係る補助金であります。 

 ３６ページをお開き願います。 

 繰入金、基金繰入金でありますが、財政調整基

金、明浜地域及び宇和町地域振興基金繰入金及び

一般廃棄物処理施設等建設基金等の繰入増により

まして、対前年度１１億８５３万５，０００円の

増額となっております。 

 ４８ページ、お開き願います。 

 市債でありますが、教育債の野村地域教育福祉

複合施設建設事業、朝日文楽会館建設事業、宇和
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給食センター建設事業に係る市債等の増によりま

して、対前年度７億９，９２０万円の増額となっ

ております。 

 次に、９ページをお開き願います。 

 ９ページ、継続費でありますが、汚泥再生処理

施設整備事業が本体工事、造成工事及び施工管理

委託について平成２６年度から２８年度まで、え

ひめ国体施設整備事業が工事費及び施工管理委託

について平成２６年度から平成２７年度まで、学

校給食センター建設事業が工事費及び設計監理委

託について平成２６年度から平成２７年度までの

継続費を設定しております。 

 １０ページをお開き願います。 

 次に、債務負担行為でありますが、総合計画策

定業務委託につきましては、計画策定期間が平成

２６、２７年度の２カ年であることから、業者へ

の委託を２カ年で契約締結するため、また総合行

政システム再構築業務委託につきましては、平成

２７年度中にシステムを更新する必要があり、導

入業者の選定や新システムの構築を平成２６年度

から行う必要があること、またシステム導入経費

を平成２７年度から平成３１年度で支払うため、

西予市獣肉処理加工施設管理運営業務委託につき

ましては平成２７年度から２８年度、西予市木質

ペレット製造施設管理運営業務委託につきまして

は平成２７年度から平成３０年度について指定管

理委託を行うため、それぞれ債務負担行為を設定

するものであります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後２時４０

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時５４

分） 

  （日程９） 

○議長 次に、日程第９、議案第５２号「平成２

６年度西予市授産場特別会計予算」から議案第６

３号「平成２６年度西予市野村介護老人保健施設

事業会計予算」までの１２件を一括議題といたし

ます。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第５２号「平成２６年

度西予市授産場特別会計予算」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 特別会計予算書の１ページからになります。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

２，２２３万９，０００円としております。 

 歳出の主なものは、施設授産場費の事務費で人

件費等１，０８６万４，０００円、事業費で手数

料３５２万１，０００円であります。 

 歳入の主なものは、手袋加工賃収入等の施設授

産場事業収入４１５万５，０００円、繰入金で一

般会計繰入金及び保護施設事務費繰入金の１，８

００万３，０００円を予定いたしております。 

 続きまして、議案第５３号「平成２６年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 予算書の１７ページからになります。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

３０５万３，０００円としております。 

 歳出の主なものは、住宅新築資金並びに改修資

金に借り入れている公債費２６３万６，０００円

であります。 

 歳入の主なものは、貸付金償還金３０５万２，

０００円を計上いたしております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 議案第５４号「平成２６年度西

予市育英会奨学資金貸付特別会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 この奨学資金は、西予市出身の優秀な学生・生

徒であって、経済的理由により就学が困難な者に

対して定額を無利子で貸し付けするものでありま

す。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

３，８６６万４，０００円としております。 

 歳出では、奨学資金貸付金で、新規貸付予定者

５１名、継続貸付者４６名、計９７名分及び運営

費に係る経費３，７４５万１，０００円、予備費

１２１万３，０００円を計上いたしました。 

 歳入では、償還金等３，８６６万４，０００円

を計上し、運営するものであります。 

 なお、奨学資金の貸し付けに当たっては、西予

市育英会理事会に諮り、公正な決定運用を図るこ

とといたしております。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第５５号「平成２６年
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度西予市国民健康保険特別会計予算」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 国保特別会計予算につきましては、事業勘定予

算と８つの診療所勘定予算で構成されておりま

す。 

 まず、事業勘定予算から説明申し上げます。 

 平成２６年度の予算編成に当たりましては、厳

しい財政状況であることを踏まえ、国民健康保険

事業の適正かつ安定的な運営を図るため、医療費

の動向、医療制度改正の対応など国が示す留意事

項に基づき編成いたしました。昨年度に合併後２

回目となる税率改正を実施しておりますが、今後

も保険給付費の増加及び税収の落ち込みが見込ま

れ、財政状況は一層厳しい状況になることが予想

されることから、今年度財政調整基金への積み立

てを目的とする一般会計からの繰入金を計上いた

しました。 

 それでは、予算書４１ページをお開きくださ

い。 

 歳出の主なものでは、総務費１億１０９万５，

０００円、保険給付費３９億４，３５７万４，０

００円、後期高齢者支援金等６億７，５２４万

３，０００円、介護納付金２億９，９２５万４，

０００円、共同事業拠出金６億９，２０３万７，

０００円、保健事業費４，９１０万１，０００円

を計上いたしました。 

 続いて、３９ページにお戻りください。 

 歳入の主なものにつきましては、国民健康保険

税９億４，５９２万２，０００円、国庫支出金１

４億１，８８４万４，０００円、県支出金２億

９，１９６万７，０００円、療養給付費等交付金

４億６，０００万１，０００円、前期高齢者交付

金１５億１５５万円、共同事業交付金６億８，０

６４万５，０００円、繰入金５億３２万１，００

０円を計上いたしました。 

 以上によりまして、事業勘定予算は歳入歳出そ

れぞれ５８億７０７万６，０００円といたしまし

た。 

 次に、診療施設勘定予算についてご説明申し上

げます。 

 各診療所の患者数は減少傾向にあり、診療収入

も減収が見込まれ、一般会計からの繰入金に頼る

傾向が強くなっており、年々厳しい経営を余儀な

くされておりますが、経費節減、経営改善に積極

的に努め、今後とも地域になくてはならない診療

所づくりを目指す所存であります。 

 なお、来年度から杉之瀬出張診療所については

廃止し、高山診療所の医科については引き続き休

止を予定いたしております。 

 各診療所勘定の歳入歳出予算総額は、予算資料

の４３ページ、４４ページの俵津診療所勘定が９

９７万６，０００円、４５ページ、４６ページの

狩江診療所勘定が６，６４３万６，０００円、４

７ページ、４８ページの高山診療所勘定が４，４

７６万７，０００円。４９ページ、５０ページの

惣川診療所勘定が１，３１７万２，０００円、５

１ページ、５２ページの土居診療所勘定が１億１

６６万３，０００円、５３ページ、５４ページの

遊子川出張所診療勘定が５５４万３，０００円、

５５ページ、５６ページの二及診療所勘定が７，

６７１万４，０００円、５７ページ、５８ページ

の周木診療所勘定が４，２２７万１，０００円と

いたしました。 

 続きまして、議案第５６号「平成２６年度西予

市後期高齢者医療特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 後期高齢者医療制度につきましては、これまで

先行きが不透明でありましたが、平成２５年８月

６日の社会保障制度改革国民会議の最終報告を踏

まえ、８月２１日に社会保障制度改革推進法第４

条の規定に基づく法制上の措置の骨子が閣議決定

されたことにより存続との結論に至っておりま

す。 

 それでは、１７７ページをお開きください。 

 本予算書は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ６億１，９３０万７，０００円と定めるも

のであります。 

 １７９ページをお開きください。 

 歳出の主なものといたしましては、総務費２，

５８６万７，０００円、後期高齢者医療広域連合

納付金５億７，８０７万９，０００円、後期高齢

者を対象に実施する健康診査事業費として１，５

０５万２，０００円を計上いたしました。 

 １７８ページに戻っていただきます。 

 歳入の主なものといたしましては、後期高齢者

医療保険料３億４，６６８万４，０００円、繰入

金２億５，７９８万６，０００円、諸収入１，４

６３万４，０００円を計上いたしました。 

 続きまして、議案第５７号「平成２６年度西予

市介護保険特別会計予算」について提案理由のご
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説明を申し上げます。 

 本予算につきましては、介護等が必要な人の尊

厳を保持し、能力に応じ自立した日常生活を営む

ことができるよう支援をし、必要な保険給付を行

うことのための事業等に関する予算の計上となっ

ております。 

 それでは、１９５ページをお開きください。 

 本予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５４億６，５０２万５，０００円と定めるも

のであります。 

 １９７ページをお開きください。 

 次に、歳出予算についてその主なものをご説明

いたします。 

 総務費では、主に人件費と介護認定等に係る経

費として１億２，３６７万８，０００円を計上い

たしております。 

 保険給付費につきましては、主に介護給付、予

防給付、そのほか細分された各サービス費の支出

となり５２億３，４９６万円としております。 

 地域支援事業費では、介護予防を推進するとと

もに、地域における包括的・継続的なマネジメン

トを市が実施する経費として９，９３３万３，０

００円としております。 

 １９６ページにお戻りください。 

 歳入予算の主なものは、６５歳以上の方に納付

していただく介護保険料７億９，７６８万６，０

００円、国庫支出金１４億４，８０５万５，００

０円、県支出金の７億８，８０１万７，０００

円、支払基金交付金で１５億２，２７４万７，０

００円、繰入金の一般会計繰入金で８億８５９万

３，０００円、基金繰入金９，４７９万３，００

０円、歳出の地域支援事業費の事業実施に伴う利

用者等の諸収入５０８万１，０００円を予定いた

しております。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第５８号「平成２６年

度西予市農業集落排水事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２６年度における主な事業といたしまして

は、宇和町、野村町で稼働している１０処理区の

維持管理業務及び公債費の元利償還等でありま

す。 

 予算書の２４７ページをお開きください。 

 本予算は、歳入歳出総額をそれぞれ４億２，０

１５万１，０００円と定めるものであります。 

 ２４９ページをお開きください。 

 歳出では、施設管理費で１億４，６９０万８，

０００円計上しておりますが、これは主に、１０

処理区の維持管理費用に係る委託料及びこれらに

関連する事務費、人件費等に係る経費を計上して

おります。 

 また、今までに建設された施設整備に対する公

債費の元利償還金２億７，３２４万３，０００円

を計上しております。 

 ２４８ページにお戻りください。 

 歳入につきましては、施設使用料８，５９０万

円、加入負担金２００万円、一般会計繰入金３億

３，１１５万１，０００円、繰越金１１０万円を

充当いたしております。 

 続きまして、議案第５９号「平成２６年度西予

市公共下水道事業特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 平成２６年度に実施する主な事業につきまして

は、宇和処理区では、延長約２，５００メートル

の管路整備工事と管路実施設計委託業務と野村処

理区では、国道改良に伴うマンホール、公共ます

移設工事等をそれぞれ予定しております。 

 予算書２６５ページをお開きください。 

 本予算は、歳入歳出総額を８億７，１２０万円

と定めるものであります。 

 ２６７ページをお開きください。 

 歳出では、事業費の施設管理費で８，５８２万

円計上いたしておりますが、これは主に、野村・

宇和両処理区の維持管理費用と下水道接続奨励金

等に係る経費を計上しております。 

 次に、施設整備費では４億２，６０８万円を計

上しております。これは主に、野村・宇和両処理

区の施設整備に係る委託料、工事請負費及びこれ

に関連する事務費、人件費等に係る経費を計上し

ております。 

 また、今までに建設された施設整備に対する公

債費の元利償還金３億５，９３０万円を計上して

おります。 

 ２６６ページにお戻りください。 

 歳入につきましては、施設使用料６，９９０万

円、事業費分担金８２５万円、国庫補助金１億

４，４００万円、一般会計繰入金４億８，０８０

万円、繰越金３９万円、諸収入２０６万円、市債
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１億６，５８０万円を充当いたしております。 

 なお、地方債の限度額、起債の方法、利率、償

還の方法を第２表により定めております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 議案第６０号「平成２６年

度西予市簡易水道事業特別会計予算」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 予算書の説明の前に、本年度の水道事業におき

まして経営基盤の強化を図るため、市が直接管理

しております宇和の３つの簡易水道等と三瓶の３

つの簡易水道を上水道に事業統合する予定であり

ます。したがいまして、事業統合を反映した予算

となっておりますので、予算額が前年度から大幅

に減少しております。 

 まず、特別会計予算書２２７ページをお開きく

ださい。 

 平成２６年度予算の主なものは、各施設の維持

管理費及び施設の整備に伴う経費で、歳入歳出の

総額をそれぞれ１億４，５７３万１，０００円と

定めるものであります。 

 その主な内容につきまして、事項別明細にてご

説明申し上げます。 

 ２３６ページをお開きください。 

 歳出の主なものとして、事業費の総務管理費に

おいては、職員等の人件費と関係する事務費を初

め、需用費においては光熱水費、修繕料、施設管

理委託料など合わせて９，８１８万２，０００円

を計上いたしております。 

 次に、２３８ページの施設整備事業費ですが、

工事請負費では、施設整備に係る市単独工事分

１，７３０万円のほか、委託料等を合わせまして

１，９４０万円を計上いたしております。 

 次に、２３９ページの公債費は、元利合計して

２，６６９万９，０００円を計上いたしておりま

す。 

 次に、歳入ですが、２３３ページをお開きくだ

さい。 

 主なものといたしまして、給水収入７，０３４

万８，０００円、続いて２３４ページの繰入金で

は、人件費分など一般会計繰入金３，９６３万

９，０００円と基金繰入金８１０万円、合わせて

４，７７３万９，０００円を計上いたしておりま

す。 

 続きまして、公営企業３事業の平成２６年度予

算についてご説明いたします。 

 このたびの地方公営企業法及び関係政省令等の

改正により、会計制度及び会計基準の見直しが行

われ、平成２６年度からの予算から適用すること

となっていることから、３事業全てこの改正を踏

まえた予算となっております。 

 それでは、議案第６１号「平成２６年度西予市

上水道事業会計予算」について提案理由のご説明

を申し上げます。 

 予算書の説明の前に、本年度の水道事業につき

まして概要をご説明いたします。 

 現在、西予市の水道事業は、合併前に設置され

た４つの上水道と４０の簡易水道、さらには給水

人口１００人以下の給水施設７３、専用水道１を

合わせて１１８の事業から構成されております。

水道施設は全国的に見ましても、拡張から更新へ

と維持管理の時代となっています。本市において

も、給水人口の減少、老朽化施設の計画的更新、

地震対策の推進、多様化・高度化する水道使用者

のニーズへの的確な対応などさまざまな課題に直

面しております。これらの課題の解決とライフラ

インであります本事業の経営基盤の強化を図るた

め、明浜・宇和・野村・三瓶の４つの上水道と市

が直接維持管理しています宇和及び三瓶にある合

計６つの簡易水道等を事業統合し、その中で料金

改定を行い、安心・安全で快適な水道水の安定供

給のさらなる充実を目指すこととしております。 

 それでは、公営企業会計予算書１ページをお開

きください。 

 さきにご説明いたしました地方公営企業会計制

度の見直しとともに事業統合及び料金改定を反映

した予算であることが特徴となっておりまして、

予定量及び予定額が前年度から増加しておりま

す。 

 まず、第２条業務の予定量についてご説明いた

します。 

 給水戸数は事業統合に伴い、前年度計画から

２，０８７戸増加しまして１万５，１６９戸を予

定しております。 

 また、西予市全体における年間総給水量を４５

９万３，４２６立方メートル、１日平均給水量を

１万２，５８５立方メートルと予定しておりま

す。 

 主要な建設改良事業としましては、宇和給水区
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域における上松葉浄水場更新事業１億１，７００

万円、野村給水区域における愛宕山配水池更新事

業６，０００万円、三瓶給水区域における皆江下

泊地区配水管布設がえ工事２，０４２万円、明浜

給水区域における国道３７８号老朽管更新事業

１，７６０万円をそれぞれ予定しております。 

 次に、第３条収益的収入及び支出についてご説

明申し上げます。 

 収益的収入におきましては、水道事業収益の総

額を７億４，７６９万円と定め、営業活動に基づ

く給水収益の６億７，４３０万１，０００円を含

む営業収益として６億８，２６０万９，０００

円、営業外収益として６，５０４万１，０００円

を計上しております。 

 収益的支出におきましては、水道事業費用の総

額を７億４，７６３万４，０００円と定め、主な

ものとしまして、営業活動に係る営業費用として

６億８，４０５万４，０００円、地方債償還利息

等の営業外費用として５，０６１万７，０００円

を計上しております。 

 次に、２ページ、第４条資本的収入及び支出に

ついてご説明いたします。 

 資本的収入におきましては、総額を３億７，６

６４万円と定め、内訳は工事負担金２，４９５万

７，０００円、消火栓設置工事に対する一般会計

負担金６１０万円、企業債２億９，８７０万円、

企業債元金償還金及び事業統合後の建設改良費に

対する一般会計補助金４，６８８万３，０００円

を計上しております。 

 支出におきましては、総額を７億６４０万２，

０００円と定め、内訳は建設改良費５億５，７５

２万７，０００円、企業債償還金１億４，６８７

万５，０００円、一般会計からの借入金の償還金

である長期借入金償還金２００万円を計上してお

ります。 

 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額３億２，９７６万２，０００円を補填する財源

につきましては、第４条括弧書きのとおりであり

ます。 

 次に、第５条の企業債では、上水道施設整備事

業を目的として２億９，８７０万円の限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法を定めておりま

す。 

 第６条では、一時借入金の限度額を２億円と定

め、第７条では、予定支出の各項の経費の金額の

流用、第８条では、議会の議決を経なければ流用

することのできない経費として職員給与費１億

４，６５１万９，０００円、交際費８万円と定め

るものであります。 

 また、第９条では、一般会計から受ける補助金

として、目的と合計金額５，３９８万７，０００

円を定め、次の第１０条では、棚卸資産購入限度

額を１，６４０万円に定めるものであります。 

 続きまして、議案第６２号「平成２６年度西予

市病院事業会計予算」について提案理由のご説明

を申し上げます。 

 それでは、公営企業会計予算書４３ページをお

開きください。 

 まず、第２条業務の予定量についてご説明いた

します。 

 病床数は、昨年度と同じ２６４床で、年間患者

数は、入院７万５，００５人、外来１０万２，４

２４人を見込み、１日平均患者数は、入院２０５

人、外来４２０人を見込んでおります。 

 また、主な建設改良事業として施設整備事業費

１億６，５２１万８，０００円、医療機器備品購

入費８，２５９万４，０００円、新病院建築費６

億５，２０１万９，０００円を計上いたしており

ます。 

 次に、第３条収益的収入及び支出についてご説

明いたします。 

 収入では、病院事業収益の総額を３２億６，２

３８万９，０００円と定め、医業収益３０億６，

６４４万３，０００円、医業外収益１億９，５９

１万６，０００円、特別利益３万円を計上いたし

ております。 

 これに対しまして支出では、病院事業費用の総

額を３６億１，７５５万９，０００円と定め、医

業費用３３億４，１１４万７，０００円、医業外

費用９，５７３万５，０００円、特別損失１億

８，０６７万７，０００円を計上いたしておりま

す。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出についてご

説明いたします。 

 新病院建設に伴う本体工事費及び病院情報シス

テム整備費、医療機器・什器備品等購入費、また

野村病院の改修工事及び医療機器備品購入費など

に伴う収入及び支出を見込むもので、収入では総

額７億３，０３３万７，０００円を計上いたして

おります。 
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 その内訳としましては、出資金１億８，１０１

万９，０００円、負担金及び交付金７，８３１万

８，０００円、企業債４億７，１００万円でござ

います。 

 これに対しまして支出では、総額１０億２，１

１４万８，０００円を計上いたしました。 

 その内訳としましては、建設改良費８億９，９

８３万１，０００円、企業債償還金１億２，１３

１万７，０００円を計上いたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額２億９，０８１万１，０００円は、第４

条括弧書きのとおりであります。 

 続きまして、第５条の企業債については、新病

院建設に伴うものとして４億７，１００万円の限

度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めるも

のであります。 

 第６条では、一時借入金の限度額を１０億５，

０００万円と定め、第７条では、予定支出の括弧

の経費の金額を流用することができる場合を記載

のとおりと定めております。 

 続いて、第８条では議会の議決を経なければ流

用することのできない経費として、職員給与費２

２億９，２９７万５，０００円、交際費３３０万

円を定めるものでございます。 

 第９条では、一般会計から病院事業会計へ受け

る補助金として、目的と合計金額３，２２５万

１，０００円を定めております。 

 最後に、第１０条で棚卸資産の購入限度額を６

億５，０００万円と定めております。平成２６年

度は西予市立西予市民病院を開院させる予定とし

ており、平成２６年度予算の中にも西予市民病院

の開院に当たり、必要となる運営経費等を見込ん

でいるところでございます。 

 続きまして、議案第６３号「平成２６年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 介護老人保健施設つくし苑の事業につきまして

は、老人の心身の状況に応じた適切な介護及び機

能訓練、必要な医療等を提供し、日常生活の自立

と家庭復帰を支援し、地域に親しまれ信頼される

施設を目指してサービスの提供に引き続き努めて

まいりたいと考えております。 

 それでは、１２３ページをお開きください。 

 第２条の業務の予定量では、入所定員８０人、

１日当たりの通所者定員２５人、療養者数は年間

３万５，４３５人と見込んでおります。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出についてご

説明いたします。 

 収入では、施設事業収益の総額を４億５，５６

７万８，０００円と定め、施設介護給付費３億

４，０９１万４，０００円を含む施設運営事業収

益として４億３，２４１万４，０００円、施設運

営事業外収益として２，３２６万４，０００円を

計上いたしております。 

 これに対しまして支出では、施設事業費用の総

額を４億９，２６１万３，０００円と定め、施設

運営事業費用４億４，９７２万３，０００円、施

設運営事業外費用１，４００万４，０００円、特

別損失２，８８８万６，０００円を計上いたして

おります。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出についてで

ございますが、資本的収入を２３８万９，０００

円、支出を４，３６０万２，０００円計上いたし

ております。その主なものは、企業債元金償還金

３，５６６万４，０００円と介護保険請求システ

ムサーバー入れかえ等７９３万８，０００円であ

ります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額４，１２１万３，０００円につきまして

は、第４条括弧書きのとおりであります。 

 次に、第５条では、一時借入金の限度額を５，

０００万円と定め、第６条では、予定支出の各項

の経費の金額の流用、第７条では、議会の議決を

経なければ流用することのできない経費として職

員給与費３億８，６３４万１，０００円、交際費

１万円と定めるものであります。 

 また、第８条では、他会計から受ける補助金と

して目的と合計金額２，２７４万４，０００円を

定め、第９条では、棚卸資産購入限度額を５００

万円と定めるものでございます。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 ただいま議題となっております案件のうち、議

案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補正予

算（第６号）」から議案第５０号「平成２５年度

西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算

（第２号）」までの１３件について議案順に質疑

を行います。 

 なお、質疑の内容は大綱のみにお願いいたしま



－36－ 

す。 

 それではまず、議案第３８号「平成２５年度西

予市一般会計補正予算（第６号）」に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番松山清君。 

○９番松山清君 ３１ページの社会福祉総務費に

ついてお伺いしますけども、その中の国民健康保

険特別会計事業勘定繰り出し事業が１億１，２４

６万７，０００円というのがあるわけですけど

も、これについて給付費等が例えば不足したとか

そういった事態ではないかというふうに思われる

わけですけども、税率を去年改正いたしまして

８，０００万円ぐらいふえたというようなお話が

ありましたが、去年変えたのにここで不足する

と、それは２年前の精算によるということであり

ますが、そうなると去年変えた税率は妥当だった

のかどうかということがやはりちょっと疑問に思

うわけですけども、そこの税率はどう考えられて

る、妥当だったと考えられているのか、また今度

上げなくちゃいけないと考えているのか。 

 やはり毎年毎年これを税率というのは変動する

にはいかないと思いますので、二、三年間置いて

見直しするといったようなことがあると思います

ので、その税率はどう考えるのかということ。 

 関連しまして、繰り出しの金額が１億１，２０

０万円と非常にちょっと金額的には１億円を超え

るような額でありますし、今度新しい予算の中に

も基金で１億円とか、当然職員の給与なんかも一

般会計から繰り出しとるわけですけども、そうい

ったことがあります。そういう中で、１億１，２

００万円このお金は、ふえたお金とかいろいろ足

りないお金とかいろいろとありましたが、それと

けさ説明されたのとどういう関係があるのかとい

うことをお尋ねしたいと思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 ただいまの松山市議からの

ご質問ですが、税率改正平成２５年度に１０．

４％余りの税率改正をさせていただきました。そ

れにつきましては、保険給付費いわゆる医療費の

伸びがこれまでの増額する見込みといたしまし

て、伸びに耐え得るような状況での税額改定とい

うふうなことで見込んでおりましたが、ところが

ふたをあけてみますと、平成２５年度におきまし

ては、先ほど行政報告の中でも申し上げましたけ

ども、高額医療費共同事業交付金あるいは保険財

政共同安定化事業交付金、いわゆるこれは国の交

付金ではありますけども、この交付金の伸びが比

較的伸びが少なかったということで、歳入不足と

いうふうな突発的な要因があったということでや

むなく今回赤字補填分の９，６９３万４，０００

円を含む１億１，２４６万７，０００円の一般会

計からの繰り出しをしたということであります。 

 今後の税率改定の見通しでありますけども、こ

れにつきましては、２５年度におきまして、いわ

ゆる被保険者の負担に耐えれる部分での、分では

これぐらいじゃろうというふうなことでしとりま

すので、２６年度以降については、保険料の見直

しということは考えておりません。したがいまし

て、突発的ないわゆる経費、そういうものが２６

年度も試算の中では前期高齢者交付金、これが

７，３００万円ほど対前年度比として欠落しとる

ということで、１億円相当の基金も、基金の積み

立ても目的として１億円ばかりの一般会計からの

繰り出しをするというようなことで、当面はそう

いう措置をしていくというふうなことでありま

す。 

○議長 ９番松山清君。 

○９番松山清君 突発的なことでも今後は二、三

年はこのままの税でやれるというお答えというふ

うに解釈してよかったんじゃないかなと思うわけ

ですけども、やはり西予市の国保の会計っていう

のは、国保税と西予市からはやっぱり一般会計か

ら投入するこのバランスというのがありまして、

やはりこういう場合に、全部当然西予市の場合は

国保税ではかなり不足するわけでございますか

ら、どれぐらい投入したらいいのかということ

が、我々にもちょっと変動がありまして、非常に

わかりにくいところがあるわけです。それで、そ

こらの投入する割合というんでしょうか、それは

今後どうなのかと。今のぐらいで、ことしだって

すごく多い額じゃないかと思うんですが、これを

超えるようなことはもうないというふうに考えて

いいのかどうかということをお尋ねします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 今のご質問にお答えします

が、国保財政というのは、構造的にどこの自治体

でもそうだと思うんですけども、かなり脆弱性が

あります。構造的にそういう問題を抱えておりま

す。そういったことで、もうそういう背景もある
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んですけども、いわゆる医療費がある程度、今比

較的伸びてはおりますけども、伸びる範囲に比べ

て２５年度の税率改正によってある程度解消でき

ると、そういうふうなもくろみをしておったわけ

ですけども、結果的には医療費の伸びでの理由で

はなくて、それ以外の理由によってやむを得ず一

般会計からの繰り入れをしなければならないとそ

ういう事態に陥ったということでありますので、

今後医療費が大きく伸びると、そういったものが

ない限りは、ここ数年ですけども、いわゆる財調

を積み立てるという目的で、いわゆる財調の安定

化支援といったような目的でここ二、三年ぐらい

は一般会計からの支援を受けて健全な財政積立金

をしていこうと、そういった考えであります。 

 以上です。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 この問題につきまして

は、国保会計がいつかはこういう状態になるとい

うのは、私の厚生常任委員長のときにも予測され

たことでございます。そして税率を上げまして、

そして一般会計からの繰り出しということになっ

たわけでございますけれども、市長にお尋ねいた

します。 

 こういう傾向になるということは、各町村高齢

化になるに従って予測されておりました。そして

国の方でも対応していると思いますけども、市長

がもう少し広域な形でやるというような意見も出

ておりまして、市長は福祉に国境はないというい

つも唱えておられますので、このあたりにつきま

して、これから県知事会においてはなかなかまと

まりにくいというような方向も聞いておりますけ

れども、現状の進捗状況についてお聞かせ願った

らと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 国保の全国的な問題に対するご指摘

だと思うわけでありますが、ご案内のとおり、今

ほど部長のほうが説明しましたとおり、一つの自

治体で国保を会計をやっておると、変動幅が非常

に多ございます。今回の変動は、私たちが予想し

ておった、いわゆる医療費ですね、医療費に起因

するものではなしに、それ以外に起因するものに

よって今回の変動が出て、繰り入れをしなくては

ならないという事態に陥る、こういうことも今後

いろいろなところにあり得る、あるいは精算が２

年前にさかのぼって行われますんで、数字が見え

ない。私はこの制度性がいかがなものか。今まで

も最高には１年間５億円の違いがある。これはお

かしい制度性であります。したがって、こういう

制度性をいつまでもつくってやっておったら、非

常に問題が生ずる。そうなるとやはりそれを薄め

るためには、広域的なところでやっていくのがし

かるべきではなかろうかなということで、全国市

長会、あるいは全国町村会は県段階でこの国保を

やっていくということをずっと要望してきたとこ

ろであります。知事会との意見のそごがあります

が、近い将来はもはやこれを県段階でやるという

流れは完全にできたと、このように思っておると

ころであります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第３９号「平成２５年度西予

市授産場特別会計補正予算（第４号）」から議案

第５０号「平成２５年度西予市野村介護老人保健

施設事業会計補正予算（第２号）」までの１２件

に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 ただいまの平成２５年度補正予算に係る議案１

３件については、お手元に配付いたしております

常任委員会付託表及び特別委員会付託表のとおり

各委員会に付託いたします。 

 各委員会は直ちに委員会を開催し、本日委員会

審査の経過と結果について各委員長の報告を求め

ることといたします。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後４時５２

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後５時１９

分） 

 本日の会議において各委員会に付託いたしまし

た議案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」から議案第５０号「平成２５

年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予

算（第２号）」までの１３件について各委員長よ

り委員会報告が提出されました。これら１３件を

本日の日程に追加し、議題にいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第
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３８号から議案第５０号までの１３件を本日の日

程に追加し、追加日程として議題とすることに決

定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第３８号「平成２５

年度西予市一般会計補正予算（第６号）」から議

案第５０号「平成２５年度西予市野村介護老人保

健施設事業会計補正予算（第２号）」までの１３

件を一括議題といたします。 

 各委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 初めに、総務常任委員会委員長松山清君の報告

を求めます。 

 松山清君。 

○松山清総務常任委員長 本日の本会議において

当委員会に付託されました議案２件について、本

日審査を行いましたので、報告いたします。 

 議案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」にかかわる総務常任委員会所

管分及び議案第４１号「平成２５年度西予市育英

会奨学資金貸付特別会計補正予算（第２号）」に

ついては、お手元に配付のとおり原案可決決定い

たしました。 

 次に、審査過程について、抜粋して報告いたし

ます。 

 議案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」のうち企画調整課所管の過疎

集落等自立再生対策事業は、国の補正予算編成に

基づき城川町高川地区が行う高川地域活性化推進

事業の補助申請額１，０００万円を計上するもの

で、主な事業内容は、移住・定住促進や特産品開

発、防災対策事業との説明がありました。 

 また、バス路線維持対策事業５８５万８，００

０円は、バス運行事業者が運営する２０路線の運

行実績に基づき補助金を増額するものであるとの

説明がありました。 

 次に、教育総務課所管の三瓶小学校校舎新築事

業は、本年２月２８日に完成し、平成２５年度分

の事業費が確定したことから１６７万６，０００

円減額するもので、野村小学校南校舎改築事業

は、平成２５年度出来高予定額が決定したことに

より入札減少金を含め２５年度年割り額１億８，

４７９万円を減額するものであり、明浜地区小学

校統合校舎建設事業についても、同様に２５年度

年割り額を２億９，１４６万８，０００円減額す

るものであるとの説明がありました。 

 議案第４１号「平成２５年度西予市育英会奨学

資金貸付特別会計補正予算（第２号）」について

は、一括償還者がふえたことにより３９１万６，

０００円の歳入増となり、今後も償還金が貸付金

を上回ることから１億１，２０１万８，０００円

を一般会計へ繰り出し、資金の有効利用を図るた

めとの説明がありました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月３日、総務常任委員会委員長松

山清。 

○議長 次に、厚生常任委員会委員長小野正昭君

の報告を求めます。 

 ８番小野正昭君。 

○小野正昭厚生常任委員長 厚生常任委員会審査

報告。 

 本日、本会議において当委員会に付託されまし

た議案について委員会を開催し審査を行いました

ので、その経過と審査結果についてご報告申し上

げます。 

 議案第３８号から議案第４０号までの３件及び

議案第４２号から議案第４４号までの３件並びに

議案第４７号から議案第５０号までの４件につい

ては、お手元に配付のとおりいずれも原案可決決

定をいたしました。 

 今回の補正のうち議案第４２号「平成２５年度

西予市国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）」の審査で、委員より、国保税を改定したに

もかかわらず赤字が発生した理由についての質疑

がありました。 

 一般会計からの繰入金１億１，２４６万７，０

００円について、その主な要因は国庫支出金の返

還金及び共同事業交付金の減額により一般会計か

らの支援が必要になった旨の説明がありました。

国庫支出金の返還は、前年度おいて概算により交

付された療養給付費等負担金を今年度の精算によ

り４，４２８万１，０００円返還するものであ

り、当初税率を試算する際、収支見込みの試算に

おいて想定していない突発的な支出であるとのこ

とでございました。 

 また、共同事業交付金における保険財政共同安

定化事業交付金及び高額医療費共同事業交付金の

計１億４，４４７万５，０００円の減額につい

て、当該交付金は県内各市町が被保険者数割りや

医療費割りなどを勘案し負担する拠出金に国、県
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の補助を加え財源とし、県内の市町で国民健康保

険に加入されている方が使った医療費のうち一定

部分を対象に各市町に交付されるものであり、そ

の実績による交付金の大幅な減額との説明があり

ました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月３日、厚生常任委員会委員長小

野正昭。 

○議長 次に、産業建設常任委員会委員長宇都宮

明宏君の報告を求めます。 

 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 当産業建設常

任委員会の審査報告を申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案第３８号「平成

２５年度西予市一般会計補正予算（第６号）」及

び議案第４５号「平成２５年度西予市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第４号）」及び議案第

４６号「平成２５年度西予市公共下水道事業特別

会計補正予算（第４号）」につきましては、お手

元に配付のとおり原案可決決定いたしました。 

 審査経過につきましては、議案第３８号「平成

２５年度西予市一般会計補正予算（第６号）」の

うち農業水産課所管分、新規就農者拡大推進事業

補助金３４３万３，０００円につきましては、新

規就農の認定農業者に対する農業機械整備関係の

補助金であるとの説明がありました。 

 次に、林業課所管分、間伐材出荷促進対策事業

補助金２００万円については、間伐材出荷１立米

当たり８００円を補助していますが、実績が２，

５００立米増となる見込みであり、増額補正を行

うものであるとの説明がありました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月３日、産業建設常任委員会委員

長宇都宮明宏。 

○議長 次に、西予市新市立病院建設特別委員会

委員長兵頭学君の報告を求めます。 

 ７番兵頭学君。 

○兵頭学西予市新市立病院建設特別委員長 西予

市新市立病院建設特別委員会の審査報告を申し上

げます。 

 本日の会議において当委員会に付託されました

議案第４９号「平成２５年度西予市病院事業会計

補正予算（第４号）」のうち、歳入歳出予算に関

する西予市新市立病院建設特別委員会所管分につ

いて委員会審査を行いました。審査結果は、議案

を原案のとおり全会一致で可決決定いたしまし

た。 

 審査経過は、平成２５年度分の事業費が確定し

たことによる本体工事費の減額３億３，６００万

円及び企業債利息の減額１，６００万円、医師住

宅に係る上水道加入金など３５１万円の増額が主

なものであり、資本的収入及び支出の予定額をと

もに３億４，８８１万５，０００円減額するとの

説明があり、全会一致で原案可決決定いたしまし

た。 

 以上、特別委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月３日、西予市新市立病院建設特

別委員会委員長兵頭学。 

○議長 次に、西予市環境衛生施設建設特別委員

会副委員長森川一義君の報告を求めます。 

 １４番森川一義君。 

○森川一義西予市環境衛生施設建設特別副委員長

 西予市環境衛生施設建設特別委員会審査報告。 

 本日、本会議において当委員会に付託されまし

た議案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」のうち歳入歳出予算に関する

西予市環境衛生施設建設特別委員会所管分につい

て、委員会を開催し審査を行いました。 

 今回の補正は、歳出では、今年度から施設整備

に伴う地元要望事業を実施した結果、その要望に

係る工事請負費と入札減少金が生じたことにより

１１３万６，０００円を減額するとの説明があり

ました。 

 なお、歳入においてもその財源である一般廃棄

物処理施設等建設基金を同額減額するとのことで

した。 

 その他、歳入における循環型社会形成推進交付

金２９８万５，０００円の減額について、衛生セ

ンター整備事業に係る補正は４８７万４，０００

円の増額であるが、当該交付金内で他事業に減額

が生じたことによる減額補正との説明を受け、審

査の結果、議案を原案のとおり全会一致で可決決

定いたしました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月３日、西予市環境衛生施設特別

委員会副委員長森川一義。 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 
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  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 まず、議案第３８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３８号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」は委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３８号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第３９号から議案第５０号までの１

２件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３９号「平成２５年度西予市授産場特別

会計補正予算（第４号）」から議案第５０号「平

成２５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第２号）」までの１２件は委員長報告

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３９号か

ら議案第５０号までの１２件は原案のとおり決定

いたしました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後５時３７

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後５時３８

分） 

 ただいま市長から提出されました議案第６４号

「新市建設計画の変更について」を本日の日程に

追加し議題といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

６４号を本日の日程に追加し、追加日程として議

題とすることに決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第２、議案第６４号「新市建設

計画の変更について」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 議案第６４号「新市建設計

画の変更について」提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 新市建設計画は、合併後のまちづくりを進める

ための基本方針を定め、５町の速やかな一体化を

促進し、地域の発展と住民福祉の向上を図るため

の方策を示すため、市町村の合併の特例に関する

法律第５条の規定により策定されたものでありま

す。 

 平成２３年３月１１日の東日本大震災の発生を

受け、東日本大震災による被害を受けた合併市町

村に係る地方債の特例に関する法律の一部を改正

する法律が制定されたことにより、被災した合併

市町村以外においても合併特例債の発行期限が５

年間延長されました。本市においても合併特例債

を活用し事業を実施しておりますが、社会情勢や

財政状況により計画期間内に完成できない事業や

未実施事業があることから、計画年度を平成３１

年度まで延長し、事業計画や財政計画を変更する

ことのほか所要の整備を行うため、市町村の合併

の特例に関する法律第５条第７項の規定により議

会の議決を求めるものであります。よろしくご審

議の上、ご決定くださいますようお願いを申し上

げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

 ３月５日は午前９時より代表質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後５時４２分 
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  開議 午前９時００分 

○議長 おはようございます。 

 本日は足元の悪い中、傍聴にお越しいただきま

して、まことにありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は２０名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、代表質問を行います。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

してください。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 清風会、松山清君。 

 ９番松山清君。 

○９番松山清君 皆さんおはようございます。西

予市議会、清風会を代表して質問いたします。 

 清風会では地域第一、政策中心、国政自由とい

う３つの基本理念に基づき、これまで活動してま

いりました。また、その中で２つの重点施策とし

てバイオマス発電の活用と農家民泊を取り上げ、

その調査研究から具体的対策への取り組みを研究

しているところであります。 

 バイオマス発電については、西予市でも実施に

向けて今後取り組んでいくことでもあり、私たち

は昨年２月に、会津若松市の会津若松河東工業団

地における木質バイオマス発電所であるグリーン

発電会津の視察研修を、また５月には西予市と同

様に家畜ふん尿、おから、廃乳製品を利用すると

いう南丹市八木バイオエコロジーセンターでの発

電施設を、そしてことし２月には、宮津市の竹資

源を活用した発電及びマテリアル利用の実証施設

などを調査研究いたしました。 

 それらの結果を要約すると、現段階では、発電

施設を建設して運用するという発想ではコストプ

ランニングが難しく、売電が思ってるような効果

的なものではないという事実があり、そのいずれ

もが国や企業などの支援や補助制度の活用が前提

で成り立っているということが理解できました。

つまり日本においては、国の動きや最新情報をい

ち早く入手して、その制度をうまく活用できるよ

う常日ごろから行政担当者がアンテナを張って、

専門的に取り組んでいくような情熱と体制、それ

を受け入れる素地が重要なのだと感じました。 

 農家民泊については、現状では余り西予市内で

目立って実施されてはいませんが、平成２９年の

国体の際には市内の宿泊施設が不足するのではな

いかという心配や、国体を一過性のイベントで終

わらせてはならないという思いがあり、そのため

には現在取り組んでいるグリーンブルーツーリズ

ム事業が、将来発展的につながっていくことが必

要であると思っているところです。 

 西予市は合併して１０年を経過し、これから次

の未来へのステップについて考えていかなければ

ならない重要な時期を迎えております。消費税の

大増税を１カ月後に控え、将来に向かって取り組

んでおくべき課題について理事者の所見を伺い、

一つ一つのテーマについて前進を図りたいと考え

ております。 

 まず初めに、地域連携についてお伺いいたしま

す。 

 四国西部に位置する西予市にとっては、地域活

性化のためには１市単独でさまざまな事業に取り

組んでいくことよりも、幾つかの自治体で連携し

て、情報発信や同じ目標を立てて活性化事業を進

めていくということが必要かつ重要であると思い

ます。 

 愛媛県においても、チーム愛媛のさらなる推進

を今年度のテーマとし、愛媛県市町連携推進本部

が中心となり、具体的施策を進めているところで

ありますが、その中で地域課題への対応の一つ

に、南予地域の長期的観光戦略とブランド化が課

題に取り上げておられます。これまで南予の市町

が協力して情報発信や事業を行っていることは少

なく、その取り組みは余り積極的ではないように

思いますが、大洲や八幡浜、宇和島市などと連携

して観光誘致に取り組むことにより、町並み歩き

の情報発信力強化や旅行商品の充実、自然と触れ

合う観光客の誘客や担い手住民グループの支援な

ど魅力ある事業が展開していけると考えられます

が、観光面、交流面において、地域連携について

理事者はどう考えておられるのかお伺いいたしま

す。 

 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合について

は、それぞれの町が目的を持って事業に取り組ん

できましたが、昨年１２月には八幡浜フェリータ

ーミナルの観光センターについての事業が切り離

されて八幡浜市に移管されるなど、一定の役割を

終えようとしているという認識であります。この

ような連携についての方向性を発展的に活用して
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いくべきだと考えますが、新たな広域での活性化

対策に取り組んでいく考えはないか、お伺いいた

します。 

 四国は、本州、九州の人たちから見ると魅力あ

る地域だということを最近県外に出て改めて知り

ましたが、これは周囲を海に囲まれ、余り開発が

進んでいなくて自然に囲まれており、都市部とは

反対の性格を持っているという特徴に起因してい

ると思われます。そのような中で、田舎である四

国の西部地域が地域の特徴を連携して、例えば飛

行機の機内誌などに特集を組んでもらうとか、旅

雑誌にＰＲするとか、テレビ局の番組に取材を依

頼するとかのアクションを起こしていくなど、積

極的な全国発信を継続して取り組んでいくことが

必要なのではないでしょうか。つまり、これまで

は情報発信がマンネリ化しており、前向きの取り

組みが不足していると思うのですが、それらを西

予市だけでなく、周辺の市や町と協力して一体的

に推進したり、観光客誘客の仕掛けづくりをして

いくことはできないのかお尋ねいたします。 

 また、防災分野においては西予市にオフサイト

センターが設置され、その中心的役割を果たして

いくことを今後期待されることになります。オフ

サイトセンターは原子力災害の場合、中心的役割

を果たす基地となるわけですが、南海・東南海地

震が起こった場合は津波の発生が予想されます。

そうなると標高２００メートルに位置すること

が、津波災害の際にも防災センターの役割を果た

していくことと考えられ、西予市が南予の防災拠

点としてリーダーシップを持ち、地域に貢献する

チャンスがあるのではないかと思われます。その

ような原子力災害以外の場合も考慮したとき、今

後西予市は地域の中でどのような位置づけになる

べきだと考えておられるのか、市長の考えをお伺

いいたします。 

 次に、四国西予ジオパークの活用とジオツーリ

ズム推進についてお伺いいたします。 

 西予市では、これまでグリーンツーリズム事

業、グリーンブルーツーリズム事業に取り組んで

きておりますが、グリーンブルーツーリズム事業

のこれまでの実施結果と成果、及び今後の取り組

みについてどうなっているのかお尋ねします。具

体的にどのようなことをしてきたのかもお伺いい

たしたいと思います。 

 グリーンツーリズムというのは私も頭ではわか

っていましたが、本当のところは実際に農家民泊

してみないと理解できないというものであり、滞

在型の宿泊に加えて農業などの体験、地域の人た

ちとの交流を楽しむ余暇活動とでもいうべきもの

であります。グリーンブルーツーリズムとなる

と、海という資源を生かしたものが含まれてくる

ことだそうで、漁村民泊や海での地びき網、潮干

狩りなどの活動を包括したものとなるようであり

ます。 

 そして、ジオツーリズムは美的な鑑賞眼のレベ

ルを超えて、ある場所の地球科学的な現象に対し

て興味や関心を持ち、知識と理解の獲得を目指す

観光という定義であります。 

 そこで、ジオパークの活用として産学官連携や

ジオツーリズム推進に取り組んでいくことができ

ないのか、その可能性についてお伺いいたしま

す。 

 昨年１０月に、能登半島の珠洲市で地域再生の

取り組みとして実施されている里山里海をテーマ

にした人づくりを研修いたしました。それは、地

域の農林漁業や農家レストランなどに取り組んで

いる人から里山マイスターを養成するなど、企業

の支援基金などを活用して、能登半島里山里海自

然学校というプログラムを実施するもので、金沢

大学の能登学舎として、廃校になった小学校施設

を活用していました。これは農業、漁業と大学と

自治体がうまく連携して、地域づくりを実践して

いる先進事例でありましたが、ジオパークの活用

においても、大学が合宿をして三滝ロッジを利用

するとか、学舎などにしてジオプログラムをつく

って実践していく施設にするなど、産学官で取り

組んでいくことにより、空き施設の有効活用が図

られ、地域の学生や研究者、ジオへの情熱を持つ

人などが学びにやってくる素地をつくることにな

ると思います。 

 また、グリーンツーリズム事業をジオツーリズ

ム事業へ発展させていくことができないでしょう

か。 

 この意味は、滞在型の農家民宿、漁村民泊など

をして１次産業の生産体験をし、それに加えてジ

オ体験ツアーやジオパークをめぐるサイクリング

をするといったような西予市版のジオツーリズム

であります。昨年の四国西予ジオパークの認定と

平成２９年の国体で、全国から多くの人が西予市

へやってくるという今こそ、ジオツーリズム事業
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に取り組むべき時期であり、そのよさをしっかり

と理解し、西予市の補助制度も活用して、ジオパ

ーク認定を将来に生かしていってほしいと思うわ

けであります。 

 そのためにはやる気のある市民、例えば旧５町

で各町１０人ずつ程度の人を農家民泊の先進地

へ、宿泊費を市が補助するような制度で実際に派

遣して、ツーリズムの実践と取り組みを体験し実

現していこうという動きを前進させていくこと

が、ジオパーク認定の成果を生かしていくことの

具体的行動となるのではないかと思いますが、そ

のような取り組みはできないのかお尋ねいたしま

す。 

 ことし１月に、農家民宿を西予市でも取り組め

ないかという観点で、西予市議会議員９名が大分

県安心院へ研修に行き、実際に農家に宿泊してみ

ました。１泊２食つきで６，５００円でしたが、

これこそ今後西予市で推進していくべき、実現可

能で地域に活力を与える活動であり、ジオツーリ

ズムとして体験民泊を推し進めていけば、ジオパ

ークを見に来て西予市のよさも理解が深まってい

く一つの方策ではないかと痛感いたしました。 

 しかし、その場合に軌道に乗るまでは、行政の

支援やリーダーシップ、事務局的な役割が重要で

あるということがわかりました。西予市の多様な

産業や地域性を生かしてジオツーリズムに取り組

んでいくことについて、理事者の考えをお伺いい

たします。 

 次に、消費税アップの対応についてお尋ねいた

します。 

 ４月から消費税が８％になりますが、西予市の

影響はどのようなことが考えられるでしょうか。 

 今定例会の議案の中にも、随分と消費税改正関

連の内容にかかわるものがありましたが、地方交

付税などもこれまでより３％の増分がふえている

のか。あるいは消費税は上がったけれども、国か

ら西予市に来る国庫支出金は従来のままでは、今

後の財政において不安があります。これが来年１

０％になると、経済への影響や生活が圧迫される

という懸念がさらに大きくなるわけで、その早い

変化に多くの市民も戸惑っているのが正直なとこ

ろではないでしょうか。 

 また、一時金支給などの激変緩和に対する国の

施策があるようですが、医療費、薬剤費など住民

生活が圧迫されることも心配されるところです。

所得が低い人や高齢者などの影響が大きいことに

対しての対策はどのようなものを考えられている

のか、お尋ねいたします。 

 市民の日常生活に関するものとしては、水道料

金も税率分値上げされるようで、そうなると電気

やガスの光熱費には全てこれまでよりも、当たり

前だけれども値上げされることになるわけです

が、そのほかに市民の生活に直結するものとして

第三セクターの温泉施設や施設の利用料、入場

料、福祉バスなどの消費税分の値上げはどうする

のか、理事者の考えをお伺いいたします。 

 消費税が上がることによって、財政上市の事業

など支出がふえることが考えられますが、それら

の財源については交付税などもふえるなどの措置

はあるのでしょうか。 

 そのほか日常生活の中で、市民にとって保育料

や窓口で支払う料金など、消費税の影響を受ける

ものは予想外に多いような印象を持つのでありま

すが、どのようなものが心配されるのかお尋ねい

たします。 

 次に、図書館の整備についてお伺いします。 

 西予市中央図書館について、他の市の図書館を

視察すると、その雰囲気が全く違っているという

ところがほとんどであり、むしろ当市の図書館が

時代おくれで利用しづらいものとなっているよう

に思えますが、理事者はどう考えているのでしょ

うか。 

 内部は大変狭く、エレベーターは設置してある

ものの、車椅子や体の不自由な人には通路などの

ゆとりがないため不便であると思われます。将来

的に改善の必要はないのかと思っております。本

の貸出システムなどは改善され、本を融通し合う

という分館方式なども機能できているようになっ

ていますが、書架などは図書館の設備としては充

実しているとは言えず、ばらばらの印象で本を読

もうという雰囲気になれないのではないでしょう

か。また、ＡＶの視聴コーナーが西予市にはあり

ませんが、充実する計画はないのかお尋ねいたし

ます。 

 近隣の県内の図書館事情と西予市の状況は、比

較をしてみるとどうなっているのでしょうか。 

 昨年１０月に大洲市立図書館を清風会で視察し

ましたが、館内は大変広々として多くの来館者が

利用しており、特に子供たちの姿も目立ちまし

た。また、映像ライブラリーも充実していて、わ
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くわくするようなタイトルのＤＶＤなどがたくさ

ん並べられ、今の時代の図書館というのはこれく

らいのサービスを市民に提供したいものだと思い

ました。西予市立図書館は南予でも古い状態のよ

うに思われ、利用者からも改善の要望が寄せられ

ていると聞きますが、整備計画が必要ではないで

しょうか。今後、西予市立図書館はどうあるべき

と理事者は考えておられるのかお伺いいたしま

す。 

 次に、旧宇和病院跡地の活用についてお伺いし

ます。 

 以前、市民から公園にしてほしいという陳情が

ありましたが、時期尚早、もっと広い意見を聞く

必要があるなどの理由で不採択とした経緯があり

ます。それは、公園を否定したわけではなく、そ

の後地域のいろんな声も上がってきていることか

ら、その期待に応えるような活用計画について、

どう取り組んでいこうとしているのかお尋ねいた

します。 

 まとまった市街地の公共用地であり、公園に活

用してほしいという意見も多いのですが、高齢者

の集まる施設、福祉施設にという声もあります。

後世のために有効活用する観点から、小学校、中

学校の近隣に位置するので、そのロケーションを

生かした子供たちのために利用できればよいとも

考えられます。このような声にどのように応えて

いくのか、理事者の所見を伺いたいと思います。 

 あわせて、新市立病院が今秋９月下旬にオープ

ンするということですが、旧病院は新病院建設

後、速やかに解体すると以前お聞きしましたが、

解体時期のスケジュールはどうなっているのかお

尋ねいたします。 

 最後に、３月定例議会初日に述べられた三好市

長の所信表明について２点お伺いいたします。 

 観光振興について、日本ジオパーク認定を踏ま

え、新たな観光資源として県との連携によるジオ

パークの看板設置、ジオサイクルマップ作成など

を計画されているとのことでありますが、それだ

けでは効果は限定的と考えられます。ジオパーク

を生かし、南予地域あるいは県を巻き込んで、ジ

オサイクリング大会をジオパーク認定記念で実施

することができれば、ＰＲ効果が向上し、今後の

観光にも弾みがつくと思うのですが、取り組むこ

とができないのか理事者の考えをお伺いします。 

 県のほうでは、ことしの重点施策にサイクリン

グを上げており、瀬戸内しまのわ２０１４などさ

まざまなイベントをやっていくようなことも聞い

ており、その中に組み込んでいくことも可能かと

思います。 

 昨年、三好市長もしまなみ海道をサイクリング

されたと聞きましたが、その感想はいかがだった

でしょうか。サイクリストを西予市に呼び込む可

能性はどうか。県を挙げて大会などに取り組んで

いる中で、近隣では愛南町が海の魅力を武器に、

サイクリスト誘致に力を入れているようでありま

すが、せっかくの盛り上がりを生かしていかない

手はありません。 

 我々清風会も６台のロードバイクを購入して、

ことしはしまなみ海道を走る予定でおり、近々ユ

ニホームをそろえることにしております。西予市

でも県と連携しサイクリングに取り組むのであれ

ば、三好市長も率先して市幹部とともに、できる

限り賛同する職員も一緒になってジオサイクリン

グに取り組んでほしいと思うのですが、市長の考

えをお伺いいたします。 

 ２つ目は、児童平和学習おイネさん交流事業に

ついてですが、これは長崎市との交流を図る意味

において一歩前進ということで大切なことだと思

います。 

 おイネさんについては、西予市が誇る日本初の

女医という偉業を子供たちにも伝えていくことは

継続的に取り組んでいかなければならない事業で

あります。 

 我々議員は一昨年ドイツ、ヴュルツブルクを訪

問いたしましたが、そのとき感じたのは西予市と

おイネさんのつながり、そしてシーボルトの存在

と長崎のことでした。そのためには、長崎との交

流はもっと積極的に行っていかなければ、おイネ

さんの理解も深まらないと思いますし、シーボル

トについてももっと身近な存在と捉えるべきなの

だと思っていたところであります。 

 しかしながら、三好市長の所信表明において、

長崎との交流はありましたが、以前から親交のあ

ったヴュルツブルクに関することが何もなかった

ので、今後市民とともにヴュルツブルクと国際交

流をしていくことはできないのかお尋ねいたしま

す。 

 ＮＰＯ法人のような組織がヴュルツブルク訪問

を企画して、市民の自主参加であっても市が後押

しをすれば、多額の予算をかけなくても継続して
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いけると思います。長崎、ヴュルツブルクとの交

流を進めていくことはもっと推進していくべきと

考えるのですが、三好市長の考えをお尋ねいたし

ます。 

 以上で質問を終わります。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。 

 啓蟄という時節になってまいりました。虫も春

を感じて地中からはい出るというような時節でご

ざいますけれども、一日一日春めいてまいるころ

になったと、このように思っております。 

 傍聴席には早朝から傍聴いただいた方、本当に

ありがとうございました。お礼を申し上げます。 

 ３月の定例議会は、平成２６年度の予算を初

め、年度の方向を決める重要な議会であります。

一般質問は本日から３日間、それぞれの立場から

８人の議員の方からお受けすることになります。

真摯に回答していきたい、このように思っており

ますのでよろしくお願いを申し上げます。 

 なお、西予市の施策に関する重要な案件につい

ては私のほうが回答させていただきますが、専門

的な分野、あるいは詳細な分野については部長以

下に回答させますので、あらかじめご了承をお願

いをいたします。 

 まず、松山議員の地域連携についての中の、ま

ず１番目、観光面、交流分野における地域連携に

ついてでございますけれども、これまで八幡浜・

大洲地区広域市町村圏組合として、関係市町村が

連携をいたしまして、圏域の旬な情報、イベント

情報を発信するために情報誌を年に２回発行して

まいりました。本年度は旅情報誌と連携しまし

て、これはじゃらんでございますけれども、聞き

ますと関西圏で６６万人のあれがあると聞いてお

りますが、それぞれの市町との観光お土産情報を

情報誌、インターネットによりＰＲしていくこと

で、圏域との観光客の呼び込み、販売力の強化を

図ってまいりたいと思っております。 

 また、大洲市、内子町、西予市の行政商工観光

関係者で組織するえひめ町並みミュージアム構想

推進協議会では、町並みといった共通の資源をア

ピールし、それぞれの魅力ある拠点をつなげたモ

デル構想づくりの取り組みを進めながら観光振興

を図っております。今後は交通アクセスの整備に

伴いまして、観光エリアは拡大をし、観光旅行者

の目的に合う情報が求められるため、観光資源が

豊富になるよう連携することにより、地域の魅力

を高めニーズに合った情報発信に取り組んでまい

ります。 

 次に、２点目でございますが、新たな広域での

活性化の取り組みについてでございます。 

 これからの取り組みにつきましては、県と南予

９市町では町並、いやし博の成果を継承し、さら

なる観光振興につなげるため、県市町連携プログ

ラムを策定しており、南予の共通課題として、ま

ず１点目は広域旅行商品の開発、２点目ではアウ

トドアスポーツの検討、３点目では南予観光のＰ

Ｒに取り組んでおります。また、県、南予９市

町、関係団体、住民グループ、観光関係事業者で

構成される旅南予協議会と連携し、平成２６年度

は南予の旅行商品の造成、販売を計画されてお

り、当市も日本ジオパーク認定を生かした南予全

体での誘致活動に取り組んでまいります。 

 県内全域では、県市町連携による愛媛マルゴト

自転車道の推進や売れる商品づくりなど、交通人

口の増加や地域活性化を目的としたさまざまな事

業を展開しているところであります。 

 ３点目でございますけれども、四国西南地域の

積極的な全国発信の継承と周辺市町との協力によ

る情報発信の推進でございますが、現在愛媛、高

知の１４市町で四国西南地域の産業、交通、文

化、観光の振興を図るため四国西南サミットを組

織しております。 

 従来、これは７市で構成をしておりましたけれ

ども、西予市が当番のときに音頭をとらせていた

だきまして、市、町も入れるということで、今は

１４市町で構成しておるということでございまし

て、それまでは点であったのが一気に面になった

と私どもは思っております。 

 サミット会議のほか、政策、観光、防災部門が

置かれ、担当者によって行政課題や地域課題に対

する取り組みへの調査研究等、相互の情報交換が

積極的に推進されているところであります。その

うちの観光部会では、今年度は四国西南のパンフ

レット作成、来年は四国内のサービスエリア、道

の駅、ショッピングセンター等々で合同キャンペ

ーン等を実施する予定としておりまして、四国西

南地域が一体となっての取り組みが展開されてお

ります。 

 また、本市独自の取り組みとしまして、合併１

０周年を迎える西予市の魅力発信の担い手とし
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て、せいよ部マネージャーをつくらせていただき

まして、今７人を任用いたしました。３月末まで

にはタレントのらくさぶろうさん監督のもとで、

トーク等の指導を受け、４月から本格的に活動を

開始する予定であります。その監督、らくさぶろ

うさんのラジオ放送番組がありますが、その中で

昨年の１０月から毎週１０分程度、西予市のモ

ノ・ヒト・コトについてＰＲをいただいておりま

す。今後もいろいろなメディアを利用して、西予

市の魅力を内外に発信していきたいと考えており

ます。 

 ４番目の防災分野における西予市の地域内での

位置づけについてでございますが、ご質問の愛媛

オフサイトセンターは今月中に着工され、平成２

７年３月までの完成を目指しており、法令の期

限、平成２７年９月までには実現すると伺ってお

ります。 

 さて、防災分野における西予市の位置づけでご

ざいますが、この点につきましては私が前々から

申しておりますように、南予地域におけるさまざ

まな防災拠点になる要素を西予市は備えていると

考えております。まさにオフサイトセンターの建

設は、大災害時に対応できる拠点として認められ

ている一つのあかしであろうと考えているところ

であります。 

 先般、宇和運動公園が愛媛県の広域防災拠点と

して選定したい旨の打診がございました。市とし

ては、指定とともにアクセス道路の整備について

もあわせてお願いしていきたいと、このように思

っておるところでございます。 

 次に、大きな２番、四国西予ジオパークの活用

とジオツーリズムの推進についてでございますけ

れども、まず第１番目のグリーンブルーツーリズ

ム事業のこれまでの実施結果と成果、及び今後の

取り組みについては、平成２２年度より市内の地

域特性を生かした農家民宿や、レストランの開業

に利用できる助成制度として、グリーンブルーツ

ーリズム事業を実施しております。現在までに２

件の実績があり、それぞれが体験メニューを工夫

され、順調に営業されておられます。市としまし

ても、広報などを通じて助成事業のＰＲを行って

まいりましたが、今後も生活研究協議会や婦人団

体と連携をしながら、農家民宿等の経営を目指す

農家や団体の育成を促し、グリーンブルーツーリ

ズムの推進を図ってまいりたいと思っておりま

す。 

 次の、２番目のジオパークの推進の活用とし

て、産学官連携やジオツーリズム推進に取り組ん

でいくことができないかということでございます

が、本市ジオパークにおきましては、城川町の三

滝自然公園に設置しております城川地質館を教育

的な拠点施設として位置づけております。 

 しかし、合併前に設置した施設でありますの

で、旧城川町の地質紹介が中心となっておりまし

て、日本ジオパーク委員会から西予市全体のジオ

を紹介できるような施設への改修を求められてい

るところでもございまして、このことにつきまし

て愛媛大学の専門家等の協力を得ながら、現在地

質館をジオパークの学習拠点とすべく、その方向

性を探っている段階でありますが、その中で同じ

く三滝自然公園にある三滝ロッジを、地質館と連

携をしたジオパーク研修等に活用できないかとい

った協議も行ってみたいと考えております。 

 また、団体宿泊等での活用となれば地域の皆様

のご協力も不可欠となりますので、いろいろな見

地から今後具体的な検討を加えてまいりたいと考

えております。 

 ３番目のグリーンツーリズム事業をジオツーリ

ズム事業へ発展させていくことができないか、西

予市の多様な産業や地域性を生かしてジオツーリ

ズムを取り組んでいくことについてでございます

けれども、ジオから観光を考えるジオツーリズム

は地域の全てを観光資源として活用する考えでご

ざいますので、地質や地形だけでなく歴史、生

活、食材、地酒などを含めまして、その地域の大

地に関連するあらゆるものを楽しんでもらう滞在

型、体験型観光につなげることを目的としており

ます。そういう意味におきましては、議員のご提

案にございました農家民宿が市内に広がれば、ジ

オパークをより楽しむために有効な手段になり得

るものと考えております。 

 当初予算におきましては、ジオツーリズムを具

体化するためにジオパーク推進補助事業を計上し

ておりますので、農家民宿への関心を持つ市民の

皆さんを支援できるのではないかと思っておりま

す。 

 まず、私のほうからは以上、答弁をさせていた

だきました。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、ご質問の
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３番目の消費税率アップの対応についてお答えを

いたします。 

 まず、１点目の平成２６年４月１日から消費税

率が５％から８％へ引き上げられることによる西

予市への影響につきましては、各種行政サービス

の提供や公共工事、公共施設の維持管理、各種業

務委託、消耗品等の購入など、あらゆる経費につ

いて費用がかさみ、今後の財政運営にも影響が出

ると思っております。 

 次に、２点目の医療費、薬剤費など住民生活が

圧迫され、所得が低い人や高齢者など影響が大き

いことに対しての対策はとられているかにつきま

しては、消費税率引き上げに伴う所得の低い方々

への負担の影響に鑑み、消費税率８％である期間

を対象に、暫定的、臨時的な措置といたしまし

て、国から臨時福祉給付金が支給される予定とな

っております。また、消費税率の引き上げに伴う

子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て

世帯の消費の下支えを図る観点から、臨時的な給

付措置として、子育て世帯臨時特例交付金が先ほ

どの臨時福祉給付金と併給調整をして国から支給

される予定でございます。 

 臨時福祉給付金の支給対象者は、一定の支給要

件を満たされる方に１人当たり１万円が支給され

ます。また、１万円の支給対象者の中で、さらに

特定の要件に該当される方は、１人当たり５，０

００円が加算されることとなっております。本市

では、平成２６年１月１日を基準日として算定い

たしました支給対象者が約１万７，０００人、そ

のうち加算分の支給対象者は約９，８００人を見

込んでおります。 

 一方、子育て世帯臨時特例給付金の支給対象者

につきましても、基準日における平成２６年１月

分の児童手当の受給者であって、前年の所得が児

童手当の所得制限額に満たない方で、その児童手

当の対象となる児童１人につき１万円が支給され

ます。基準日現在の本市での支給対象者は、臨時

福祉給付金の対象者及び生活保護の被保護者を除

く約４，０００人が支給対象者として見込まれて

おります。 

 これらの給付制度に伴います予算につきまして

は、平成２６年度の当初予算に計上をさせていた

だいております。市といたしましては、今後の消

費税アップに対する国の動向を見きわめながら、

施策の必要性を考慮し、できるだけ早く給付金の

支給事務が行えますよう準備を進めているところ

でございます。 

 次に、３点目の公共料金等の値上げにつきまし

ては、消費税率の引き上げに伴い、消費税が円滑

かつ適正に消費者に転嫁されるよう、使用料等の

改定を行う必要があるところでございますが、公

民館等の公共施設及び第三セクターの温浴施設に

つきましては、平成２６年４月１日の消費税率の

引き上げ分に伴う改定は見送りまして、平成２７

年１０月１日に予定されております税率１０％に

引き上げられる際に改定を行うこととしておりま

す。 

 他の第三セクターにつきましては、運営状況を

踏まえ、今後施設管理者と協議検討を行って対応

していくつもりであります。また、福祉バスにつ

きましては、西予市地域公共交通全般について県

内他市町の状況を確認し、改定を見送っていると

ころであります。 

 次に、４点目の財政上の事業費など支出がふえ

ることが考えられるが、それらの財源について交

付税措置があるかというご質問でございますが、

消費税率の引き上げによりまして、市の財政需要

がふえることは間違いないところでございます。 

 これにつきましては、国は消費税率の引き上げ

に伴う需要増分は、平成２６年度地方財政計画の

歳出に含めており、これに対応する歳入で、地方

税を初め地方交付税を含めた歳入全体で賄ってい

ると説明をされております。このことから議員ご

質問の交付税についても、消費税率引き上げによ

る需要増への対応措置がとられているものと理解

をしております。 

 ただし、平成２６年度地方財政計画では、地方

交付税総額は前年度に比べまして１％減額となっ

ていることから、交付税全体の支給については実

質的には前年度よりふえる見込みはないと、この

ように考えております。 

 次に、５点目の日常生活の中で市民にとって保

育料や窓口で支払う料金など、消費税の影響を受

けるものはどのようなものがあるかというご質問

でございますが、平成２６年４月１日の消費税率

引き上げに伴う西予市の対応につきましては、法

律で改正される料金と、国・県が改定する料金と

性質が同じ料金、国・県から改定の指導がある料

金等を除くほかは、基本的には料金等の改定は行

わないという考えでございます。なお、消費税の
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課税対象となります特別会計、企業会計につきま

しては料金等の改定を行うことといたしておりま

す。 

 市民の方に影響がある公共料金等についてでご

ざいますが、今定例会で提案しております消費税

引き上げに伴う条例改正が１０件ございます。そ

の中で市民の方に影響があるものとしましては、

病院、診療所で取り扱います診断書等の手数料、

農業集落排水処理施設の使用料、公共下水道使用

料、道路占用料等がございます。具体例を挙げま

すと、農業集落排水処理施設使用料では一般１カ

月基本料金が１，５００円、これが１，５４０円

に、公共下水道使用料では一般１カ月使用料６８

２円が７０２円に改定されるものであります。 

 なお、ご質問の中にありました保育料につきま

しては、児童福祉法の規定に基づき認可を受けて

設置された保育所の保育料は非課税となっており

ますので、消費税率の引き上げによる影響はござ

いません。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 それでは、４つ目のご質問、図

書館の整備についてお答えいたします。 

 本市の図書館におきましては、市民のための資

料や情報の提供など、地域の情報拠点として市民

の需要を把握しながら、地域の実情に即した運営

に努めているところでございます。 

 ご質問の中央図書館は、この方針に沿いなが

ら、新刊案内を西予ケーブルテレビで毎月紹介す

るとともに、ホームページ、広報紙等にも情報を

提供しつつ図書館利用の促進を図っているところ

でございます。その成果の一つとして、図書館利

用カード登録者数は２４年度実績において１万

２，１３７人と、前年より８６１人増加いたして

おります。また、インターネット機能による蔵書

検索、予約が可能となっておりますので、その予

約件数も増加傾向にございます。立地について

も、市庁舎に隣接し利便性にすぐれていると思っ

ておりますので、今後とも利用者のご意見等を参

考にしながら、より利用しやすい図書館を目指し

てまいりたいと考えております。 

 書架等の設備の充実及び視聴覚機器の整備につ

いては、現状では市民の皆さんが求められている

図書の交流、資料の充実等を優先的に対応してい

る実情でございますが、今後図書館設備の整備を

含め課題として検討してまいりたいと考えており

ます。なお、視聴覚機器の整備につきましては、

現在の中央図書館のスペース的には厳しい状況で

ございますが、設置可能な場所及び方法、機器な

どを慎重に検討してまいりたいと思います。 

 また、近隣の図書館の状況でございますが、大

洲市立図書館が平成２１年建築で、最も新しい施

設で規模も大きいようでございますけれども、そ

の他の自治体につきましては昭和５０年代、６０

年代の施設が多く、多くの施設で視聴覚スペース

等の設置がされてないようでございます。中央図

書館でないものの、本市では野村地区に複合地区

で新しい図書館を予定いたしておるところでござ

いますので、中央館分館の機能分担を図りながら

施設整備や改善の方向を検討し、図書館運営に役

立ててまいりたいと思っております。 

 図書館は市民の皆様にとって大変身近な施設で

ございますので、市といたしましても文部科学省

が示している図書館の設置及び運営上望ましい基

準、こういう基準がありますが、この基準をもと

に貸出サービスの充実はもちろんのこと、図書館

の利用案内での情報サービスの充実、利用者及び

住民の自主的、自発的な学習活動の支援、読み聞

かせボランティア活動の機会や場の提供等に一層

努力し、市民の皆さんに愛される図書館を目指し

てまいりたいと思っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 私のほうからは、５番目の

旧宇和病院跡地の活用についてご質問にお答えさ

せていただきます。 

 宇和病院の跡地利用につきましては、今後市民

の皆様の意見が反映できる検討委員会を設置し

て、市民、議会、行政が一体となり検討する予定

ですが、現時点では白紙の状態でございます。な

お、旧宇和病院の建物につきましては、防犯上の

面や景観など地域環境への配慮から新病院開院

後、できるだけ早期に取り壊しを行いたいと考え

ております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、私のほうから平成２６年

度予算編成に当たっての所信表明についてに関連

する２点のご質問についてお答えをさせていただ

きます。 
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 その第１点目でございますが、ジオパーク認定

記念としてのジオサイクリング大会の実施につい

てであります。 

 地域の自然や文化、人々との触れ合いを楽しも

うという意味においてジオパークとアウトドアス

ポーツは密接な関係があるものだと考えておりま

す。特に、現在愛媛県が力を入れておられますサ

イクリングにつきましては、国道や県道における

コース整備や案内標識の設置等において、ジオパ

ークの整備と重なるものが多くございますので、

この機会を逃さないように県と連携をしながら取

り組んでまいりたいと思っております。 

 その中でご質問いただきましたジオサイクリン

グ大会の取り組みでございますけれども、愛媛県

からの依頼もありまして、本市で県からコース設

定をいただいております宇和海沿岸サイクリング

コースにつきましては、来年度中にジオサイクリ

ング大会を行うよう現在計画を進めているところ

でございます。ただ、今まで本市でサイクリング

大会を実施した経験はございません。公道を使用

する大会でありますので、警察への許可が必要で

あったり、支援スタッフの人数や配置などさまざ

まな問題を解消しながら、安全への配慮を最大限

に考えて実施する必要があろうと考えておりま

す。 

 そこで、来年考えているものは参加者５０人程

度の小規模なサイクリングイベントでございま

す。それまでにはほかのサイクリング大会等への

調査を行いながら、まずは西予市でサイクリング

大会を開いてみたいと考えているところでもござ

います。こういうイベントを経験しながら将来的

には、参加人数の拡大や肱川・奥伊予サイクリン

グコース、海から山までの標高差を活用したコー

スなど、これも県のほうが認めてもらおうかとい

うようなことでプラスアルファ言っていただいて

おりますが、そのコースなども大会につないでい

きたいと考えております。 

 なお、サイクリングなどのアウトドアスポーツ

はジオより身近に感じることができ、仲間づくり

にも役立ちます。市の職員や市民の皆さんに興味

を持ってもらえるような講習会などの開催を含

め、今後検討してまいりたいと思っております。 

 ２点目の今後市民とともにドイツのヴュルツブ

ルク市と国際交流していくことができないのかと

いうことでございますけれども、西予市とヴュル

ツブルク市は合併前の旧宇和町時代から積極的な

交流を行っており、ヴュルツブルク市における日

独交流につきましては、日独の文化、人的交流の

促進を目的としておりますシーボルト協会が窓口

になっていただいております。 

 当協会は西予市においても、平成２４年度に創

設しましたおイネ賞事業にもご後援をいただいて

おりますが、西予市におきましてはシーボルトの

娘、楠本イネが医者を志し、向学心に燃えて少女

時代を過ごした西予市において、閉塞感が漂う幕

末、進取的な気風と春がすみのようにあったかい

風情で、イネの志と夢を後押ししたこの町が、今

活用する全国の女性医師と女性女子医学生にエー

ルを送るため、懸賞論文を募集し表彰を行う平成

２４年度第１回のおイネ賞事業表彰式を実施をさ

せていただきまして、当表彰式にはシーボルト協

会理事長、クライン・ラングナーさんがご出席を

いただいたとこでもございます。 

 平成２６年度の実施予定事業につきましては、

本年３月にドイツ、ヴュルツブルク市の新市長が

就任されました。そういうことから新市長並びに

ドイツヴュルツブルク協会役員のクライン・ラン

グナー氏をお迎えして、市民参加型の交流イベン

トの開催を予定をしておるところでもございま

す。 

 また、市民の皆さんがヴュルツブルクとの国際

交流を実施するために、ＮＰＯ法人を設置すると

みずからが企画し、自主的な参加を行うことにつ

きましては、市が交流に係る経費等の一部を負担

し事業を後押しすることで、市民の皆さんが、ま

た市民の皆さんとともに交流を行う上で有効な手

段であり、前向きに、もしそういうことがあった

ら検討をしていきたいと考えております。 

 なお、今後につきましてはシーボルトとイネの

縁を大切にして、長崎並びにヴュルツブルク市と

の交流を深めてまいりたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 暫時休憩いたします。（休憩 午前９時

５４分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時１

０分） 

 次に、友志会、沖野健三君。 

 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 皆さんおはようございま

す。 
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 質問の前に、私のこの１０年間の思いというも

のを一つ話させていただきたいと思います。 

 早いもので、西予市も平成２６年度で合併１０

周年を迎えます。この１０年間というもの、私も

最初から市政にかかわってきましたけども、この

ように発展するとは思ってもみませんでした。こ

れもひとえに現市長であります三好市長の市長案

によるところが非常に大きいんじゃないかという

ふうに思っております。私も就任時は議長として

そばにいたんですけども、市長は非常に議会を重

視されてこられました。そんなになぜ議会を大切

にするのかということを尋ねますと、それは多分

おやじが議員やっとったからかなというようなこ

とも言われましたけれども、本当議会と市長とは

うまく連携して、この１０年間この市政を運営さ

れてきたと私は思っております。議会と市長とい

うのは車の両輪と言われますように、両者がうま

くかみ合わないとうまくいかない、議会もばらば

らではいけない。今後はこの向こう１０年間に向

かって、議会も一丸となって市民の負託に応える

よう努力することが必要であります。 

 そういうことを思い、代表質問に入ります。 

 今回の質問は、友志会７名によって調査研究し

ました市政の主要課題について、６項目について

質問をいたします。 

 まず最初に、合併１０年と今後について。 

 昭和の合併以来の平成の大合併であり、愛媛県

においても７０市町村が２０市町になりました。

私たちの町も旧５町が対等合併によって、平成１

６年４月１日に西予市が誕生いたしました。初代

市長としてかじ取り役を任された三好市長は、旧

５町の文化や歴史の違いを、西予市は一つだとし

て公平に思う努力が随所に見えます。 

 財政状況を見ても、市民のサービスを落とすこ

となく、合併当時２３億円の基金は１０年で１１

８億円までふえております。公共事業におきまし

ても、県内でも有数の発注件数であります。ま

た、事業においても、せいよ地域づくり交付金事

業の創設や、住宅の新築、増築の補助金制度、ま

た山林を守るためのペレット事業、そして昨年９

月２４日に認定されました四国西予ジオパーク事

業は、西予市を全国に発信できることでしょう。 

 このように、今まで数多くの事業と改革を行っ

てこられましたが、まだまだ多くの問題が山積し

ております。そこで、１０年間の総括と今後の西

予市の方向性やビジョンをお伺いします。また、

平成２６年度に予定されている合併１０周年記念

事業の内容と予算についてもお伺いします。 

 次に、少子・高齢化による人口減について質問

いたします。 

 我が国の人口減少は加速度的に進行していくも

のと予想されます。日本の将来推計人口は、２０

５０年に現在よりも約２，７００万人減少して、

約１億人になると予想されています。西予市にお

いても、合併当初４万７，０００人を超えていま

したが、現在では４万１，７００人と５，０００

人以上が減少しました。人口減少は市政運営にも

影響を与えます。そこで、次の点について市長の

考えをお伺いします。 

 まず１点目、労働力人口が減少していくと、生

産能力や１人当たりの所得も減少いたします。そ

の対策についてお伺いします。 

 ２点目、高齢者の雇用対策はあるのかお伺いし

ます。 

 ３点目、人口減少は地域の存続にも影響があ

り、地域社会の活力を維持していく取り組みはあ

るのか、お伺いします。 

 ４点目、人口減少の度合いを小さくする少子化

対策への取り組みはあるのか、お伺いします。 

 ５点目、婚活も地域の特色が出る公民館が中心

となって活動することができないか、お伺いしま

す。 

 次に、教育委員会制度について質問いたしま

す。 

 現在国会において教育の責任、教育の中立性に

ついて教育委員会の改革が検討中であります。地

方自治体の教育委員の選任は、議会の同意を得て

首長が任命していますが、教育の行政責任は人

事、予算等、教育委員会なのか首長なのか甚だわ

かりにくい状況のように思います。そこで、改め

て教育委員会、教育委員の責務、職務権限の範囲

についてお伺いします。また、首長がかかわれな

い範囲についてもお伺いします。 

 職員の教育委員会出向については人事権を持つ

首長が実施しており、教育委員会委員長任命であ

りながら首長権限のような曖昧さを感じておりま

す。改めて教育委員会内での教育委員長、教育長

の責任、職務権限の範囲についてお伺いします。 

 先日辞任されました橋下前大阪市長ほどではあ

りませんが、現状がベストとは思いませんのでお
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伺いします。 

 市長は、首長と教育委員会の人事任命方法、予

算を含めた職務権限の範囲などで教育委員会の改

革が必要と考えられますか。あるとすればどの部

分があるのかお伺いします。また、教育委員会の

中立性を保つためには、市長としてどのようにす

ればよいと考えられるかお伺いします。 

 東日本大震災の発生からもうすぐ３年になりま

す。２月１３日現在、復興庁の発表によれば、い

まだ２６万７，０００人の人が生まれ育ったふる

さとを離れ、厳しい避難生活を余儀なくされてお

ります。一日も早く普通の生活に戻っていただく

ことを祈って。 

 次に、防災について質問いたします。 

 東日本大震災以降、防災に対する住民の意識が

高まってきていると思います。ただ、防災に対す

る地域の温度差は大きく、住民が主導である自主

防災組織やその活動も、積極的な地区とそうでな

い地区との意識の違いの差は、まだまだ解消され

ていないのが現状だと認識しております。 

 防災に対する考え方は、まず自助、次に共助、

そして公助だと言われています。この順番でいく

と公助、つまり行政の役割は限られているのでは

ないかという受け取り方を含みながら質問いたし

ます。 

 第１点目に、白助と共助については、災害時に

まず自分の身を守る、次に近くの人々の安全確保

に努めるということですが、これは災害という非

常時についての考え方であり、ふだんの生活をし

ている平常時にこそ、行政として防災への意識を

高める指導、広報活動、日ごろからの子供たちへ

の教育など、住民に事前に伝えていくことが重要

なソフト面での役割だと思っていますが、これに

対する取り組みをお伺いします。 

 第２点目に、公助すなわち災害時に行政として

何ができるかということと、事前に行う施策によ

り災害に強い地域をつくることだと思います。前

の質問と重複する点もありますが、混乱の少ない

災害対応を行うための常日ごろからの情報提供と

いうソフト面、並びに減災に向けた組織体制づく

りや避難経路、避難場所を確保するというハード

面での取り組みについてお伺いします。 

 次に、空き家対策について質問いたします。 

 市長は年頭の挨拶において、２６年度は空き家

対策に取り組むとのことでした。私たち友志会

は、昨年１１月に国土交通省及び自民党におい

て、空き家の現状と対策について研修いたしまし

た。近年、空き家戸数は、平成１０年が５７６万

戸、平成２０年が７５７万戸で、空き家率は１

３．１％と増加しており、全国の白治体の約８割

は、空き家に関する問題の発生、または発生する

懸念があると言われ、平成２５年１月段階で１３

８の地方白治体において空き家に関する条例化が

行われ、この問題への意識の高さがあらわれてい

ます。自民党においても、国政の問題であり、空

き家対策特別措置法の提出を行うとのことでし

た。 

 このような空き家放置の背景ではどのような状

態になるのでしょうか。田舎においては少子・高

齢化や核家族化などが進行したことに伴い、過疎

化とともに今まで住みなれた自宅を空き家のまま

にして都会に、また高齢者住宅に入居したり、さ

らに居住者が亡くなり、相続人がそのまま放置す

るといった例が増加しております。一方、都会で

は空き家を解体して更地にすると、税制面で固定

資産評価額が２００平米を境に、課税額が６倍、

地価が３倍になります。また、道路が２メートル

以上の条件を満たさず、建築基準法により新たな

建物ができない、さらには解体費が高額なため放

置するしかないなどの事情が存在いたします。 

 そこで、次の点についてお伺いします。 

 まず１点目、西予市の空き家戸数は何戸ぐらい

ありますか。 

 ２点目、空き家率は幾らですか。 

 ３点目、対策についてお伺いします。 

 最後に、西予市立西予市民病院についてお伺い

します。 

 新病院の建設については、合併当初より市民の

強い願いであり、また医療の質及び患者へのサー

ビス向上など、医療改革に熱心に取り組まれてい

る市長の大事業の一つであります。完成すれば、

西予市のみならず南予一円から患者が訪れ、安心

して治療が受けられる病院になることを期待する

ものであります。 

 そこで、次の諸点について、市長の所見をお伺

いします。 

 現在新病院は躯体工事も終わり、シートがかけ

られており、中の様子を伺うことができません

が、シートが外されたとき、どのような姿をあら

わすか非常に楽しみであります。そこで、工事の
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進捗について、当初より２カ月おくれて９月末の

開院と聞いておりますが、変更はないかお尋ねい

たします。 

 第２点目、新病院までの足の確保については、

西予市地域公共交通活性化協議会において検討さ

れていると思いますが、高齢者を中心とする運転

免許を持たない層の通院の足の確保は、新病院の

経営にも影響を及ぼします。不便な印象を与えな

いためにも、病院独自の送迎バスを運行するお考

えはないか。特に明浜町、三瓶町は必要と思いま

すがお伺いします。 

 第３点、開院すれば多くの住民の方が来院され

ます。感じがいい、親切だと言われるようにしな

ければ経営にも響きます。例えは悪いかもしれま

せんが、あんこが腐ったまんじゅうのように建物

は新しいが中身が悪いと言われないようにするた

めに、私は接遇教育は必要と思いますが、市長の

ご所見をお伺いします。 

 最後に、新病院にも多額の税金を使って建設す

るのであります。企業会計である以上、今後の経

営については厳しさが予想されますが、病院経営

の健全化に向けて、数値目標をみずから掲げて、

計画的に経営の効率化を図ることが必要でありま

す。会計の長期計画についてお示し願いたいと思

います。 

 以上で私の質問を終わります。ご清聴ありがと

うございました。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、友志会からの代表質問で

ありますけれども、今初代の西予市の議長を務め

られました沖野議員から、合併後の強い思いと温

かい思いを言っていただきました。しっかり受け

とめて、まず最初のご質問であります合併１０年

と今後についてに回答をさせていただきたいと思

います。 

 平成１６年４月１日、旧５町が合併をいたしま

して１０年が経過いたしました。合併後のまちづ

くりについては、東宇和・三瓶町合併協議会で策

定した新市建設計画に基づき、合併特例債等を活

用した価格是正や一体感の醸成を図るための事業

や、平成１８年３月に策定いたした西予市総合計

画により新しいまちづくりの基本理念、基本目標

を定め、必要な施策を取り組んでまいりました。

その中で多くの課題、難題等がいろいろございま

したけれども、市民、議会のご協力をいただきな

がら西予市としての基礎、基盤を築くことができ

たと考えております。 

 今後、西予市の方向性やビジョンについては、

来年度から２年間かけて次期総合計画の策定を行

うこととしており、市民や議会等のご意見をいた

だきながらその中で検討してまいりますけれど

も、西予市に愛着や誇りが持てるまちづくり、そ

れを実感できるまちづくりも今後進めていきたい

と思っております。 

 １０周年を記念としての事業の内容と予算につ

きましては、本議会においてご審議いただくもの

であり詳細な答弁は差し控えさせていただきます

が、記念事業として予算計上しており、直接位置

づけをしておりますものには、儀礼的な行事でも

あります記念式典や１０周年の記念とあわせ、地

域経済活性化の起爆剤となることを期待するプレ

ミア商品券の補助など１０事業で４，５５９万

１，０００円、その他の関連事業としまして西予

市のＰＲを積極的に展開するせいよ部マネージャ

ー事業や従来の事業を拡大して実施するいわゆる

１０周年の冠事業など７事業２，９４２万６，０

００円、合計１７事業でございまして７，５０１

万７，０００円を予算計上しておるところでござ

います。 

 各事業につきましては、市のホームページ等に

掲載し周知を図ってまいりますが、市民参加型の

事業も多くございますので、市民の皆さんととも

に盛り上げていきたいと思っております。 

 次に、少子・高齢化による人口減についてでご

ざいますけれども、その第１点目、労働力人口が

減少していくと生産能力や１人当たりの所得も減

少することへの対策についてでございます。 

 少子・高齢化による人口減についてであります

が、日本は２０１０年の人口をピークに人口減少

社会に突入し、人口減少とともに超高齢化社会の

到来もあり、労働力人口の減少は国全体の大きな

問題となっております。生産能力や１人当たりの

所得につきましては、労働人口の減少と必ずしも

比例するとは思いませんが、全体的には生産力、

購買力も落ちるということが国力の減退を招くこ

とと考えるのが妥当だと思います。 

 市としましては、このような大きな流れを食い

とめることは難しいと思っておりますが、地域経

済のインキュベーター発掘のための企業誘致奨励

制度の拡充による企業支援、厚生労働省の支援に
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よる実践型雇用創造事業の着手など雇用の創出機

会の手段を講じていきます。 

 次に、２点目の高齢者の雇用対策でありますけ

れども、高齢者の雇用対策に関しましては、平成

２５年に高齢者雇用安定法が改正され、定年制度

の引き上げや継続雇用の義務化などが定められま

した。 

 これは、高齢者と高齢と言われる年齢の方も労

働力人口として位置づけるものであり、少子・高

齢化が進行していくなど労働力供給が制約される

中で、経済社会を支える労働力の確保がますます

重要な課題であることを物語っております。この

ことにつきましては、国では高齢者雇用を取り組

む企業支援を行うことなどの施策を講じておりま

すが、当市としては定年を迎えられた方が第１次

産業の継承者として活躍される場合が多く、これ

らの対応の具体的な対策は今のところまだ講じて

いないというのが現状でございます。 

 ただし、全体的な求職者への雇用対策としてス

キルアップを行う各種講座を実施しておりますの

で、講座受講時の年齢制限を設けておりませんの

で、現在まで延べ受講者２７３人のうち約２割で

ございますけれども、５７人の高齢者の方々が受

講いただいております。まだまだ若年者の雇用が

不安定な中にありますが、高齢者といわれる方も

企業が求める労働者として、今後もご活躍いただ

けることが重要であると考えております。 

 次に、３点目の人口減少は地域の存続にも影響

があり、地域社会の活力を維持していく取り組み

はあるのかということでございますが、さきにも

申しましたように、人口減少は国力の減少と比例

し日本全体の大きな問題であります。 

 国や地方は少子・高齢化対策としてさまざまな

方策を講じておりますけれども、その結果効果が

あらわれるのは２０年、３０年後になると思われ

ます。このような現状から見て、地方において人

口減少は都市部以上に顕著になり、集落等の地域

社会維持が困難になることが予想されます。 

 このようなことから西予市は早くから集落対策

に取り組んでおります。平成２１年度から限界集

落対策、そして平成２３年度からせいよ地域づく

り交付金により、住民と行政の協働による地域づ

くりを実践しているところであります。 

 人口減少に歯どめをかける手法としては、この

新たなコミュニティーにおける自主、自立の地域

づくりを高めていく中で対応可能な分野もあるん

ではなかろうかと考えております。例えば、空き

家などを活用した移住施策です。日本は特に３・

１１東日本大震災以降、幸福とは何かという大き

なテーマに突き当たっているように思います。マ

ネーだけを追い求める資本主義社会だけでは本当

の幸せを享受できないことに気づき始め、人と人

とのつながりやきずなといった豊かさをもセット

で求められる時代になっておるんじゃないかと思

っております。 

 人生の楽園という移住をテーマとした田舎暮ら

しの番組が人気を博しておりますが、あのような

生活を望んでいる都市部の方々も多いのではない

だろうかと思います。里山資本主義、先般の一般

質問にもございましたけれども、里山資本主義と

いう言葉を最近耳にします。生活の一部にエネル

ギーや食といった自給的な要素を取り入れて、あ

る程度の収入があれば農山漁村で生活できる仕組

みです。西予市には豊かな自然と食文化、何より

も地域を活性化させようと思う住民がいます。定

年後の団塊の世代や子育て世代に対して必要な助

成制度の整備と、これから推進する空き家対策と

いった情報を提供していく中で、田舎暮らしを求

める方を受け入れることが可能と考えています。

そのためには、受け入れる地域側の意欲や理解、

受け入れる態勢が必要になることから、市民と行

政がともに考えていく事業であろうと思っており

ます。田舎回帰の流れを上手につかむことで都市

部への流出の歯どめがかかり、移住希望者を受け

入れることで人口減少の度合いが緩やかになるの

ではないかと考えています。 

 次に、４点目で人口減少の度合いを小さくする

少子化対策への取り組みはあるのかということで

ございますけれども。 

 人口減少の度合いを小さくする少子化対策でご

ざいますが、西予市の出生率は、西予市が誕生し

た平成１６年度が２８１人であったのに対して、

平成２４年度は２４３人と年々減少している現状

であります。この少子化に対応するためには、現

在住んでいる住民の結婚、妊娠、出産を促すこと

はもちろんでありますが、過疎化、高齢化が進む

中には限度もあり、Ｉターン、Ｕターン、Ｊター

ンなど他地域からの若者を呼び込むことも必要で

はないかと考えております。今後、市民や市外の

若者世代が西予市で子供を産み育てたいと思うた
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めには西予市が子育てのしやすい魅力ある町とし

て評価されることであり、そのためには市民のニ

ーズを把握した上で、子育て支援のさらなる充実

と改善に向けた子育て支援対策を展開することが

求められてまいります。 

 本市では、平成２７年度から子ども・子育て支

援制度がスタートすることに伴い、社会福祉課が

中心となり子育て支援に関する各部局が連携を図

りながら、現在新たな西予市子ども・子育て支援

事業計画の策定に向けて準備を進めているところ

でございます。この計画は子供の保護者を初め、

保育、教育関係者、事業主、代表等、多方面の委

員で構成される西予市子ども・子育て会議の中で

十分検討した上で、平成２６年度中に策定するこ

ととなっております。この計画を実践することに

よって子育てしやすいまち西予というイメージが

定着し、少しでも若者世代の人口がふえ、少子化

に歯どめがかけられるよう取り組んでまいりたい

と考えております。 

 次に、公民館中心の婚活について及び教育委員

制度についての前段部分につきましては、それぞ

れ教育部長、教育長に答弁をさせます。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 ５点目の婚活の地域の特色が出

る公民館が中心となって活動することができない

かについてお答えいたします。 

 公民館中心による婚活推進については、合併前

において、特に宇和地区では公民館が中心となっ

て婚活イベントを実施していたことがあるようで

ございます。現在西予市の結婚推進事業につきま

しては、生涯学習課が担当し、西予市結婚推進委

員会の取り組みの中で、独身男女の出会いのきっ

かけづくりを目的とした交流イベント等を開催し

ております。 

 また、地域づくり補助金制度が導入されてか

ら、各公民館を中心に婚活イベントを開催する地

域が出てきており、２４年度は明浜、宇和、野村

地区で公民館を中心に開催いたしております。さ

まざまな地域でさまざまなネットワークを使って

特色あるイベントを開催することは出会いの場の

拡充にもつながり意義あることだと考えておりま

す。 

 しかしながら、継続で開催していた公民館にお

いては、また同じ地域の同じ男性が集まるという

ことで女性が集まらず中止になった事例もあり、

いずれも人集めに大きな問題を抱えております。 

 生涯学習課では、平成２４年度からえひめ結婚

支援センターの応援企業に登録し、地域密着型の

イベントを開催いたしております。開催場所も三

瓶、野村、宇和などで開催し、西予市の特色が出

せるような企画を検討しながら、参加者の顔ぶれ

もイベント内容もマンネリ化しないよう配慮して

開催しております。平成２５年度に入り、成婚者

が誕生するなど少しずつ成果が出てきたところで

あります。 

 近年は青年団活動等が低迷し、若者の出会いの

場が減少している状況にあります。婚活イベント

だけでなく、若者向けの集いや講座等を公民館活

動の中に取り入れていくことも今後必要な取り組

みだと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 それでは、私のほうから教育委

員会制度に対するご質問の前段部分、教育委員

会、教育委員の責務、職務権限の範囲、教育行政

に首長がかかわれない範囲及び教育委員会内での

教育委員長、教育長の責任、職務権限の範囲につ

いてお答えさせていただきます。 

 最初に、教育委員会、教育委員の責務、職務権

限の範囲でございますが、教育委員会は地方自治

法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の定めるところによって置かれた行政委員会でご

ざいまして、選挙管理委員会や公平委員会などと

ともに執行機関として位置づけられ、複数の教育

委員の合議制の組織であるということはご承知の

とおりかと思います。 

 執行機関である教育委員会は、条例、予算、そ

の他議会の議決に基づく事務及び法令規則に基づ

くそれぞれの市町村の事務をみずからの判断と責

任において誠実に管理し、執行する義務を負うと

いうことも明確に規定されておるところでござい

ます。地方自治法では、教育委員会が管理、執行

する事務はこのように定めております。学校、そ

の他の教育機関の管理、学校の組織編成、教育課

程、教科書その他の教材の取り扱い及び教職員の

身分の取り扱いに関する事務、社会教育その他教

育、学術及び文化に関する事務というふうにされ

ております。 

 地方教育行政組織及び運営に関する法律では、

この事務をさらに具体的に細分化しておりまし
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て、教育委員会が職務権限を有するとする１９の

事業が列記されているところでございます。た

だ、この事務については首長がかかわれない教育

行政という分類ではなく、教育行政の中立性と安

定性の確保という見地から、首長から尊重されな

ければならない教育委員会の職務であろうという

ふうに考えております。 

 しかしながら、法では教育委員会の職務とされ

ている事務に関することであっても、教育に係る

条例の議会提案、教育財産の取得、処分、委員会

の所掌する事項に関する契約の締結及び予算の執

行等は首長の職務権限でございますので、教育行

政を円滑に運営するためには、首長と教育委員会

が相互に連携して事務を進めることが重要な要件

になろうかと思います。 

 次に、教育委員会内での教育委員長、教育長の

責任、職務権限の範囲でございますが、教育委員

長は委員の互選により選ばれますが、教育委員会

の権限の行使はあくまでも合議体としての教育委

員会の決定により行われます。代表者である教育

委員長は委員長名で教育委員会に属する法律行為

はなし得ますが、委員長の単独の意思により教育

委員会の事務の処理はできないということになっ

ております。 

 一方、教育長は教育委員会の中で選任されま

す。教育委員会の指揮監督のもとに、教育委員会

で決定した全ての事務を執行するとともに、教育

委員会から委任された事務を処理する立場にあり

ます。同様に、事務局の事務を統括し、所属議員

の職員を指揮監督するという職務を有しておりま

す。 

 このように、教育委員会は会議を通じた合議の

もとにその意思を決定する執行機関であるという

ことをご理解いただければと存じます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、私のほうから教育委員会

の人事の任命方法、予算を含めた職務権限の教育

委員会の改正が必要と考えるか、教育委員会の中

立性を保つためにはどのようにすればよいかとい

う観点についての質問についてお答えをさせてい

ただきます。 

 先般、国政においては、中央教育審議会により

地方教育行政のあり方についての答申がされ、教

育委員会制度の改正案や教育行政における国、都

道府県、市町村の役割分担とさまざまな関係のあ

り方、学校と教育行政、保護者と地域住民との関

係のあり方についての答申がなされたところであ

ります。 

 その背景として、現行制度においては非常勤の

教育委員は教育委員会という合議体の執行機関の

一員として、公立学校の管理を初めとする教育行

政について共同して教育長を指揮監督する責任を

負っているわけであります。しかしながら、事務

局が行う教育事務や所管の学校等の状況につい

て、常勤の教育長と同じだけの情報を得ることが

できない中で、重要な決定については教育長と同

様に行わなければならない立場であり、こうした

中でいじめによる自殺などの重要案件が生じた場

合に、責任の所在の不明確さや審議の形骸化とい

った教育委員会への課題によって、教育委員会制

度の抜本的な改革を行うための答申がされてきた

と思います。 

 ご質問にあります教育委員会の改正、あるいは

中立性の保持でありますけれども、西予市におき

ましては市長部局と教育委員会部局との意見交換

会の開催など、直面するさまざまな課題について

はそれぞれの立場で率直な意見の交換を行い、そ

の効果を実感しているところであります。 

 教育に求められている要件として、やはり正義

的中立性が必要であると、私もこの点はしっかり

思っておるところでございます。子供の健全な成

長、発展のためには継続性と安定性のある学習環

境が必要であり、また専門家のみが担うのではな

く、地域にとって身近な関心の高い行政分野であ

ることから、市民の皆様の意向が反映される教育

行政でなければならないと考えております。 

 このような観点から、教育委員会は行政委員会

として、教育委員会の行政による組織はある程度

必要ではなかろうかなと、このように思っており

ますけれども、ちょっと曖昧な分野がございま

す。ある程度は教育長に権限を移した上で、基本

方針を決定し、事務局を指揮監督しながら教育行

政を推進していかなければならないと考えていま

す。 

 現在、国では中教審の答申によりさまざまな角

度から検討、協議をされておりますが、可能な運

用の改善と必要な制度改正によって、よりよく活

用していくことで解決を図るべきであろうと考え

ます。また、教育の正義的中立性を担保するため
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に極端な制度改正ではなくて、ある程度考えなが

らやっていく必要があるんではなかろうかな、そ

ういう意味では引き続きさまざまな角度から検討

していくことが大切であろうと考えております。 

 以上、答弁とします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、４番目の

防災について及び５番目の空き家対策についてお

答えをいたします。 

 まず、防災についての１点目、ふだんの生活を

している平常時にこそ防災への意識を高める指

揮、広報活動、子供たちへの教育等、住民に事前

に伝えていくことが重要なソフト面での役割だと

思うがこれに対する取り組みについて、及び２点

目の混乱の少ない災害対応を行うための常日ごろ

からの情報提供というソフト面、並びに減災に向

けた組織体制づくりや避難経路、避難場所を確保

するというハード面での取り組みについてお答え

をいたします。 

 議員ご指摘のとおり、住民それぞれが災害時に

可能な限り適切な対処を行うこと、減災ができる

ように不断における啓発活動が行政に与えられた

大切な取り組みであると思っております。また、

そういった活動、取り組みの中から出てくる要望

に対して、行政に何ができるのかを整理し取り組

んでいくことも大変重要なことだと認識をいたし

ております。 

 それでは、それぞれの取り組みについて概略を

説明をいたします。 

 まず、住民の防災意識を高めるための広報、啓

発活動、また子供たちへの防災教育等についての

取り組みでございますが、平成２５年度２月末現

在で危機管理課、消防防災課で把握している訓練

等は３４件となっております。人数で約５，２０

０人の方々が参加いただいている状況でありま

す。この取り組みの中には、地域住民の７０％近

い方が参加いただいた避難訓練もございます。昨

年度と比べると件数では少し減っておりますが、

これは地域の自主防災会が連携して、より広域で

取り組んでいただいたことによるもので、参加人

数は多くなっている状況でございます。そのほか

にも県の事業として行っている愛媛県総合防災訓

練、原子力災害広域避難訓練、津波災害避難訓練

などにも参加、協力をいただいております。 

 次に、子供たちへの防災教育についてでござい

ますが、このことは将来いつ発生するかわからな

い大災害に対して物事を素直に受けとめることが

できる年齢の子供たちを対象に進めていくことは

非常に大切なことだと思っております。 

 １２月には三瓶高等学校と隣接する三瓶幼稚園

で合同の避難訓練が行われました。先日、東京で

発表会がありましたが、皆田小学校ではジオパー

クとコラボして消防庁事業の防災教育チャレンジ

プランへの取り組みも行っていただきました。ま

た、２月１２日の愛媛新聞でも取り上げていただ

きましたが、三瓶地区では消防庁の事業を活用し

て小学校、中学校、高等学校の児童・生徒と地域

の方々が一緒になって避難地図の作成を行うな

ど、新たな取り組みにも挑戦をしているところで

ございます。 

 地域での活動情報があれば、できる限り危機管

理課、防災課で協力して参加をするようにもして

おります。言うまでもなく、自助、共助、地域力

は一長一短にすぐにできるものではなく、日ごろ

からの取り組み、コミュニケーションが重要であ

ります。また、継続して実施していくことが重要

でございます。適切なアドバイス、啓発ができる

職員を養成するために、引き続き職員のスキルア

ップを行ってまいります。 

 また、地域における防災リーダーを養成してい

くことも必要でございます。自主防災会役員の研

修に加えて、現在市内におられる７５名の防災士

の方々のフォローアップ研修についても今月行う

ことといたしております。その他、職員は地域の

住民でもあるということから、職員個々の防災に

対する意識レベルアップのための研修会について

も実施を行っているところでございます。 

 続いて、行政として取り組むべき施策でござい

ますが、住民への情報伝達の基本になると考えて

おります防災行政無線のデジタル化に平成２５年

度から取り組みを行っております。順次、旧町時

代に整備されたアナログ無線について更新を計画

をしているところでございます。平成２５年度９

月補正予算で計上をさせていただきました津波ハ

ザードマップが最新の県の被害想定を反映して今

月でき上がります。地域に配布を行い、避難の一

助にしていただくようにいたします。孤立地区を

防止するための衛星携帯電話につきましても、平

成２５年度に、更新を含めて１４地区に配備を行

いました。また、現在取り組んでおりますデジタ
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ル無線については、孤立地区防止の観点から屋外

の子局と双方向の通信ができるように進めている

ところでございます。 

 避難路等の整備でございますが、県事業を活用

しまして、昨年度と合わせて３９カ所において整

備が完了いたしました。今後県事業はなくなりま

すけれども、市単独で地域の要望にできるだけ対

応できるよう、平成２６年度についても市単独で

予算を計上しているところでございます。津波被

害の想定される地域につきましては、備蓄物資の

分散備蓄を進めており、平成２５年度に３カ所、

２６年度にも３カ所の設置を進めてまいります。

避難所の設備充実のため、発電機、投光器、簡易

トイレなどの整備をし、徐々に配備品の充実を図

っていきたいと考えております。現在、平成２６

年度の補正予算での計上を計画したいと考えてお

ります。 

 以上、市としての取り組みの一部を上げさせて

いただきましたが、冒頭に申し上げましたよう

に、繰り返し啓発活動を行っていくことが大変重

要であると考えております。 

 次に、５番目の空き家対策についてでございま

すが、その１点目、西予市の空き家戸数は何戸ぐ

らいあるか、２点目の空き家率は幾らかというこ

とでございますが、西予市では残念ながら過去に

独自の空き家調査はまだ実施をいたしておりませ

ん。 

 現在、把握している空き家の戸数といたしまし

ては、平成２０年に行われました総務省の住宅・

土地統計調査がございます。その資料によります

と、西予市内に３，５３０戸の空き家があるとさ

れており、また空き家率は１７．１％となってお

ります。なお、この住宅・土地統計調査につきま

しては昨年１０月に最新の調査が実施されており

ますが、現在国において調査結果を集計中のた

め、公表は２６年４月以降の予定となっておりま

す。 

 次に、３点目の対策についてでございますが、

世帯数の減少は空き家がふえ続けることにつなが

り、また老朽化した空き家は災害時等に倒壊等の

危険を及ぼすとともに、集落、コミュニティー機

能の低下をもたらすなど、市としましても空き家

対策は重要な課題として捉えております。 

 今後につきましては、危険な空き家に関しまし

ては国の空き家対策特別措置法と連動した市の条

例制定による対策を、利活用可能な空き家に関し

ては定住促進に向けた取り組みを検討してまいり

ます。なお、具体的な対策を検討する上で、基礎

となるものが空き家データでございます。西予市

では空き家データを持ち合わせておりませんの

で、まずは平成２６年度に空き家調査から開始す

る予定でございますし、その予算も計上をさせて

いただいているところでございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 私のほうからは、６番目の

西予市立西予市民病院について、１点目の工事の

進捗について、当初より２カ月おくれて９月末の

開院と聞いているが変更はないか、２点目の病院

独自のバスを運行する考えはないか、３点目の接

遇教育の必要性について、４点目の会計の長期計

画についてお示し願いたいの４つのご質問につい

てお答えさせていただきます。 

 新病院の建設につきましては、現在全国的な問

題となっております技能労働者不足により、契約

工期から２カ月程度工期を延伸することとなり、

市民及び議会の皆様にはご心配をおかけしており

ます。建設工事の工期延伸に伴い、平成２６年７

月中旬を予定しておりました新病院開院日につき

ましても延期する必要が生じ、病院等の関係部局

と協議を行い、平成２６年９月末ごろを開院予定

といたしました。 

 工事の進捗状況につきましては、平成２５年１

２月末に躯体工事が完了し、現在は防水工事と内

部間仕切り壁の造作工事を行っています。工期延

伸による見直し後の修正工程表と比較しますと、

作業員不足の懸念がありました内装工事におきま

して、建築設備の各ＪＶが鋭意努力し、現時点で

修正工程表のとおり進捗しておりますので、平成

２６年９月末ごろの開院日の変更は今のところご

ざいません。 

 次に、新病院への交通アクセスにつきまして

は、西予市全体の公共交通整備の中で、担当であ

る企画調整課が中心となって検討しております。

新病院開院に向け、宇和地区生活交通バス及び宇

和地区デマンド乗り合いタクシーの運行、高齢者

や障害者への運賃負担の軽減、宇和島バスの三瓶

から新病院を経由する愛媛県歴史文化博物館行き

の増便など、高齢者、交通弱者等の自家用車が使

えない住民にとってもお出かけが可能となる交通
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体系を構築する予定でございますので、新病院独

自でバスを運行する計画はございません。 

 次に、接遇教育の必要性についてお答えいたし

ます。 

 ご指摘のとおり、接遇教育を初めすぐれた人材

を育成することは、病院を経営する上で欠かすこ

とのできない重要課題だと認識しております。ま

た、病院全体が来院される方々をお客様として丁

寧に扱うのだという気持ちになって、新病院開院

に向け、接遇重視への意識改革とその風土をつく

らなければならないと思っております。 

 昨年、田中議員からの一般質問にもお答えした

とおり、幾ら医療技術がすぐれていても接遇態度

が悪ければ病院職員としては失格でありますし、

病院全体のイメージも悪く印象づけることになり

ます。これまで新病院に向け、職員一丸となって

意識改革や接遇研修に取り組んでまいりました

が、一定の成果があらわれていると感じておると

ころでございます。医療現場で必要となる接遇、

マナーを向上させることは、病院を利用される方

の満足度を高めるだけではなく、市民の皆様に信

頼される病院、選ばれる病院への第一歩になると

考えております。市民に信頼されることにより、

必然的に患者数が増加し、安定した経営につなが

っていくものと思っております。市民が安心して

医療を受けることができ、満足度の高い対応がで

き、そういうスタッフを育て、感じがいい、親切

だと言われるような優しい療養環境を提供できる

よう、今後も研修を継続していく考えでございま

す。 

 最後に、会計の長期計画についてお答えいたし

ます。 

 公立病院が地域において良質な医療を安定的か

つ継続的に提供していくためには、抜本的な改革

の実施により安定した経営を行う必要があり、し

っかりとした長期計画を策定し経営の健全化に努

めることが求められます。新病院における収支の

長期計画につきましては、平成２２年度に策定い

たしました西予市新市立病院基本計画において、

開院予定の平成２６年度から平成３５年度までの

１０年間の計画を作成しております。新病院収支

計画の作成に当たりましては、入院、外来患者数

等の業務量予測を行い、診療単価、診療材料費、

人員配置計画、業務委託化計画や借入金の償還計

画、繰り出し基準に基づく一般会計からの負担金

等を想定し、毎年度見直しを行っております。 

 新病院の経営は、人件費や建設工事費、医療機

器購入費、医療情報システム整備費等の管理、償

還等により、開院時から数年間は厳しい状況にあ

りますが、交付税措置が有利な過疎対策事業債や

地域医療再生基金等の補助金の活用により、財政

負担の軽減に努めております。 

 新病院開院後の経営につきましては、収支計画

による目標値の設定、医業収益に直結する医師、

看護師等の人材の確保、経営感覚に富む人材の登

用、施設設備維持管理費の抑制等を図り、健全経

営に努めてまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。 

 明日３月６日は午前９時より一般質問を行いま

す。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午前１１時１１分 
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  開議 午前９時００分 

○議長 おはようございます。 

 本日はお寒い中、傍聴にお越しいただきまして

まことにありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は２０名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、一般質問を行います。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

をしてください。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 まず、５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 皆さんおはようございます。

議席番号５番中村です。 

 ただいま議長より許可をいただきましたので、

３月議会最初の一般質問をさせていただきます。

１２月議会の一般質問で時間不足のため残りまし

た質問から始めたいと思います。 

 まず、第１に森林、林業の再生についてお尋ね

いたします。 

 ご承知のとおり、我が国は国土の約７割を占め

る森林国です。森林は国土の保全、水源の涵養、

自然環境の保全、地球温暖化の防止等、多面的機

能の発揮を通じて、国民が安全で安心して暮らせ

る社会の実現に貢献するとともに、木材等の林産

物の供給源として地域経済活動と深く結びついて

います。このことから、国においては、森林、林

業の再生に向けて森林の整備保全を図りつつ、施

業の集約化や路網の整備、人材の育成を軸とし

て、効率的かつ安定的な林業経営の育成、木材の

加工、流通体制の整備、木材利用の拡大等に取り

組まれているところでございます。 

 西予市は、森林が市域の７５％を占める森林の

市です。約３万８，８００ヘクタールもありま

す。このうち、天然林が約３５％の１万３，７０

０ヘクタール、人が管理する人工林が約６５％で

約２万５，１００ヘクタールとなっています。全

国平均では人工林は４０％程度でありまして、西

予市では人工林が突出して比率が高くなっており

ます。この人工林を守るには、林業が極めて大切

であります。森林が少しでもよくなるように地域

で考え計画し、実行していくことが求められてお

ります。 

 そこで、お尋ねします。 

 森林、林業の集約化についてでございますが、

森林施業の低コスト化を図るためには、隣接する

複数の所有者の森林を取りまとめて、施業を一括

して実施する施業の集約化が極めて重要となって

まいります。西予市では、森林組合やエフシー、

林業活性化センター等が中心となって、各種の補

助金等を活用しながら施業集約化に向けて取り組

まれていることと思います。 

 そこで、現在施業の集約化がどのように進捗し

ているのか、また今後集約化の促進にどう取り組

まれていくのか、お尋ねいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 おはようございます。 

 ただいまのご質問、施業集約化の進捗状況と今

後の取り組みというご質問に対しましてお答えを

いたします。 

 施業の集約化でございますが、平成２３年度か

ら間伐の補助制度が変わりまして、意欲と実行力

のある者が一体となった森林を対象に施業及び保

護、また路網整備を効率的に行い、持続的な森林

経営と国産材の安定供給を目指して森林経営計画

を策定し、施業の集約化を図ることとなっており

まして、市としましては、この森林経営計画の策

定の推進を図っておりますので、これにつきまし

て説明をさせていただきます。 

 市では、平成２４年から林業活性化センターが

中心となり、森林組合、株式会社エフシーと連携

をとりながら、この森林経営計画の策定の推進を

行っております。 

 この計画の進捗状況ですが、平成２４年度から

２５年度末で約２，８００ヘクタール、２８団地

を策定いたしております。これは杉、ヒノキの人

工林、先ほどもございましたが、２万５，０００

ヘクタール余りの約１割強という数字になってご

ざいます。 

 今後の取り組みでございますが、引き続いて地

元及び森林組合、株式会社エフシーなどと連携を

とって森林整備の進捗状況等も勘案しながら、団

地化の推進を図っていきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 ただいまの答弁では、約２，

８００ヘクタールの計画が策定されているとお聞

きいたしました。 
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 続いて、林業就業者数についてお尋ねします。 

 まず、施業の集約化ということで、今２，８０

０ヘクタールほど計画ができておるということ

で、集約ができておるということでございます

が、施業の集約化といいましても、森林経営計画

の策定とか、今言いました集約化ということが当

然必要になってくるわけですけれども。 

 まず、森林の適正な整備を図るためには、林業

就業者数というものが肝心かなめの問題になって

きますので、そういう森林の適正な整備を図るた

めには、森林の現況や自然条件、地域のニーズを

踏まえて、間伐や伐採後の造林等の施業を確実に

実施できることが必要であります。 

 集約化も当然必要でありますが、実際に実施部

隊が必要になってくるわけでございますので、森

林の施業は林業労働者が担っておりますので、林

業労働者の確保、これが一番大切になってくるん

ではないかと思っております。この確保によっ

て、山間地の活性化や雇用の拡大にもつながって

くるわけでございますので。 

 そこでお尋ねいたしますが、森林の林業の再生

を担う人材としての市内の林業就業者数推移はど

うなっているのか。また、林野庁による林業に必

要な基本的技術の習得を支援する「緑の雇用」事

業というのがなされてきましたが、そういうこと

を通じて、林業者数の推移はどうなったのかなと

思います。 

 以上についてお尋ねいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 林業従業者数の推移と充足

率と緑の雇用でどうなったかということなんです

が、現在の市内林業従事者数、伐出業、いわゆる

伐出から市場までの運搬、その部分をとりますと

林業事業体、小さなものも合わせまして６事業体

ほどあるようでございますが、大体８０人弱現在

従業者がいるようです。そのほか、個人経営の自

伐の林家の方を合わせましても８０人強と把握し

ております。 

 この１０年ぐらいの推移としまして、事業体で

は森林組合のほうが若干減っておりますけども、

その他については余り変動がございません。ま

た、自伐林家の方も大きな変動はなくて、この１

０年では若干減少というふうに把握いたしており

ます。 

 緑の雇用の件でございますけれども、市内で取

り組んでいる森林組合及び株式会社エフシーが平

成１５年から取り組んでいるわけですが、対象者

が２４年度まで７１人いたようですが、そのうち

定着数につきましては２１名となっておりまし

て、定着率が３０％となっております。 

 それから、充足率という部分ですけども、事業

体の実数からはじき出してみますと、森林組合と

エフシーの部分で見てみますと、両事業体の計画

数は７５人となっておりますが、現在両方で５５

人程度の従業員がおりまして、それの充足率とい

うことになると７３％ということのようです。な

かなか募集しても集まりが悪いというような状況

というふうに伺っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 ただいま答弁いただきました

ように、なかなか林業就業者数は他産業に引き抜

かれるのか、７３％というような充足率というこ

とで、募集しても集まらないということでござい

ますが、これは今建設産業のほうも若干好景気に

なっておりますので、似たような業種であります

と引き抜きもあるのかなと思っております。これ

はなかなか大変難しいことだと思っております。 

 続きまして、雇用の数が６事業体、そして自伐

などやっておられる人も含めまして８０人強ぐら

いしかおられないというようなこと、そしてまた

エフシーと森林組合でも５５名ぐらいということ

をお聞きしますと、非常に少ないのかなと思って

おります。 

 仮に市内の全山林、これ人工林でございます

が、２万５，１００ヘクタールもございますの

で、これを適正に経営管理するとすれば、市内に

相当の数の大幅な雇用が生まれると思っておりま

すが、どのような業種でどの程度の雇用が生まれ

ると想定されるのか。 

 この植林、育林、間伐等の管理、それから伐

採、積み込み、運搬とか市売り、製材、販売、い

ろいろな業種が入ってこようと思いますけれど

も、間伐だけで捉えましても、私は数百人のオー

ダー、３００人とか４００人とかというオーダー

の雇用が確保できるのではないかと思っておりま

すが、市のほうではどのようにお考えか、お尋ね

したいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 今後の雇用の受け皿、つま
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り雇用者がどのぐらいできるのかというご質問で

ございますけども、先ほど言われたように、約２

万５，０００ヘクタール余りの人工林、これを山

主さんの同意とか、そういうものは全く計算に入

れずに、これを適正な管理をしたということにし

ますと、伐採から運搬までの伐出業に関してのみ

の数字となりますけども、これは作業効率とかそ

ういうもののとり方にもよると思いますが、こち

らで計算したところ、伐出、搬出部分で年間に約

１５０人の従業者が必要になると算定しておりま

す。 

 現在、先ほど申しましたように、従業者は約８

０人程度ですので、約７０人の新規雇用が生まれ

ることになります。これに市場から製材業など、

いわゆる川下の分野も合わせると、これは実数は

つかみ切れていないということなんでございます

が、１００人以上の新規雇用が創出できるという

ふうになるのではないかと。計算上の従事者は、

もとの８０人とこの１００人を足すと、こちらの

計算では１８０人程度にはなるのではないかと思

われます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 大分私の試算とは開きがある

ような気がするわけですけれども、周囲の山林を

見ますと、適正な管理がなされているとは思えな

いわけですので、この２万５，１００ヘクタール

のうち、先ほど２，８００ヘクタールほど施業の

集約化ができておるということで、集約化をして

森林を適正に管理していかないといけないわけで

すので、できないわけですので。そうしますと、

今言われました現在の就業者数プラス７０人とか

ということで、あるいは１００人ということで、

１８０人ぐらいというような数字というのは、２

万５，１００ヘクタールを適正に管理した上での

数字とは到底思えないわけでございますけれど

も、そういう数字の議論は置きまして、次の質問

に移りたいと思います。 

 西予市の森林組合についてお尋ねいたします

が、一昨年の９月議会で森林組合の経営改善の一

環として、森林労働者の育成を支援するために、

林業労働者確保対策補助金として１，１５８万円

を市議会で議決いたしました。 

 その後、１年以上経過し、材価も当時ヒノキで

立方メートル当たり１万３，０００円ぐらいだっ

たものが、本年の４月から消費税８％を見越した

駆け込み需要による材価なのかもしれませんが、

昨年後半から急上昇しまして、現在は２万円半ば

に落ちついて、環境は大変よくなってきているん

ではないかと思っております。 

 森林組合への年度別支援金額と今後の支援の方

針についてお尋ねしたいと思います。よろしくお

願いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 西予市の森林組合に対する

年度別の支援金額と今後の支援の方針ということ

でございますけども。 

 西予市では、おくれている森林整備の実施、停

滞する生産活動の活性化を図るために、２４年度

から林業活性化プロジェクトの一環として、団地

の集約化を先ほど言いましたように推進して、森

林組合や林業事業体と一体となって環境保全と経

済向上、その両立化を図る林業振興計画の取り組

みを実施しているところです。 

 森林組合は、平成１９年度から５期連続の事業

損を計上して経営状況が悪化しておる中、平成２

４年１０月に、平成２７年度までに組合の運営体

制を根本から見直して安定的な経営を目指すため

の中期経営計画というものを策定して再出発をし

ております。 

 本市では、その森林組合が策定した中期経営計

画を着実に実行し、森林経営計画推進における基

盤づくりに取り組む上で特に強化する必要がある

担い手の人材確保、育成対策、事業体の組織強化

対策において事業支援を行っております。年度別

の事業支援金は平成２４年度が７２５万８，８０

０円、２５年度が１，７３７万円の予定となって

おります。 

 今後は、西予市森林組合が策定する森林経営計

画を確実に実行に移していける組織力の向上に努

めていただくことが必要でありまして、市として

も引き続いて経営についても指導、支援をしてま

いりたいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 ２４年度で議会で議決した金

額は１，１５８万円だったわけですが、２４年度

に７２５万円と言われましたけれども、そうしま

すとどういうわけで減額になったのか、そしてま

た不用額としてその残金はどうなったのか、多分
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返金されたんだろうとは思いますが。この辺のい

きさつがちょっとわかりにくいところがあります

ので、そこの辺をお尋ねしたいのと、来年度の計

画、２６年度はどうなのかなと思いまして。あわ

せてお答えいただきたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ２４年度年度当初に予算化

した額との差額でございますけども、これは返金

とかではなくて出来高払いにしておりますので決

算払いです。ですから、あちらへ先に払い込んで

おって余ったから戻すというようなことはないわ

けですけども。 

 当初、８月ぐらいからの支援予定にしていたも

のが、森林組合さんからの実績報告分が、員数が

少なかった、そういうことでございます。 

 それから、経営改善の成果と今後の見通しとい

うことでございますが、森林組合が取り組む経営

改善につきましては、組合みずからが策定した中

期経営計画をもとに、森林経営計画の推進や集約

化に向けた組織体制の強化、構築に向け労務班の

再編に取り組まれて、平成２５年度は２４カ所の

２２０ヘクタールの施業地確保を目標に、１万

５，０００立米の生産を目指し事業展開をされて

います。 

 今後は、さらなる技術の習得、組織強化に努め

られる予定で、平成２６年度においては、２８カ

所の３５０ヘクの施業地を確保して２万立米の生

産を目標としているようでございます。この目標

達成に向けて、事業計画の適切な管理と月次にお

ける生産性の把握、事業利益の管理体制の構築が

図られることが必要であろうというふうに考えて

おります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 先の質問予定もお答えいただ

いたようなわけなんですが、林業労働者を確保す

るということで２４年度に議会で議決をしたわけ

でございますが、実際に当時の林業労働者の数

と、これ関連質問ですけれども、現在そういう市

からの助成によってこの森林組合の林業労働者の

数は確保できたのか、減ったのか、その辺の推移

がわかれば、ちょっとお知らせいただいたらと思

いますが。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 森林組合の林業従事者です

が、当初からふえたということはないというふう

に伺っております。つまり、なかなか募集しても

集まりにくいということでございますが、だから

といって、我々としてはこの支援策がまずかった

んではなくて、支援策があって現状を確保してい

るという理解を今のところしているところです。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 現状維持だということであれ

ば、それなりに成果があったのかなとは思いま

す。 

 続きまして、原木シイタケ生産者への支援につ

いてお尋ねしたいと思います。 

 愛媛県は、大分県、宮崎県、熊本県に次ぎまし

て、干しシイタケの生産量が全国第４位の県であ

ります。その約８０％が肱川流域で生産されてお

りまして、大洲市、内子町、西予市では野村町が

主産地となっております。 

 原木シイタケ栽培は、日本の森林生態系の中で

森林資源を循環利用しながら永続できる環境保全

型の有機的栽培により行われてきた数少ないもの

でございます。つくられたシイタケは無肥料、無

消毒の自然食品であり、健康食品でもあります。

しかし、福島の原発事故により、農林水産物全般

に風評被害が出てまいりまして、西日本にもその

風評被害が及んでおります。 

 干しシイタケは、一昨年の１月から暴落市況が

続いております。このままでは原木シイタケ生産

の衰退につながり、中山間地域の産業衰退を初め

里山環境の悪化を招き、地域コミュニティーが崩

壊するのではないかと危惧されております。 

 早急に対処することが求められておりますが、

本年度の当初予算、３月補正予算の特用林産振興

事業５０８万円の概要、そして来年度に計上され

ております予算案の中にあります３０４万５，０

００円の概要について、具体的にお聞かせ願った

らと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 今年度の予算の概要という

ことでございますけども、当初予算は従来の特用

林産振興として従来どおりのやり方をとっており

まして、当初は種駒購入費に対する１０分の３以

内ということで、これは森林組合に係っている分

の経費に対して９５万円予算化しておりました。 

 それから、３月補正ですけども、その後、今ほ

どおっしゃられました原木シイタケのセシウム等
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による風評被害が非常に蔓延してまいりまして、

シイタケの価格が暴落して下げどまらないと、何

とかなからないかというような声もございまし

て。 

 その中で、シイタケはＪＡにも生産部会があっ

て、そちらのほうからも声が上がりまして、考え

方を少し拡大して、補正ではＪＡ生産組合のほう

にも拡大をしまして、これは原木１本に対しての

補助ということで１本５０円を補助することとし

て、５０８万円計上を今提案させていただいてい

るところです。 

 当初もでしたか。 

  （５番中村敬治君「来年度の３０４万５，０ 

  ００円の内訳を」と呼ぶ） 

 補正は決定いただきました。当初は提案中でご

ざいますけども。２６年度当初につきましては、

従来の種駒支援１０分の３、これはまんどに予算

化しようと、そしてＪＡの生産組合のほうにも拡

大して支援していこうということで３０４万５，

０００円、現在提案させていただいているところ

です。 

 以上でございます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 市の支援概要はわかりました

が、そのほかのシイタケについては、愛媛県や県

森連も支援されていると思いますが、その辺のと

ころがわかれば概要をお知らせいただいたらと思

います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 県とか県森連のこの価格低

調に対する部分での支援でございますが、まず県

森連におきまして、九州４県の生産者団体との連

携で西日本乾しいたけふるさと連合協議会という

ものを設立されまして、国への陳情あるいは県に

支援の要望書を提出するなど、価格回復に取り組

んでおられます。これは、６月に県のほうにも要

望がされております。 

 これを受けまして、愛媛県の９月補正予算で原

木生産量の確保、トレーサビリティーの電子化を

支援する緊急対策事業費を計上されております。

そのうち、原木干しシイタケの生産維持対策とし

て、新植のほだ木１００本につき１，０００円、

１本１０円ということになりますが、を生産者に

補助することになっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 西予市の事業でございます

が、限られた予算でございます。そういう中で、

生産者に不公平感が出ないように補助金交付手続

を迅速に実施していただけたらと思っておりま

す。 

 それから、続きまして危機管理対策についてお

尋ねいたしますが、消防署、消防団についてでご

ざいますが。 

 ３年前の３月１１日に発生した東日本大震災で

は、死者、行方不明者が約２万人という第２次世

界大戦後最大の被害をもたらしたわけでございま

す。消防関係者は極めて苛酷な状況の中、震災発

生直後から長期間にわたり国民から深く感謝さ

れ、高く評価される目覚ましい活動を展開してま

いりました。その中で、２５０人以上の消防団

員、消防職員が殉職されております。 

 また、ことしは明治２７年、１８９４年に消防

組規則によって全国的に統一された消防団の前身

である消防組がスタートして満１２０年の節目の

年に当たります。また、昨年は戦後スタートした

自治体消防制度６５周年の年でもありました。 

 日本は災害大国でございます。自然災害の被害

は世界全体の約１２％もあります。このため、常

備消防や消防団は連携して、火災や火災時はもち

ろん、実に広範多岐にわたる活動を行っておりま

して、地域にとって重要不可欠な役割を担ってい

ます。 

 また、東日本大震災ではガソリンスタンドに給

油待ちの長蛇の車列ができました。さらに、燃料

輸送のタンクローリーは放射能の予測が困難との

理由から、一時サービスエリアでとまってしまい

ました。南海トラフの巨大地震の発生時において

も同様の事態が予測されるところでございます。 

 消防署、消防団の燃料確保の状況と今後の対策

について、震災時の消防署、消防団の継続した活

動に不可欠な燃料の確保対策と今後の対応はどの

ようになっているか、お尋ねいたします。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 おはようございます。 

 ただいま中村議員さんの質問、燃料確保状況と

今後の対策についてお答えいたします。 

 消防本部におきましては、災害時対応用の燃料

等の備蓄はございません。 

 東日本大震災後、全国的に災害対応型給油所の
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設置が進められております。この災害対応型給油

所とは、発電設備及び給水設備の設置により、災

害時に電気、水道がストップした場合でも、警

察、消防等の緊急車両への優先的に給油や水の提

供が可能な、いわば災害に強い給油所でございま

す。現在、西予市内に災害対応型給油所が１カ所

と設置を検討している給油所が１カ所あります。 

 今後は、災害対応型給油所と協定を締結するこ

とにより、災害時の燃料確保に努めてまいりたい

と考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 ガソリンスタンドと協定を結

んでやっていこうというお考えのようでございま

すが、大震災のことを考えますと、旧町ごとに２

カ所ぐらいずつのそういう協定を結んで優先的に

供給をしていただけるようなスタンドを設けるの

が必要ではないかと思っております。よろしくお

願いしたいと思っております。 

 次に、消防団詰所の改修計画についてでござい

ますが、私の地元も含めまして大多数の消防団の

詰所は大変古くて、私のところではトイレも設置

されておりません。見たところ、また耐震基準も

満たされているようには見受けられませんので、

このままでは、地震が来ますと、早く消防車を外

に出しておかないと倒壊する建物の下敷きになっ

てしまいまして、使い物にならなくなるわけです

けれども、なかなかそううまく外に出すわけにも

いかないと思っております。 

 そういうことで、現在消防団の詰所は何カ所ぐ

らいあって、その改修計画はどうなっているの

か、うまくその数が順次改修計画にのって計画ど

おり進んでおるのかどうか、その辺のところをお

伺いしたいと思います。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 ただいまの消防団詰所改

築計画についてにお答えいたします。 

 西予市では、消防団詰所等を約１００棟整備し

ております。この更新につきましては、基本的に

は西予市消防団設備整備計画に基づいて実施して

おります。急を要する建てかえや修繕などについ

ては、随時消防団や地元の皆様と協議しながら対

応することとしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 １００棟消防団の詰所がある

ということで、昨日もお話を聞かせていただきま

したが、２５年度は１棟建てかえる、また２６年

度は２棟建てかえると伺っておりますが、そのよ

うな緩慢なペースでありますと、１００棟あると

いうことであれば１棟ずつやれば１００年かか

る、２棟であっても５０年かかると、先が見通せ

ないような状況でございます。 

 市役所や学校あるいは公民館なども順次計画的

に建てかえ更新されていると思っておりますの

で、消防団の詰所などももう少し早く建てかえる

というか、震災に対応できるような形になるよう

に積極的に取り組んでいただけたらと思っており

ます。 

 続きまして、消防団員の確保対策についてお伺

いいたします。 

 現在、消防団員の数が条例定数を１３０人程度

下回っておりますが、消防団が果たす役割の重要

性や地震対策を考えますと、このような現状に歯

どめをかけ、むしろ増加させる必要があるのでは

ないかと思っております。 

 地域の防災力の維持向上を図るためにどのよう

な消防団員確保対策を実施されておりまして、ま

た今後計画をされているのか、お伺いいたしま

す。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 ただいまの消防団員の確

保対策についてお答えいたします。 

 中村議員がおっしゃられるように、消防団を中

核とした地域防災力の充実強化に関する法律が昨

年暮れに可決されております。それに伴いまし

て、消防団の今後の位置づけも非常に大事なとこ

ろだと思っております。 

 それに対しまして、近年人口の減少と少子・高

齢化社会の進展、就業形態の変化などにより、消

防団員の確保が困難な状況にあります。方面隊に

よっては、団員定数を割り込む状況が常態化し、

またサラリーマン団員の増加により、昼間の火災

等に対しては必要な出動団員数の確保が困難な状

態が懸念されております。 

 そこで、消防団員確保に向けた取り組みとしま

して、機能別消防団員や女性消防団員の入団促進

などの施策を実施しております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 
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○５番中村敬治君 続きまして、消防団員の報

酬、手当についてお尋ねいたします。 

 消防団員は、火災等の災害時には昼夜を分かた

ず仕事をなげうって地域の人々の安全を守るため

に危険な任務に従事されております。また、平常

時においても、地域に密着した種々の業務を献身

的に取り組まれているところでございます。 

 そこで、お伺いいたします。 

 条例で定められている団員の報酬、出動手当の

金額と条例の金額はいつ改正されたものか、お尋

ねいたします。 

○議長 菊池消防本部消防長。 

○菊池消防本部消防長 消防団員の報酬、手当等

についてお答えいたします。 

 団員報酬及び手当につきましては、合併協議会

の中で決定されており、新市発足時に西予市消防

団員の報酬及び費用弁償に関する条例を制定し運

用しております。 

 先ほども言いましたが、消防団の強化につきま

しては、昨年１２月に消防団を中核とした地域防

災力の充実強化に関する法律が成立しており、こ

れを踏まえて、国費や地方財政措置の拡充が予定

されているところです。これによりまして、愛媛

県市町総合事務組合の条例改正が予定されてお

り、平成２６年度から退職報償金が全階級で一律

５万円、最低支給額２０万円に引き上げられるこ

ととなります。当市の報酬、手当額関連条例につ

きましても、国や県の水準と比較、考慮しながら

調整を図りたいと考えております。 

 現在の消防団の報酬につきましては、団長１３

万円、副団長１０万円、分団長７万円、副分団長

３万７，０００円、部長３万円、班長２万１，０

００円、団員１万８，０００円、機能別団員１万

２，０００円。それと、出動手当１，５００円掛

ける６回分、これにつきましては２４年度に、２

３年度までは５回分でしたが、２４年度に１回ふ

やしていただいております。 

 また、災害出動危険手当といたしまして、火

災、水災害等、また捜索等に出動した折には１回

につき１，０００円報酬を支払っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 ありがとうございました。 

 消防団員の活動に十分配慮した報酬、出動手当

の金額となるように、常に改善、充実を要望して

おきます。 

 次に、災害時要援護者についてお尋ねいたしま

す。 

 南海トラフの巨大地震の発生確率も高まってき

ておりますが、国交省では、地球温暖化が招く大

雨の頻発による土砂災害の発生がここ二、三十年

で１．５倍に増加しておると、今後さらに増加が

予測され、一層の警戒が必要とデータを公表して

おります。 

 災害時の円滑な避難誘導や安否確認のため、障

害者や独居高齢者ら要援護者の個人情報につい

て、昨年１２月議会で二宮議員から、要援護者の

名簿の作成と活用状況の質問がありました。その

答弁では、市内の対象者は６，６２２名、このう

ち登録を希望し申請を受け付けた２，３４２人、

約３５．４％の方が登録されているとの答弁でご

ざいました。 

 そこで、お伺いします。 

 ３５．４％の登録では市内の要援護者がまだま

だ網羅できていないわけでございまして、東日本

大震災で多くの要援護者が犠牲になっておりまし

て、積極的に要援護者に働きかけて同意をとり登

録し、町内会や民生委員などと名簿を共有し、避

難時に役立てていくことが求められております。

個人情報の適正利用で命を守る仕組みをつくり、

市も地域住民も仕組みづくりを急ぐべきだと思い

ます。 

 名簿の作成は今年４月から市区町村に義務づけ

られておりますが、今後要支援者名簿の作成、名

簿の更新等情報の共有、避難支援者等関係者への

事前の名簿情報の提供、名簿の活用など、どのよ

うに取り組まれていくのか、お伺いいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 おはようございます。 

 それでは、私のほうからただいまのご質問、災

害弱者の名簿作成状況と今後の対応についてお答

えをいたします。 

 平成２６年２月２７日現在、在宅で暮らす方で

登録を希望された方は、対象者６，５４１名のう

ち登録者数は２，３１１名で、登録率は３５．

３％となっております。今ほど議員の言われまし

た３５．４％から０．１％減少しとるといったよ

うな状況になっております。 

 登録率は、制度発足以来今日まで横ばい状態が

続いている状況にあります。登録方法が個人から
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の手挙げ方式によること、つまり個人の同意がな

ければ登録ができない、そういったことから登録

率の改善につながっていないものと推測をいたし

ております。今後とも、根気よく関係機関などの

協力をいただきながら、対象者に対し登録申請を

働きかけてまいりたいと思っております。 

 次に、今後の対応でございますが、大きな災害

が発生した直後は行政が直ちに被災した方々を救

援に向かうのは極めて困難であり、被害をより少

なくするためには平常時から要援護者を地域にお

いて事前に把握し、発災時に地域の方々が力を合

わせて避難していただくことが重要となります。 

 既に地域独自でさまざまな方法により要援護者

を把握されていることと思いますが、行政が提供

する要援護者名簿情報を入手することで、地域の

自主防災組織等において名簿の登録者を地図に落

とした地域防災マップの作成や、名簿を活用して

の避難支援訓練や防災訓練の実施の際などに有効

に活用できるものと考えております。 

 これまでに、市内各地の民生委員の皆さんや自

主防災組織４地区へ要援護者の登録一覧表を交付

しておりますが、自主防災連絡会などあらゆる機

会を通じましてお願いをしてまいりたいと思って

おります。なお、登録一覧表につきましては、大

切な個人情報でもありますので、情報提供先には

取り扱いと管理の徹底をお願いした上で外部提供

してまいりたいと、そういうふうに考えておりま

す。 

 また、市役所内部での活用においては、登録者

ごとに個人支援計画書を作成し、災害時における

支援情報として管理をしております。関係各課と

も情報を共有し、より効果的な支援計画書を整備

し、災害時における迅速な対応に生かしてまいり

たいと、そういうふうに考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 大変努力されている様子はよ

くわかりましたが、南海トラフ巨大地震はいつ来

るか、待ってくれませんので、個人情報の管理と

いう問題も立ちはだかっておるところでございま

すが、個人情報の適正利用ということで、命を守

る仕組みづくりを何とか地域の住民の方々と地域

とでしっかりと考えて、編み出して、有効活用で

きるように努めていただけたらと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

 続きまして、インフラの老朽化対策についてお

尋ねいたします。 

 そのうち、橋梁、トンネル、上下水道、市営住

宅等についての実態調査についての現状でござい

ますが、老朽化施設の危険性を見せつけました中

央自動車道の笹子トンネルの天井板崩落事故から

１年数カ月たったわけでございますが、西予市の

社会資本も高度成長期に集中的に整備されたもの

がたくさんあろうと思います。そういうことか

ら、今後急速に老朽化することが懸念されており

ます。必要な新たな整備も一方ではあろうと思い

ますが、それらの老朽化施設の適切な維持管理、

更新が課題となってきているのではないかと思い

ます。 

 適切な維持管理、更新を行うには、まず最初に

管理する施設の健全性などを正しく着実に把握す

ることが求められておるわけです。そして、続き

まして劣化の予測をするということ、そして３番

目に優先順位をつけ、事業費の最小化を図って維

持管理をやっていくということになろうかと思い

ます。 

 そこで、まず１番目の管理する施設の健全性等

の実態調査の現状はどのようになっているか、お

伺いいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 橋梁、トンネル、上下水

道、市営住宅等、インフラの老朽化の実態調査の

現状ということでございますけども、現在西予市

が管理する市道橋は６８２橋ございまして、その

うち橋長５メーター以上の橋梁４０５橋を平成１

９年度から平成２５年度までに愛媛県橋梁定期点

検マニュアルに基づき点検を実施しておりまし

て、その結果をもとに西予市橋梁維持管理水準に

照らして橋梁の各部材ごとに損傷評価を行い、安

全性の確認、確保に努めているところでありま

す。 

 現在、橋長５メーター以上の４０５橋全ての点

検業務が完了し、その調査結果は、一つ目、当面

修繕は必要のない橋梁が３６９橋、２として、予

防的な計画的修繕が必要な橋梁が２７橋、早期の

修繕が必要な橋梁が９橋という結果になっており

ます。そのうち、荷重制限をしたりしているとこ

ろが２橋、通行どめの橋梁はございません。 

 次に、トンネルでございますが、西予市が管理

するトンネルが３カ所ありまして、これは県道、
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旧県道等からの移管されたものですが、現在全て

問題点はありません。 

 市営住宅につきましては、平成２５年４月１日

現在で総数９５４戸を管理しております。そのう

ち、耐用年数を経過している老朽住宅の戸数は１

９５戸、２０．４％となっております。耐震性に

つきまして、昭和５６年５月３１日以前の旧基準

で建設された住宅が４８２戸あり、全体の５０．

５％になっております。 

 下水道ですが、農業集落排水施設と公共下水道

施設がございます。 

 農業集落排水施設におきましては、宇和地区で

平成８年４月に供用開始した永長処理場を初め７

施設、野村地区は平成１２年６月供用開始した長

谷岡成処理場ほか阿下処理場の３施設、合計１０

施設が点在しております。中でも供用開始後１０

年を経過した施設が７件と、老朽化の度合いがや

や高まっております。 

 公共下水道施設は、野村処理場が平成１７年３

月に供用開始、９年が経過をしております。この

完了見込みは平成２７年度ですが、平成２０年度

に一応概成をしております。宇和処理区において

は、平成１９年３月に供用開始、７年が経過して

います。これは平成３７年度完了見込みでござい

ます。 

 以上、産業建設分の答弁とさせていただきま

す。 

○議長 残時間５分を切りましたので、手短に発

言を願います。 

 平野公営企業部長。 

○平野公営企業部長 私のほうから上水道の実態

調査の現状についてお答えさせていただきます。 

 水道施設の主要なものは大きく分けまして、水

道管路、浄水場、配水池の３施設になろうかと思

います。水道施設の老朽化の実態を把握する上で

は、この施設の耐震化の状況が重要でありまし

て、毎年度その数値が調査され、広く公表されて

いるところでございます。 

 平成２４年度末の上水道施設の耐震化率は、基

幹管路においては全国平均が３３．５％に対しま

して、愛媛県が２１．０％、全国で第４４位でご

ざいます。西予市が７．６％で、県内の１８上水

道事業体のうち１４位となっております。 

 また、浄水場におきましては、全国平均２１．

４％、愛媛県４０．８％、西予市１９．４％。 

 配水池は全国平均が４４．５％、愛媛県が４

３．５％、西予市が１６．６％となっておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○５番中村敬治君 もう残り時間も２分を切りま

したので、手短にしたいと思います。 

 先ほどの答弁で、橋梁につきまして通行制限や

通行どめがないということをお聞きしまして安心

しておるところでございます。 

 橋梁については、５メートル以上の４０５橋と

言われましたけれども、どこでも５メートル以

下、２メートル以上５メートル未満であっても橋

梁でございますので、そこでも何か落橋とか、い

ろいろ危険性は予測されますので、引き続き２メ

ートル以上５メートル未満もしっかりと調査をし

ていただきまして、健全度を診断していただいた

らと思っております。 

 社会資本のこの老朽化対策も私どもの健康管理

と同じでございまして、検査で異常があれば早く

手当てをするということが肝心なことで、経済的

でもあるわけです。そういうことで、大事に使用

すれば長もちをしますので、健康診断とはちょっ

と違うのは先ほど述べましたように、優先順位を

つけて対処をするというところが若干違っており

ますが、あとは我々の健康管理と同じですので、

しっかりと調査をしていただきまして市民の安

心・安全につながるように努めていただきたいと

思っております。 

 時間も参りましたので、以上で質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。 

○議長 暫時休憩いたします。（休憩 午前１０

時００分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時１

１分） 

 次に、３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 議席番号３番菊池純一でござ

います。 

 ただいま許可をいただきましたので、通告に従

いまして質問をさせていただきますが、質問に入

る前に一言お祝いを申し上げます。 

 このたび県の広報コンクールにおいて、広報せ

いよ１２月号が特選を受賞いたしました。市民の

一人として誇りに思うとともに、心よりおめでと

うを申し上げます。 
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 その中で、詩人の故塔和子さんを取り上げた特

集の中身がすばらしく、とても感銘を受ける内容

でした。ここにかかわった方々はもちろんのこ

と、誰もが塔和子さん自身の生きざまを通して、

大きな教訓を受けることができるものだと、こう

思います。何よりも、その塔和子さんのご人徳こ

そが受賞をした一番の原動力となったのだと感じ

ます。ここに改めてご冥福をお祈り申し上げま

す。 

 この後、せいよ１２月号は全国コンクールに進

むとのこと、一つ楽しみができました。重ねてお

喜びと御礼そして激励を申し上げます。 

 それでは、質問に入ります。 

 まず最初に、文化財についてお伺いをいたしま

す。今回はその中から天然記念物の樹木を取り上

げます。 

 記念物に指定されているような、こういう大き

な木を見ておりますと気持ちが落ちついてきま

す。そして、何かしら安心してきます。何か力づ

けられるような、そんな魅力を感じます。長い年

月をかけて風雪に耐えながらこの移り行く世の中

を見ながら、西予ジオパークのこの大地で育って

きた大切な財産であるからこそ、しっかりとした

保護と活用が求められると思います。 

 そこで、その取り組みをお伺いいたします。 

 現在の指定済み数、その中で公共のもの、個人

所有のものは幾つですか。現在指定に向けて準備

している数はありますか、あれば幾つですか。そ

の指定する基準や手順を教えてください。指定後

の保護基準とその方法はどんなものですか、そし

てどのような活用法をしているのでしょうか。こ

のことについてお尋ねいたします。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 おはようございます。 

 ただいまの菊池議員さんのご質問、天然記念物

樹木についてのうち、現在の指定済み数、公共

分、個人所有分についてお答えをいたします。 

 現在西予市におきましては、法令に基づきます

指定された天然記念物は２９件あり、そのうち県

指定が５件、市指定が２４件となっております。

このうち、国、県、市が所有または管理するもの

は城川のゴトランド紀石灰岩など３件で、そのほ

かは個人、寺社、地区の所有または管理となって

おります。樹木につきましては、国、県指定が２

件、市指定が２１件、合計の２４件となっており

ます。 

 次に、指定予備数でございますが、現在市で指

定を検討しております天然記念物はございませ

ん。また、市指定から国、県への指定を検討して

いる物件も今のところございません。 

 続きまして、指定基準と指定手順についてでご

ざいますが、西予市の場合、指定につきましては

西予市文化財保護条例第４条に基づき、市内に所

在する文化財のうち、市にとって重要なものを指

定することといたしております。その手順につき

ましては、市文化財保護条例に基づいて行ってお

ります。 

 まず、文化財の指定を受けようとする者から指

定の申請が出され、これを受けた市教育委員会が

西予市文化財保護審議会に諮問をいたします。西

予市文化財保護審議会では専門部会を設けており

まして、専門部会の調査結果、過去の学術調査の

成果を踏まえて指定について審議をし、教育委員

会へ意見具申を行っております。この意見具申を

受けて、教育委員会が市の文化財に指定をいたし

ます。指定をした場合は、教育委員会はその旨を

告示し、所有者等及び管理責任者に通知すること

としております。 

 次の保護基準と方法についてでございますが、

文化財の保護管理は原則所有者、管理者が行うこ

とでございます。指定文化財の管理または修理、

復旧に多額の経費を要するなどの場合、市は西予

市文化財保護条例第１２条、西予市文化財維持管

理費補助金交付要綱に基づき、予算の範囲内で補

助金または利子補給金を交付するなどして保護を

行っております。 

 補助の基準は、対象となる文化財が国指定の場

合は補助対象経費から国県補助金を除いた額の２

分の１以内、県指定の場合は補助対象経費から県

補助金を除いた額の２分の１以内、市指定の場合

は補助対象経費の２分の１以内と定めておりま

す。 

 次に、活用法でございますが、まずは地元の方

に文化財の存在を知っていただくことが第一と考

えまして、近年指定文化財の説明看板の新設、修

理等を行っております。来年度からは指定文化財

のマップを整備する予定で、文化財の保護や活用

に生かしていきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ３番菊池純一君。 
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○３番菊池純一君 ありがとうございます。 

 ただいまお答えいただいた中に、個人所有とい

う樹木が数件ありました。私の知り合いの方で、

これは西予市の方ではないんです、他の自治体の

方なんですけど、大変に困っていらっしゃる方が

いるんです。その方は天然記念物を所有している

方なんです。 

 この西予市ではそういう方がいるかどうかわか

りませんけど、この方は自分の住宅の横に天然記

念物の木がありまして、大変立派な木でございま

す。しかし、とにかく落ち葉がすごいんです。大

木なだけにどさっと落ち葉が落ちて、それも屋根

の上に。ですから、家の周りはほうきで掃いて掃

除はできるんですけど、屋根の雨どいとかそうい

うところにたくさん落ち葉が詰まって、毎年人を

雇って、二、三万円ぐらいこの費用がかかるそう

なんですけど、そして掃除をする。これを何十年

もされとるんです。 

 家のほうにこの枝が、枝と言ってもこんな一抱

えくらいの大きい枝ですけど、そういう枝が伸び

てきて、そして家に接触しそうになるんで、それ

を切るということがあったそうです。そのとき

は、自治体のほうに相談しましたところ、樹木医

さんが来まして、そしてここからなら切ってもこ

の樹勢に対して影響はないだろうというところを

指定されまして、そしてその持ち主の方が業者を

雇って切られたんです。そして、その費用は自分

で持たれたということなんです。最近はいろんな

場合に半額補助が出るようになったというような

ことを言われていましたけど。 

 本人は今高齢になりまして、家の周りの掃除を

するのも大変困難な状態。本音で言ったら、せっ

かくの天然記念物であるけど、できることなら私

は切りたいんやけど切れないんですよというよう

なことなんです。これはせっかくの天然記念物が

住民の大変な重荷になって悩んでおられるんで

す。 

 これは天然記念物ではありますが、木と人間と

どっちが大切なんでしょうか。これは何か本末転

倒になっているんではないかなというような、そ

ういう感じを受けるんです。私は人間尊重が大切

だと思っております。何かこういうときに手だて

はないものでしょうかというふうに思うんです。 

 これはよその話ですけど、西予市においても、

今後似たようなことが起きないようしっかりとし

た考え方のもとで事を進めていただきたいと思う

んです。また、これは文化財の保護についての全

般にわたって言えることではないのでしょうか。 

 ひとつ、この点をしっかりとやっていただいて

おるとは思うんですけど、いま一度よく見直し

て、これからのことがありますので、どうぞご一

考いただきたいと思います。 

 では、２番目の危機管理についてお伺いいたし

ます。今回は、この危機管理の中のため池ハザー

ドマップ、このことについてお伺いをしたいと思

います。 

 これが私どもの地区に配られたため池ハザード

マップでございます。中にため池が決壊したとき

にどういうふうに水が流れる、その予兆はどんな

んだというようなことがこれに載っているんです

けど。 

 ここにため池ハザードマップはということで、

大雨や地震などによりため池の堤体が決壊しそう

になるなど危険な状態になった場合、皆さんが安

全に避難できるために必要な情報が記載されてい

ます。あなたが住んでいる地区の浸水想定区域を

把握し、ため池の異常を発見した場合や市から避

難勧告等が出されるなど、ため池による災害のお

それがあるとわかった場合には速やかに避難して

ください。なお、地図に示した区域以外のところ

も状況によっては浸水する可能性がありますので

注意してくださいというようなことが書いてあり

ます。 

 私の住んでいる地区は戦前の昭和１８年か１９

年か、ちょっと私お聞きしたのをどっちかはっき

り覚えていないんですけど、その年は大変な雨が

降りまして、池が決壊して、そしてその池の下の

数戸の家がそっくり流されました。そういうこと

があったそうなんです。そこの方はそこには住ま

ないで、少し離れたところに現在住まわれておる

んですけど、地震等災害があるときには、このた

め池の下に住んでいる者としてはそういう意味で

は大変危機を感じます。 

 このハザードマップで津波ハザードマップとい

うのが今度配付されるそうですけど、今ため池ハ

ザードマップに関してですが、これは市内でどの

ように配布されたんでしょうか、また作成費用は

幾らだったんでしょうか。また、対象者の方に対

してのその周知方法、その周知度というのはいか

がなもんでしょうか、お尋ねいたします。 
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○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ため池ハザードマップは今

ご説明のとおりでございまして、決壊した際に氾

濫想定区域を図面で、目に見える形で示したもの

でございます。 

 西予市では、平成２４年度に堤防の高さが１０

メートル以上で下流に５戸以上の家屋が存在する

ため池２２カ所を対象にしたハザードマップを作

成しまして、関係地域にある全世帯と小・中・高

等学校、保育園、幼稚園、各公民館等を対象に約

５，０００枚を配布いたしております。この作成

費用は１，９６０万円となっておりまして、財源

は５５％が国、県の補助となっております。 

 周知方法あるいは周知の度合いですけども、こ

のハザードマップというのは、大規模な地震発生

とか大雨によるため池の決壊時に避難の方法につ

いて、どこへ逃げたらいいかとか、どういうふう

にして逃げるとかということを地域の皆さんが自

主防災組織等を中心にして協議していただくため

の教材、道具としてご利用いただきたいというふ

うに考えているところです。 

 この活用方法としましては、今後このマップを

もとにしまして、先ほど言いました避難経路の確

認とか、家族間で連絡をどうとるかとか、ため池

が決壊したときの、本当は安全と思うとった場所

がそうじゃないというようなところもあると思い

ます、そういうようなところの確認、浸水想定、

区域内に仮に今避難場所がと思われとるところが

ある場合の対策とか、それによって地域での避難

訓練、そういうものについて地域の皆さんで協議

し合っていただいて、防災・減災の一助にしてい

ただけたらと思っておりますが。 

 実際にまだこれについて、役員さんとかにお話

をするというようなことはいたしておりません。

西予市のホームページでも掲載しておりますが、

インターネットをごらんになれる方はごらんいた

だきたいと思いますが、皆さん全員がインターネ

ットが見れるわけではないということは十分承知

をいたしているところでございます。 

 行政としまして、災害発生時における対応等に

つきまして、このマップが持っている、表現して

いる意味とかマップの見方、そういうものにつき

まして、関係の皆さんによりわかりやすく説明、

周知を行っていく必要があると考えております。 

 昨年度配付をしたわけですが、まだできており

ませんので、今後関係機関、部署の協力を得なが

ら、早い段階で地域の皆さんへの説明の開催を実

施したいと考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 この周知法については、これ

から徐々にいろいろ多方面から周知されることだ

と思いますが、先ほど申しましたように、この津

波ハザードマップもそうですが、これらは全て市

民の一人一人がしっかり理解しなければ、道具と

しての役としては何にも役に立ちません。生かす

ためにはしっかり周知活動をしていくほかありま

せん。 

 先日のことなんですけど、地区総会において３

０分間の時間をとってＡＥＤ、電気ショックを与

えて心臓の働きをもとに戻す医療器具のＡＥＤの

使い方を消防職員の方が来て、わかりやすく模擬

体験をしながら説明をしていただきました。１０

０名くらいの方々がいましたけど、皆さんその場

に身を置いて実際に見ながら説明を受けましたの

で、よく身についたと思われます。そこで学んだ

ことは、今度近所の井戸端会議の場においても

次々と伝わっていくものだと思います。 

 このような働きかけが、よく言われる丁寧な説

明ということにつながるのではないでしょうか。

ひとつ、いろいろなこういう危機管理のそういう

情報についてはしっかりと周知をしていただきた

いなと、そういうふうに思うわけでございます。 

 では、３番目の情報発信について、このことに

ついてお伺いいたします。 

 この中の人口交流の拡大とか、西予市産品の拡

売について。これは西予市発足当時からの課題で

ございますし、これは永遠の課題だとも思います

が、このことについてお伺いしますが、人口交流

拡大に向けての対策とか、それからそのことにつ

いてのここ数年の動向、こういうことをお尋ねし

ます。 

 また、産品についても拡売のための対策、それ

から特産品開発には市民の方が中心となって重々

取り組まれておりますが、その辺の取り組みの状

況、こういうことをお尋ねいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 まず、情報発信についてか

らお答えをさせていただきます。 

 この人口交流の拡大に向けての対策でございま
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すが、これまで市内はもちろん県内外での物産展

とか、各種イベント等に積極的に参加しながら西

予市のＰＲを行ってまいりました。特に昨年の

秋、四国西予ジオパーク認定後には、日本ジオパ

ークとしての西予市のジオポイントなどを紹介す

るなどして、より効果的なＰＲが可能となったわ

けでございます。 

 平成２６年度はこのような活動に加えて、愛媛

県が推進しているサイクリング事業にも取りかか

るべく、当初予算案としてサイクルスタンド等、

ジオサイクリングマップ、自転車道の案内板の製

作費等を計上しているほか、県の指定コースを使

ったサイクリングイベントなどの実施も計画いた

しているところです。 

 今後は、このサイクリング事業に既に本市で取

り組まれているシーカヤック、トレイルランニン

グ、トレッキング等のアウトドアスポーツと絡め

て、西予市ならではの独自性の高い着地型、滞在

型事業の創造に努め、交流人口の増大を図りたい

というふうに考えております。 

 次、この数年間の動向でございますが、過去５

年間の西予市への入り込み客数から見ますと、平

成２１年が約２４０万人でございましたが、２５

年は約２２０万人と減少傾向にあるのが現状でご

ざいます。しかし、昨年の日本ジオパーク認定を

機に、自然景勝地への誘客及び貸し切りバスでの

来訪が増加しておりまして、ジオパーク効果があ

らわれてきているのではないかというふうに推察

しているところです。高速道路の延伸により松山

圏域も近くなりました。松山方面をターゲットと

してＰＲを実施して、西予市内に滞在いただける

プランを発信していけるよう努めてまいります。 

 次に、西予市の特産品の拡売について、そのた

めの対策はでございますが、地元産品の販売促進

につきましては、西予市の特産品を全国の方々に

知っていただくことを目的として、西予市観光協

会と連携しながら、特産品の物産販売を都市に年

数回実施しているところでございます。また、販

売だけではなくて、西予市ファンづくり事業等に

よります大規模商談会への出展や、都市部の飲食

店での西予市の食材を活用したジオの恵みフェア

を開催するなど、事業者同士のマッチングを図

り、販路の拡大やリピーターの獲得に向けて事業

を実施しているところです。 

 今後とも、特産品の食材をジオの恵みと位置づ

けて、四国西予ジオパークのＰＲとともに、継続

して市内事業者等と連携し、物産販売や商談会へ

の出展、また飲食店でのフェア開始など実施して

まいりたいと考えております。 

 特産品の開発の取り組みでございますが、西予

市単独の助成事業であります西予市産業活性化４

事業を実施しておりまして、市内事業者の販路拡

大や新商品開発などの事業に対して助成をしてお

ります。平成２３年度から２５年度まででこの事

業を活用した件数は、特産品に関する分では１３

件となっております。 

 また、西予市地域雇用創造促進協議会におきま

して、商品開発講座の開催など、各地域の生産

者、事業者と連携してジオの恵みをコンセプトと

して新商品の開発支援も行っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 ありがとうございます。 

 さまざまな取り組みをされている、これはよく

承知しておりますけど、このジオ認定のこの追い

風を生かすためには、まずジオ活動を中心として

地元、市内うちでの交流を活発化させつつ近隣の

市町へ広げていくこと、または昨日の代表質問の

中にもありましたけど、東京、京阪神などの大消

費地へ向けての働きかけは大変重要なことだと思

います。 

 しかし、今国、この観光庁が京都、広島、松山

ルートを新ゴールデンルートとして提案し、外国

からの観光客を誘致しようとしているとのことで

ございます。松山あたりでは、国内外から徐々に

お客さんがふえているようです。しかし、松山ま

でどまりで、なかなかこちらまでは足を運んでも

らいにくいというのが現状だと思います。 

 そこで、提案をしたいと思います。このジオ活

動を軸に据えること、地元から周りに広げていく

こと、東京などの大消費地へ向けてのＰＲ。それ

はそれとして行いつつも、軸足をこの松山、中予

地区に置いて誘客、販売活動を展開してはどうで

しょうか。もちろん今までも各種市内業者の方々

との連携で、いろいろやっていることは承知して

おりますが、ここはひとつ、近くて確率の高い松

山方面でのジオパークの地西予のＰＲづくりをや

ってみてはどうでしょうか。 

 拠点づくりといいましても、いろんな形態が考

えられます。効率よく効果的なものをつくってい
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かなくてはなりません。私は看板というか、でき

ればいろんな情報を随時発信できる大型スクリー

ン、オーロラビジョンというんですか、これを設

置することからスタートしてみてはと、そういう

ふうに思うんです。 

 これは、もちろん大変費用がかかることですか

ら、費用対効果の面からどうなのか、それからこ

れは市単独でやるのがいいのか、または南予の市

町村に働きかけて複数でやるのがいいのか等々、

研究をしてみてはいかがでしょうか。私は場所と

してはエミフルＭＡＳＡＫＩあたりがいいと思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 貴重なご提案ありがとうご

ざいます。 

 先ほども申しましたが、ターゲットを絞るとい

うことは非常に大事なことだと思います。今後

は、とりあえず松山にターゲットを絞って西予市

の情報を発信していきたいというふうに私どもも

考えているところでございますので、今のオーロ

ラビジョンの件ともあわせて、今後取り組んでい

きたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 ありがとうございます。 

 では、続きまして市制１０周年についてという

ことでお伺いいたします。 

 １０年前に宇都宮明宏議員が西予市の歌とか音

頭をつくってみてはという、そういうご提案をさ

れております。ここに議事録があるんですが、ち

ょっと読ませていただきます。熱心にこれを言わ

れていますんで長いんですけど、途中から読ませ

ていただきます。 

 西予市の歌をつくって人々が聞いたり歌ったり

していただくことにより、住民の一体感につなが

り、ひいては西予市の未来を担う次世代の若者に

ふるさとへの愛着を忘れずに育ってもらいたいと

の思いから、私はぜひ西予市の歌をつくるべきだ

と考えるところでございます。また、今ちょうど

夏休みが終わった時期でございますが、この盆踊

りのときには、例えば一つの例としまして、旧宇

和町の地域におきましては、みんなが宇和町音頭

を踊ることにより町の一体感を生み出すと同時

に、子供たちの思い出をつくってきた面があると

思いますし、他の地域についても同様だろうと考

えますので、西予市の歌並びに西予市音頭をつく

るということにつきまして市長の考えをお伺いし

て質問を終わります、ということなんです。 

 これに対して担当部長が、市の歌制作につきま

しては、今後広く意見を聞きながら検討してまい

りたいと考えておりますので、よろしくお願いし

ますという答弁をされています。 

 また、三好市長が、宇都宮議員の歌の関係、市

の歌について、ちょっとお答えになるかどうかわ

かりませんが回答をさせていただきます。今度愛

媛県で開催されるまなびトピア、生涯学習フェス

ティバル、その歌をつくったのがこの西予市の三

瓶の課長を中心とする平成教育委員会がこの歌を

作詞作曲をやります。そういうような能力のあ

る、この西予市の中にこのような方も存在してお

りますし、先般三瓶の夏の成人式をやらせていた

だきまして、その幕合いに、これはあくまでも余

興でありますけれども、その平成委員会が西予市

の歌をフォーク調につくっておりました。非常に

なじみやすいなと思ったんですが。こういう歌が

西予市の中にも、本当に皆さんが考えられてつく

られていったら非常にいいなと思いながらそのと

き聞いていたわけです。ぜひともご意見を聞い

て、このような方向でいきたいと、このように思

っております、という答弁をされております。 

 ちょうど区切りの節目の１０年ですから、かな

り話が煮詰まっているんじゃないかというふうに

思いまして質問に上げたわけですが、先日来年度

の予算書を見ますと、既にそういう方向でやって

いきたいというような、そういうふうに予算がつ

いておりました。 

 お伺いしたいのは、その西予市の歌についての

作成手順とその予算額、それから西予市音頭の作

成に向けての展望、このあたりをお伺いいたしま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問についてお答え

をいたします。 

 １０年前の９月の第２回定例会で宇都宮議員が

そういう提案をされて、お答えをしたところでご

ざいますが、ちょうど合併直後で、その提案の中

に合併記念式典で歌ってはどうかと、披露しては

どうかというようなことでございましたけれど

も、ごたごたの中でなかなか実現ができなかった

事情がございます。その提案も頭に入れながら、
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今回やっと１０周年記念の式典で披露できるよう

なことで進めさせていただいておるところでござ

いますが、西予市の歌につきましては、さきに言

いましたように合併１０周年を迎えるに当たり、

市のイメージアップや市民の一体感の醸成を図る

ため、誰もがどこでも歌うことがのできる市歌の

制作を行おうとしております。 

 作成手順といたしましては、市民の皆様に周知

する上で、市のフレーズや曲調などの市民アンケ

ートを行いまして、アンケートの結果をもとに、

市民の代表の方で構成する市歌制作委員会でプロ

の作詞家と協議しながら詩を制作したいと考えて

おります。その後、曲をプロの作曲家に依頼して

制作を行う予定といたしております。 

 予算につきましては、作詞家、作曲家に対する

委託料、制作委員の方に対する委員報酬、歌詞の

掲示板を製作するなど、総額２８７万１，０００

円を計上をいたしております。 

 次に、西予市音頭についてでございますけれど

も、西予市音頭につきましては、まず一つ目に旧

町ごとに音頭が存在しまして夏祭り等で踊られて

いること、二つ目に近年音頭を踊る機会が減少し

ていること、三つ目に踊られる時期が限られてい

ることというようなことから、いまだまだ制作に

は取り組んでおりません。今後、音頭の必要性を

精査し、市民の皆様からの要望等がありました

ら、改めて音頭の制作について検討をしたいと考

えております。まずは、市の歌の制作、普及に努

めたいと、そのように考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 ありがとうございます。 

 私も音頭はあったら、大変盆踊りあたりも西予

市内一体感ができていいとは思うんですけど、ま

ずは市民に大変親しみやすくて、誰もがどこでも

口ずさめるそういう西予市の歌を、これを作成す

ることに注力していただきたいなと、そういうふ

うに思います。 

 では、最後になりますが、学校教育についてお

伺いをいたします。 

 ただいま高等学校では日本史を必須科目にと

の、そういう検討が始まり、また小学校、中学校

では道徳の教科化に向けての動きが煮詰まってき

ていると思います。この教科化に向けての方針を

どう捉えているか、そういうことをお伺いするわ

けですが、私は日本史を学ぶ、それから道徳を学

ぶ、これは、道徳教育と歴史教育というのは人づ

くりの根幹となるものだと、そういうふうに考え

ます。教科化に向けての方針をどういうふうに捉

えているかをお伺いいたします。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 ただいまの道徳の教科化、最近

のマスコミ等をにぎわせておりますが、お答えい

たしたいと思います。 

 道徳教育教科化につきましては、最近では２０

０７年になりますが、教育再生会議において徳育

として取り上げられた経緯があります。新たな枠

組みで教科化すると提言がなされたわけですけれ

ども、中央教育審議会において、検定教科書を使

うこととか成績をつけることにはなじまないとい

うことで、最終的にそういうふうに判断されまし

て、教科化が見送られたという経緯もございまし

た。 

 今回の問題につきましては、２０１３年２月の

教育再生実行会議の提言の中で教科化が盛り込ま

れまして、この教科化提言を受けて４月に有識者

会議が発足しております。この有識者会議で検討

がなされて１２月に報告が出されたという流れが

あります。 

 この報告ですが、道徳教育を充実するために、

現在のところ正式な教科ではない道徳の時間を特

別な教科に格上げする、特別な教科というのは仮

称でございますが、格上げするということが１

点。次に、国の検定を受けた新たな教科書を導入

するというのが２点。それから、５段階などの数

値評価を行わず、記述式など多様な評価方法を検

討すると。こういうことが教科化で適当であると

いうことに加えまして、さらに道徳教育で充実す

べき内容として、いじめの防止や生命の尊重、困

難に屈しない心、自立心を養う、家族や集団の一

員としての自覚を持たせる、多様な人々がともに

生きていく上で必要な相互尊重のルールやマナ

ー、法律の意義を理解して守らせる等々の具体的

な例示をして、道徳教育を充実すべきであるとい

う意見がなされておるわけです。 

 これを受けまして、もう最終的に入ってきます

けども、２月１７日に文部科学大臣が中教審へ道

徳に係る教育課程の改善等についての具体的諮問

をいたしました。さまざまな議論がこれから中教

審であると思いますが、早ければ秋口には答申が
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出ようかと思います。 

 道徳教育は、豊かな心を育み、人間としての生

き方の自覚を促し、道徳性を育成することを狙い

とする教育活動でございますんで、社会の変化に

主体的に対応して生きていくことのできる人間を

育成する上で、重要な役割を担っておると考えて

おります。また、学校における道徳教育は、道徳

の時間をかなめとして学校の教育活動全体を通じ

て行うということが学習指導要領にも明記されて

おります。 

 西予市の教育委員会といたしましても、現時点

では、道徳の教科のこの有無にかかわらず現行の

学習指導要領に沿った中で、道徳教育の一層の充

実を目指して工夫、改善を図ってまいります。そ

の上で、国の方針に沿って有効な対策ができるよ

う中教審の論議を注視しながら準備を進めてまい

りたいという考えでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 ありがとうございます。 

 まだ、具体的に教科書もできておりませんの

で、このことはこれからも推移を私も見守らせて

いただきたく、そういうふうに思います。 

 これをもちまして私の質問を終了いたします。

ありがとうございました。 

○議長 次に、１８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 議長に通告を許可された

件につきまして質問を申し上げます。 

 前段、ちょうど１０周年を迎えます、合併し

て。何度か質問をさせていただきました。ここに

こうして質問できるのも、三好市政の活発な活性

化の、目配りのある市政のたまものだと思いま

す。 

 合併して余りよくなかったとおっしゃられる市

民があります。しかし、最近になって合併して、

これぞ合併の値打ちというものも出ております。 

 一つに上げましたら、明浜町におきます旧明浜

町のときには４０億円前後の予算の中ではできな

かった、高山小学校の中へ市道をつけようという

ような話も出ておりますし、町民運動場につきま

しても新しい道をつけようと。この件につきまし

ても、旧町のときにはできなかった事業でござい

ます。この事業が合併と、体が大きくなることに

よってできる事業が各町に今しんしんと進められ

ておると、このように理解しております。 

 人間住んでいるうちは、愚痴は表に出るけれど

もいいことは余り表に出ません。この席をかりま

して、合併してよかったこと、合併してこれから

ますます力を持って進めていく三好市政にご期待

を申し上げるところでございます。 

 また、そうでありながら、私にとりましては冒

頭の議会の中で、故酒井正直氏、田中恒利先生、

この２人に対する黙祷をいただきまして、同じ同

郷の俵津で育った者として感謝を申し上げる次第

でございます。 

 田中先生は、この松葉城が配付されていますよ

うに、経歴的にはほとんど履歴は松葉城に網羅さ

れております。大学卒業のときに答辞を読まれた

ことも書いておりますけれども、一言も私たちに

はそういうことを申しませんでした。先生の本当

の人柄が出ていたなと思います。 

 １月１６日、葬儀の日にはいみじくも愛媛新聞

の地軸に、田中先生の人となりなり、活躍なりが

記載されておりました。本当に感銘いたしまし

た。よく田中先生の人柄と活動を見ていただいた

愛媛新聞の記者さんがおられたんだなと感動をい

たしております。そして、いみじくもまた１月中

に、名誉市民でありました元明浜町長酒井正直氏

がご逝去されました。 

 私にとりましては、お二方とも地元で一緒に育

った政治家でございまして、心の支えというよう

に今もって考えております。最近のこの寂しさは

何かなと思うときに、田中先生がおられ、そして

酒井正直元町長がおられ、何かに気持ちの支えに

なっていたのかなと思うようなきょうこのごろで

す。 

 田中先生のよさは、私がここで述べるわけでは

ございませんけども、私も父親同士がいとこの関

係があるものですから。また、田中先生の夫人と

は本当にいとこでございまして、多くは言葉にす

るわけにはまいりませんが、実直な雑草のような

方でございました。本当に残念です。 

 また、酒井正直氏は、私が３４歳のときに区長

の選挙を明浜町を二分して、こんな選挙があるん

かなと思うような選挙をやりました。好むと好ま

ざるとにかかわらず、地区民として協力をいたし

ました。すばらしい強いリーダーシップ、悪く言

えばワンマン、首長というものはそこまでやらな

ければいけないのかなと思うような方でございま

した。孤独な一面があったのでありましょう、退
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任されてからは非常に体も悪くして、寂しくご逝

去をされたように思います。 

 お二人の共通点は、ふだんは余り物を言わない

寡黙な方でございました、お二人とも。でも、一

度事が起きると信念を持って、田中先生そして町

長、お二方も進めていった強い信念の持ち主であ

ったように思います。 

 これからの市政につきましても、首長たる三好

市長は多少ワンマンであってもいいから、リーダ

ーシップを強くとっていただきたいと思います。 

 ３期目になりますと批判も出てまいります。

我々議員は田中先生のように市民の意見を酌みな

がら、南予の一軒一軒を全部回った記憶を私たち

は知っております。田中先生の一番つらかったと

きは、１期目通って３回落ちました。その３回落

ちたときに、我々青年団的なみんなが運転をしな

がら南予全域を回った記憶がございます。このと

きが一番楽しくもあり充実した時期だったように

思います。臥薪嘗胆、４回目にトップ当選したこ

とを今でも忘れません。 

 改めまして、お二人の、田中恒利衆議院議員、

酒井正直元明浜町長をしのび、心からご冥福を申

し上げまして、一般質問に移りたいと思います。 

 退職職員の再雇用制度についてご質問を申し上

げます。 

 経験豊かな人材が退職されるわけでございます

けれども、私どもが小さいころ、小学生のころの

ときには６０歳といえば、本当に言葉は悪いです

けれどもじじばばの感じが非常にありました。私

も６８歳にことしはなるわけでございますが、子

供から見れば、そんなんなったのかと思っており

ます。時代の変調とともに、少子・高齢化の中で

この制度ができたんであろうと思いますが、制度

のできた社会背景等々につきましてお尋ねをいた

します。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 私のほうからお答えをさせていた

だきます。まず、制度のできた社会背景というこ

とでございます。 

 現在、急速な少子・高齢化が進む中、労働人口

も減少に向かっておりまして、高齢者の雇用、就

業機会の確保が推進されておるところでございま

す。また、年金制度におきましても、年金制度を

支える現役世代の減少によりまして、年金制度そ

のものの見直しが進められております。 

 そうした中、平成１３年度以降公的年金の定額

支給部分の支給開始年齢が段階的に引き上げが行

われ、平成２５年度からは６５歳からの支給とな

りました。また、同じ２５年度からは報酬比例部

分の支給開始年齢も段階的に６０歳から６５歳に

引き上げられることに伴い、無収入期間が生じな

いように雇用と年金の接続を図るために、このた

びの再任用制度ができたものであります。 

 以上であります。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 この再任制度につきまし

ては、非常に優秀な人材、制度そのもの自体は。

これからも６５歳までが現役という考え方が社会

風潮にございます。その中で、西予市の中でこの

ような人材をもったいないという形で、これから

退職される方、本年度は４０名近くの職員が退職

されるようにお聞きをしております。そして、こ

の方法はどのように任用されるのか、そして現在

の４０名近くの方が何名ぐらい本年度採用される

のか、お尋ねをいたします。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 この再任用制度の実施、具体的な

方法でありますけれども、まずは再任用を希望す

る者から申込書を提出いただきまして、面談を行

い、希望者は再任用されることが前提ではありま

すけれども、勤務成績等の一定の選考基準に基づ

きまして、再任用選考委員会というものをつくり

まして、そこで諮りまして再任用の内定者を決定

して、最終的に任用するという方法であります。 

 それから、実際に２５年度ですけれども、退職

予定者３６名おりまして、現在１２名の方を再任

用職員として任用する予定でございます。 

 以上であります。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 もちろん退職されるわけ

でございますので、現報酬とは違う報酬になろう

と思いますけども、個人情報の問題もございます

ので、約何％ぐらいのものであるかということを

お尋ねします。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 給料のことだろうと思いますけれ

ども、この再任用職員につきましては、それぞれ

の職種ごとに給料表がございまして、１級を当て

はめるということにしております。 

 それで、ちなみに行政職の場合ですと、大体退
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職時の給料の５０％から６０％ぐらいになるんで

はないかと思います。１級で１８万６，０００円

云々という金額が給料表に載っておりますし、ま

た医療職の看護師とか保健師さんの場合は、現業

資格があるということで、１級で２３万４，００

０円余りの給料になりますので、退職時の６０％

から７０％ぐらいが給与になるのではないかとい

うふうに思っております。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 退職希望をしたというこ

とでございますけれども、現在西予市の職員、私

もこうして見ますと今の業務の多々、そして民生

とかそういう福祉の人員が非常に足りないように

思います。その中で、職員人事をやる場合におい

て、嘱託２２条いろんな形で採用されております

けども、経験豊かなこういう方々を、１２名以外

の方々をどうにか少し再任用制度に残っていただ

かないといけないというお願いをしたことはござ

いませんか。希望だけをとったということではな

しに、そういうお願いをした経緯はございません

か。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 原則的には、先ほど申しましたよ

うに、本人からの申し出があった者についてとい

うことでありまして、あくまでも定年退職を迎え

るということで、ご本人のご判断ということが一

番でありますので、現時点では、そういう特別に

この方を残ってくれとかというようなことをした

ことはございません。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 今後、３６名中の１２名

でございますので、次年度もまた、私の聞き及ん

でいるところは、ことしは１年、そして来年度も

１年、そして最終的には６５歳までの任用になる

かどうかをお尋ねして、またこれが何年度ぐらい

までに６５歳ぐらいの段階的なものが完遂するの

か、お尋ねします。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 再任用の期間ということだろうと

いうふうに思います。 

 今議員がおっしゃったとおり、退職年度が２５

年度、２６年度に退職する者につきましては１年

間の再任用期間、それから２７年、２８年が２年

間というふうに２年間単位で１年ずつふえてまい

りまして、最終的に平成３３年度、８年後ぐらい

になろうかと思いますけども、この時点から６５

歳まで５年間再任用期間ができるということは、

裏返して言いますと、その時点からは年金が全

く、５年間比例報酬部分も定額部分も一切なく、

収入がゼロになる期間というふうに理解をしてい

ただいたらというように思います。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 私が言いますのは、経験

豊かで西予市のことをよく知っている方々が残っ

ていただいて、健康寿命もそうですけれども、現

役寿命も６５歳までが高齢化の中でなりつつある

社会背景でございますので、順次残れるような雰

囲気づくりをひとつお願いしたいと思います。 

 それで、民間との再雇用制度の違いにつきまし

てはお尋ねするわけでございますが、民間に関し

ましては、希望につきましては法的にも６５歳ま

でということになっておりますが、そのように認

識しておりますか。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 民間企業におきましては、今言わ

れたとおり、既に定年制の廃止または定年年齢の

６５歳までの引き上げをするということ、または

継続雇用制度の導入をするということが法律で義

務づけされておりまして、各企業におかれまして

は、６５歳までの雇用の仕組みというのは既に導

入をされているというふうに認識をいたしており

ます。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 民間におきましては、就

業規則及び労働協約、こういう法律の中で労働者

と雇用者との中で協約がなければならないわけで

ございますので、今後民間とのギャップがないよ

うな形で進めていただきたいと、かように思いま

す。 

 続きまして、ボランティア活動の助成、育成に

ついてでございますが、先般国体準備委員会がご

ざいました。そのときに出ましたいろんな話がご

ざいます。ボランティアの積極的参加のお話がご

ざいました。そして、その翌日ぐらいですか、観

光協会の理事会がございました。その席で話が出

ましたのは、野村の朝霧マラソンとか、そして山

田薬師１３００年になるんですね、山田薬師は。

市長のお膝元でございますけども、弘法大師開設

から１２００年ですから。ここで、市民の方々に

山田薬師が１３００年というのはすごいですよ、
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本当。４月８日にその記念祭をされるそうでござ

いますので、観光協会の中で出た議題としてご報

告申し上げますが。その中で、また法華津峠、野

福峠のウオーキングだとか、そしてここにもござ

いますけども、ジオパークのバスツアーとか、そ

ういうことに通じてジオガイドのボランティア、

こういうものについての育成だとか。 

 そういうこともございますので、今回につきま

しては国体開催へのボランティア育成と助成につ

いて質問をさせていただきますけれども、ボラン

ティアのそのような育成を積極的に、今後社会を

構築していくためには助け合う社会づくりを目指

して、こういうボランティアを気持ちの上できち

っと構築する必要があろうかと思います。 

 その中でお尋ねしますけれども、国体開催への

ボランティア育成とその助成について、開催競技

に対する形はあるわけです。ただし、育成とかそ

ういうものはどうもあるようでございます。た

だ、そこへみんなが協力し合ってやる。そして、

ここでお尋ねしますのは、野村の朝霧マラソン

の、今回朝霧マラソンをやる場合に民泊の募集を

してみると、これである程度ボランティアの育成

を国体までにやってみると。 

 先ほどの質問もありましたけれども、西予市は

宿泊施設が少ないということで、相撲が野村でや

られるわけでございますけども、この民泊のボラ

ンティア的なものを朝霧湖マラソン２，７００人

ぐらい、今もう３，０００人になっているかもし

れませんけども、あるということでございました

が、この人たちが宿泊するという形の民泊のボラ

ンティア募集をやってみるというような話があり

ました。 

 このあたりにつきましての各そのようなボラン

ティアの形の育成をどのようにするか、国体に向

けての。お尋ねをいたします。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 ただいまのボランティアの育成

と助成についてのご質問でございますが、ボラン

ティアにつきましては、国体開催に当たり、多く

の人員を要することが予想されることから、一般

公募に加え、市内の各種団体等に協力を呼びかけ

て多くの人員を確保していく予定でございます。 

 そのボランティアの確保人数でありますが、昨

年実施いたしました東京国体の視察では、ソフト

ボール競技と相撲競技合わせて約８５０人がボラ

ンティアとして携わっておられました。西予市の

開催におきましても、同規模の人員確保が必要で

あると考えております。 

 育成につきましては、国体開催前年度に開催い

たしますリハーサル大会をボランティアの重要な

育成の場と位置づけ、研修会等を行い国体本番に

臨む考えであります。 

 また、ボランティアの助成につきましては、平

成２６年度に立ち上げます実行委員会、専門委員

会等におきまして、協議検討をしてまいりたいと

考えております。 

 国体の開催に当たりましては、このボランティ

アの件を含め、協議検討の必要な案件がたくさん

ありますので、今後の取り組みにつきまして、実

行委員会、専門委員会等で詳細を協議し、市民と

の緊密な連携を図りながら、喜びと感動を共有で

きる国体開催を目指していきたいと考えておりま

す。 

 最後になりますが、国体開催までの期間、議員

の皆様を初め、市民の皆様のご理解とご協力を賜

りますようよろしくお願い申し上げまして、答弁

とさせていただきます。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 観光協会の中で、野村の

朝霧マラソンの民泊につきまして、国体のときの

民泊にひとつ試験的にやってみようというような

話がございました。これにつきましても、教育部

と産業部でしっかり連携をとっていただきたいと

思います。 

 続きまして、高速道路等の利用について。 

 これは、私が２５年３月の定例会に高速道路

の、行きはよいよい帰りは高速道路が使えなかっ

たと、こういうお話をさせていただきました。そ

れにつきまして、高速道路利用につきましては、

今回また実を言うたら帰りは大変だったというお

話が出ましたのでご質問するわけでございます。

このときの質問につきましては、研修会等につき

ましての各ボランティア系の委員さんにつきまし

ての問題でございますが。 

 三好市長のほうから、行政改革を手放しにする

わけにはまいりませんということでございます

が、行政改革も内部の予算の中だけのたった財政

上だけの行政改革、システムだけの行政改革では

なしに、こういう形の行政改革ももう少し大きく

して考えていただきたいなと思っております。 
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 といいますのは、先般松山刑務所へ慰問に行か

れました、ボランティア団体が。そのときに、愛

南町そして宇和島市が行かれていたわけでござい

ますけれども、松山刑務所というのは松山インタ

ーのちょうど近くなんです。出たところが、宇和

島、愛南町のバスはすぐに松山のインターへ乗り

ました。そして、西予市の車は地道をどろどろど

ろと走って、高速道路がなかったから時間がかか

ったということで、酒井議員さん一遍質問したん

ですがどうなっているんでしょうねという質問が

ありましたので、お尋ねするわけでございますけ

れども。 

 このボランティアの方々が、我々議員もそうで

ありますが、市の職員も高速道路をどういうよう

に利用しているかという形につきましての、自分

自身に問いかけてみますと、この方々は帰りも高

速道路を利用させてあげたらいいんじゃないかな

と今でも思います。今後、１回質問した、２５年

３月に定例会で質問している形で、ある程度考え

るということがありますが、再度お考えをお聞き

させていただきます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご質問について

お答えをいたします。 

 このことにつきましては、議員さん言われると

おり、昨年の３月の第１回の定例会のご質問の中

で、市長のほうから今後とも検討課題としていき

たいという答弁をしたところでございます。 

 皆さんもご存じのとおり、この高速道路が西予

市まで延長されたころ、ちょうど合併した年４月

に開通式を行ったと思っておりますが、それまで

は高速道路がありませんので、下道を通るのが普

通であったというような時代でありまして、高速

道路を通るのはぜいたくというような風潮のある

時代でありました。 

 また、その後三位一体の改革によりまして、西

予市も行財政改革を遂行していかなければならな

いというような厳しい時代もありました。そのよ

うな時代背景の中でできた内規でございます。そ

れで、皆様にもご協力をいただきながら、この行

財政改革を行ってきたところでございますが、合

併後、開通後１０年たちまして、この高速道路を

使うことについても、市民の皆様の一定のご理解

を得られる時代になったのではなかろうかなとい

うような感じもいたしております。 

 今後検討をするというようなことで、ことし一

年検討をいろいろさせていただきましたが、まだ

まだ行財政改革は続けていかなければならないと

考えておるところでございますが、この内規につ

きましては、職員以外の方の使用について見直す

方向で、今度の４月以降見直す考えでいきたいと

いうように考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 どうもありがとうござい

ました。前向きな形で今年度取り組むということ

でございます。 

 行財政改革につきましては、考え方もありまし

ょうけども、私ども地域地域の慣習があります。

この慣習を変えるのが一番難しい。ですから、伝

統と歴史があるわけでございますので、その慣習

を西予市は一つと言いながら、でも一つにするの

は難しい。やはりそこにある慣習は大切にしてい

って、法律よりも以前にあるもんだという考え方

もありますので、行財政改革をしながら大変だろ

うと思いますけど、頑張っていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、民生委員さんへの配慮はというボ

ランティアの考え方でございますが、私は民生委

員さんは元来ボランティアだと思うんです。た

だ、大臣の任命権がありますので、民生委員の選

出の実態についてお聞きをいたします。そして、

民生委員の現在の西予市の数について、ご確認を

いたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの酒井

議員からのご質問なんですけども、民生委員、児

童委員につきましては、民生委員法及び児童委員

法により、委員からご指摘のありましたように、

厚生労働大臣から非常勤特別職の地方公務員とし

て委嘱を送られております。現在西予市におきま

しては、民生委員、児童委員１５２名と、それか

ら主任児童委員１２名、計１６４名の委員が県知

事の指揮監督のもとで活動をされています。 

 以上、答弁とします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 民生委員の選出の実態が

先般の９月ごろから始まりまして、１２月１日か

ら新しく民生委員さんが選任されました。１６４

名の中で再任された方が何人で、新任でなられた



－86－ 

方が何人か、ご説明願います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 今現在手元にその資料がご

ざいませんので、また後ほど報告させていただき

たいと思います。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 民生委員さんの推薦につ

きましては、９月から１１月ぐらいまでに地区の

区長さんが推薦するというような形で現在はやっ

ております。以前、明浜町の時代は議員が推薦し

ておりました、各地区の。これはおかしいなと私

も思います。区長が推薦するようになりまして。 

 その中で、本年私どもの地区でも大変だったん

でございます。実を言いましたら、私は先ほど言

いましたように民生委員さんはボランティアだと

思っております。そして、旧町のときには、議員

が俵津でも議員が５名で民生委員さん５名、同じ

人数だったのが、今は議員が１名。狩江地区も入

れますと、半分の半分で入れますと、１０名に対

して議員が１名になっています。１対１で大体お

られたわけですけども。 

 その中で、いろんな世事の相談が法令化ととも

に民生委員さんへほとんど話がいきよるんです。

その民生委員さんがボランティアの域を超え始め

ているんです。そこへいって、民生委員さんには

守秘義務というのがかけられております。このあ

たりの難しい中で、民生委員さんの選出が先般、

昨年の９月ごろから始まりまして、非常に大変な

労苦を区長さんたちがされました。 

 先ほどお聞きしましたのは、新任の方と再任の

方とはどれくらいですかと、旧町によって多分割

合が違うんではないかと、こういうように想像し

ております。 

 これは、ある方がどうしても引き受けてくれな

い。何でかといいますと、おまえら好きでやりよ

るんやろと、言われた一言で引き受けてもらえな

いんです。だから、ボランティアに対するその意

識が市民のほうへ浸透していない、ここが問題だ

と思っております。 

 中には、どうしても引き受けていただけないん

で、議員さん一緒に行っていただけませんかとい

うことで行きまして、夜中の１時ごろまで酒を飲

んで、何とか引き受けてもらった方もおられま

す。一度出られますと、この民生委員のグループ

というのは非常に責任感が重うございますので、

皆さん一生懸命やられます。 

 そして、仕事のほうも安心キットだとか、独居

老人に食事配りとか、今までにないような、合併

時期にはないようないろんな事業がたくさん要っ

てます。そして、社会福祉協議会からの仕事も、

悪いですけどもストレートで流しておる。 

 このような実態の中で、先般２月２１日歴博に

おきまして、民生委員さんの第１回目の研修会か

総会があったそうでございますけれども、このと

きにそういう意識の低さを露呈したと思っており

ます。社協から行った方も余り少なかった。そし

て、こういうボランティアで一生懸命やってくれ

ている感謝の意味を込めて、市のほうももう少し

踏み込んだ形で参加すべきではなかったかと思う

んですが、部長いかがでしょう。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 ただいまのご質問にお答え

をいたします。 

 ２月２１日の民生児童委員会研修会の件だとい

うふうに理解をいたしておりますが、当日市長ほ

か理事者が出席できなかったことにつきまして

は、委員の一部の方からこれは残念だったといっ

たようなお声をお聞きしております。 

 市長ほか理事者の各会議やイベント等への出席

調整につきましては、基本的には政策秘書室のほ

うで行われております。それぞれのスケジュール

のもとに、行事が市の主催行事なのかあるいは来

賓扱いなのか、代理出席の是非など、調整時点で

のさまざまな要素を勘案いたしまして決定されて

おります。 

 今回、結果的に市長ほか理事者が出席できなか

ったことにつきましては、大変申しわけなく存じ

ておりますけども、担当課長を通じまして市長の

代理としてご挨拶を申し上げ、市長の意をお伝え

させていただいておりますことにつきましては、

ご理解を賜りたいというふうに思っております。 

 それぞれのご案内にお応えできるように、でき

得る限りの調整に努めてまいっておりますけど

も、今回のようにどうしても市の主催行事を優先

させていただきました結果、このような結果にな

ったということにつきましては、ご事情をご賢察

いただきますようお願いいたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 私はどうと言っているわ
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けではなしで、先ほど選出方法について苦労され

ている区長さんそして地区の皆さんに対して、

常々ボランティアという形の感謝、そういうもの

を相乗していく、つくり上げていく、市民の中に

盛り上げていく、そういう方法について私はここ

で意見を述べさせていただいているわけで、結果

どうであってということを言ったり、優先順位の

話とかそういうことを言っているわけではないん

で、その点はご理解賜りたいと思います。 

 この問題につきましては、民生委員さんが、私

はたびたび言いますけども、昔は名誉職であった

のが今は実動部隊に変わりつつあります。そのあ

たりを配慮していただきまして、先ほど言いまし

たような配慮、助成、育成につきましての配慮を

していただきたいと、かように思っている次第で

ございます。 

 この点につきましては答弁は要りませんけれど

も、この問題につきましては、私は感謝とそして

ボランティアでないと、お互いに助け合う社会づ

くり、地域づくりをやらないといけない時代に田

舎のほうはなっています。というのは、向こう三

軒両隣が力を合わせて、いろんな情報でも災害で

もやっていかなきゃいけないときに、こういう民

生委員さんの力をかりて、いろんなものをやらな

きゃだめになっています。このあたりをご配慮を

賜りたいと、こういうことでございます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 先ほどの委員の数の１６４

名中、新任につきましては８７名、それから再任

につきましては７７名と、そういうふうな状況に

なっております。 

 先ほど来、民生委員、児童委員さんの推薦に関

しましては、特に明浜地区のほうから大変骨を折

られたというふうなこともお聞きいたしておりま

すし、昨年の、ちょっと時期は覚えてはおりませ

んが行政連絡協議会というのが、西予市全体の行

政連絡協議会というのがございまして、その中で

たしか明浜の区長さんだったかと記憶しておりま

すが、その折にも同様な推薦についての難儀とい

ったような事情をご説明をされて、市に対してど

う考えているのかといったようなご意見を伺った

ような記憶がございます。 

 その折にも、私のほうも少し答弁をさせていた

だいたんですけども、各地域それぞれ円滑に選任

された地区とか、あるいは今回のように大変苦労

されたといったふうな地区ごとの事情があったり

して、差があるというふうにお聞きいたしており

ますし、それに対する対策といたしまして、代理

制度というのか、どうしても一人体制とか、そう

いうふうにその各地区に一人体制の推進委員さん

が張りついておるわけですけども、それにかわる

補助的な方を選任するとか、そういったような工

夫も今後できるのではないかというふうなこと

で、今後は検討をしていきたいというふうなこと

でご提供させていただいたこともありますので、

その辺もまたお含みおきしていただきたいという

ように思います。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 本西予市の民生委員長が

県の民生委員長に今回就任をいたしました。そう

いうこともありまして、西予市の民生委員の対応

とか、そして感謝とか配慮とか、こういうものに

ついて改めて尋ねたわけでございます。 

 これからも大変な高齢化が進む中で、いろんな

大変なことをお世話していただくであろうと思い

ますので、ひとつご配慮をお願いしたいと思いま

す。 

 続きまして、市の駐車場管理についてお尋ねを

いたします。 

 この件につきましては、私も２度ほど質問をい

たしております。そして、先般田中議員もされま

したし、そしてほかの議員も何点かされているよ

うでございますが。 

 本年度駐車料金の徴収ということで、議案第７

号「西予市使用料条例の一部を改正する条例」が

出ておりまして、料金等が附則で決められるよう

なことがございましたのでお尋ねしますが、本

庁、支所の駐車面積、台数及び利用状況について

お尋ねをいたします。 

 ２２年６月の一般質問の答弁書につきましては

そちらのほうに書いておりますので、お見置きい

ただいておりますけども、２２年のときの質問で

ございますので、まだ庁舎が建っていないときの

質問だったと思いますので、それに含みまして駐

車料金を取るということで、改めて市の駐車場管

理についてお尋ねしますが、先ほど言いました本

庁、支所の駐車面積、台数及び利用状況について

お尋ねをいたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご質問にお答え
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をさせていただきます。 

 平成２２年６月定例議会の答弁では、本庁及び

文化会館周辺の駐車場の駐車可能台数は新庁舎建

設後に５０台分減少し、４５０台ぐらいになると

いうようなことでお答えをさせていただいており

ましたが、現在駅前の駐輪場の移転や第２別館駐

車場、そこの郵便局の駐車場でございますが、面

積約１万平米、駐車台数約４６０台分が確保でき

ております。第１別館を今解体をいたしておりま

すけれども、この駐車場が利用できますと約２，

０００平米、駐車台数約７０台分の確保が見込め

ます。しかしながら、今後駅前開発で第１別館駐

車場がなくなりますと、その７０台は使用できな

いということになります。 

 現在の利用状況は、公用車１８台、職員の自家

用車２６７台、一般車両１７５台となっておりま

す。また、一般車両の長時間利用状況につきまし

ては、把握を今のところしていない状態でござい

ます。 

 次に、各支所周辺の駐車場の状況でございます

が、明浜支所が面積約６９０平米、駐車台数３９

台で公用車１４台、一般車両２５台、野村支所が

面積約３，３４０平米、駐車台数１５７台で公用

車２３台、職員自家用自動車が２７台、一般車両

１０７台、城川支所が面積約３，４５０平米、駐

車台数１３４台で公用車１３台、職員自家用車が

２９台、一般車両９２台、三瓶支所が面積約１，

６８０平米、駐車台数６４台で公用車１３台、職

員自家用車２０台、一般車両３２台となっており

ます。 

 なお、一般車両の台数につきましては、出入り

もあるため正確な数が把握できていませんが、駐

車可能台数から公用車及び職員自家用車の数を差

し引いた数であります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 問題になるのは、やはり

広さと、全部合わせますと本庁の駐車場というこ

とになろうかと思います。 

 近隣の駐車場の状況の、とめている方もおられ

るようでございます。このあたりの調査はされた

ことはございますか。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 近隣の駐車場といいます

と、民間の駐車場ということでよろしいでしょう

か。 

 ただいまのご質問ですが、各支所周辺の民間駐

車場の状況は把握していないわけですけれども、

この本庁周辺の民間駐車場で確認できた駐車場は

５カ所、駐車可能台数が約７０台で料金は１台当

たり月額３，５００円から４，２００円となって

いるようでございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 もちろん職員の通勤手段

につきましては、公共交通それから自家用車そし

て自転車もあるんじゃないかと思うんです。そし

て徒歩、そして共同利用で来られると。ほかには

私はちょっと思いつかないんですけれども、こう

いう調査をしたことはもちろんあるでしょうね。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問でございますけ

れども、今まで駐車場につきましては、駐輪場に

しても自由にさせております。通勤届というのが

ありまして、職員につきましては車で来るか徒歩

で来るか、そういう調査は届け出の中でしており

ますが、一般の方の分については調べたことはご

ざいません。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 本庁駐車場の今後という

のは駐車料金のことでございますけれども、駐車

料金の体系につきまして、西予市使用料条例の一

部を改正する条例の中に詳しく多分うたわれるの

でありましょうけれども、料金設定及びどういう

対象者に料金を徴収するのか。そして、またどの

あたりを指定にして取るのか、場所を指定にして

料金を取るのか、そのあたりをご説明願ったらと

思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問でございます

が、対象は、通勤届の中で自動車で通勤するとい

う職員を対象にしております。 

 どのような場所にということでございますが、

これはあくまでも向こうの広い駐車場でございま

すけども、職員が今とめよる駐車場につきまして

は、実際の目的は文化会館の駐車場でございま

す。いざその事業をやるときには当然のいていた

だくという場所でございますので、場所は指定せ

ずに、駐車料金については給料からの天引きとい



 

－89－ 

う形をとることにしております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 ここで問題になりますの

は、一般車両の常時とめるというか、言うなれば

駐車料金の設定は大都会になるほど高いです。そ

して、閑散地になるほど安いわけでございますけ

れども、無料のところもございます。 

 このあたりで４時間以上とめられる方は、一般

の方でも今後考えるべきではないかと私は思って

おります、体系的な形ではございますけれども。

そして、２日も３日もずっと車がとまっているな

というようなときもございます。そして、我々議

員といたしましても非常勤の特別職でございます

が、そのあたりにつきましても、今後長い時間判

をとるとか、駐車料金の管理というのは、職員だ

けではなしに今後そのあたりまで見据えた形で対

応すべきではないかと、かように思っておりま

す。 

 まだ、第２別館の駐車場が完全にどちらに転ぶ

かわかっておりませんので、これ以上のことは質

問いたしませんけども、今後徴収方法、管理方法

についてお考えがあるんでしたら、お聞かせ願っ

たらと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問でございます

が、西予市では、基本的に駐車料金は取らずに、

駐車場は皆さんに自由に使っていただくという基

本の中で今までも進めてまいりましたし、答弁も

したと思っておりますが。 

 時代の流れといいますか、職員が駐車場を占用

しておるのは、それは駐車場料金を取るのが普通

ではないかというような市民の方の非常に大きな

声がありまして、今回のような措置をとらせてい

ただいたところでございますが。 

 今見てみますと、あの広い駐車場も合併当初は

まだあきがありました。最近見てみますとほとん

ど満杯になってきております。満杯になってくる

と、この管理もしなければならないかなという感

じがしておりますので、それはこれからの課題と

してまた検討させていただいたらと思います。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 先ほどお聞きした支所の

二十何台とか、そういうことに関しても駐車料金

を取る予定でございますか。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 それは、今の一般の方の意

味でしょうか。 

  （１８番酒井宇之吉君「いや、職員」と呼 

  ぶ） 

 職員は、先ほど言いましたように、基準の中で

車で来るという通勤届を出している者については

料金を取るという基本であります。ただ、出先機

関につきましては、いまだ今回の改正には入れて

おりませんがまた検討していきたいと、このよう

に考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 今おっしゃられました件

は出先機関と言いましたが、学校だとかそういう

ところだと思いますが、学校なんかにつきまして

は宇和島はとっておりませんね、まだね。そうい

うところを近隣も調べていただいて、県のほうと

の合い議もしなきゃだめなんじゃないかと思いま

す。通勤手当等々もありますけれども。 

 今後、この駐車場につきましては、私なんかは

結構遠いんですよ、一番向こうから歩くと。です

から、私らもどうしてもこっちへとめることにな

って、庁舎に用事のある方に不便をかけないよう

な、身近な、近くでとめるようなシステムも管理

方法の中に入れるべきではないかと、かように思

っておりますので、今後駐車場の管理につきまし

ては、商業主義には陥らないような形にしていた

だいて、宇和町の今までの温かい無料の管理、一

般の人は非常に温かくとめさせていただいている

という方がおられますので、そのあたりも配慮し

ながら駐車場管理をしていただきたい、かように

思っております。 

 野福峠の桜もまだ咲いておりませんが、菜の花

が今満開でございます。この菜の花の満開の中で

お二人の名誉市民が私の村から亡くなったという

ことに対して、改めて哀悼の意を表しまして、私

の質問を終わりたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○議長 以上で本日の一般質問を終結といたしま

す。 

 明日３月７日は午前９時より引き続き一般質問

及び質疑を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 
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  散会 午前１１時４９分 
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１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２６年３月７日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成２６年３月７日 

          午後２時３６分 
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    ２番  井 関 陽 一 

    ３番  菊 池 純 一 
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   １７番  岡 山 清 秋 

   １８番  酒 井 宇之吉 

   １９番  兵 頭   勇 

   ２０番  山 本 昭 義 

   ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

   １１番  松 島 義 幸 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  九 鬼 則 夫 

   教  育  長  宇都宮 又 重 

   公営企業部長  平 野 松 市 

   会 計 管 理 者  井 上 謙 二 

   総務企画部長  河 野 敏 雅 

   産業建設部長  福 原 純 一 

   生活福祉部長  三 好 幸 二 

   教 育 部 長  内 藤 利 明 

   明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

   野 村 支 所 長  井 上 尚 喜 

   城 川 支 所 長  徳 居 隆 利 

   三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

   消防本部消防長  菊 池   直 

   総 務 課 長  宗   正 弘 

   財 政 課 長  道 山 升 文 

   企画調整課長  浅 野 信 也 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  井 関 通 夫 

   議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        



－92－ 

      議  事  日  程 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第 １号 西予市総合計画策定条例制

定について 

   議案第 ２号 西予市消防長及び消防署長

の資格を定める条例制定に

ついて 

   議案第 ３号 西予市防災会議条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第 ４号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ５号 西予市職員の高齢者部分休

業に関する条例及び西予市

職員の修学部分休業に関す

る条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 ６号 西予市非常勤の職員の公務

災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ８号 西予市生活交通バス条例及

び西予市生活福祉バス条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第 ９号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第１０号 西予市城川総合運動公園条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１１号 西予市はり、きゅう及びマ

ッサージ等施術費助成条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第１２号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１３号 西予市国民健康保険診療所

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第１４号 西予市営土地改良事業分担

金徴収条例及び西予市県営

土地改良事業分担金徴収条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１５号 西予市城川高品質堆肥セン

ター条例及び西予市野村町

エコセンターの設置及び管

理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第１６号 西予市農業集落排水処理施

設使用料徴収条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１７号 西予市公共下水道条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１８号 西予市公共物管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１９号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第２０号 西予市営住宅管理条例等の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第２１号 西予市水道事業の設置に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２２号 西予市簡易水道及び愛媛県

条例水道の設置に関する条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第２３号 西予市給水条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第２４号 西予市水道布設事業分担金

徴収条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２５号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第２６号 西予市水道事業の剰余金の

処分等に関する条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２７号 西予市立病院名誉院長条例

の一部を改正する条例制定

について 
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   議案第２８号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑手数料条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２９号 西予市火災予防条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第３０号 西予市明浜町地域及び宇和

町地域振興基金条例を廃止

する条例制定について 

   議案第３１号 西予市養護老人ホーム条例

を廃止する条例制定につい

て 

 ３ 議案第３２号 西予市木質ペレット製造施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３３号 西予市獣肉処理加工施設の

指定管理者の指定について 

   議案第３４号 西予市二及漁港利用調整施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ４ 議案第３６号 平成２５年度西予市病院事

業会計資本金の額の減少に

ついて 

   議案第３７号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計資

本金の額の減少について 

 ５ 議案第５１号 平成２６年度西予市一般会

計予算 

 ６ 議案第５２号 平成２６年度西予市授産場

特別会計予算 

   議案第５３号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

   議案第５４号 平成２６年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

   議案第５５号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

   議案第５６号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

   議案第５７号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計予算 

   議案第５８号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

   議案第５９号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

   議案第６０号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

   議案第６１号 平成２６年度西予市上水道

事業会計予算 

   議案第６２号 平成２６年度西予市病院事

業会計予算 

   議案第６３号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

 ７ 議案第６４号 新市建設計画の変更につい

て 

 ８ 請願第 １号 ウィルス性肝炎患者に対す

る医療費助成の拡充に関す

る請願 

   請願第 ２号 「腎疾患総合対策」の早期

確立を要望する請願書 

 ９ 意見書第１号 空き家対策の推進に関する

特別措置法の早期実現を求

める意見書（案）の提出に

ついて 

１０ 要請第 １号 ＴＰＰ（環太平洋連携協

定）交渉に関する要請 
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本日の会議に付した事件 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第 １号 西予市総合計画策定条例制

定について 

   議案第 ２号 西予市消防長及び消防署長

の資格を定める条例制定に

ついて 

   議案第 ３号 西予市防災会議条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第 ４号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第 ５号 西予市職員の高齢者部分休

業に関する条例及び西予市

職員の修学部分休業に関す

る条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 ６号 西予市非常勤の職員の公務

災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ８号 西予市生活交通バス条例及

び西予市生活福祉バス条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第 ９号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第１０号 西予市城川総合運動公園条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１１号 西予市はり、きゅう及びマ

ッサージ等施術費助成条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第１２号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１３号 西予市国民健康保険診療所

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第１４号 西予市営土地改良事業分担

金徴収条例及び西予市県営

土地改良事業分担金徴収条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第１５号 西予市城川高品質堆肥セン

ター条例及び西予市野村町

エコセンターの設置及び管

理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第１６号 西予市農業集落排水処理施

設使用料徴収条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第１７号 西予市公共下水道条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１８号 西予市公共物管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１９号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

   議案第２０号 西予市営住宅管理条例等の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第２１号 西予市水道事業の設置に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２２号 西予市簡易水道及び愛媛県

条例水道の設置に関する条

例の一部を改正する条例制

定について 

   議案第２３号 西予市給水条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第２４号 西予市水道布設事業分担金

徴収条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第２５号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第２６号 西予市水道事業の剰余金の

処分等に関する条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２７号 西予市立病院名誉院長条例

の一部を改正する条例制定

について 
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   議案第２８号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑手数料条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第２９号 西予市火災予防条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

   議案第３０号 西予市明浜町地域及び宇和

町地域振興基金条例を廃止

する条例制定について 

   議案第３１号 西予市養護老人ホーム条例

を廃止する条例制定につい

て 

 ３ 議案第３２号 西予市木質ペレット製造施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３３号 西予市獣肉処理加工施設の

指定管理者の指定について 

   議案第３４号 西予市二及漁港利用調整施

設の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ４ 議案第３６号 平成２５年度西予市病院事

業会計資本金の額の減少に

ついて 

   議案第３７号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計資

本金の額の減少について 

 ５ 議案第５１号 平成２６年度西予市一般会

計予算 

 ６ 議案第５２号 平成２６年度西予市授産場

特別会計予算 

   議案第５３号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

   議案第５４号 平成２６年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

   議案第５５号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

   議案第５６号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

   議案第５７号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計予算 

   議案第５８号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

   議案第５９号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

   議案第６０号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

   議案第６１号 平成２６年度西予市上水道

事業会計予算 

   議案第６２号 平成２６年度西予市病院事

業会計予算 

   議案第６３号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

 ７ 議案第６４号 新市建設計画の変更につい

て 

 ８ 請願第 １号 ウィルス性肝炎患者に対す

る医療費助成の拡充に関す

る請願 

   請願第 ２号 「腎疾患総合対策」の早期

確立を要望する請願書 

 ９ 意見書第１号 空き家対策の推進に関する

特別措置法の早期実現を求

める意見書（案）の提出に

ついて 

１０ 要請第 １号 ＴＰＰ（環太平洋連携協

定）交渉に関する要請 
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  開議 午前９時００分 

○議長 おはようございます。 

 昨日啓蟄を過ぎまして暖かくなるかなと思って

おりましたところ、けさはまた一変いたしまして

真冬日に戻りました。そんなお寒い中、本日傍聴

にお越しいただきまして、まことにありがとうご

ざいます。 

 ただいまの出席議員は１９名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、一般質問を行います。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

してください。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 まず、４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 議席番号４番田中です。 

 ただいま議長から一般質問の許可をいただきま

したので、通告書に従い一般質問させていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

 本日、質問最終日とはいえまだ２名の方が控え

られておりますので、季節の挨拶は省かせていた

だいて、早速質問に入りたいと思います。よろし

くお願いします。 

 今回、４つの質問があります。 

 まず１番目、地域の活性化について。 

 グリーンツーリズムに対する取り組みについ

て、過去の取り組みとか結果を教えていただきた

いと思います。また、ジオパーク認定を引き金

に、農村部の生きがいと副収入を目的とした農

泊、これらを定着させ活性化を図ることは考えら

れないかといった質問です。 

 ２番目に、駅前開発について。 

 委員の方にされてきた具申内容と具体的案につ

いてお伺いしたいと思います。防災に対する位置

づけと、市の玄関として地元の産物の販売やアピ

ール、また憩いの場所になり得るかどうか。ま

た、この案についてさしたる案がない場合、ぜひ

未来の方たちに残しておくというのも一つの方法

だと思っておりますので、その辺を詳しく教えて

いただいたらと思っております。 

 ３番目に、経費の削減について。 

 行政改革の進捗ぐあい、この辺をお伺いしたい

と思います。また、特別職等の削減について、国

では議員定数の削減が叫ばれ、また県においては

議員報酬の５％カット等が審議されておりまし

た。これから、西予市の方向性、また経費削減の

一つのテーマとしてどのように捉えられている

か、お考えをお聞きしたいと思います。 

 また、宇和文化会館裏駐車場の有料化について

は、昨日の酒井議員の質問に対する答弁で概要は

説明していただきました。一部、質問と提案があ

ります。駐車場に含まれている私有地の筆数と面

積、また賃借料について教えていただきたいと思

います。また、有料化になった場合、二重支払

い、二重の貸し出しというような法的な問題はな

いのかなと少し懸念しております。その辺をどう

いった考えかお伺いしたいと思います。 

 次に、提案として、駐車場の入り口に大きな看

板を設置していただいてイベントの告知、本日、

来週、来月等、そういった駐車場の使用目的を市

民の方に示すということで、きょうはこれで駐車

場がいっぱいなんだなといったふうに、ある程度

市民の方に納得していただく方法もとるべきじゃ

ないかと思っております。 

 あと、経費削減について。 

 例えば遠方から理事の方が来られます。小一時

間かけてこられて２０分足らずの会議がありまし

た。何かおかしいです。一時勤めてた会社ではテ

レビ会議というもんがありました。テレビでつな

いでお互いの顔を見れながら審議すると、そうい

った方法もあります。特に学校とか、そういう放

送施設、どこかに使える施設があるんじゃなかろ

うかと、その辺を工夫していただきたいと思いま

した。 

 次に４番目、職員の採用について。 

 退職者とのバランス。新規採用の方、特に女性

の中途採用はあり得るのか、また休職中の人の人

数、理由、またそのフォローはどうしているか

と、こういったことをお伺いしたいと思います。 

 これもまた、昨日の酒井議員の質問の中にあり

ました。３６名の退職者の中で１２名が再任用を

希望されているとか、その辺の動きとあわせた形

で答えをいただきたいと思います。 

 以上、概要ですが、質問をこれでしておりま

す。答弁のほうをよろしくお願いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまのご質問、第１番

目のグリーンツーリズムに対する取り組みについ
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て、これまでの過去の取り組みと結果、それから

ジオパーク認定を契機に農作等を定着させ活性化

を図ることは考えられないかというご質問に対し

ましてお答えをいたします。 

 グリーンツーリズムは、当市の海から山までの

多彩な自然環境、農家のおもてなしにより、訪れ

た方々に満喫していただける有効な取り組みと考

えておりまして、平成２２年度より本市でも市内

の地域特性を生かした農家、漁家、民宿やレスト

ランの開業に利用できる助成制度として、グリー

ンブルーツーリズム事業を実施しております。現

在までに２件の実績がありまして、それぞれが体

験メニューを工夫され、順調な営業をされておる

と思っております。 

 ジオパークに認定されたことを契機に、当市を

訪れる方々のニーズも多彩なものとなり、自然志

向の中で農家、民宿等への宿泊や農業体験等への

需要もふえてくるものと考えます。市としまして

もその需要に応えるべく、今後も生活研究協議会

や婦人団体などとも連携しながら農家民宿等の経

営を目指す農家や団体の育成を促し、グリーンツ

ーリズムの推進を図ってまいりたいと思っており

ます。 

 以上、１番目の答弁とさせていただきます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、２番目の

駅前開発についてと３番目の経費削減について、

そしてまた何点かあと出ましたが、その辺につい

てお答えをさせていただきます。 

 まず、駅前開発における防災に対する位置づけ

と市の玄関として地元の産物の販売やアピール、

また憩いの場になり得るかというご質問でござい

ますが、現在進めております卯之町駅前づくりに

関しましては、平成２４年１１月に卯之町駅前の

整備の方向性を協議する市民検討委員会を立ち上

げまして、６回の委員会を経て昨年１０月に答申

をいただいたところでございます。整備目標とい

たしまして、駅前広場の交通機能の充実と利便、

安全性の向上を目指した交通空間、卯之町駅らし

さの演出と福祉への配慮を目指した環境空間、町

の玄関口としてのおもてなしの充実を目指した交

流空間のそれぞれ３つの空間づくりについて基本

方針をまとめていただきました。その交流空間の

機能には、ご質問にもあります物産販売等のイベ

ント広場、災害時一時避難場所としての防災広場

機能等も求められております。 

 現在、答申の内容の一つでもあります民間事業

者の持つ企画経営能力を活用した公民連携手法導

入の可能性について調査研究を行っております

が、結果として導入の可能性があると判断した場

合におきましては、自然、歴史、文化が根づく本

市において、民間が持ち合わせていますノウハウ

を生かしながら無駄な投資をせず、次世代につな

げるための最も適切な駅前空間づくりを推進して

まいりたいと考えているところでございます。 

 次に、経費の削減についてでございますが、そ

の中で特別職等の経費削減についてのお考えは、

また宇和文化会館裏駐車場の有料化についてお答

えをいたします。 

 特別職の給料等の額並びに議員報酬等の額につ

きましては、市長の諮問に応じ、社会情勢、地域

の実情、物価の変動と他市の状況等を総合的に勘

案し、その額の水準が適正かどうかを特別職報酬

等審議会にて審議し、市長に答申するものであり

ます。 

 一昨年、財政状況等を考慮した一時的な特例措

置として、市長の任期期間中条例で定めている給

料額から、市長、副市長及び教育長については一

定の割合を減じて支給をしているところでござい

ます。全般的な経費削減としましては、これまで

に行政評価システムにより事務事業全般について

見直し、経費の節減と合理化を、また枠予算の運

用、執行により全体的な経費の削減を行っている

ところであります。特別職に係る経費節減は必要

なことではありますが、やはりこれは社会情勢や

県内の動向、バランスにも配慮が必要かと存じま

す。例えば消防団員の報酬及び手当等につきまし

ては、国の方針や他市町の動向を踏まえ判断した

いと考えております。 

 宇和文化会館裏駐車場の有料化につきまして

は、昨日ほど酒井議員の一般質問にお答えしたと

おりでありますが、先ほど追加の中で質問があり

ました駐車場の筆数でございますが、筆数といい

ますか借り上げている筆数でございますが、３筆

ございます。面積は１，８３４平米でございま

す。その賃借料は月額４１万円となっておりま

す。 

 二重支払い、二重貸し付けにならないかという

ことでございますが、確かに契約の中で承諾を得

るということになっておりますので、今度の職員
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の有料化につきましては、持ち主の方に承諾を得

ております。 

 それと、提案のありましたイベントの告知等を

あそこにしたらどうかということでございます

が、確かに文化会館で今何をやっているかという

ことにつきまして、車がいっぱい駐車してある

と、人もたくさんいるというのは職員もわかりま

すけれども、今その文化会館で何をしているかと

いうのがわからないような状態でございますの

で、言われるように、今何を文化会館でやってい

るかというのがわかるような状況は確かに示す必

要があろうかと思いますので、この辺は検討させ

ていただいたらと思います。 

 それから、長い時間かけて本庁に来て会議が短

いというようなこともありますが、テレビ会議と

いうことも一つの提案でもあろうかと思います

が、このやり方についても、まだその辺ができる

かどうか検討もさせてもらったらと思いますけれ

ども、長い時間かけて、そして来られて１０分か

２０分の会議ですぐ帰っていただくというのは非

効率なことでありますので、会議のあり方につい

ても全般的なところで検討させていただきたいと

思います。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 それでは、４番目の職員の採用に

ついてというご質問について、私のほうからお答

えをさせていただきます。 

 その中の１番、特に女性の中途採用はというご

質問だったかと思いますけれども、職員の採用に

つきましては、合併後１０年間で１８０名の職員

削減を行ったところであります。今後は、現在の

組織機構を維持するために必要な職員数を確保す

るということを基本として、新たに導入されまし

た再任用制度との調整も必要でありますので、組

織の効率化を図りながら退職者の数に応じた職員

採用に努めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 また、近年では、国も地方自治体におきまして

も行政の運営をより効率化、活性化するために民

間企業等の経験者の採用をふやす傾向が広がって

おります。西予市におきましても、民間企業に勤

めた経験のある人を対象に、一般行政事務社会人

枠の試験を実施しているところであります。社会

人枠を設けておりますのは、市役所の内部では養

成できない専門分野の知識を持つ人材を採用する

ことで人材教育や職場の活性化を生み出すことが

期待できるのではないかというふうに思っており

ます。 

 当然、採用においては男女の別を問うものでは

ありませんので、女性の方には積極的に受験をし

ていただきたいというふうに思っております。特

に、出産、子育てが終わった女性の採用というこ

とにつきましては、現在社会人枠としては、年齢

は３５歳から４５歳まで、１０年以上の民間企業

での正規社員としての経験がある者といったこと

にしておりますので、この要件に該当しないよう

な場合につきましては、特に女性の方で高い能力

や資格を持たれておられるという方につきまして

は、今後さらにこの要件について検討していきた

いというふうに思っております。 

 次に、２番目にありました休職中の方の人数、

理由、またそのフォローはどうしているかという

ご質問だったかと思いますけれども、現在休職者

の人数は育児休業取得者が２０名、産前産後休暇

取得者が３名、病気による休暇及び休職者が４

名、うち精神的な疾患によるものが２名でありま

す。 

 全国的にも心の病による長期休暇者が増加傾向

にあり、その背景には職場や生活環境が複雑にな

り心理的負担が増していること、ストレスに対す

る個人の耐性が低くなっていることなどが考えら

れます。そうした職員が意欲を持って職務に取り

組むためには、メンタルヘルス対策の効果的な推

進が重要な課題であり、その対策としましては、

まず心の健康に不安を抱える職員本人やその家

族、あるいは職場の同僚、上司などに気軽に相談

できる体制を整えることが何よりも大切だと思っ

ております。 

 具体的なフォローとしては、休職者に対しまし

ては復職や再発防止に向けた聞き取り、あるいは

事前の試し勤務、こういったことに取り組んでお

ります。育児休業者へのフォローとしましては、

職場復帰に向けたサポートを目的とした意見交換

会を過去２回開催しています。また、育児休業者

が復職する際には育児短期時間勤務制度、それか

ら育児部分休業制度といったものも活用できるこ

とになっております。 

 今後とも組織の活力を維持していくため、職員

の心の健康管理に、研修や健康相談等々に積極的
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に取り組むとともに、出産、育児に不安のない、

職員の働きやすい職場環境の整備に努めてまいり

たいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 いろいろ答弁をいただきまし

た。実は、原稿は書いておるんですが読み上げる

のが苦手で、どうもちぐはぐな質問になっており

ました。失礼しました。 

 先ほどの１番目でグリーンツーリズム関係の質

問をしたと思うんですが、この中で答弁として２

件といった分をいただいております。これの詳細

です。実は前回の定例会も同じような質問をして

２件という話は聞いたんですが、結局答弁として

は全然進んでないなといった気持ちを今受けてお

ります。 

 それで、実は先日、清風会の先輩議員の方たち

に誘われて大分県安心院地区の農泊を体験してき

ました。この体験で、これは西予市の活性化に使

えるなと、ぜひ持ち帰って検討、実行してみたい

と思いました。接待していただいたご婦人たちの

笑顔に、２０年近く続けられてきた重みと、そう

いう豊かさがあふれとるんです。すごく余裕があ

ってにっこりと笑われて、すごくいい笑顔であり

ました。 

 それで、民泊についてはいろいろなタイプがあ

りまして、古民家再生した立派な入館料も取れそ

うなとこもあれば、もう１００年近くたった納屋

と住居が一緒になった養蚕農家風のそういった施

設もありました。ぜひ職員初め、５月に行われる

朝霧湖マラソンの前泊に協力していただく方がお

られると聞いております。この方たちとか、こう

いったことに対して興味を示される方、１回参加

してほしいと思っております。ぜひ予算をつけ

て、市長みずから乗り込んでいって体験していた

だいたらこの気持ちが伝わると思います。 

 また、今里山資本主義とか言われています。田

舎にあるものであるがままに、田舎の普通が普通

の方には喜ばれると。テレビに出てくる田舎のお

ばあちゃん家、曲がった野菜が、無農薬の野菜が

付加価値をつけて食前に並ぶわけです。こういっ

たグリーンツーリズム、農泊、ここに実はテキス

トを持ってきております。これは大分の安心院の

農泊教育旅行、安心院方式、農村民泊、心の洗

濯、こういった文があります。この中には２０年

で培われてきたノウハウが入っております。もち

ろんリスク負担についても書いてあります。ぜ

ひ、検討されるようであればお渡しします。実

は、このテキストは先輩議員の梅川さんに無理に

お願いしていただいとるんです。自分の分はテキ

ストとして別にキープしております。そういった

形でぜひ勉強していただきたいと思っておりま

す。 

 それから、朝霧湖マラソン。これは、実は先日

松山の大街道の献血ルームに行きました。ここに

はずっと前からジオのパンフレットを置いてもら

ってるわけなんです。そこへ行って献血をしてき

たわけなんですが、献血の検査をしていた先生、

何か昔の娘さんにかわっておりまして、その方に

パンフレット見ていただいたんです。ちょうどそ

のときお客さんというか暇な状態やったんです。

ということで、そこで広げていただいて、あ、こ

れいいね、行ってみたいねって言っていただきま

した。ただ、その方は車は持っていないと、都会

でおられて定年になってこっちへ帰られて四、五

年たってるよという説明でした。その方たちが、

じゃあ私は電車で行くしかないねとか言われまし

た。ということで、先ほどの駅前、ここへ来られ

るということです。歌の文句に、汽車からおりた

ら小さな駅で、迎えに来てくれる父と母とかとい

うフレーズがありました。そういった心情的に訴

えるものを備えた施設にしてほしいと、そのよう

に思っております。 

 それから、献血に戻りますが、牛用かと思うよ

うな大きな針を腕にすっと刺した看護師さん、お

話を聞きますと、実は朝霧湖マラソンにエントリ

ーしてますよと言われました。これはうれしかっ

たです。でも、一抹の不安があるんです。それ

は、受け入れ態勢がまだ十分にできていないと。

そういったとこへ来られて失望されたら、これは

その失望が波紋となって広がっていくんじゃなか

ろうかと、その辺を心配しております。 

 昨年の流行語に、いつやるの、今でしょという

のがありました。もう既に、その今の時期になっ

とると思います。ぜひ、市長にとって大胆な発想

は要りません、ゴーサインだけ出していただいた

ら結構です。ぜひその辺を検討していただきたい

と思います。 

 それから、先ほどのグリーンツーリズムの２

件、その辺をまた部長に、どのようになっている
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かお聞きしたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、田中議員の再質問につい

て、数字のほうはまた別の、部長のほうで答えて

いただきますが、グリーンツーリズムで大分県の

安心院に研修、視察へ行かれたということでござ

いますが、いいご提案をしていただいとるんでは

ないかなという気はいたしております。ただ、私

どもも制度性を整えておりますんで、市民の方が

そういうところへ行って勉強したいということに

なると個別では非常に無理ですので、これは税で

すから。税を安易に云々というのでなしに制度性

を目的を持ってやる、それを制度性に基づいて要

綱、要領等をつくってやるというんならいいんで

す、経営ですから。個人がどんどん行かれてやる

ことについては何もいいんです。行政に全て頼る

という体制ではなしに、これは経営ですから、そ

の辺を履き違えないように。だから、本当にそれ

を目標にするときには、私どもも多くの方がこう

いう方向でやりたいんでというときになると予算

を上げて、その要綱、要領をつくってやるという

ことには私もやぶさかではないと、このように思

っております。やみくもではだめです、これは経

営ですから。 

 もう一つ、朝霧湖マラソンについては非常に体

制が悪いと言われましたけど、私はすごくいい体

制をつくっていただいておると思っております。

ぜひ体験してください。これは非常に評価は高

い、来た方の評価が高い評価をいただいておりま

す。私が市長になったときは１，１００人ぐらい

だったのが、今はもう３，０００人に近くなって

満杯の状態になってまいりました。これ以上はち

ょっと受け入れが難しいぐらいまで人気を博して

きておるということも知っていただいて、住民の

方も非常に助けていただいております。これだけ

はぜひ知っていただきたいと、このように思いま

す。 

 以上です。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 安心院のほうでは、１回泊

まったら遠い親戚、１０回泊まったら本当の親戚

というキャッチフレーズで、全国的にも有名だと

伺っておりますが、もうあそこは２０年以上のキ

ャリアがあるそうでして、大変成功した事例だと

いうふうに思っております。西予市でもそういう

ふうにぜひなりたいと思っております。 

 過去の取り組みの結果ですけども、平成２２年

度にこれを立ち上げたときですが２件ございま

す。１件は、総事業費が２０８万円で補助金は１

００万円支出いたしております。それからもう一

件は、総事業費が７５万６，０００円、補助金を

３７万８，０００円支出いたしております。１件

は宿泊の部屋等をかなり改修されました。１件、

後者のほうは若干部屋等もありましたがピザ釜を

つくられております。こちらの方は、ピザ釜のほ

うは体験メニューで、今までに１７０人ぐらい訪

れた方があるというふうに聞いてます。それか

ら、前者の１００万円補助したところには、これ

までに１１組訪れた方がいらっしゃるというふう

に報告を受けております。 

 以上、報告といたします。 

○議長 ４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 先ほど市長が民間主導でと、

グリーンツーリズムに対してそういったご意見で

ございましたが、この安心院については勉強して

いただいたらわかると思うんですが、まず行政関

係がきっかけをつくったと、それである程度勢い

がついてから民間に移譲したというような形で、

とりあえずきっかけづくり、そういった団体、大

きな力がないと動けない場合があります。個人の

力は幾ら集まってもなかなか動きがとれません。

そこのきっかけづくり、啓発、その辺は行政の責

務だと私は思っております。市長の考えをお伺い

したいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、田中議員の再々質問につ

いてお答えいたしますが、私どももグリーンツー

リズム、あるいはブルーツーリズム等々について

は、以前から市としてはこういう補助もあります

よというご提案を開示をしております。ジオパー

クもそういう場所があってほしいと、ジオパーク

構想の中にも欲しいと思っておるわけです。そう

いう発信はし続けておるということでございま

す。 

 それと、よく言われるんですけれど、行政主導

でいいのかどうかと、常に皆さん方も今までの議

会で問われてきました。行政が余り表へ出過ぎな

よというのが今の大きな流れであろうと私は思っ

ております。やはり民の力でやっていくというの
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が地域経済を発展さす大きな原動力になるんで、

全て行政に頼ると補助づけになってしまってその

中で小さくなってしまう、その辺の手法の違いを

しっかり認識をしながら、私どもは進めていかな

くてはいけないと、このように思っております。 

○議長 ４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 最後の意見になりますが、や

はりきっかけづくりというものはしていただかな

いとなかなか民の力はできません。特に、これだ

け広い西予市のエリアの中で、またグリーンツー

リズムだけじゃなしにえひめ国体、それから県知

事が言われてる四国八十八カ所世界遺産とか、そ

ういう４３番札所があったり、最近サイクリン

グ、ジオツーリング、そういった分もあります。

そういった場合で、西予市いいねって素通りされ

たんでは何にもならないと思います。そういうこ

とも、きっかけづくりなりは僕にとっては市が、

とりあえずはスタートの合図はしていただきたい

と。そこを民の力を待っていたんでは今に乗りお

くれます。その遅い行政の体質を何とか直してい

ただきたいと、この時代の流れに乗っていってい

ただきたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長 質問は。 

○４番田中徳博君 もうこれでおしまいなので質

問はできません。ということで、よろしく検討の

ほどお願いします。ありがとうございました。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 申しわけございません。１

カ所訂正をさせていただきます、数字ですので。

先ほど数字を言いましたが、１００万円を補助し

たところへ訪れた方は、私違った数字を言ったと

思うんですが６１組ございます。それから、体験

メニューのほうは１７０人ということでありま

す。訂正をいたします。 

○議長 次に、１番源正樹君。 

○１番源正樹君 おはようございます。議席番号

１番源正樹です。 

 ただいま議長より発言許可を得ましたので、通

告内容、会議規則、申し合わせにのっとり、西予

市マニフェストについて質問します。 

 合併１０年を迎えた西予市、これからの私たち

の町の羅針盤をただす機会になればと思います。

質問の前になりますが、マニフェストについての

私見を少し述べさせていただきます。 

 三重県知事でありました北川正恭早稲田大学教

授により提唱され、国政選挙で初めて導入された

のが２００３年、それまでは候補者の人物像や地

元への貢献など、必ずしも国政の課題とは言えな

いような要素によって投票されていたものを、政

策をもとにする選挙にするために導入されたと理

解をしております。衆議院議員選挙において、中

選挙区制から小選挙区比例代表並立制への選挙制

度変更が、人物から政策へとの流れをつくりまし

た。 

 しかしながら、昨今マニフェストという言葉は

すっかり聞かなくなりました。政策をいつまでに

実現し、必要な費用をどう賄うのかを有権者との

約束として掲げ、２００９年の総選挙では各政党

がマニフェストの内容を競いました。この選挙で

民主党は政権交代を果たしましたが、高速道路無

料化や子ども手当支給等の目玉政策が実現でき

ず、うそつきの代名詞との批判を浴び、マニフェ

ストに対する印象が悪くなっています。選挙での

大衆受けを狙った思いつきとの印象が強くなり、

国政では政権構想であるはずのマニフェストが行

き詰まりを見せておりますが、地域経営者たる首

長のマニフェストは今後とも必要とされると考え

ます。マニフェストは、政策の実行に関して市民

と行政の相互理解を深めるのに有効ではないでし

ょうか。２０００年の地方分権一括法施行によ

り、地域の特色を踏まえた将来像が強く求められ

ています。西予市マニフェスト２０１２では、

「誇れる・愛着のもてる『いい実感』のある西

予」を目指すために８つの西予づくり、４２の施

策を政策提言され、これを反映しながらさまざま

な事業を推進されていると理解をしております。

理念をしっかり定め、理念に照らして現状を分析

し、未来を洞察した上でどのようなまちづくりを

目指すのか、地方分権を見据え、またさまざまな

困難な課題を克服し、どのような特色ある地域を

目指すのか、思い切ったビジョンを示すことが強

く求められます。 

 以上のことを念頭に質問をさせていただければ

と思います。 

 まず、質問項目の１点目、西予市マニフェスト

２０１２導入より２年が過ぎようとしております

が、総体的進捗状況がどのようになっているかお

尋ねします。 

○議長 三好市長。 
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○三好市長 それでは、源議員のマニフェスト

の、まずご質問についてお答えさせていただきま

す。 

 マニフェスト２０１２の進捗状況でございます

けれども、２０１２年の市長改選時、市長マニフ

ェストを西予市マニフェスト２０１２として位置

づけて、改選後でございますけれども全部の課長

への周知を図った上で、「誇れる・愛着のもてる

『いい実感』のある西予市」を実現すべく８つの

西予市づくりと４２の政策提言をしております。

この進捗状況でございますが、関係課それぞれ目

標達成に向けた具体的な対策を実施しております

けれども、２０１４年を迎えて２年が経過しよう

としておりますので、平成２６年度に中間評価を

実施をいたしまして、この中で詳しく進捗状況

等々を調査の上公表していきたいと考えておりま

す。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 近いうちに評価委員会等できち

んとした現在の進捗状況、中間発表という形でさ

れると思います。そのことをお待ちしたいと思い

ます。 

 それでは、同じ内容にはなりますが、西予づく

りの一つでいい生活実感のある産業のまちづくり

がありますが、市長は２０１２年５月発行の広報

せいよにおいてですが、西予市政３期目へ向けて

と題した意気込みを述べられております。市の提

言として、マニフェストについても当然触れられ

ていますが、その中から一部抜粋して読み上げを

したいと思います。 

 特に経済力をつけること、地域力をつけること

が市民の願いであることを痛切に感じています。

この分野で予算の配分や強力な施策を実施しなく

てはなりませんとあります。いわゆるアベノミク

スにより行き過ぎた円高の是正、また株価上昇に

より国の経済は上昇基調になり、さまざまな統計

数字が改善しているようですが、その影響は都市

部にとどまり、まだまだ実感として地方への恩恵

は乏しいのが現状ではないでしょうか。特に来月

からは、増加する社会保障費へ対応することを目

的とし、消費税が増税されます。実感なき回復に

対して大きな影響があることが懸念されておりま

す。町の活性化には産業の活性化が必須であり、

産業のまちづくりに関する施策を実現することが

強く求められると思いますが、この産業のまちづ

くりについて、具体的にどのようなものに取り組

みがあったかお尋ねしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、源議員の次の質問に答え

をさせていただきます。 

 マニフェストの中の、いい生活実感のある産業

のまちづくりの西予づくりの一つの中で、１１の

政策提言をさせていただいております。産業の、

その中のまちづくりでございますが、この項目で

は新たな視点から捉えた１次産業や観光の活性

化、雇用環境の整備を目標としておるわけでござ

います。 

 農業面におきましては、適正な農作物の導入と

いたしまして、今ミシマサイコやカンゾウ栽培の

可能性について取り組んでおるところでもござい

ます。特にミシマサイコにつきましては、既に企

業との連携のもと、葉たばこの転換作物として有

力な畑作であろうと考えておりますんで、その取

り組みをしております。平成２５年度には３６戸

で９．５ヘクタールの栽培でございましたが、平

成２６年度、今年度今契約等々をされておられる

方は約５０戸程度で約１６ヘクタールの取り組み

の予定となっておると聞いております。 

 また、平成２５年度には認定農業者を支援する

新たな市単独制度を立ち上げいたしました。これ

は、私個人としては全国に先駆けて画期的な市単

独だと思っておりますが、農業機械等の整備支援

等々を行いながら認定農業者の活力を持ってもら

うようにしておるわけでございます。 

 林業面におきましては、林野率７５％を誇る西

予市の林業が地場産業となり得るように、西予市

林業のイメージアップや質のよいヒノキを中心に

市産材の需要拡大に努めておるところでございま

す。その方法の一つといたしまして、平成２３年

度に東京都の港区でございますが、二酸化炭素固

定化認証制度を考案されましたけれども、それに

対しまして、私どもも間伐材を初めとした国産材

の活用促進に関する協定書を調印をさせていただ

きまして、東京都の港区の建築物件に市産材の利

用をいただくよう取り組んでおるところでもござ

います。今年度は、約２０立方でございますけれ

ども、市産材が２次加工を経て納入されておると

ころでもございます。 

 また、平成２３年度から設置しております林業

活性化センターを中心として市内森林整備の集約
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に取り組んでおりまして、森林施業や育林の効率

化を図っているところでもございます。 

 雇用対策においては、直接支援といたしまし

て、緊急雇用事業を活用いたしまして平成２４

年、２５年度、１１０名の雇用機会の提供を行っ

たほか、合同就職面接会により平成２４年度には

２０名、平成２５年第１回で１０名の雇用実績と

なっておるとこでもございます。 

 また、西予コールセンターを誘致しております

けども、この誘致に成功いたしまして、現在当該

事業で雇用している５０名の緊急雇用の対象者で

ありますが、雇用者の多くが今後可能な限り継続

雇用いただける見込みとなっておるほか、正月の

愛媛新聞にも第１面に載りましたけれども、味の

ちぬやさんの増設誘致に成功いたしました。企業

誘致に関する案件も順調にある程度推進してお

る。今後市内の雇用拡大はもとよりでございます

が、地域産業の活性化に期待しているとこでもご

ざいます。 

 またなお、地域の第１次産業や雇用は厳しい環

境にありますけれども、日本ジオパークの認定や

西予ファンづくり事業などを強力なてことして、

いい生活実感のある産業のまちづくりに引き続き

取り組んでまいりたいと、このように思っており

ます。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 今さまざまな施策についての内

容を答弁いただきました。 

 その中で、認定農業者に関して、全国的にも先

駆けた取り組みであるという説明があったかと思

います。少しマニフェストの話とはずれてしまう

んですけれども、今年度、当初で市の緊急経済対

策として事業化された住宅リフォーム補助、こう

いった事業が現在あります。本当に大きな波及効

果があったんではないでしょうか。記憶になりま

すが、当初及び補正、約２，０００万円強の予算

だったかと記憶をしておりますが、補助率２０％

ということを考えますと、１億円以上の波及効

果、地元への直接的な経済効果がありました。ほ

かの、他市の事例にはなりますが、例えば松山市

さん、松山市のほうが来年度事業化を予定され、

今定例会、同じく開催されております定例会のほ

うに議案を予算として上程されております。認定

農業者に関しましても、こうした住宅リフォーム

補助にしても、西予市としては本当に他市をリー

ドするような先進事例として実施されたこと、大

きな評価を受けておることであり、また今後とも

同じように積極的に事業展開をされることを希望

して、次の質問に移りたいと思います。 

 次の質問項目ですが、マニフェスト２００８の

評価について質問をさせていただきます。 

 検証作業自体はマニフェストに必須であり、具

体的な施策及び数値目標を評価できることもマニ

フェストが推進される要因でありました。このこ

とからも、評価には大きな役割があると考えま

す。計画、実行、評価を行うことによりマニフェ

ストの有用性が高まりますが、内部評価及び外部

評価に分けて実施をされていると思いますが、そ

の評価はどのように行われているのか、まずお尋

ねしたいと思います。 

 また、例えば西予市の新庁舎の建設や新病院の

建設等、施設整備に関しては大変評価しやすいと

思いますが、抽象的なものをどのように評価され

たのか、その基準がありましたら何かお尋ねをし

たいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご質問につい

て、私のほうからお答えをさせていただきます。 

 マニフェストの評価方法といたしましては、２

８項目全ての政策提言について、目標達成度合い

による５段階の評価基準を設けまして、内部評価

と外部評価を実施をいたしております。 

 内部評価につきましては、市の担当部署で自己

評価を実施後、副市長、教育長、部長、支所長で

構成するマニフェスト評価委員会を設置して評価

を行っております。 

 外部評価としましては、市内の各種団体代表者

に実施状況、今後の課題、評価点が記載された内

部評価結果を提示した上で市民評価を依頼してお

ります。 

 なお、抽象的な案件の評価基準につきまして

も、他と同じく目標達成度合いによって５段階で

評価をしております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 ２年前に出されましたマニフェ

スト評価表の最終版、これを見ると、今評価の仕

方として、まず内部の委員会で評価をする、その

後にその評価をもとに外部のほうに評価を依頼す

るということで話が、答弁いただきました。 
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 ここで、内部評価と外部評価、市民評価です

か、表現が。結果に違いがありますが、その理由

について何かわかりましたら、誰かお考えをお尋

ねしたいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問ですけれども、

内部評価では詳細な実務の結果で評価を行ってお

ります。ですので、市サイドでやっております。

それで、細かい達成度の、仕事に対する達成度、

職員で行う結果についてはそういうとこが主にな

っての評価ということですが、一方市民評価で

は、実施状況、今後の課題、評価点が記載された

内部評価資料をもとに評価をしてもらっているわ

けですけれども、詳細な内容まではわからないと

いうこともありまして、実感面を重視する傾向が

強くなります。進捗はしているが達成とは言えな

いといったような、そういう評価も加わりますの

で、実質その差が出てきているのではなかろうか

と思っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 評価というのは非常に難しいこ

とだというのはよくわかります。特に、市民の皆

さんの評価については、例えば年度計画等とか詳

細な実務はなかなか伝わりにくいのが現状だと思

います。費用もかかることですので、少しできれ

ばという形で意見を述べたいと思いますが。多く

の市民の方からの評価も当然必要ですが、外部人

材登用などで専門的見地からの評価、こういった

ものの考えを少しお聞かせ願えればと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問ですが、確かに

マニフェスト２００８の評価については、外部人

材の登用は行ってはおりませんが、評価方法につ

いて、早稲田大学マニフェスト研究所の研究員に

専門的見地でのご助言、ご指導をいただいた上で

マニフェストを検討をいたしております。今後の

外部人材の登用につきましては、そういうのが有

効であるかも含めて、また調査をさせていただい

たらと思います。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 一番最初の質問で市長から答弁

がありましたように、今後近いうちに中間評価が

行われると思います。その中間評価をもとに、ま

た次の２年に向けての具体的な取り組みが少しず

つ進んでまいると思いますので、評価に関して結

果が出ると思いますので、またその評価を待って

いろいろ勉強したいと思っております。 

 それでは、次の質問に移りたいと思います。 

 マニフェストの２００８の最終評価では、今後

の課題を検討されているかと思います。例えば、

進捗率が低いと評価された施策については今後と

も継続する必要があるのではと考えますが、その

２００８とその最終評価が２０１２に反映されて

いるのかどうか、どのような形なのか、またそう

いったことをまずお尋ねしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、今のご質問についてお答

えさせていただきます。 

 マニフェスト２００８では、６つの西予市づく

りと２８の政策提言を打ち出しまして、中間、最

終の２度にわたって市民の評価を受けてまいりま

した。その最終評価結果を見てみますと、いわゆ

る５段階の２以下が恐らく赤点であろうと、この

ように思っておりますが、それが内部評価と外部

評価で見ますと、２が、内部評価が３つ、外部評

価、市民からは２つであったと、このように思っ

ておるわけであります。その違いが結局出ておる

というのが、例えば今の、違いじゃなしに、内部

評価の３つ、住民からのが２つのやつを見ます

と、ごみ減量と資源化構想、第１次産業生産額１

０％アップ、元気な商店をふやしますと、こうい

うところが悪い評価をいただいておりまして。し

かし、ごみの減量化については結構西予市はでき

ておるので、だからその見る違いがちょっとあっ

ておるのかなと、そして内部もちょっと厳しい見

方をしておるのかなという感じもいたしたところ

でございますし、数字が、目標がちょっと大きく

やり過ぎておったということもあったとは思って

おります。 

 合併時からの緊急性の高い事業はほぼ、しかし

ながら私は達成できたと思っておりますので、今

後取り組みの必要のある事業につきましては、新

たな、今も抱えておりますマニフェスト２０１２

に反映させながら、引き続き推進していきたいと

思っております。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 確かに、先ほど資源のごみ化の

中で、減量かどうかにはあれですけど、今年度か
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らてんぷら油の回収、現在新しく始められてるか

と思います。マニフェストに書いてある、書いて

ないということもありますが、課題となるのはず

っと課題になると思います。反映させることも大

事ですが、できないことを着実に進めていく、そ

のつもりがどういう形で実施されてるかというこ

とが伺いたくて質問をさせていただきました。 

 最後に、評価に関してなんですけれども、これ

はひとつ提言として申し上げたいと思います。 

 現在、２年に１度中間報告をするということに

なっております。非常に残念に思うのが、マニフ

ェストというものが、いわゆる市長の選挙がある

とき及び中間報告、２年に１度しか触れる機会が

ないのではと、ちょっと少ないかなと思っており

ます。できることなら２年に１度ではなく、例え

ば内部評価だけでもマニフェストに対して評価を

すれば、一般市民の方へ認知度も上がり、先ほど

言いましたとおり、市政全般への理解が進むので

はないかと思いますが、その評価の回数について

お考えをお尋ねします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、今のご質問についてお答

えをさせていただきます。 

 ほとんどの施策は、達成までに数年の期間が必

要であるということがあります。よって、単年度

の評価になると、成果や進捗度合いが見えづらく

なってくるんではないかなと、このように思って

おりまして、評価自体が難しくなると思います。 

 現在、中間と最終の２回の評価を選択しておる

のはそういうところでございまして、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 それでは、評価に関する質問を

終えまして、最後の質問に移りたいと思います。

西予市総合計画とマニフェストの関連について質

問をいたします。 

 今定例会に、西予市総合計画の策定に関する条

例案が上程されております。本来でしたら議案に

対する質問は控えるべきかと思いますが、マニフ

ェストと深く関係すると考えておりますので、あ

えて質問をさせていただきます。 

 ２０１１年に地方自治法が改正され、各市町村

に総合計画策定義務がなくなりました。そのため

に、今回新たに条例を策定されることと考えてお

ります。地方自治体の首長候補者のマニフェスト

については、当選後に行政府の最高責任者とな

り、このマニフェストは施政方針の柱として位置

づけられることが多く感じられますが、その実現

に向けて、マニフェストに基づき具体的な事業に

行政は反映していくのではないでしょうか。 

 しかし、行政においては、これまで市長が誰に

なろうとも総合計画に基づく運営が行われてお

り、マニフェストと既に作成されている総合計画

との整合性をどういうふうにするか、こういった

問題点があるのではないかと考えます。中・長期

の計画である総合計画と、短期目標を掲げるマニ

フェストの関係性及び整合性についてどのように

お考えかお尋ねします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、今のご質問についてお答

えさせていただきます。 

 まず、そもそもマニフェストは何かというそも

そも論から入る必要があって、最初の質問のとこ

ろでもマニフェストについて北川先生の提唱され

たとこを含めてお話をされましたけれども、まず

このマニフェストでございますけれども、具体的

な施策や実施時期、目標等を加えて明示したも

の、従来の選挙公約は単なる単発的なものであっ

てそういう具体的なものがなかったと思っており

ます。そういう中で、私どものマニフェストとし

て私が掲げてまいりましたのは、そういう具体的

なものから政策の財源とか期限とか数値目標と

か、そういうものを掲げてやるのがマニフェスト

の手法で、私もやらせていただいた利点でござい

ます、したところでもございます。 

 マニフェストは、つくったときは私的なもので

ございます。だけど、当選後においては、マニフ

ェストの内容を総合計画の中に位置づけをした時

点で市のマニフェストとして十分機能してくるも

んだということで、当選後からは公的なものにな

ると私は思っておるわけでございます。 

 西予市の総合計画では、西予市の最上位計画で

ありますので、行政の運営につきましては総合計

画が指針となるものでございます。西予市マニフ

ェスト２０１２においても、もちろん総合計画と

の整合性が必要であるため、西予市のマニフェス

トとする時点で総合計画の中での基本目標、施策

目標との整合性を図って、マニフェストを総合計

画の中に位置づけた上で推進を図っておるところ

でもございます。 
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○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 一応、本来でしたら午後の時間

の質疑でやるべきだとは思いますが、今回義務で

なくなった総合計画というものを策定される、そ

の理由についてお尋ねしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、今の質問についてお答え

させてもらいます。 

 言われるとおり、地方分権改革推進計画に基づ

き、平成２３年５月、地方自治法の一部を改正す

る法律が公布されまして、基本構想の法的な策定

義務がなくなりました。総合計画の策定は、市町

村の判断になるということになってきたわけでご

ざいます。 

 しかしながら、本市ではこれまでも総合計画を

策定し、これに基づき総合的かつ計画的な市政運

営を進めてきたところでございます。今後におき

ましても地方分権の趣旨を踏まえまして、市民参

加のもと、自主的に総合計画を策定をさせていた

だきまして、地域事情や社会、経済情勢の変化に

的確に対応しながら市政運営をしていく必要があ

ると考えております。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 いろいろ答弁をいただきまして

ありがとうございました。 

 以上で私の質問を終わりますが、最後に一言申

し添えたいと思います。 

 今年度、３６名の方が退職を迎えられると聞い

ております。この議場の中では、河野敏雅総務企

画部長、三好幸二生活福祉部長、福原純一産業建

設部長、内藤利明教育部長、井上尚喜野村支所

長、徳居隆利城川支所長、この６名が定年退職を

迎えられ、また井上謙二会計管理者が退職される

と聞いております。今までのご活躍に対し、深い

敬意と心からの御礼を申し上げたいと思います。

本当にお疲れさまです。ありがとうございまし

た。 

 以上で一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長 暫時休憩いたします。（休憩 午前１０

時０８分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時３

０分） 

 次に、７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ただいま議長の許可をいただき

ましたので、質問に入らせていただきますが、そ

の前に、昨日酒井議員、それから先ほどの田中議

員、朝霧湖マラソンの民泊の話や宣伝をしていた

だきましたこと、私も朝霧のスタッフとして、ま

ずお礼を申し上げます。また、ちなみに今回の参

加人数者が今３，０２８ということで３，０００

を超しております。また、民泊希望者も今３８名

ということで、民泊の受け入れ先を探しておりま

すので、構わない方はぜひ手を挙げていただけた

ら助かりますということで、朝霧マラソンの宣伝

を終わらせていただきまして、一般質問に入らせ

ていただきます。 

 今回、最後のアンカーということで務めさせて

いただきますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

 さて、まず１点目はふるさと納税についてであ

ります。 

 平成２０年４月に、税制改正によりましてふる

さと納税がスタートいたしましたが、内容はもう

皆さんもご存じように、生まれた故郷や応援した

い自治体に寄附をすることによって２，０００円

を超える部分について確定申告時に一定限度額ま

で全額控除されるということでありますが、この

内容自体が各自治体にはさまざまな形態がありま

す。各自治体にはホームページがありますが、西

予市の場合、ふるさと納税コーナーをクリックし

ますと西予市の四季の写真があり、その次に市長

の写真と寄附へのお願い、そして使い道、寄附金

の状況と活用事業、金額が記載してあります。こ

のような、ちょっと見た目かた苦しいような感じ

に見えますので、西予市にゆかりのある人以外で

は寄附を思いつくのは少ないのではないかと、私

の考えでありますが、例えば使用目的の中に日本

ジオパーク認定、四国西予ジオパークに使いたい

というような項目が記載されれば、ジオに関心の

ある方も寄附がふえてくるのではないかと思いま

すので、魅力ある人目を引くホームページにでき

ないかをまず質問いたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご質問について

お答えをいたします。 

 議員言われたように、ふるさと納税制度はふる

さとのために何かしたい、応援したいという全国

にお住まいの皆様の思いを寄附という形でふるさ

とに届けよう、貢献できるように使用するもので
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あります。また、西予市に住んだことのない方で

も、本市の豊かな自然や伝統文化の保存伝承など

を応援していただける方は寄附することができる

制度でございます。西予市に寄附をしたい、こう

いった気持ちを抱いていただけるような魅力ある

ホームページを作成することは大切であり、その

役割は大きいものがあると思っております。当市

のホームページもそういったところを気をつけな

がら作成をしているつもりでございますが、議員

おっしゃられるとおり、私も見てみますと、今の

ホームページの内容はふるさと納税をしたいとい

うことよりか納税をするのであればどういう方法

でというような事務的な見地でのホームページの

つくり方ではないかなというような反省もしたり

しております。 

 宇和島市さんのほうを見てみますと、またバラ

エティーに富んだホームページをつくっておられ

ますので、そういうとこも研究しながら、今言わ

れたジオの関係も、当然これからジオの関係で売

り出していきたいという全体的な市の方針もあり

ますけれども、そういうことも含めながら検討、

調査していきたいと思っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 早速、部長さんもほかのホーム

ページを見ていただいて比較されたようでござい

ます。私も幾つかの市を、県内ほとんど見て回り

ましたが、どこもそういうかた苦しいようなとこ

が多いかなという感じがしております。ぜひ目に

つくような、人目を引くような、関心を持ってい

ただくようなホームページにしていただけたらと

思います。これは、ふるさと納税の場所だけでは

なしに西予市のホームページ全体も、ぜひまた検

討していただけたらと思います。 

 そういった中で、西予市のホームページの中に

見ますと１つだけほかのとことは違うとこがあり

まして、前年度のデータしか残っていないという

寄附者の人数、金額しかないわけで、ほかのとこ

では今までの、平成２０年度からの金額がそれぞ

れ書いてあり、寄附者の数も書いてあるような地

域もあります。ぜひ、それを載せよとは言いませ

んが、まず年度ごとの人数と寄附、それから県別

または地域がわかればお知らせ願いたいと思いま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問でございます

が、これまでにご寄附いただきましたふるさと納

税の実績をご報告させていただきます。 

 平成２０年度が１５件で１，０８８万円、平成

２１年度が２２件で１１０万円、平成２２年度が

２０件で１７４万５，０００円、平成２３年度が

２１件で２０４万７，０００円、平成２４年度が

１６件で１５８万円、平成２５年度が１月末現在

で２６件、３３２万７，０００円、合計１２０件

で２，０６７万９，０００円のご寄附をいただい

ております。 

 ちなみに、２５年度に今までの地域別でござい

ますが、岩手から福岡までありまして、細かく言

いますと時間がかかりますが、東京、埼玉の辺も

いただきまして１３都府県で２７人ということで

ございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 １３都府県にわたり２６名の方

の寄附があるということでございますが、これ、

私宇和島のホームページから取り寄せたわけです

が、宇和島の場合、都道府県までは入っておりま

せんけど年度ごとに寄附者数、それから寄附金

額、２０年度からずっと出ております。宇和島さ

んの場合は、特にふるさと納税に専門の係の方を

つけとるということで非常に熱心にやられており

ます。そういったことで、昨年が３，５４３万円

近く、２，２８２人からいただいておるというよ

うなことで、当初の２０年度でも１，０３５万

円、３０７名の方からふるさと納税をいただいて

おるということで、このようにホームページに今

までの実績が載っておれば、ここはこれだけの人

数が来ておるのかなということで、それだけでも

ほかの地域から見たら関心があるのではないかと

思っております。ぜひ今までの、２０年度以降の

データもホームページの一角に載せていただくよ

うにお願いしたらと思っております。そのような

考えはないのか、そこら辺もまだお聞きしたいと

思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご意見ですが、

先ほども申し上げましたように見直しをする必要

があるのではなかろうかなと思っているところで

ございます。全体的なことで検討をさせていただ

いたらと思います。 
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 以上、答弁といたします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ぜひ検討して載せていただくよ

うによろしくお願いいたします。 

 さて、先日民放テレビで鳥取県米子市がふるさ

と納税のほうで取り上げられておりましたが、こ

こは私もしばらく見よりましたけど、３，０００

円以上の寄附をすると地元企業から無償提供を受

けた１２品を、３，０００円以上の寄附の方には

必ず贈るというようなシステムにしとります。そ

れからまた、１万円から３万円、いろんな種類に

よって６４品の中からふるさとのお土産を贈ると

いうような、特産品を売ったりするように非常に

熱心にやられております。ちなみに、平成２４年

度には米子市さん、７，２０１名の方から寄附を

いただいており８，９０５万円という寄附が、と

てもここでは比べようにありませんが、そのよう

な頑張っている市もあるということをまず認識し

ていただいて、私も県内２０市町のうち、ネット

で調べましたところ、特産品を贈っているのが１

０市町、それから特産品がありませんというの

が、西予市を含めた１０市町と約半々なんです

が、南予だけですと内子町、鬼北町、西予市だけ

が特産品がないということで、これはどういった

ことか不思議に思うわけですが、まずこれは西予

市がこれから特産品を贈る考えがないのかあるの

かを、まずお伺いします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ただいまのご質問にお答え

をしたらと思います。 

 西予市では寄附のお礼といたしまして、潮彩館

のご厚意により、潮彩館でつくる地元の特産品、

ミカンジュースでございますが、それを詰め合わ

せを贈るのと、それから西予市より広報せいよを

１年間送らせていただいて西予市のことをわかっ

ていただくというようなことをさせていただいて

おります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ジュースを贈っているというこ

とで金額まではお聞きしませんが、例えば宇和島

さんの場合、１万円から２万円寄附いただいた場

合５，０００円相当の地場産品、それから２万円

から１０万円までは１万円相当の地場産品、１０

万円を超えた場合は、またいろんな中から４つ程

度選べるというようないろんなシステムにしてあ

り、先ほど説明いたしましたが、ことしの２月ま

での統計で３，５４３万円ということで、これ単

純に半額売り上げをその方に、寄附された方々に

贈るということは、１，７００万円の定価ですけ

ど商品の販売につながるという形になり、それが

ひいてはそこの特産品を扱われとる方の収入増に

なるということでございます。できましたらそう

いう形になればなと私も思います。 

 また、昨日福原部長さんが菊池議員の一般質問

の中で、特産品の販売についての、拡販について

の質問に、全国の方には観光協会などと連携し、

西予市ファンづくり事業やジオ恵み事業等でリピ

ーターの拡大に努めますとの答弁がありましたけ

ど、これこのまま受けますと、受け答えはちゃん

としましたが、実際まだ販売拡大までにはいって

ないというような解釈になるのではと思っており

ますが。産業振興と販売、それから拡大、西予市

をアピールすることができると思いますが、そこ

ら辺の考えをもう一度伺いたいと思いますが。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、今のふるさと納税のこと

について、私のほうから少し話しさせていただき

ますが、私どもの西予市はちょっと真面目過ぎた

と、今のご質問を受けながらしております。もと

もと税でございますんで、私どもは真面目にいた

だく税を、それぞれいただく方は税の控除等もあ

ったりして、その税を受けて、真面目にその税を

私どもは使っていくという発想を根本的に持って

おりました。しかし、今のいろいろなところを見

てみますと、それを上手に使って特産品販売につ

なげていくという一つの手法、これは見習うべき

であると、そのように思っております。そこで一

つの産業形態として成り立つなら、そういう方向

も案として十分受け入れることをすべきであろう

ということを、今ご質問を受けながら、あるいは

以前議員の方からも、自分の友が西予市にふるさ

と納税をしたいけど余りにも貧弱な問題でどうか

なということもあったりして、私も非常に気には

なっておったところでございます。したがって、

今からは真面目さをちょっと変えまして、税の方

向性、税という感覚やなしにふるさと産品を外へ

向けてやるという別の発想でやらせていただくこ

とを今後検討するということで、またジオパーク

の追い風も含めてやりたいと、このように思って
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おります。 

 以上、答弁とします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ありがとうございます。 

 市長からの力強い答弁をいただきまして、私も

これからよそに行っとる自分の同級生なり、ふる

さとから離れとる方にも胸を張って自慢できるよ

うな、ぜひふるさと納税のお土産といいますか、

お礼のあれをぜひ開発していただきましてホーム

ページに載せていただくように、また寄附者の思

いを大切にしたホームページの作成をお願いし

て、この質問を終わらせていただきます。 

 次に、ジオパークの基金運用についてでありま

すが、昨年９月２４日、四国西予ジオパークが日

本ジオパークに認定を受けたことに、市長は認定

はゴールではなくスタートだとおっしゃっており

ました。その後、１２月７日には認定の記念シン

ポジウムが歴博のほうで、会場が満杯になるほど

の市民の熱意が伝わってきたように思います。ま

た、１２月定例会にジオパーク推進基金条例を新

設し１億円が積み立てられました。今後、その基

金を有効活用のための遊歩道の改修や案内看板等

のハード事業、それから自然景観の保護、また学

び伝える学習教育、そして地域活性化のソフト事

業に大いに活用できると思っております。 

 また、先月１５日にはジオパークの活用セミナ

ーということで今井ひろこ先生、山陰海岸ジオパ

ーク公認ガイドの方が講演をされましたが、そこ

の話の中に、地域づくりは３０年計画が必要だと

言われておりました。これは若い方も含めた、若

い方を巻き込んでいかなければ先すぼみになるの

では、まさにそのとおりだと思います。そこで、

若い人を巻き込むジオの短期、長期計画も必要だ

と思いますが、どのような計画を立てるのかお伺

いします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、ジオの質問についてお答

えをさせていただきます。 

 日本ジオパーク委員会の審査結果報告書には、

四国西予ジオパークのすぐれている点としまし

て、地域住民の参加意欲が非常に高く、ジオパー

クに参加することを誇りに感じているという記載

をいただいております。これが認定につながった

大きな理由の一つだと私どもは考えているところ

でありますが、議員ご指摘のとおり、ジオパーク

に関心を持っていただいている若い人はまだ少な

いというのを、これは事実だと、このように思い

ます。まずは、西予市内に広がるさまざまな自然

や文化などをジオの視点で見ていただく取り組み

が必要であろうかと考えておりますので、教育委

員会部局等とも連携をとりながら、経費の支援等

を含め学校やＰＴＡ等でのジオ研修を行っていた

だきやすくする仕組みを考えているところでもご

ざいます。また、長期的にはサイクリングやシー

カヤック、トレッキングなどのアウトドアスポー

ツのコース整備や親子体験型のジオツーリズムモ

デルコースの整備、それらを支援できる人材育成

などを行いながら、若い人がジオに関心を持って

もらえるような仕組みづくりをしたいと思ってお

ります。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 短期、長期、これはそれぞれに

計画を立てられておるみたいです。この若い人の

力がないことにはこれから、また西予市自体もそ

うですけど若い人をいかに確保するか、こういっ

たことでジオを有効に活用できればまさに一石二

鳥ではないかと思っておりますので、ぜひ短期、

長期計画に基づきまして、若い方をジオに巻き込

むような方策をぜひお願いしたいと思います。 

 ちなみに、今年度若い男女７人でせいよ部マネ

ージャーを結成し、西予市の魅力を広く情報発信

し、西予市の知名度の向上を図り、若者の視点を

活用した政策提言により一層の地域活性化を目指

すというような議案が出ておりますが、また同じ

く市長のマニフェスト２０１２の中に、魅力ある

まち創造・発信、大学生が来るまち発信などがあ

ること、また昨年５月２８日でしたか、西予市と

愛媛大学が地域課題に向けた連携協定を結ばれた

と思います。市長は、ジオパーク構想などで、い

ろいろな面で大学の知恵をかりたいとコメントさ

れておりました。このようなことからも、ジオに

興味のある大学生に西予市に来てもらい、研究調

査や、またせいよ部マネージャーとの連携で西予

市の魅力をもっとアピールできると思います。そ

のようなジオに興味のある大学生の調査研究にこ

の基金の活用ができないかを、まずお伺いしま

す。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまジオに興味のある

大学生の研究に助成をできないかということでご
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ざいますが、その前にちょっと。 

 先ほど特産品のアピール、実績が上がってない

んじゃないかという、ちょうどいいご質問をいた

だきました。きのうそのことを少し触れたらよか

ったんですが、私実績まで触れてなかったので、

いい機会ですので少しお知らせをしておいたらと

思いますが。 

 東京のインターフードジャパン、これに参加し

ました。これで７社参加していただいております

が、三千数百万円の商談が成立しております。そ

れから、２月末まで東京の旬彩館でジオのめぐみ

フェアというのをやっておりまして、西予市の５

０品目に及ぶ特産品とかジオのめぐみ定食とか、

そういうものを提供しておったわけですが、これ

も人気が高くて２００万円を超える売り上げがあ

ったということで、金額もさることながらそうい

うことでアピールできたということは大変将来に

期待が持てるかなと、ちょっと触れさせていただ

きます。 

 それで、大学生の研究に助成できないかという

ことですが、ジオパークを推進していく上で科学

的なデータ、歴史的な資料をもとに大地のストー

リーを組み立てる作業は欠かせないことでありま

す。そういった意味で、大学生等の研究を支援

し、ジオパークに関するさまざまな分野での研究

成果を地域に還元してもらうことは意義あること

だと理解するところでございます。昔から西予市

は、地学民俗的など多くの学生が研究に訪れるメ

ッカ的な地域でもございました。ほかのジオパー

クの例も参考にしながら、現在制度化しておりま

す合宿誘致事業の拡大と、そういうものも視野に

入れて検討を進めてみたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 特産品の売り上げの話、確かに

すごい数字と感心しとるとこでございますが、こ

れに安堵せずもっと売り上げを伸ばしていただけ

たらと思います。 

 また、今ほど地学のメッカとおっしゃりました

が、私も神戸大学に知り合いがおりまして、その

方から、うちの子供らでもああいうとこにもし旅

費でも出していただけたら行かせるのになあとい

う言葉をいただいたことありましたんで、今回こ

のような質問をさせていただきましたが。 

 西予市の黒瀬川構造体、これはもう世界的にも

珍しいような構造体ということで、地質学を研究

されとる方にとってはよだれの出るような話だと

いうことを伺っております。ぜひ基金を有効に活

用していただきまして、大学生の来る町というこ

とでまたアピールできるのではないかと思ってお

ります。ぜひ検討をお願いしたらと思っておりま

す。 

 次に、今から持続可能な地域づくりのために

も、市民のさらなる理解を得てさまざまなジオの

資源を活用していく必要があると思います。その

ためにも、国内にあるジオ認定、西予市を含めて

３２地域ありますが、情報交換や視察等は行政同

士ではできていると思いますが市民ガイドの方に

も、ぜひ百聞は一見にしかず、他の地域のジオを

研修され、ジオガイドのスキルアップにも研修が

必要ではないか、そのためにもまたその基金を活

用し、そういった勉強も必要ではないかと思いま

すが、そういった考えがあるのかお伺いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 市民ガイドさんの養成と他

地域との交流も含めての研修の考えでございます

けども、市民ガイドの育成はジオパークでは重要

な事業として位置づけられております。ジオパー

クを楽しむためにはジオガイドの存在が欠かせま

せん。これからも引き続いて、ジオガイド養成講

座やジオパークセミナー等を行う予定でございま

す。 

 これまでの、少し数字的なものを紹介します

と、実質ジオガイド養成講座に参加していただい

ている方は６９名ございます。そのうち、実際に

ジオガイドができる方が５人になってございま

す。それから、以前からございましたが町並みガ

イドさん、実際にガイドができる方が７人ほどい

らっしゃるということでございます。また、６月

ごろまでには狩浜の段々畑のほうが案内できる方

がデビューできるんじゃないかというふうにも聞

いております。そういうことで、ジオガイドさん

の組織化を今進めているところでございまして、

ジオガイドはほかとの交流が大切と言われており

ますので、このような組織が立ち上がりましたら

他地域のジオガイドとの交流や研修も活動計画の

中に加えてご提案のようなことも検討を進めたい

と考えているところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ７番兵頭学君。 
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○７番兵頭学君 実際の数が６９名で、そのうち

５名しかまだ実際案内ができないということです

が、これはやはり経験でございますので、講習を

受けたからといってすぐにできるもんではありま

せん。いろんな場を踏むことによって、経験する

ことによってそういったジオガイドも育てれるの

ではないかと思っておりますので、ぜひその研

修、講習も当然ですが、ぜひ数多くの経験をして

いただいて数多くのジオガイドが認定されること

を希望しております。 

 最後になりますが、市長の答弁をいただいて閉

じたいと思います。 

 今定例会、私たち友志会の代表質問にもありま

したが、合併１０年の検証ということで代表質問

しました。これ、地域によっては合併してやはり

悪かったという声がかなり多いところもございま

す。この答えはというのは難しいところもありま

すが、解決の一つ、さっとして、昨年ジオ認定

が、これがきっかけになるのではと思っておりま

す。これはもう皆さんもご存じのように、西予ジ

オパークというのは西予市内全域にまたがってお

ります。これが特徴であり売りでもありますが、

この農業振興や産地競争力、それからブランドの

強化を図り、オンリーワンの商品開発、これがま

たジオにつながり、それがひいてはジオが地域を

つくるような力になるのではないかと思っており

ます。これが、５町が一つになるきっかけになる

と私は思っておりますが、その辺の市長の考えも

ぜひお伺いしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、最後のご質問ということ

で私のほうからも答えさせていただきますが、こ

のジオの認定、ジオの推進が５町の合併の新たな

推進力になると、いわゆるロケットの２段、３段

をすっ飛ばす一つのあれになるんじゃないかなと

いうご質問だと思うわけでございますが、私ども

もこのジオパークを大きな西予市の担い棒とし

て、いろいろな施策にそのものを反映していくよ

うにしていきたいということで今進めておるとこ

ろでございます。一番よかったのは、黒瀬川構造

体が西予市を貫いておるということは、一つの大

きな担い棒だと、このように思っておりまして、

それからその上に、私どもは長年にわたって先祖

代々生活をやってまいりました。その中で歴史が

生まれ、あるいは文化が生まれ、あるいは私ども

の食べておる農産物が生まれ、まちがそこにでき

て、あるいは集落ができてと、そういうことがあ

るわけでございまして、その根本のところが、そ

ういうジオで黒瀬川構造体という一つの大きな、

私たちはチャンスをいただくものがそこにあった

ということは非常にいかったんではなかろうかな

と思っております。 

 私どもも今ご指摘のとおり、西予市として一生

懸命取り組むことで住民の方にもご理解をいただ

いて、住民の人自身が自分たちの目の前にある今

まで感づかなかった宝物を見つけていただいて、

それが自分たちの生活向上、あるいは西予市の発

展につながるんだということをご理解をいただい

て、ともにやれるような社会をつくっていかせて

いただけたらと、このように思っております。 

 以上、答弁とします。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 まさに市長が言われるとおり、

私もこの黒瀬川構造体、本当真ん中に一本通っと

る、これが西予市の基本になるという考えに賛同

いたしますし、これが、ジオが成功することが、

西予市が本当に一つにつながるのではないかと思

っており、またひいては四国西予ジオパークが世

界ジオパークに認定される一つの要因になると信

じておりますので、私も一生懸命これからもジオ

パークのために協力してまいりたいと思っており

ます。 

 では、以上で私の一般質問を終わらせていただ

きます。 

○議長 以上で一般質問を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午前１１時０５

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後１時００

分） 

 ただいまから議案順に質疑を行いますが、質疑

の内容は大綱のみにお願いいたします。 

  （日程２） 

○議長 日程第２、議案第１号「西予市総合計画

策定条例制定について」から議案第３１号「西予

市養護老人ホーム条例を廃止する条例制定につい

て」までの３１件を一括議題といたします。 

 まず、議案第１号「西予市総合計画策定条例制

定について」に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長 次に、議案第２号「西予市消防長及び消

防署長の資格を定める条例制定について」に対す

る質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第３号「西予市防災会議条例

の一部を改正する条例制定について」から議案第

３１号「西予市養護老人ホーム条例を廃止する条

例制定について」までの２９件に対する一括質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 それでは、議案第１１号「西

予市はり、きゅう及びマッサージ等施術費助成条

例の一部を改正する条例制定について」質問させ

ていただきます。 

 今回、１２回から２４回で回数を倍にしてとい

うことで本当にありがたいいい話かなと思っとる

んですけども、この要件が６５歳以上の非課税世

帯というふうになってると思います。今から高齢

化がますます進んできて、国保特別会計または介

護保険の特別会計等逼迫する中で、元気な高齢者

づくりということでは今からいろんな施策をして

いかないといけないんだろうなと私自身も思っと

るんですけれども、この非課税世帯というのを外

して助成ということは考えられないのか、お尋ね

をいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 ただいまのご質問の件であ

りますけども、この西予市はり、きゅう及びマッ

サージ等施術費助成条例という条例の運用につい

てでありますけども、過去におきましてこれはで

きた経緯がございまして、旧宇和町及び野村町に

て実施されていた当事業について合併協議会にて

協議がなされ、西予市合併時の平成１６年度から

市民の健康の保持及び増進並びに福祉の向上を図

るために満６５歳以上を対象に年１２回を限度と

して施術費用のうち１，０００円を助成するとい

ったのが当初の経緯でございます。その後、それ

から初年度の決算額でありますけども、それが

１，０７５万８，０００円と多額に至った経緯が

ございます。その後、１７年度におきまして事業

の見直しを行うということで、そのときに助成対

象を満６５歳以上の方で非課税の世帯に属する方

のみというふうなことで制度改正をされた経緯が

ございます。したがって、そのときにかなり１，

０００万円以上の経費がかさんだといったことで

最終的には非課税、そのときに行政改革の大綱の

関係もございましたですし、そういった中での見

直しということでそういうふうに非課税をしたと

いうことでございます。 

 今回、他市町の事例からしてこの国民健康保険

事業あたりで適用しとるわけですけども、そうい

った他市町の状況を見て、一応今の現状としては

拡充すべきではないかということで、今回１２回

から２４回ということで回数を増加させていただ

いたということであります。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございます。 

 本当に拡充していただいたことはいいことだな

と思っておりますけれども、先ほども言いました

ように、要するに病院にかかるとなかなか医療費

というのが、先ほど言われた当初の１，０００万

円という金額というのは、本当に病気になったら

幾らかかるかわからないというのが、今度の国保

会計等にいろいろ圧迫する要因にもなると思いま

すんで、今後の検討として、ぜひまたそういうこ

とも視野に入れて考えていただければと思います

んで、よろしくお願いします。 

○議長 １９番兵頭勇君。 

○１９番兵頭勇君 議案第２１号と議案第２３号

の関連になるわけですが、これは上水道の水道料

金の平準化と事業統合についてでありますが、一

言といいますか意見を述べさせていただきまして

おわびもしたいというふうに思っております。 

 水道料金の平準化、統合につきましてはちょう

ど３年越しになると思います。この平準化、統合

が出まして、大変野村の上水道関係者の住民から

絶対反対でありますよという強い要望がありまし

てここまできたというふうに思います。しかしな

がら、今回３月議会にかかるような運びになった

わけでありますが。 

 ちょうど野村の上水道の問題の研究会の役員会

の中で、要望書を出してそれに対する市の回答い

かんによっては賛成もするがというような話も出

まして、先般役員さんが市長のほうに要望書を提

出をされまして、先般その回答がございました。

自分なりにその回答も読ませていただいたわけで

すが、これは自分の考えですが、恐らくは水問題

の研究会、いわゆる野村の給水を受けておる住民
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の方も納得できるであろうというふうに自分は思

います。この最終結論は１１日の、その水問題の

研究会の役員会で決定をするようでありますが、

その間に、この３年間に厳しい意見も出まして、

市長に対する厳しい意見、また部課長さんに対す

る厳しい意見がございました。その中で、大きな

腹といいますか寛大なる措置をしていただきまし

て本日に至ったというふうに思います。 

 自分が思いますことは、ここに野村の住民が、

上水道の給水を受けておる住民がなぜ立ち上がっ

たのかということを自分なりに思いますと、やは

り昭和４２年のあの大干ばつ、南予が砂漠と言わ

れたあのときに、海岸沿いのミカンつくりの農家

の方々、ミカンの木も枯れて、それを見たときに

野村の住民が、そのときには肱川の水を止水をし

ておりました。しかしながら、その上流に野村ダ

ムができるわけでありますのでそれを許可した、

その人道的な野村の思いであったというふうに自

分は思います。そのような中で、ダムはできたが

いろいろな野村の条件といいますか要望等も忘れ

られて、野村のおかげよと口では言われますが、

野村の要望、いわゆる水がめにしておりました桂

川ダムも、夏は毎年のように水がかれてなくな

る、またダム下流の河川はヨシ草で生い茂ってマ

ムシやタヌキやハクビシンの巣になっておるとい

うような状況の中で、あれを何とかしてください

ということは再々申し上げておったと思います

が、しかしながら上へ通じなんだといいますか、

ここまで置き去りになったのが一つの野村の反発

の原因であったと思います。 

 そのような中で、長くなりますが、これでやめ

ますが、要望書の５つの要望を、ひとつきちんと

市も守っていただき、二度とそういうことのない

ように、野村が反発することのないように、これ

だけははっきりとお願いをしておったらというふ

うに思います。勝手な物の考えしますが、よろし

くお願いをいたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 兵頭勇議員の議案の２１、２２号の

絡みについて、私のほうからも回答をさせていた

だきたいし私の思いも伝えたいと、このように思

っております。 

 今回の西予市の４上水道会計の統合と平準化、

あるいは水道料金の改定につきまして、私どもは

重要なものだという、将来的にわたって重要なこ

とであるという考えのもとで提案をし続けてまい

りました。あくまでもまず最初に、この市民の検

討会をいただいて、その答申に基づいて私どもは

地域の説明に行ったということでございます。 

 その中で、やはり野村の方々から、この問題に

ついては反対の意見等々も研究会をつくられて私

どもにご提示をされました。私たちもこの問題に

ついては耳を傾けてきたつもりではあります。し

たがって、今回まで３年にわたってここまでいろ

いろご説明をしながらやってきたという背景がご

ざいます。それはあくまでも皆さんに対する、耳

を傾けながらここまでやってきたことでありまし

て、即１年目に結論を導いてきたということでは

ありません。 

 したがって、私どもの姿勢としては耳を傾けて

傾けて、中には修正すべきものは修正して、まず

最初、大きな修正としては料金の格差の是正も少

しずつ緩和をした。基本料金だけ基本的には統一

をするという考えのもとでやらさせていただきま

した。あるいは、一般的に水道料金というものは

公営企業会計でありますので、一般会計から一般

的には税を使わない、基本的にはです。したがっ

て、皆さんからの水道料金に基づいてそれを進め

ていくというのが公営企業会計の正しい進め方で

ございますから、そのことを旨にしてやってまい

りましたけれども、将来にわたって、今のままで

は水道料金が大変な状態になるということも含め

まして、まず内部留保金のことを含めて考えます

と、施設をするに当たって、資本的な部分につい

て一般会計から議会でお願いをして投入をすると

いうことを今回決めさせて、お願いをしたところ

でもございます。 

 そういうことを一歩一歩、皆さんのご意見を聞

きながらここまでこらせてきていただいたところ

でございまして、先般水道問題研究会のほうから

５つの要件に基づいた要望書が出てまいりまし

た。私どももしっかりこの問題については精査を

して、内部の中でもこの問題を、市だけではなし

に市以外のところでも絡みがありますので、そう

いうことを含めながら検討した結果、今ご提案を

しておる回答をさせていただいたところでもござ

いまして、この問題についてはある程度納得を、

今兵頭勇議員のほうからも言っていただきました

けれども、納得いく内容になっておるんではなか

ろうかなと私どもも思っております。 
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 私どもは、あくまでもこれは将来にわたって、

今の現状やなしに将来にわたっての４水道の会計

の必要性をずっと訴えてきたところでありまし

て、その過程、そして今回結論を導いていくよう

になったことに対してはいろいろな方々のご理解

とご協力によるものでありまして、心から感謝を

申し上げまして私の回答といたします。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、議案第３２号「西予市

木質ペレット製造施設の指定管理者の指定につい

て」から議案第３５号「西予市営土地改良事業の

施行について」までの４件を一括議題といたしま

す。 

 これより本案４件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 議案第３３号の中の管理に

ついてお願いがございますので、お願いをしたい

なと思っております。 

 この指定管理者に対して反対するわけではあり

ませんので、そのことだけまずご了承を願いたい

と思いますが。これは、猟友会からこの施設に持

っていって、そこで獣肉を処理してそこで販売し

てくれるという一つの形だろうと思うんです。 

 それと、ただそれだけじゃなくして、猟友会の

会員が持っていってそこで処理をしてくれないと

個人が販売することができない、ここで処理する

から販売ができるという点があるんです。だか

ら、そこで全部獣肉を買ってくれるというんでは

なしに、そのような個人が販売するのであるなら

ば処理費を取って、個人に返して個人が販売する

という、そういう方向づけもしてほしいと思いま

す。時間がかかるとこから猟友会が射殺をしたも

のを持ってきたときには、まずそれを、ほとんど

の分がそこで採用されない、それが今の現実であ

ろうと思います。だから、猟友会の面々がそこで

処理してもらったやつを個人が販売できる、そう

いう体制もとってほしいというのが１点。 

 それからもう一点は、飼育をされたシシという

のが基本的になってそこで処理されてるんではな

いのかなという気もいたします。その辺も含め

て、いろんな運営の管理の方法について考えをし

てほしいかなと思って。要望でございますが、ひ

とつよろしくお願いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 １点目の、個人で持ち込ま

れたものをそこでさばいて、また持って帰って個

人の方が売れるようにできないかということです

が、ちょっと私たちにはなかった発想でして、い

ろんな法的なことも含めて検討課題にさせていた

だいたらと思います。 

 それから、そこでイノシシの子供を育ててそれ

を使ってるというお話ですか。蓄養したものをあ

そこで解体する場合もございます。指定管理者は

自主事業という、いずれにしても指定管理者さん

もお金にならんことには、経営ができんことには

やってもらえる人もなかなかないわけでして、指

定管理者だからあれしちゃいけないこれしちゃい

けないということはないわけです。蓄養してるも

のをそこで解体しても別に構わないんですが、そ

この経理についてはきちっと整理しておくように

というように担当のほうでは指示しているはずで

す。 

 なぜ蓄養するかという話にも少し触れといたら

と思いますが、年間大体今１００頭弱かそのぐら

い、持ち込みがあって処理してると思いますけ

ど、普通持ち込まれるものだけではコンスタント

な肉は販売できないわけです。そこの販売という

ことになると、相手があって相手との信用取引も

要りますし、継続的に平準的に肉を取引しようと

すると何でもかんでもいいわけじゃなくて、やっ

ぱりそろったものが、相手の注文に従って出して

いけるような姿になっていないといけない。その

ためには出たとこ勝負ではいけないんで、蓄養し

てそれで事業の平準化を図っているというところ

があると思います。蓄養しているイノシシももと

はといえば山のイノシシですのでそれは大きくな

ったという話ですが、餌とかは全部自分で構えら

れて、自分で蓄養されているものを解体してると

いうことですから。このことについては、我々は

これがとりたてていいこととか悪いこととかとい

うふうには判断しておりません。 

 以上ございます。よろしくお願いします。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 今の答弁で異議はございま

せんが１つだけ、個人が販売できるというたこと

に関しましては、もう猟友会のメンバーが、冷凍
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庫が満杯になって今捕獲をしてもそれを埋めたり

それを処理するのに苦労してるんです。だからそ

れと同時に、販売という獣肉の需要というのは多

いんです。それが個々の管理者じゃないと売れな

いよということになると、本当地域のイノシシの

多いところは四苦八苦してますので、その辺も含

めてよろしくお願いをしたい。答弁は要りませ

ん。 

○議長 ほかにありませんか。 

 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 ただいまの３点の指定管

理者制度についてでございますが、１件だけ３年

になってるんですが、２件は５年で、そして１件

だけ３年になってるんですがどうしてでしょう。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 私、この指定管理者の審査委員会

の委員長をしておりますのでその立場でお答えさ

せていただきますけれども、従来この期間につき

ましては、その審査会の中で、そこへ指定管理期

間をお任せできる期間というのは、できれば５年

間お任せしてじっくり管理をしていただくほうが

いいんじゃないかということで最近５年間という

ことにしておりましたが、先ほどの獣肉施設につ

いては経営のこととか、いろんな今ほど質問もあ

りましたけども市民の皆さんからの意見もあった

りするので、とりあえず３年間指定をして管理を

していただいて、その結果によってまた改めて指

定をしたいというような意向がございまして３年

にいたしました。 

 以上であります。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第３６号「平成２

５年度西予市病院事業会計資本金の額の減少につ

いて」及び議案第３７号「平成２５年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計資本金の額の減少に

ついて」の２件を一括議題といたします。 

 これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第５１号「平成２

６年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 当初予算ですのでいろいろあ

るんですけれども、所管外の４項目に、４事業に

対して質問をさせていただきます。 

 まず１点目は、ページ数７０、合併１０周年事

業についてですけれども、今回合併１０周年の記

念事業ということで、新規で１０事業、また継続

で７事業をやられるというふうに今聞いておりま

す。平成２６年度は合併１０周年ですから、どの

事業をやっても合併１０周年事業というふうにや

っていければいいんかなと思うんですけれども、

今までもジオのこととか一般質問等でいろいろあ

りましたように、１０年たってなかなか西予市の

一体感が出てこないとかという市民の皆さんから

のお声とかを聞いたときに、そういうのが、一体

感が出せるような何か事業ができたらいいのかな

と私自身は今までイメージしてて、今回どういう

予算が出るのかなというのは注目しとったんです

けれども、今回この中でも市民と提案事業補助金

交付事業ということで５００万円ほど、提案に対

してまた新たなことをされるということでいいこ

とやないかなということとか、例えば俵津文楽が

市内を巡回するとかというのは本当にいいんじゃ

ないかなと思うんですけれども、今後もしその１

年間の中で、継続でもいいですし、この今の事業

でもいいんですけれども、できれば市内が、お互

い交流できるようなやり方というか、そういうふ

うなことをもっと視野に入れて考えていただけな

いのかなというふうに思いますんで、それに対し

ての考え方が１点、もし答弁があればお願いした

いなと思います。 

 ２番目に、ページ数１３４ページ、農業振興費

の農業支援センターのところですけれども、今回

国のほうが減反政策とかもろもろのいろんな農業

政策を切りかえようとしておるんですけれども、

先ほど一般質問の中にも市行政の農業に対する考

え方として、認定農家等への支援等の話も市長の

ほうからありましたが、今市の農業支援センター

というのが、大体そういう減反政策とかというの

を取り仕切っておるのが現状だと思います。だか

ら、ここについとる予算というのは多分その人件

費というか経費だろうなと思うんですけれども、
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前も私言いましたけども、行政としての農業に対

する姿勢というのがどういうところで見られるん

かなというのが、我々農業しとる、兼業農家をし

とる人間でも思うわけです。ですから、この農業

支援センターに、僕らから見ると、言うたら市民

から見るとちょっと丸投げしとるんじゃないか的

なイメージがあるんですけれども、行政としてこ

の支援センターへのかかわりをどのようにされて

いるのかというのを１点、お伺いをしたいなと思

っております。 

 それから３点目に、１５２ページ、水産業振興

費のところですけども、いろんな水産業に対する

支援とか補助金とかというのがあるんですが、養

殖関係とか、今回も共済の補助とかもろもろある

んですが、今水産業でも、例えばお魚をとる漁師

さんとか今魚がとれないとれないというて、釣り

が好きな人でもよく言われてますけども、水温の

変化で漁場が変わったとかということで、要する

に漁をなりわいにしている人に対しての支援がな

かなか薄いんじゃないかというふうに、この第１

次産業の農林水産業が全ての西予市の中で、いろ

んな補助的なことはあるんですが、漁師さんに対

する支援がどういうふうに、自然のもんですから

なかなか共済というわけにはいかんのでしょうけ

ども、例えば油代を補助してあげるとかという方

向づけは何かないのかなというふうに、今これは

単純に市民の皆さんのいろんな声を聞きながら思

っとるんですけども、そういうもしお考えがあれ

ば、ここでお聞かせ願いたいなと思っておりま

す。 

 もう一点、４点目、最後ですけども２２６ペー

ジ、宇和体育館の耐震診断に予算がついておりま

すけれども、これは耐震診断をして、その後補強

が必要であれば多分補強するというふうに説明を

受けたと思うんですけれども、これも当初から市

民のいろんな声を聞いてみると、あの体育館何と

かならんのかなと、特に利用者の人、体育館を利

用される人、今までも電球がどうのこうのでよく

切れるとか、体育館の床は張りかえたりはしまし

たけども雨漏りがするとか、もうかなり体育館に

ついてはいろんなことが、今まで補修とか修繕を

してきたと思います。そして、今回ちょうど１０

周年ということもあり、また２０２０年のえひめ

国体があるということもありますし、市長が掲げ

られとる西予市スポーツ立市というのもあります

んで、ぜひこの中心の、特に国体会場の下である

体育館を耐震診断されて、もしあれやったら僕ら

は建てかえをぜひ検討していただきたいなと。こ

れは僕だけじゃなくて市民がそういうふうに以前

から声を聞かせてもらってるという中で、今回ち

ょうど１０周年の年でもありますんで、お考えを

お聞かせ願えたらと思って質問させていただきま

した。 

 以上４点、お願いいたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、最初の合

併１０周年の関係で、市内の市民が交流できるよ

うな事業はということなんですが、その合併１０

周年の記念事業としての１０事業は説明をお示し

して、事業の中で一つの事業として１０事業を挙

げておりますのでその辺がありますが、それ以外

に７事業あります。 

 この７事業を紹介させてもらいますと、１つは

ことし立ち上げております、２６年度から１年間

やっていこうとしておりますせいよ部マネージャ

ー事業でございます。西予市をアピールしていく

事業でございます。 

 それと、合併１０周年記念、西予ジオ環境フォ

ーラムというのが拡大版ということで、例年実施

しております環境フォーラムの１０周年記念の拡

大版として、市民の環境に対する意識向上と西予

市の日本ジオパーク認定１０周年に伴う西予大地

公園についてのフォーラムを開始するという事業

でございます。 

 それから、合併１０周年記念健康づくり計画２

０１４、元気だ！せいよひろば、これも健康づく

り計画１０年目、食育計画も６年目の達成年度を

迎えておりまして、両計画の集大成と合併１０周

年記念をコラボさせて、市民が主役の健康づくり

をやっていこうという事業でございます。 

 それから、雑巾がけレースＺ－１グランプリｉ

ｎうわの分なんですが、これは今度１０周年記念

として、この記録をギネスに認定してもらおうで

はないかというような拡大版でございます。 

 それから、西予森林資源活用プロジェクト西予

１０周年記念イベントオフセットプロジェクトと

いう事業を計画しておりますが、合併１０周年記

念で行われる主なイベントの表示物や印刷物にオ

フセットＣＯ２の削減をしていることなどを宣伝

しながら、オフセットクレジットの販売をやって
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いこうという事業でございます。 

 それと、西予市合併１０周年記念スペシャル

で、独身者交流会事業というのを今回計画をして

おります。西予市合併１０周年記念事業として従

来のイベントを拡大した１００人規模の交流イベ

ントを開催し、魅力ある西予市のＰＲと独身男女

の幅広い交流を図ることを西予市全体、ぜひ該当

される方は手を挙げていただきたいと思います

が、そういう事業をやっております。 

 それと、市史編さん発刊事業、今教育委員会の

ほうでやっておりますけれども、合併前の旧町の

町史を並列的に統合するとともに、西予市発足後

の行政、産業、文化、教育の資料を収集し、市史

として後世に伝える事業、こういうのを計画して

おります。このことによりまして、また議員の言

われるような市内の交流が盛んに、活発になれば

ということを願っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、私のほうから残り３つに

ついて回答させていただきますが、まず農業支援

センターの関係でございます。 

 ここの農業支援センターは、行政と農業団体と

が一緒になって支援センターを組織させていただ

いておるわけでございますが、特にここでやって

いただいておるのは、いわゆる転作の絡み、ある

いは農地の流動化の関係をここに大きくやってい

ただいて、職員も１名派遣をしておるというよう

なとこです。 

 まず、転作の関係で言いますと、本来農協の組

合長のほうがその会長をやっていただいたらいい

わけでありますが、といいますのは、転作等々や

米の問題については農業者が主体的に取り組むと

いう時代の流れに変わりました。全国の中の事例

を見ても、農協が中心となって会を組織されてお

るところが多うございますが、うちの場合は今ま

で市のほうが指導をしておったということで、何

とか市のほうが、市長のほうで持ってもらってと

いうことがあって、私のほうが形では会長を務め

ておるところでございますが。 

 ごらんのとおり、もう今回の農政の大転換で方

向性が国のほうもがらっと変えてくるような流れ

になっております。その中で、いわゆる経営所得

の安定対策等々をどうしていくかというような問

題にぶち当たるわけでありますが、これについて

は今後とも市も相当な支援をしながら、農家の経

営安定っていうのは大事でございますからやって

いく必要があるんではなかろうかなと思っており

ますが、中心は農協に移していきたいなという感

じはあります。ただここが、支援センターがそれ

を持つことは今後変わらんのではなかろうかな

と、このように思っております。 

 農地の流動化につきましては、農協自身が実は

流動化をできる資格を持っておられますので、そ

れに基づいて農地の流動化を進めておるわけでご

ざいますけれども、今度の農政の大転換は農地の

中間管理機構がつくるということでございまし

て、農地の中間管理機構は県の段階でつくられま

す。しかし、現実的に動くのは県が一々地域へ来

て動かすわけではありません。したがって、市の

役割が非常に重要になってくるのが農地の流動化

中間管理機構のかかわりであります。これらにつ

きましては、いろいろ日本の農政の大転換の中で

面積を拡大をして所得を上げていこうというのが

大きな考え方でございまして、それはそれなり

に、私どもも農地の利用権設定等々についてやっ

ていく必要があるのかなと、このように思ってお

りまして、決して丸投げしておるわけではありま

せん。中心的にやらさせていただいておるところ

でございます。 

 水産業の振興の関係につきましては、今まで私

はちょっと禁じ手だという意識で、共済につきま

しては今までやっておりませんでした。といいま

すのは、農業関係は当然ながら共済ですから、自

分の田んぼですから、自分の生産に対する田んぼ

で、当然ながら災害等における予防的な措置とし

て共済に入るというのは当然でございますから。

そこまで踏み込んでなかったということでござい

ますが、今の水産業全体を見てもそのリスクが非

常に高いということで、共済の一部をご支援する

ことによって水産業の元気づけになればなという

ことで、今回踏み切らしていただいたところでも

あります。 

 また、今の宇和海水産構想のこと、宇和海沿岸

の、それぞれ愛媛県あるいは高知県の一部もひっ

くるめてやらさせていただいておるところでござ

いますが、これもこの構想自身がまだ現的に動い

て、討論はしよりますけども、現的なとこにまで

は来てないというのは現実であります。これには

非常に多額の経費等も係るだろうし、国等の支援
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もお願いをしないといけないとこでございます

が。ただ、豊かな宇和海を再生したいと、そして

そこから豊かな漁業を、できる状態をしたいとい

うのが宇和海水産構想でございますから、これは

西予市としてもその中に一緒にやっていく必要が

あるのかなと、このように思っておるところでご

ざいます。 

 宇和町体育館の関係でございますが、ことしは

耐震化についての調査をするということで予算化

をさせていただいておるところでございます。今

までも議員ご指摘のとおり、雨漏り等々があって

雨漏りを直したり、あるいは上からつらくる電

球、電灯、それが一々上に組まないと大変なん

で、よく切れてそのままほたっとるというような

ことがあったりいたしまして、上からつらくった

やつをずっとおりてくらしてくっつける方式にか

えさせていただいて明るくなっておるんではない

かなと、即応性はできたんではないかなと思って

おります。 

 あとは、ご案内のとおり体育館が非常に古うご

ざいます。そういうことで、いつの時期かにはこ

れはやりかえないけん時期は来るんではなかろう

かなというのは思っておりますが、まずは多額な

経費を今から国体に向けてほかのところにかけて

いきますので、次期の対策ということでご理解を

いただいたらと、このように思っておるところで

ございます。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 非常に丁寧にお答えいただい

て大変にありがとうございます。 

 何点か再質問というか要望も含めてですけれど

も、１点目の合併１０周年の事業の、先ほど言い

ました市民の交流ということに関しまして、私党

のほうで党員会というのを毎月持っとりまして、

そういう中で先日も役員会をしてましたら、ジオ

いうて結局なんぞらというふうなことが、市民の

皆さんからいろいろ出てくるわけですよ。例えば

宇和の人が須崎のあの地層のことも知らない、三

瓶の人が大野ヶ原のこととか城川のほうのことも

知らないというふうなことで、一回行ってみない

かんなあとかという話をその党員会の中でしたん

ですけども。今回ちょうど１０周年ということも

あり、またジオが認定を受けて１周年ということ

も今度はかかりますんで、できたら市内のジオツ

アー、三瓶から、例えば城川、大野ヶ原にバスを

走らすみたいな、日帰りの、そんなんもちょこち

ょこやってもらえたら、市民の人にとにかく西予

市内のことを知ってもらうということが僕は一番

大事じゃと思いますんで、そういうのも１０周年

の機会についでというたら失礼なんですけども、

ちょっとそこへ入れ込んでもらうような事業がで

きるとありがたいなと思って質問をさせていただ

きました。 

 ２つ目に、市長に今答えいただいた農業の件な

んですけども、その中で先ほど言われた土地の流

動化の問題。私も去年１２月に農水省の担当の方

と１時間半ぐらいレクチャーを受けて、今度どう

なるんですかみたいな話をしたんですけども、そ

れを聞いたときに、今言われたように県がつくる

中間管理機構、ここから市に来るわけですから市

の役割が本当に非常に大きいと。今までは、僕は

感じ取ったのは農協任せみたいなところがあっ

て、農協につき合いのある人とか認定農家とかと

いうのは情報も入るしすぐ新たなことが取り組め

るけども、それ以外の兼業農家、中途半端な兼業

農家にはなかなか情報さえも来ないというのが、

今までの数年の僕は現状やったように思います。

ですから、今回はその地域で集積化をして、担い

手というかやる気のある農業者に任すみたいな話

になると思いますんで、僕は宇和の田んぼを守る

ためには本当に必要なことやないかなと思うんで

すよ。それを行政がしっかり中心になってやって

いただきたいという思いで今回これも質問させて

いただきましたんで。今市長の答弁いただきまし

たんで、信じて待っとりますんで、ぜひよろしく

お願いしたいと思っております。 

 ３点目の、最後に体育館ですけども、これはこ

こ近年周辺の市が新しい体育館を全部つくりまし

て立派になっとりますんで、残るは宇和だけかな

というのが周辺のスポーツ関係者の方も言われて

おりますんで、ぜひ近いうちに実現できるように

お願いをしたいと思います。 

 以上です。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の最初の再質問でござい

ますが、ジオの関係につきましてはジオ元年、こ

れからいろんなイベントなり事業を展開していこ

うと思っておりますので、今議員のご意見を参考

にさせていただけたらと思います。 

 以上、答弁といたします。 
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○議長 ほかにありませんか。 

 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 予算の関係で、私総務委員

の委員でございますので若干所管に触れるかもし

れませんが、予算全体に影響することなのでその

視点でご答弁をいただければと思います。 

 いよいよ４月１日から消費税が５から８％にア

ップするわけですが、市の当初予算も当然８％で

計算をされておると思っております。そこで、１

つお伺いしたいんですが、今回消費税が３％アッ

プすることによって、西予市全体で一体１年間に

どれぐらいな金額を負担することになるのか、行

政は、これを試算されておるかどうかをお伺いし

たいと思います。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 今のご質問にお答えします。 

 西予市全体といわれる歳出の面での消費税アッ

プに伴う経費の増額という捉え方でよろしいでし

ょうか。 

○議長 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 これから、我々市民は１年

間いろんなものを購入しますよね。それに当然

３％アップの８％で支払いをしていくわけですよ

ね。それで、いろんな分野で皆さん買い物された

り家を建てられたりして消費税を払われます。こ

の１年間、西予市でそういう消費財に係る消費合

計っていうのは幾らになるかという試算です。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 数字的に大きいので、財政課と

してもですが市としても、市内全体の消費税３％

アップに伴います増額する経費についてはまだ全

然捉えておりません。 

○議長 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 財政課がそういう状態です

ので、恐らく市民の方々も３％アップっていうの

は皆さんイメージ的にわかるんですが、じゃあ具

体的に現実問題としてどれぐらいな金額になるか

わかって今回の消費税アップに賛成された方はな

いんじゃないかなと、私は非常に心配してるんで

すが。これは計算、私はしてみたんです。これが

正しいかどうかっていうのは私も若干自信がない

とこありますので、きょう公表していいかどうか

非常にちゅうちょするとこもあるんですが、ぜひ

後日試算をしていただければわかると思うんです

が、西予市で１年間消費した場合に、私の計算で

は１８億円前後になると思います。国は、１％消

費税を今回上げることによって２．５兆円の税収

を見込んでおります。３％で約７．５兆円の税収

を国は見込まれておりまして、当然そのものは国

民が支出をするということになると思います。西

予市の金額が約１６億円、単年度で。来年さらに

２％アップが予定されております。そうすると、

さらに１２億円アップするということになります

と、これから２年後に消費税で西予市民は約３０

億円負担をすることになるんじゃないかなと私は

思っております。 

 そうしましたら、今西予市の２６年当初予算の

一般会計の中の税収、市税、合計約３０億円で

す。２年後に消費税で３０億円ということは、２

年後に西予市民は今の税負担の倍額を実質払うこ

とになるんじゃないかなということで、これは大

変な額に私はなるということを非常に今心配をい

たしております。今回、予算書の中にもこういう

急激な変化を措置するために臨時福祉給付事業で

すとか子育て世帯臨時特例給付金、合わせて２億

７，１００万円予算化されておりますが、これ先

日確認しますと、これはあくまでも単年度予算と

言われました。ということは、２年度以降はない

という考え方になるんですが、これだけの激変と

いうものに対して、本当に私西予市というのは大

変なことになるんじゃないかというふうに思って

おりますが、三好市長、このことに関していか

が、ご感想をお聞かせいただければと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 消費税の問題については、確かに私

どもも十分考えていかなくてはいけない問題でご

ざいますが、ちょっと問題が大き過ぎましてどう

答えていいのかっていうのは戸惑いながら今聞い

ておりましたけども。消費税という、例えば３％

アップ、あるいは５％アップという、その負担の

視点から捉えたら確かにそういう数字も出てくる

こともありましょう。しかし、なぜ消費税を上げ

るかという観点から捉えますと、今度はそのメリ

ットが、社会資本、社会保障の面でいろいろなと

ころで手厚くしようという、本来の考え方から基

づきますとその辺にお金が回ってくる。だから、

そこのお金が回ることによって、例えば西予市な

んかの場合では介護の面でもそこにお金が落ちる

ことによって雇用も生まれることもありましょう

し、そういう別の、消費税を上げることによって
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社会保障の充実等々から考えると、また別のこと

が、富が生まれてくると、私はそのように思いま

す。だから、負担のところだけ考えると非常に重

く感じますけれども、それ以外の、今私どもは社

会保障、医療でも介護でも、そういうものが手厚

くなる社会をつくらなくてはなりません。また、

年金問題もあります。そういう社会を今からつく

っていくんだという、別の観点から見ると消費税

は非常に効率が、私どもが今の世代に、将来の負

担を残さないためにも今の世代からやっておく必

要があると、そのように別の角度から考えており

ます。 

○議長 １２番元親孝志君。 

 元親君に申し上げます。質疑は大綱の質疑のみ

にお願いいたします。 

○１２番元親孝志君 大綱じゃないでしょうか、

これ。 

 今市長の答弁、市長が言われるとおりにこの消

費税が運用されれば私はそれはそれなりの成果が

あると思うんですが、果たして今の消費税ってい

うのは、先ほども３％実際に払っていくのに、じ

ゃあどれぐらいの金額になるか、これすらわから

ない非常に不透明なものだと私思うんです。今回

消費税アップに関して、民主党政権は将来の福祉

を支えるために、いえば目的税的な増税をお願い

したいという話であったと思うんですが、今年度

当初予算を見ましても、例えば国民健康保険、市

が約５億円一般会計から繰り入れしますよね。本

来消費税が上がったんであればこういったものも

ある程度解決するのが、当初の目的である社会保

障に回すための消費税アップという理屈がつなが

ると思うんですが、どうも消費税の理屈は非常に

うまく説明されますけれども実態っていうものが

果たしてそれについていくかいかないか、その透

明性というものを我々どこでチェックできるかっ

ていうのが、この消費税という非常にまやかし的

な税ではないかなという危機感を私は持っており

ますので、最後にしますが市長、その点間違いな

く社会保障的のものにこの消費税は回っていくの

かどうか再確認をいたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 今の点につきましては、恐らく今後

県や国のほうからその方策は出てくると私は思っ

ております。といいますのは、消費税アップに対

して、地方消費税としてこれぐらいの割合を出し

ますよというようなことが決められております。

それはまだ表に出ておりません。したがって、こ

れが算定をされて出てくると、私はそのように確

信をしております。 

 以上です。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 消費税アップに伴う社会保障費

の経費充当ということだと思うんですけど、今回

の、平成２６年度の西予市の当初予算の中に消費

税、地方消費税のアップ部分が５，１００万円余

り増額を予算計上しております。この分の事業の

宛先なんですけど、今回の社会保障の制度の確立

を図るための改革の推進に関する法律に基づいた

制度改正に伴います経費の充当としまして、今言

われる国民健康保険特別会計への繰り出し事業、

それから後期高齢者医療特別会計繰り出し事業等

に今の一部を充当しております。 

 以上です。 

○議長 １７番岡山清秋君。 

○１７番岡山清秋君 私は気が小さいもんですか

ら小さなことしか質問できませんが。 

 まず何点かお願いしますが、１つは、この中に

財産区議員の選挙がどっかにあったと思うんです

けれども、今回は城川のみのようですけれども、

今財産区議員、西予市内あるわけですけども、こ

れらの選挙については、任期についてはどのよう

になっておるのか。そして、これはできるだけ統

合といいますか、一緒に任期をするようなすり合

わせをやっておられるのかおられないのか、ない

のならばなぜしないのか、それが１点と。 

 社会福祉の中で、生活福祉バス、生活交通路線

巡回バス、温泉バスというのもこれに入るのかも

しれませんけれども、等々のバスが西予市内に走

っております。これは以前にも質問の中にあった

と思うんですけれども、できるならばせめてバス

の色だけでも、お年寄りがさっとわかるような色

にでもしてくれないかというようなことも言って

おられました。そして、できればまとめたバス

で、いろんなバスじゃなくてできる限りまとめた

バスにしていただきたいというようなことも言っ

ておりましたけれども、部長さんも検討してみま

すとは言われたんですけれどもその後どうなって

いるのか、どのような方向づけになっているの

か、検討されているのかお聞かせただきたい。 

 それから、これも福祉関係ですけれども、生活
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保護費というのがまた今回もやっていただいてお

りますけれども、大変結構な保護をしていただい

てるわけですけれども、今この件については他市

においてもさまざまなトラブったようなことが報

道されておりますけれども、この西予市において

はないとは思いますけれども、そこら辺の対応策

というのもとっておられるのか、おられるのなら

ばどのような形でやっておられるのか。また、同

じような意見ですけれども、予防費というのも中

にありまして、予防接種事業ですか、この事業も

あるんですけれども、これらも前段と同じよう

な、他市においてはいろいろなトラブったことを

言われております。このようなことについて、こ

の本市としてはどのようにお考え、対応されてい

るのか聞かせていただきたい。 

○議長 宗総務課長。 

○宗総務課長 失礼します。 

 岡山議員第１点目の財産区議員の任期のことで

ございますけれども、新年度予算に計上しており

ますのが城川の財産区の選挙に関する経費でござ

います。任期は平成２７年３月１５日が任期満了

というふうになっておりますが、他の財産区につ

きましては、後ほどお知らせをしたいというふう

に思っております。よろしくお願いします。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 岡山議員１点目の財産区議員の後

段の部分は、財産区ごとに１つにできないのかと

いうようなご趣旨の質問だったんですか。 

○議長 １７番岡山清秋君。 

○１７番岡山清秋君 １つじゃなくて、その選挙

そのもの、任期そのものを一定、１つにできない

かと、１つの任期にできないかということなんで

す。ばらばらでしょ、今任期が。 

  （九鬼副市長「市内が」と呼ぶ） 

 城川の任期が。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 この財産区というのは特別地方公

共団体になっておりまして、それぞれの財産区で

自治法に基づいて設置条例が決められております

ので、市の意向等々でそれを一旦解散して１つに

するとか任期を合わすとかというようなことは、

法律上できません。よろしいでしょうか。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうから、バスの巡回

バス、福祉バスと生活交通バスとか、そういうと

この区分けがわかりやすくならないかということ

でございますが、確かに同じような色とか、前に

はちゃんと小さいので書いてありはするんです

が、言われるようなとこもあると思います。 

 今そういう見直しを、全体的な見直しもやって

おりますので、その辺も参考にさせてもらいなが

ら検討させていただいたらと思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、私のほうから、

まず生活保護の関係についてお答えしたいと思い

ます。 

 議員おっしゃりますように、他市、他県につい

ては支給費について不正があったとかというふう

な報道がされてるようでありますけども、西予市

にとりましては、今査察指導員が１名、ケースワ

ーカー４名ということでチームワークをとって保

護費事務の執行をいたしておりますので、そうい

った懸案な事項はございません。 

 それからもう一点、予防接種の関係であります

けども、議員のほうからも一回紹介がありました

けども、それは幸い他市のほうの事例でございま

したので、そういうことも含めまして、予防接種

自体についてはそういった目的だとかそういった

部分での声のほうは、私のほうに今入っておりま

せんので、うまくいっているものと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長 ９番松山清君。 

○９番松山清君 来月からいよいよ消費税が上が

りまして、これによる影響がいろいろと出てくる

んじゃないかということを私は心配しておるわけ

ですけども、そういう中で３款１項１０目の臨時

福祉給付費支給事業２億２，８００万円と、３款

２項７目で子育て世帯臨時特例給付金支給事業と

いうのがあるというようなことでございましたけ

ども、この影響というんでしょうか、対象がどう

いうところがということをご質問したいと思いま

す。 

 それは、説明の中では大体１万７，０００人が

西予市で対象になりまして１万円、あと９，８０

０人がさらに加算分の５，０００円あるというこ

とと、４，０００人の方が子育ての特例給付支給

事業というのの対象になるということであります

が、実際に、例えば４人家族で、夫婦２人子供２

人でこの対象になる方というのは幾らもらうのか
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ということがわからないんですけども。これは、

国は今この間説明があったような形で説明してお

りますが、例えば４人家族だったら４倍のお金を

もらえるのか、つまり１万円掛ける４で４万円と

加算の５，０００円も４倍、子育ての分も４，０

００人の中の４倍という、合計額になりますとか

なりの金額がもらえるんじゃないかと思います

し、例えば世帯というのではないと思いますが、

説明は人ということでしたので世帯じゃないと思

いますけども、そういうことで、一つのモデル家

庭で全部これ対象になった場合、低所得者という

ふうなことでありますが、これは非課税世帯とい

う意味なのか。そういったことを具体的に、一つ

のモデルケースで構いませんので、４人家族で構

いませんので実際幾らぐらいこれが支給されるの

か尋ねております。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 今ほどの松山議員からのご

質疑の件ですけども、まず臨時福祉給付金でござ

いますけども、これにつきましては対象者という

ことで捉えていきますと、平成２６年度分の市町

村民税、均等割が課税されてない方が対象となっ

ております。ですから、世帯単位ではなくて１人

当たりというふうなことで捉えていただいたら結

構だというふうに思っております。 

 ただし、ご自身が扶養をされていないというふ

うなことが前提条件となります。例えば、息子さ

んのほうに扶養世帯となっておるといったふうな

ことになってればそれは対象外というふうになっ

ています。生活保護の支給者ももちろん対象外と

いうことになります。さらに、先ほどのこの分に

ついては１人当たり１万円というふうなことで、

１人当たり１万円の支給ということになります。

その上に、さらにその方が老齢基礎年金、障害基

礎年金、遺族基礎年金の受給者、そういった方に

つきましてはさらに５，０００円が上乗せされる

ということで最大１万５，０００円の、１人当た

りですけれども支給がされるというふうなことに

なっております。 

 それから、子育て世代での臨時福祉給付金です

けども、これにつきましては対象者が、いわゆる

児童手当、今現在ゼロから３歳児までの方が１万

５，０００円、３歳児から小学生までが、これは

２人目、３人目というふうなことになりますけど

も２人目までが１万円、３人目以降が１万５，０

００円、それから中学生まで、いわゆる小学生か

ら中学生までについては１万円ということでの金

額、今児童手当がそういうふうに支給されており

ますけども、こういった児童手当と支給対象者が

対象というふうなことになります。ですから、こ

こにも１人当たりということで支給されます。 

 以上です。 

○議長 ９番松山清君。 

○９番松山清君 そうすると、今私の質問の中で

勘違いがあったんですけど、４，０００人いった

子供の対象の、その子供に対する人数というご説

明だったと思いますが、１万円というのは、臨時

福祉給付金のほうは１万円で扶養されてないとい

う今ご説明があったので、扶養されてないという

ことは世帯主みたいなイメージだと思うんですけ

ども、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 先ほどの臨時福祉給付金の

ほうの１万円の方ですけども、いわゆる非課税世

帯というふうに捉えていいと思いますけども、そ

ういった方がたまたま所得税法上息子さんの扶養

に入ってると、そういった方は対象外となります

ので０円になります。そういう特例がございます

ので今説明申し上げました。 

 以上です。 

 ですから、その非課税世帯であれば１万円はも

らえるわけですけど、たまたまその方が所得税法

上の扶養者ということでなっておればそれは支給

対象になりますよという特例はあるわけですの

で、そこら辺はふるいにかかるというふうなこと

であります。 

○議長 ９番松山清君。 

○９番松山清君 非常に理解できなくて、最後に

もう一回聞かせていただきますけども、そうなる

と、例えば４人家族だったら４万円もらえる場合

もあるということですよね。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 １人当たりということでご

ざいますので、当然非課税というふうな、世帯の

中に非課税の方がお一人ふえとる場合は当然２万

円というふうなことに、都合２万円というふうな

ことに。４人おったら４万円になりますけども。

１人当たりということでご理解いただけたらと思

います。 

○議長 ほかにありませんか。 
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 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 ２点ばかり質問をさせてい

ただきたいと思っております。 

 １点目につきましては、認定農業者補助につい

て。これ昨年度から始められてると思います。基

本的には３年計画であろうと思いますけれども、

一番最初にまずこれ、この補助金で充足してるの

かしてないのかということをお聞きしたい。それ

は、どうしてこういうことを聞くかといいます

と、これ城川町が主体になりますけれども、認定

農業者の年齢がもう６０を過ぎて７０近くなった

高年齢になってる。それでこれを、またそこの中

で後継者をいかにつくるかということの難しさの

中に直面してるということなんですよ。だから、

その辺についてまず１点、充足してるのかどうか

ということをお願いをしたい。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 要するに予算が足りてるか

どうかということだと思いますけども、２５年度

の例を挙げますと予算額が２，０００万円でし

た。決算額はほぼ２，０００万円、１，９９４万

８，０００円で少し余ってますが。それに対する

申請があった補助額は３，３１８万円でした。人

数でいうと７０名の方が申請されて５１人の方に

補助をお渡しすることができたということです。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 後から申しますけども、城

川町では通知をしたその日にあとは足りませんと

いうような形が出てきたと。これもう３年計画で

しょうが、恐らくそうだと思うんですが、そこの

中できちっと流れればいいんですけども、これか

らあとの認定農業者についての継続というのはど

のように考えられているのかということをお聞き

したい。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 今の認定農業者の制度の関係でござ

いますが、これは先ほどの一般質問等々にも述べ

させていただきましたけれども、西予市初で、全

国の中でも珍しい、市単独では珍しい制度である

ということの、まずご理解をいただきたいと思い

ます。したがって、市の予算単位でいいますと

２，０００万円という、単年度では非常に大きな

額だと私は思っております。できたらまず３年間

をやりたいということで今進めさせていただいて

おりますけれども、それぞれの地域地域の事情を

踏まえながら、１つのところだけで固まらないよ

うに配分は考えながら今やっておるところでもご

ざいます。したがって、これをうまく利用いただ

いて認定農業者、特に後継者になりたい方々に傾

斜的にやっていきたいなという考えでございま

す。金額は多いにこしたことはございませんけ

ど、今限度的なところで考えてそれぐらいだとい

うことで思っておるところでございます。 

 以上です。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 ありがとうございます。 

 これ、基本的に本当に山間地においてはそうい

う後継者づくりにも苦労しておりますし、生産組

合の年齢層ももう何年もつかというのが今の現状

でございます。今市長が答弁していただきました

ように、本当に西予市単独の事業でありますの

で、いろんな制約もあろうと思いますけれども、

山間地がきちっと成り立つまでひとつご支援を賜

りたくお願いを申し上げたいと思います。 

 それと、もう一点あります。 

 これは城川町のことですけれども、城川町に優

遇してもらったんかなと思ってるんですけども、

我が村は美しくっていう基金がございます。その

基金を繰り出しながら、城川町のもともとある花

いっぱい運動、その地域の環境を守る、そういう

ことを委託をしながら整備していただいておりま

す。 

 何でここで言いますかといったら、ジオパーク

の推進事業というのが出てきましたのであえて申

し上げますけれども、基本的にこの基金が今年度

で枯渇するんです。あと若干残るっていうのが目

いっぱいかなと思っております。城川町で本当に

誇れる事業だと思ってますので、これからジオパ

ークに認定になって、このサイクリングロードも

含めながら、このきれいな国道、県道をどのよう

にしていくのかということに心配をいたしており

ます。この件につきまして、いろんな地域のこと

でございますけれども、これからどのようにお考

えになっておいでるのかということをお聞きした

いと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、私のほうから答えさせて

いただきますが、我が村を美しくというのは、城

川が旧町時代に始められたすばらしい事業である
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と私どもも思っておりますし、お金が地域の方々

のボランティア意識を高めて沿道沿いが非常に美

しいとこになっておるというのも、この基金のお

かげだと私は思っております。そして、考えのお

かげだと思っております。 

 それが枯渇することに対する今後の対応という

こともご心配されておるということだと思います

が、実はもう一つ、基金というものについて、ま

た私の考えを述べさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、旧町ごとにそれぞれの基金があったやつ

が続いております。これは合併１０周年を機に、

その旧町ごとの基金はなるべく早いうちに使うよ

うにしていきたいなと。そして、なぜそうするか

というと、その基金で旧町意識だけが残って旧町

だけでやるっていうのも、西予市も１０年が続い

て、今後２０年、３０年となる段階で少しずつそ

れをなくするということは大事だと私は思ってお

ります。市としてかわるべき基金をつくっていく

ということが一つのショーじゃなかろうかなと、

そういう考えでおります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 １つの分の中でその流れが

終わったのかなとは思いますけども、その辺ひと

つもう一度お考え願いたいと思いますし、基金と

いうことに関して言いますと、地域振興基金がす

んなりと合併できたのは、これ何でかなと思って

たその目的ということがそこにあったからだろう

と思っております。その辺も考えながらするんで

すけども、合併して１０年で各地域にそれぞれ

の、もう言いたいこと言いますけれども、隠れた

基金運用っていうのがあって、そこに規約があり

ながら運用している部分もあります。これは、そ

の中で無駄になる分に関しては拠出をしてそれぞ

れに市長の言われたように使っていけばいいかな

と思いますけれども、よそに支出をして、そこで

自主運営をしてるとこに関してはいかがなものか

と思いますが、私の考えですのでこのことに対し

ては答弁は要りませんが、そういう方向で城川町

の特性というのを持続させていただきますように

お願いをいたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の梅川議員の意見の中で

隠れた基金というのがありますが、隠れた基金は

一つもありません。いつも決算時に議会にもお示

しして全部出しておりますので、その点つけ加え

をさせていただきます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ほかにありませんか。 

 ２番井関陽一君。 

○２番井関陽一君 済みません。１点だけお聞き

したいんですけども、私の質問のときにも１回言

ったことあるんですが、空き家対策の調査が今年

度行われるということで、その後地図情報システ

ムのほうで管理を行うということなんですが、５

７０万５，０００円の予算がついておりますけど

も、この地図情報システムというのはどういうも

のなのかを教えてもらいたいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 ＧＩＳ――地図情報システ

ムにそれを落とし込んで各課共有して、いろんな

空き家対策、それからＩターン、Ｕターン対策、

そういうのに使えるような形でやっていこうとい

う、そういうシステムでございます。 

○議長 ２番井関陽一君。 

○２番井関陽一君 私勉強不足なんですけども、

そのＧＩＳというのは余りよくわからないんです

けども、その地図情報の中に空き家の危険度と

か、あるいはその空き家が利用できるものとか、

そういう情報まで全て入れることができるんでし

ょうか。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 その辺はこれからの検討課

題ではあるんですが、できるだけわかりやすいシ

ステムにしたいと、そういうふうには考えており

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 予算書２１７ページ、１０款教

育費、６項文化振興費、３目の文化施設運営管理

費、ギャラリーしろかわの管理運営事業について

質疑をいたします。 

 大規模改修ということで軽易な説明があったと

思いますが、その改修内容について説明を求めま

す。 

 もう一点、ギャラリーしろかわもおおよそ築２

０年が経過しようとするような施設だと思いま

す。同じページの需要概要において、宇和文化会

館のほうも、これ修繕費になると思いますが、計
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上されておりますが、こういった老朽化する施

設、修繕費等の軽減はもちろんですが、管理運営

費、毎年かかるいわゆるランニングコストの部

分、こういったものの削減、もっともっと必要に

なると思いますが、それについて説明を求めたい

と思います。 

○議長 内藤教育部長。 

○内藤教育部長 ただいまのご質問についてお答

えをさせていただいたらと思います。 

 ギャラリーしろかわの施設は、議員さんも仰せ

のとおり２０年余りが経過をいたしておりまし

て、至るところにふぐあいが生じてきておりま

す。それで、今回大規模改修を行うものでありま

して、工事費で８，６４０万円、それと工事設計

監理委託料で９７万２，０００円の、合わせまし

て８，７３７万２，０００円を今回計上させてい

ただいております。 

 それで、主なものにつきまして内訳をご説明さ

せていただきますと、空調設備工事につきまして

でございますが、空調機器、それから換気設備等

の工事になりますが、それから電気設備工事、照

明器具改修、ＬＥＤ照明に変更を予定をいたして

おります。それから、建物内の内部工事にタイ

ル、それからカーペット、天井等を予定をいたし

ております。それと、建物の外部工事で外壁、あ

るいは樋、出入り口等、その他の工事を今回計画

をいたしております。 

 ギャラリーしろかわが西予市の代表的な文化施

設でありますので、改修を今回行いますことで来

館者が快適に利用していただけるものと期待をい

たしているところでございます。今回のギャラリ

ーしろかわの大改修につきましては、当面は修繕

等近年やっておりませんでしたので、今回大規模

改修で行いますので当面は修繕等は発生しないも

のと思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第５２号「平成２

６年度西予市授産場特別会計予算」から議案第６

３号「平成２６年度西予市野村介護老人保健施設

事業会計予算」までの１２件を一括議題といたし

ます。 

 これより本案１２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 それでは、議案第５５号の

国保会計についてお伺いをしたいと思います。 

 これにつきましては、先般松山議員、酒井議員

が補正の中で質問をされておりましたが、私は視

点を変えまして、制度上これでいいのかどうかっ

ていう、これは西予市がどうこうではなくて、制

度的な問題につきまして西予市の見解を聞かせて

いただきたいと思います。 

 まず、今の国保会計ですが、全国の市町村が事

業主体となって運用されておりますが、この約

１，７８８事業体があるんですが、そのうちの約

５割は財政的に赤字というふうな状況に陥ってお

ります。どこの自治体も当然の結果として、この

財政のバランスをとるために一般会計からの繰り

入れという処理法をされておりますが、今の健康

保険というのは国保もありますが、それ以外に政

府管掌保険、組合管掌保険、各種共済保険、それ

から船員保険等といろんな事業体があるわけで

す。これを国保だけが一般会計からの繰り入れで

財政補填をするということは、これは本当に制度

的に国全体で見たときに、ほかの、例えば政府管

掌保険なんていうのは不公平があるんじゃないか

なという気がするんですが、まず市の考え方をお

伺いしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 今ほどの国保制度の問題で、それは

ご指摘のとおりだと思います。したがって、どこ

に問題があるかというと、国保に加入される方々

の状態で、これで国保会計をずっと、いわゆる市

町村が持てるかどうかっていう、この制度の対象

者の問題があろうと思います。したがって、この

ところから考えると、その矛盾を少しでも解消す

るために一般会計からどうしても繰り入れをお願

いしないといけんケースが出始めておると、全国

的にそのようになっておると。したがって、早く

県の段階にその制度性をつくっていって、繰り入

れすべきときは国としても県に対してこういうこ

とで繰り入れをしてもいいんだよというようなこ

ともしてもらわないと、これは制度破綻をしつつ

あると私はそのように思っております。 

 以上、答弁とします。 

○議長 １２番元親孝志君。 
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○１２番元親孝志君 それから、２つ目の問題な

んですけども、これは三好部長に以前私提言させ

ていただいたんですが、この国民健康保険ってい

うのは１９６１年、国民皆保険という名のもとに

スタートしております。そのときの国の約束って

いうのは、かかった医療費の４５％を国が負担し

ますということからスタートいたしまして、その

後自民党政権下のもとで、将来高齢化社会になる

んで４５％は厳しいということで３８．５％に下

げられとるんです。ここまでは正式に下げられて

るんですが、その後、言えばなし崩しに、私はこ

の国庫負担割合が低下している、その結果各市町

村が財政的に厳しいんじゃないですかという話を

させていただきました。これは私素人が計算する

んで確かではないとは思っておりますが、２３年

度の厚生労働省の医療費等、それから国の負担

金、これのパーセントを計算しますと３２．５％

ぐらいしか出てこないんです。ですから、国庫負

担割合が低下していることによって各自治体の財

政運営が厳しくなってるという、私は見方するん

ですが、これは今ここで結論出ないと思いますの

で、これちょっと調査をしていただきたいんです

が、ここ５年前とことしとの国庫負担割合が同じ

かどうかということをひとつ確認をしていただき

たいなと思います。 

 それからもう一点なんですが、これもおもしろ

いんですが、共同安定化事業っていうのがありま

すよね。ことし、２６年度西予市を見ますと、拠

出額が６億９，２００万円、それから年度末に調

整して戻ってくる交付金が６億８，０００万円

で、当初から１，２００万円赤字を見込まれてる

予算書になってます。これは、例えば沖縄県の石

垣市で実際にあった話なんですが、２００６年か

ら２０１３年までの市の拠出した合計と交付金の

合計とを差し引きしますとマイナス７億円という

ものが出てきたと。石垣市の国保会計は現在７億

円の赤字というふうなことになっておりまして。

この共同安定化事業っていう趣旨は、これは各都

道府県単位で国保連合会が事業主体になって管理

されておりますが、この目的っていうのは県下の

保険料の平準化を図るということと、それから保

険事業の安定的経営を目指すということになって

おりますが、これが逆に石垣市のように保険財政

を逼迫、圧迫してるっていう現実が今起こってお

ります。西予市において、石垣市のように２００

６年から２０１３年までの拠出と歳入、交付、こ

の差額、一体幾らになってるのか。今すぐに当然

答弁できないと思いますから、調べていただいて

後日ご報告をいただければと、これは参考までに

ですが、お願いをして終わりたいと思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 ただいまの、かなり数字的

な、かなり細かいすみ分けというようなこともご

ざいますので、おっしゃるように即答はできませ

んので、また後日改めまして報告させていただき

たいと思います。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 非常に元親議員、難しい

論点で攻めておりますけども、私は単純明快に市

長にお尋ねいたします。 

 現在税扱いにしてる自治体と徴収金で扱ってる

自治体とがございます。これらを国、そして市長

会、そして県知事会で一本化するような案は現在

進んでおりませんか。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 徴収の仕方で税か保険料かというこ

とですね。その一本化はどうかということですよ

ね。そういう話は一切ありません。 

 以上です。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 非常にいろんな問題の中

で納付率の問題があるんです、この国保保険の運

営については。だから、納付率がだんだんだんだ

ん都会では下がっている、そして田舎はある程度

のパーセンテージは納付率が安定化してる、こう

いう問題も含めて今後。 

 そして、税に扱ってるときには差し押さえがで

きる、そうで間違えありませんね、財政課長。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 ご質問ですが、税であれば差し

押さえが可能かと考えます。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 徴収金で扱ってるのは、

宇和島も徴収金、松山も徴収金なんですよ。この

あたりの平準化っていうのはいつかはやらなけれ

ばならない。この広域でやらなければ国保会計が

もたなくなってる、高齢化の時代やいろんな要件

の中でなってるわけでございますので、今後政治

問題としても我々も取り組みますので、市長のほ

うもひとつこういう運動をやっていただきたいと
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思います。 

○議長 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 今、酒井議員のほうから広

域化の話が出てるんですが、先般も小さな自治体

では将来的に大変なんで、例えば愛媛県を一つに

するような広域連合はどうかという議論がありま

して、これも非常に難しい話で、例えば愛媛県の

松山市が極端に、今の国保会計の財政がよければ

周辺、合併すれば非常に恩恵を受けますが、もし

逆に松山市が悪ければ合併したら大変なことにな

る。今大阪市が大変な財政悪化です、ここの国保

会計。それが、周辺が合体したらどうなるかって

いったら周辺が大阪市を助けるだけの話になっ

て、周辺のメリットはないわけです。ですから、

一概にこの国保会計を広域化するという、単純で

パイを大きくすれば問題を解決するかという議論

でないということを私はつけ加えさせていただき

たいと思います。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、議案第６４号「新市建

設計画の変更について」を議題といたします。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 ただいま議題となっております議案５１件につ

いては、お手元に配付いたしております常任委員

会付託表及び特別委員会付託表のとおり、各委員

会に付託をいたします。 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、請願第１号「ウィルス

性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請

願」及び請願第２号「「腎疾患総合対策」の早期

確立を要望する請願書」の２件を一括議題といた

します。 

 本請願につきましては、お手元に配付いたして

おります請願文書表のとおり、厚生常任委員会へ

付託をいたします。 

  （日程９） 

○議長 次に、日程第９、意見書第１号「空き家

対策の推進に関する特別措置法の早期実現を求め

る意見書（案）の提出について」を議題といたし

ます。 

 本意見書につきましては、お手元に配付いたし

ております意見書文書表のとおり、総務常任委員

会へ付託をいたします。 

  （日程１０） 

○議長 次に、日程第１０、要請第１号「ＴＰＰ

（環太平洋連携協定）交渉に関する要請」を議題

といたします。 

 本要請につきましては、お手元に配付いたして

おります要請・要望文書表のとおり、産業建設常

任委員会へ付託いたします。 

 各常任委員会及び特別委員会においては、各議

案、請願及び意見書並びに要請について十分に審

査を行い、最終日の本会議において委員会審査の

経過と結果について、各委員長の報告を求めるこ

とといたします。 

 以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

 ３月２０日は午後２時から会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後２時３６分 
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      議  事  日  程 

 １ 議案第  １号 西予市総合計画策定条例

制定について 

   議案第  ２号 西予市消防長及び消防署

長の資格を定める条例制

定について 

   議案第  ３号 西予市防災会議条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第  ４号 西予市部設置条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

   議案第  ５号 西予市職員の高齢者部分

休業に関する条例及び西

予市職員の修学部分休業

に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第  ６号 西予市非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条

例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第  ７号 西予市使用料及び手数料

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第  ８号 西予市生活交通バス条例

及び西予市生活福祉バス

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第  ９号 西予市社会体育施設条例

の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 １０号 西予市城川総合運動公園

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 １１号 西予市はり、きゅう及び

マッサージ等施術費助成

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 １２号 西予市隣保館条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 １３号 西予市国民健康保険診療

所条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第 １４号 西予市営土地改良事業分

担金徴収条例及び西予市

県営土地改良事業分担金

徴収条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 １５号 西予市城川高品質堆肥セ

ンター条例及び西予市野

村町エコセンターの設置

及び管理に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １６号 西予市農業集落排水処理

施設使用料徴収条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 １７号 西予市公共下水道条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １８号 西予市公共物管理条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １９号 西予市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第 ２０号 西予市営住宅管理条例等

の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ２１号 西予市水道事業の設置に

関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第 ２２号 西予市簡易水道及び愛媛

県条例水道の設置に関す

る条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第 ２３号 西予市給水条例の一部を

改正する条例制定につい

て 

   議案第 ２４号 西予市水道布設事業分担

金徴収条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第 ２５号 西予市病院事業使用料及

び手数料条例の一部を改

正する条例制定について 
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の処分等に関する条例等

の一部を改正する条例制
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定について 
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少について 

   議案第 ３７号 平成２５年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計資本金の額の減少につ

いて 

   議案第 ５１号 平成２６年度西予市一般

会計予算 

   議案第 ５２号 平成２６年度西予市授産

場特別会計予算 

   議案第 ５３号 平成２６年度西予市住宅

新築資金等貸付事業特別

会計予算 

   議案第 ５４号 平成２６年度西予市育英

会奨学資金貸付特別会計

予算 

   議案第 ５５号 平成２６年度西予市国民

健康保険特別会計予算 

   議案第 ５６号 平成２６年度西予市後期

高齢者医療特別会計予算 

   議案第 ５７号 平成２６年度西予市介護

保険特別会計予算 

   議案第 ５８号 平成２６年度西予市農業

集落排水事業特別会計予

算 

   議案第 ５９号 平成２６年度西予市公共

下水道事業特別会計予算 

   議案第 ６０号 平成２６年度西予市簡易

水道事業特別会計予算 

   議案第 ６１号 平成２６年度西予市上水

道事業会計予算 

   議案第 ６２号 平成２６年度西予市病院

事業会計予算 

   議案第 ６３号 平成２６年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計予算 

   議案第 ６４号 新市建設計画の変更につ

いて 

   請願第  １号 ウィルス性肝炎患者に対

する医療費助成の拡充に

関する請願 

   請願第  ２号 「腎疾患総合対策」の早

期確立を要望する請願書 

   意見書第 １号 空き家対策の推進に関す

る特別措置法の早期実現

を求める意見書（案）の

提出について 

   要請第  １号 ＴＰＰ（環太平洋連携協

定）交渉に関する要請 

追加 議案第 ６５号 平成２５年度西予市一般

会計補正予算（第７号） 

   意見書案第１号 空き家対策の推進に関す

る特別措置法の早期実現

を求める意見書（案） 

   意見書案第２号 ウィルス性肝炎患者に対

する医療費助成の拡充を

求める意見書（案） 

   意見書案第３号 「腎疾患総合対策」の早

期確立を求める意見書

（案） 
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   発議第  １号 西予市議会会議規則の一

部を改正する規則制定に

ついて 

   発議第  ２号 西予市議会委員会条例の

一部を改正する条例制定

について 
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本日の会議に付した事件 

 １ 議案第  １号 西予市総合計画策定条例

制定について 

   議案第  ２号 西予市消防長及び消防署

長の資格を定める条例制

定について 

   議案第  ３号 西予市防災会議条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第  ４号 西予市部設置条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

   議案第  ５号 西予市職員の高齢者部分

休業に関する条例及び西

予市職員の修学部分休業

に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第  ６号 西予市非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条

例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第  ７号 西予市使用料及び手数料

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第  ８号 西予市生活交通バス条例

及び西予市生活福祉バス

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第  ９号 西予市社会体育施設条例

の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 １０号 西予市城川総合運動公園

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 １１号 西予市はり、きゅう及び

マッサージ等施術費助成

条例の一部を改正する条

例制定について 

   議案第 １２号 西予市隣保館条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 １３号 西予市国民健康保険診療

所条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第 １４号 西予市営土地改良事業分

担金徴収条例及び西予市

県営土地改良事業分担金

徴収条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 １５号 西予市城川高品質堆肥セ

ンター条例及び西予市野

村町エコセンターの設置

及び管理に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １６号 西予市農業集落排水処理

施設使用料徴収条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 １７号 西予市公共下水道条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １８号 西予市公共物管理条例の

一部を改正する条例制定

について 

   議案第 １９号 西予市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第 ２０号 西予市営住宅管理条例等

の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ２１号 西予市水道事業の設置に

関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第 ２２号 西予市簡易水道及び愛媛

県条例水道の設置に関す

る条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第 ２３号 西予市給水条例の一部を

改正する条例制定につい

て 

   議案第 ２４号 西予市水道布設事業分担

金徴収条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第 ２５号 西予市病院事業使用料及

び手数料条例の一部を改

正する条例制定について 

   議案第 ２６号 西予市水道事業の剰余金

の処分等に関する条例等

の一部を改正する条例制
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定について 

   議案第 ２７号 西予市立病院名誉院長条

例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第 ２８号 西予市野村介護老人保健

施設つくし苑手数料条例

の一部を改正する条例制

定について 

   議案第 ２９号 西予市火災予防条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ３０号 西予市明浜町地域及び宇

和町地域振興基金条例を

廃止する条例制定につい

て 

   議案第 ３１号 西予市養護老人ホーム条

例を廃止する条例制定に

ついて 

   議案第 ３２号 西予市木質ペレット製造

施設の指定管理者の指定

について 

   議案第 ３３号 西予市獣肉処理加工施設

の指定管理者の指定につ

いて 

   議案第 ３４号 西予市二及漁港利用調整

施設の指定管理者の指定

について 

   議案第 ３５号 西予市営土地改良事業の

施行について 

   議案第 ３６号 平成２５年度西予市病院

事業会計資本金の額の減

少について 

   議案第 ３７号 平成２５年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計資本金の額の減少につ

いて 

   議案第 ５１号 平成２６年度西予市一般

会計予算 

   議案第 ５２号 平成２６年度西予市授産

場特別会計予算 

   議案第 ５３号 平成２６年度西予市住宅

新築資金等貸付事業特別

会計予算 

   議案第 ５４号 平成２６年度西予市育英

会奨学資金貸付特別会計

予算 

   議案第 ５５号 平成２６年度西予市国民

健康保険特別会計予算 

   議案第 ５６号 平成２６年度西予市後期

高齢者医療特別会計予算 

   議案第 ５７号 平成２６年度西予市介護

保険特別会計予算 

   議案第 ５８号 平成２６年度西予市農業

集落排水事業特別会計予

算 

   議案第 ５９号 平成２６年度西予市公共

下水道事業特別会計予算 

   議案第 ６０号 平成２６年度西予市簡易

水道事業特別会計予算 

   議案第 ６１号 平成２６年度西予市上水

道事業会計予算 

   議案第 ６２号 平成２６年度西予市病院

事業会計予算 

   議案第 ６３号 平成２６年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計予算 

   議案第 ６４号 新市建設計画の変更につ

いて 

   請願第  １号 ウィルス性肝炎患者に対

する医療費助成の拡充に

関する請願 

   請願第  ２号 「腎疾患総合対策」の早

期確立を要望する請願書 

   意見書第 １号 空き家対策の推進に関す

る特別措置法の早期実現

を求める意見書（案）の

提出について 

   要請第  １号 ＴＰＰ（環太平洋連携協

定）交渉に関する要請 

追加 議案第 ６５号 平成２５年度西予市一般

会計補正予算（第７号） 

   意見書案第１号 空き家対策の推進に関す

る特別措置法の早期実現

を求める意見書（案） 

   意見書案第２号 ウィルス性肝炎患者に対

する医療費助成の拡充を

求める意見書（案） 

   意見書案第３号 「腎疾患総合対策」の早

期確立を求める意見書

（案） 
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   発議第  １号 西予市議会会議規則の一

部を改正する規則制定に

ついて 

   発議第  ２号 西予市議会委員会条例の

一部を改正する条例制定

について 
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  開議 午後２時００分 

○議長 ただいまの出席議員は２１名でありま

す。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、議案第１号「西予市総合計画

策定条例制定について」から議案第３７号「平成

２５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計資

本金の額の減少について」までの３７件及び議案

第５１号「平成２６年度西予市一般会計予算」か

ら議案第６４号「新市建設計画の変更について」

までの１４件並びに請願２件、意見書１件、要請

１件の５５件を一括議題といたします。 

 各委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 まず、総務常任委員会委員長松山清君の報告を

求めます。 

 ９番松山清君。 

○松山清総務常任委員長 去る３月７日の本会議

において、当委員会に付託されました議案につい

て、３月１１日と１２日に審査を行いましたの

で、報告いたします。 

 議案第１号から議案第６４号までの総務常任委

員会所管分１５件については、お手元に配付のと

おり全ての議案を原案可決決定いたしました。 

 意見書第１号については、採択と決しました。 

 採択の理由は、適切な管理が行われていない空

き家等が、防災・衛生・景観等の地域住民の生活

環境に深刻な影響を及ぼしていること、本市とし

ては、近い将来想定される東南海・南海地震から

市民の生命を守るためにも早急な対策を講じる必

要があることからも、まずは国において空き家対

策の推進に関する特別措置法を制定いただきたい

ということであります。 

 次に、審査過程において、委員より出された質

疑並びに理事者の答弁を抜粋して報告いたしま

す。 

 議案第４号では、新しい部の設置については、

国、県の指導があったのかという質疑に対して、

指導があったわけではなく、四国西予ジオパーク

を中心とした総合計画の策定及び推進が目的で、

総務省に派遣要請し企画財務部長に着任いただく

予定で、給与は西予市が負担し、任期は２年の予

定との答弁でした。 

 議案第７号の職員の駐車場の使用料について

は、本庁月額２，０００円、支所月額１，５００

円を想定しているとの説明に対して、田舎の土地

が広いところで有料化する必要はないのではなど

の意見も出され、賛否は分かれましたが、賛成多

数にて可決となりました。 

 議案第５１号一般会計予算では、財政課では、

西予市の適正財政規模について、消費税が８％と

なったときの交付税についての質疑があり、適正

規模としては２００億円程度、消費税については

８％のうち１．７％が地方消費税であり、残りの

６．３％のうち１．４％が交付税として県を通じ

て交付されるとの答弁がありました。地域限定基

金ついての質疑に対しては、現在旧町地域限定の

基金が１３あるが、目的を同じくする基金につい

ては、可能なものから順次西予市全域で活用でき

る基金へ変更するなどにより、近い将来地域限定

基金をなくす予定であるとの答弁でした。 

 総務課では、交通安全施設整備事業のカーブミ

ラーの点検と安全性について質疑があり、原材料

支給で設置している分は地元で対応してもらって

いると判断しているが、市の管理責任について

は、総務課内また地元とも協議したいとの答弁で

した。 

 教育総務課・学校教育課では、給食センターの

設置場所、面積についての質疑に対して、場所に

ついては、地権者との話を進めていないので答弁

は差し控えたいとのことで、面積については、私

有地（地権者４名）が約３，０００平米、西予市

有地約２，０００平米で、全体約５，０００平米

の予定であるとの答弁でした。スクールバスの安

全管理に関しては、安全な運行のための仕様書を

作成し、それに基づいて業者と協議しているが、

スクールバス運行規則を定めたところであり、今

後この規則で対応したいとのことでした。 

 生涯学習課では、改善センターたかがわの使用

料について、レストラン食粋坊宝の年間４８万円

とプール・テニス場、駐車場横の別館使用料が主

なものとの説明でした。成人式については、メッ

セージ性のある内容に改善してほしいとの要望が

出されました。図書館に関しては、文科省の示す

望ましい基準に対して、もっと図書購入費などの

予算や職員の配置が必要なのではないかとの質疑

が出され、今後検討しますとの答弁でした。 

 文化体育振興課では、宇和球場の改修費はどの
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程度かとの質疑に対して、本年度３億円、来年度

１０億円の予定であるとの答弁でした。ギャラリ

ーしろかわの改修については、高額な改修である

こともあり、現地調査を行い、１社のみの設計予

算ではなく、地元や分離発注も含めて検討するべ

きだとの意見が出されました。 

 消防本部では、昨年消防団との意見交換会で出

された詰所のトイレ設置に関しては、小規模な改

修を行うのではなく、詰所の建てかえを順次行っ

ていく予定ですとの答弁でした。 

 企画調整課では、空き家の調査に対して作業手

順をしっかりと作成していってほしいとの要望が

出されました。「わがむらは美しく」の予算は、

今後西予市全体に広げるべきではないかとの意見

が出されました。 

 情報推進課では、総合行政システムの業者を変

更することはできるのかとの質疑に対して、変更

は可能との答弁でした。また、消防詰所にＣＡＴ

Ｖをつなげないかの質疑に対しては、危機管理課

や消防本部と協議して対応をしたいとの答弁でし

た。 

 終わりに、今回の予算審査では、各部門におき

まして補足資料などに工夫され、効率的に理解し

やすい審査を進めることができたと思います。今

後もさらに改善して西予市発展のために議論がで

きることを期待いたしまして、委員会審査報告と

いたします。 

 平成２６年３月２０日、総務常任委員会委員長

松山清。 

○議長 次に、厚生常任委員会委員長小野正昭君

の報告を求めます。 

 ８番小野正昭君。 

○小野正昭厚生常任委員長 厚生常任委員会審査

報告。 

 去る３月７日の本会議において、当委員会に付

託されました議案について、３月１１日及び１２

日に委員会を開催し議案２４件、請願２件につき

審査を行いましたので、その審査結果についてご

報告をいたします。 

 お手元に配付のとおり、議案２４件については

いずれも全会一致で原案可決決定をいたしまし

た。 

 請願第１号「ウィルス性肝炎患者に対する医療

費助成の拡充に関する請願」及び請願第２号

「「腎疾患総合対策」の早期確立を要望する請願

書」については、お手元に配付のとおり採択と決

しました。 

 採択の理由として、請願第１号に係る審査で

は、西予市議会規則第１４１条第１項の規定によ

り本請願の紹介議員から、また請願第２号に係る

審査では、西予市議会基本条例第５条第３項の規

定により請願者からそれぞれ説明を求め、慎重に

審査した結果、両請願とも願意及び内容について

は十分理解できることから全会一致で採択するこ

とに決しました。 

 次に、議案の審査過程において、委員より出さ

れた質疑並びに理事者の答弁を抜粋して報告いた

します。 

 議案第５１号「平成２６年度西予市一般会計予

算」における市民課所管分では、住基カード発行

事業に係る発行件数及び今後の方針についての質

疑があり、当市のここ数年の住基カード交付件数

は年間６０件程度で推移をしており、今後西予市

民の利便性のためマイナンバー制度が導入される

までは、住民基本台帳に基づき、申請によりカー

ドを発行していきたいとの答弁でありました。ち

なみに現在全国で住基カードを発行していない市

町村は１町のみとのことでありました。 

 また、環境衛生課所管分では、田園ロマンの里

づくり推進事業に係る新規取り組みへの活動補助

金についてどのような団体を想定しているのかの

質疑に対し、市では人と鶴、コウノトリなどが持

続可能な共生を図るため本事業を推進しており、

宇和町内では山田地区、小野田地区及び伊賀上地

区で活動している既設団体への補助金を想定して

いるとの答弁でありました。 

 健康づくり推進課所管分では、長寿社会づくり

事業の概要についての質疑に対し、当該事業は地

域医療推進事業費交付金を活用し、地域における

高齢者の健康づくりを支援する役割を担う人的資

源の確保が目的であるとのことでした。 

 また、具体的な事業内容として、野村地域は食

生活や運動不足等による生活習慣から、糖尿病を

初めとした生活習慣病の多い地域であるために、

野村病院において地域特有の背景を探ることによ

り高齢者が安心して自立した生活が送れることを

目的とし、調査研究をしているとのことでありま

した。なお、本事業に参加された高齢者の人数

は、平成２５年度が３４名であり、平成２６年度

は３０名を予定しているとのことでありました。 
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 高齢福祉課所管分では、西予市高齢者路線バス

利用助成事業について、本事業は新規事業であ

り、日常の交通手段として公共路線バスなどを利

用している高齢者に対し、運賃の半額を助成する

ことによりその外出を支援するとともに、社会参

加を促し、福祉の増進に寄与することを目的とし

ており、その事業は市内に住所を有する満７０歳

以上の高齢者が対象になっており、新病院開設に

合わせ平成２６年９月から実施予定とのことであ

りました。なお、市民への周知は、広報への掲載

のほか、地元老人クラブの会議等を利用すること

として、高齢者にとってより簡易に利用できる方

法を検討するとのことでした。 

 その他、公営企業部所管の議案第６２号「平成

２６年度西予市病院事業会計予算」では、今後災

害拠点病院としても大切な役割を担うこととなる

新病院の飲料水の確保についての質疑があり、災

害時にライフラインが寸断された場合、電気など

と同じく３日間、すなわち７２時間対応できるよ

う貯水槽を設置しているとの答弁がありました。 

 以上、委員会報告といたします。 

 平成２６年３月２０日、厚生常任委員会委員長

小野正昭。 

○議長 次に、産業建設常任委員会委員長宇都宮

明宏君の報告を求めます。 

 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 産業建設常任

委員会の審査報告を申し上げます。 

 議案第１４号から議案第５９号までの議案１４

件は、お手元に配付のとおり原案どおり可決決定

いたしました。 

 要請第１号「ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉

に関する要請」は趣旨採択と決定いたしました。 

 趣旨採択の理由として、ＴＰＰは特に農業分野

への影響が懸念されます。要請趣旨である決議の

実現及び地域特産物への配慮は必要であり、国家

間交渉であることを鑑みても要請を採択すべきと

の意見がありましたが、前回定例会における陳情

での審査過程、結果との整合性を図るべきとの意

見もあり、採決を行った結果、趣旨採択と決定い

たしました。 

 審査の経過につきましては、議案第５１号「平

成２６年度西予市一般会計予算」のうち農業水産

課所管分、ほわいとファーム管理運営やシルク博

物館管理運営についての質疑があり、事業内容に

ついては詳細な説明がありました。また、魚類養

殖等共済支援事業補助金の内容については、共済

費の２５％を補助するとの説明がありました。 

 林業課所管分、木質ペレット製造販売施設管理

運営事業の販売数量は、平成２４年度ではおがく

ずが５１８．４立米、ペレットが３１６トンとの

説明がありました。また、おがくず置き場の施

設、運営等に関して改善を求める意見がありまし

た。 

 商工観光課所管分、ジオパーク推進事業のうち

大崎鼻公園整備についての質疑に対し、施設整備

については全体計画を策定した上で、地元の希望

や地域資源を活用できるよう検討するとの答弁が

ありました。また、土居家管理事業については、

ワラぶき屋根等の説明があったほか、耐用年数は

一般的に約２０年程度であるとの答弁がありまし

た。 

 産業創出課所管分、企業誘致奨励金事業では、

２社に対して雇用やランニングコストの奨励金を

支給するもので、金額内訳についての説明があり

ました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月２０日、産業建設常任委員会委

員長宇都宮明宏。 

○議長 次に、西予市新市立病院建設特別委員会

委員長兵頭学君の報告を求めます。 

 ７番兵頭学君。 

○兵頭学西予市新市立病院建設特別委員長 西予

市新市立病院建設特別委員会の審査報告を申し上

げます。 

 去る３月７日の本会議において、当委員会に付

託されました議案第６２号「平成２６年度西予市

病院事業会計予算」のうち歳入歳出予算に関する

西予市新市立病院建設特別委員会所管分につい

て、３月７日に委員会審査を行いました。 

 審査結果は、議案を原案のとおり全会一致で可

決決定いたしました。 

 審査経過は、新病院本体工事は２カ月延期され

たが、大型医療機器の補助納入期限が３月末であ

るが間に合うのかとの質疑に対し、医療機器が入

る放射線部門や手術室等を先行的に工事を集中し

て施工しており、３月末までに納品・検収が終了

するとの答弁でした。 

 新病院移転業務は、近隣の病院移転実績のある

日本通運株式会社松山支店を委託業者とし、随意
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契約で行う予定との報告がありました。 

 以上、特別委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月２０日、西予市新市立病院建設

特別委員会委員長兵頭学。 

○議長 次に西予市環境衛生施設建設特別委員会

副委員長森川一義君の報告を求めます。 

 １４番森川一義君。 

○森川一義西予市環境衛生施設建設特別副委員長

 西予市環境衛生施設建設特別委員会審査報告を

いたします。 

 去る３月７日の本会議において、当委員会に付

託されました議案について、同日委員会を開催し

審査を行いましたので、その経過と審査結果につ

いてご報告申し上げます。 

 お手元に配付のとおり議案第５１号「平成２６

年度西予市一般会計予算」のうち歳入歳出予算に

関する当委員会所管分については全会一致で原案

可決決定いたしました。 

 平成２６年度汚泥再生処理施設整備事業費にお

ける歳出予算の総額は５億７，６３８万９，００

０円であり、前年度に比べ大幅な増額となってい

ます。その内訳は、西予市衛生センターの建設に

係る土地購入費及び物件補償費３億６，０００万

円のほか、造成工事費及び本体建設工事費１億

９，７９４万円が主なものでした。なお、事業者

の選定については、総合評価一般競争入札方式を

採用し、西予市衛生センター建設工事評価委員会

により落札者決定の適否などを現在調査及び審議

中とのことでした。 

 一方、歳入の主なものとして、循環型社会形成

推進交付金に係る国庫支出金６，６８６万１，０

００円を初め、一般廃棄物処理施設等建設基金か

らの繰入金３億６，９９２万８，０００円及び市

債の１億４，５７０万円等について説明がありま

した。当該施設に係る今年度の計画としては、事

業者を選定後１１月ごろから造成工事が着工され

る予定であるとのことでした。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２６年３月２０日、西予市環境衛生施設建

設特別委員会副委員長森川一義。 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 産業建設常任委員会の報告に

対して１点ご質問を申し上げます。 

 今委員長より報告がありました報告書の最後の

ところの産業創出課所管分、企業誘致奨励金事業

２社に対しての説明があったというご報告があり

ましたけれども、その委員会の中で委員の質疑が

あったのかどうか。あったのであればどういう質

疑があったのか、１点お尋ねをいたします。 

○議長 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 まず、質疑は

ございました。 

 そして、質疑の内容なんですけれども、正確に

今私把握してませんので、後日報告させていただ

くということで了解をいただいたらありがたいな

と思っておりますけども、構いませんでしょう

か。 

  （６番二宮一朗君「よろしい」と呼ぶ） 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより議案順に採決を行います。 

 まず、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１号「西予市総合計画策定条例制定につ

いて」は委員長報告のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号「西予市消防長及び消防署長の資格

を定める条例制定について」は委員長報告のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議案第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第３号から議案第２９号までの２７

件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３号「西予市防災会議条例の一部を改正
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する条例制定について」から議案第２９号「西予

市火災予防条例の一部を改正する条例制定につい

て」までの２７件は委員長報告のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３号から議案第２９号までの２７件は原案のとお

り決定いたしました。 

 次に、議案第３０号及び議案第３１号の２件を

一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３０号「西予市明浜町地域及び宇和町地

域振興基金条例を廃止する条例制定について」及

び議案第３１号「西予市養護老人ホーム条例を廃

止する条例制定について」の２件は委員長報告の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３０号及び議案第３１号の２件は原案のとおり決

定いたしました。 

 次に、議案第３２号から議案第３４号までの３

件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３２号「西予市木質ペレット製造施設の

指定管理者の指定について」から議案第３４号

「西予市二及漁港利用調整施設の指定管理者の指

定について」までの３件は委員長報告のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議案第３２号か

ら議案第３４号までの３件は原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、議案第３５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３５号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」は委員長報告のとおり決定することにご

異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３５号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第３６号及び議案第３７号の２件を

一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３６号「平成２５年度西予市病院事業会

計資本金の額の減少について」及び議案第３７号

「平成２５年度西予市野村介護老人保健施設事業

会計資本金の額の減少について」の２件は委員長

報告のとおり決定することに異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３６号及び議案第３７号の２件は原案のとおり決

定いたしました。 

 次に、議案第５１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５１号「平成２６年度西予市一般会計予

算」は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議案第５１号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第５２号から議案第６３号までの１

２件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５２号「平成２６年度西予市授産場特別

会計予算」から議案第６３号「平成２６年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」までの１

２件は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議案第５２号か

ら議案第６３号までの１２件は原案のとおり決定

いたしました。 

 次に、議案第６４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６４号「新市建設計画の変更について」

は委員長報告のとおり決定することにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

６４号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、請願第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 請願第１号「ウィルス性肝炎患者に対する医療

費助成の拡充に関する請願」については委員長報

告のとおり採択することに賛成の議員の起立を求

めます。 

  （賛成者起立） 
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○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、請願第１号は採

択することに決定いたしました。 

 次に、請願第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 請願第２号「「腎疾患総合対策」の早期確立を

要望する請願書」については委員長報告のとおり

採択することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、請願第２号は採

択することに決定いたしました。 

 次に、意見書第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書第１号「空き家対策の推進に関する特別

措置法の早期実現を求める意見書（案）の提出に

ついて」は委員長報告のとおり採択することに賛

成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、意見書第１号は

採択することに決定いたしました。 

 次に、要請第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 要請第１号「ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉

に関する要請」については委員長報告のとおり趣

旨採択とすることに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。よって、要請第１号は趣

旨採択とすることに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後２時３９

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後２時４３

分） 

 お諮りいたします。 

 ただいま市長から提出されました議案第６５号

「平成２５年度西予市一般会計補正予算（第７

号）」の外、意見書案第１号「空き家対策の推進

に関する特別措置法の早期実現を求める意見書

（案）」から意見書案第３号「「腎疾患総合対

策」の早期確立を求める意見書（案）」までの３

件並びに発議第１号「西予市議会会議規則の一部

を改正する規則制定について」及び発議第２号

「西予市議会委員会条例の一部を改正する条例制

定について」の２件を本日の日程に追加し、追加

日程として議題にいたしたいと思います。これに

ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、６件を

本日の日程に追加し、追加日程とすることに決定

いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第６５号「平成２５

年度西予市一般会計補正予算（第７号）」を議題

といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 議案第６５号「平成２５年度西予市

一般会計補正予算（第７号）」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回提案いたします補正予算は、歳出では、補

正予算（第６号）で既決いただいております防災

行政無線デジタル整備事業について、予算調製後

国の追加内示を受け、事業費を３６３万円増額し

２億２，００２万１，０００円として、これに対

する国庫補助金３６２万７，０００円を増額する

ものであります。 

 災害復旧費では、事業費の実績見込みにより農

地災害復旧費８５３万８，０００円、農業用施設

災害復旧費５１７万円をそれぞれ減額しておりま

す。 

 また、特別交付税の交付決定を受け、財政調整

基金１億３，４１４万９，０００円を積み立てる

ものであります。 

 歳入では、国の補正予算で創設されました地域

活性化・効果実感臨時交付金５９２万５，０００

円を計上し、国の補正予算に即応した事業として

補正予算（第６号）で既決いただきました市道蔭

ノ地杉之瀬線及び市道安尾線改良事業にそれぞれ

充当するものであります。 

 また、災害復旧事業費において林業用施設災害

復旧事業における補助率の増及び実績見込みによ

り分担金１，０３２万５，０００円、市債８，３

４０万円を減額し、国庫補助金７，３６４万６，

０００円を増額しております。 

 そのほか、道路新設改良事業において市債の組

み替えを行っております。 

 さらに、特別交付税額が決定しましたので、１



－142－ 

億８，０９８万８，０００円を増額し、財政調整

基金繰入金を４，６３９万円減額調整しておりま

す。これによりまして既決いただいております歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億２，

４０７万１，０００円を増額し、歳入歳出予算の

総額を２８１億３，６６９万円と定めるものであ

ります。 

 継続費の補正につきましては、防災行政無線デ

ジタル整備事業の追加内示を受けに伴い、総額及

び平成２５年度年割り額を増額変更するものであ

ります。 

 地方債の補正につきましては、事業費の実績見

込みにより、また国庫負担金の増により限度額を

減額調整しております。 

 なお、今回の補正では、歳出予算の経費のうち

国の補正予算に即応した事業を含め、その性質上

または予算成立後の事由により年度内に支出が終

わらない見込みの３１事業に対しまして１３億６

２６万３，０００円の繰越明許費を設定しており

ます。 

 主な理由としましては、地権者及び地元との協

議、設計変更、工法の選定に不測の日数を要した

こと等によるものでありますが、詳細につきまし

ては、参考資料をご参照いただきたいと存じま

す。 

 以上、よろしくご審議を賜り、ご決定いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６５号は、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６５号「平成２５年度西予市一般会計補

正予算（第７号）」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議案第６５号は

原案のとおり決定いたしました。 

（追加） 

○議長 次に、追加日程第２、意見書案第１号

「空き家対策の推進に関する特別措置法の早期実

現を求める意見書（案）」を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務常任委員会委員長松山清君。 

 ９番松山清君。 

○松山清総務常任委員長 意見書案第１号「空き

家対策の推進に関する特別措置法の早期実現を求

める意見書（案）」の提出について提案理由のご

説明を申し上げます。 

 適切な管理が行われていない空き家等が、防

災・衛生・景観等の地域住民の生活環境に深刻な

影響を及ぼしていることに鑑み、地域住民の生

命・身体または財産を保護するとともに、その生

活環境の保全を図り、あわせて空き家等の活用を

促進することは、公共の福祉の増進と地域の振興

に寄与するものであります。過疎化が急速に進む

当市にとっては、喫緊の重要課題であり、さらに

は近い将来想定される東南海・南海地震から市民

の生命を守るために早急な対策を講じる必要があ

り、国において空き家対策の推進に関する特別措

置法を制定するよう強く要望する意見書を地方自

治法第９９条の規定により提出するものでありま

す。 

 意見書案はお手元に配付のとおりであります。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案については、会議規則第３７条第２項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 
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 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１号「空き家対策の推進に関する特

別措置法の早期実現を求める意見書（案）」につ

いては原案のとおり決定することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第３、意見書案第２号「ウィル

ス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める

意見書（案）」及び意見書案第３号「「腎疾患総

合対策」の早期確立を求める意見書（案）」の２

件を一括議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 厚生常任委員会委員長小野正昭君。 

 ８番小野正昭君。 

○小野正昭厚生常任委員長 意見書案第２号及び

意見書案第３号を一括して提案理由の説明を申し

上げます。 

 初めに、意見書案第２号「ウィルス性肝炎患者

に対する医療費助成の拡充を求める意見書

（案）」の提出について提案理由を申し上げま

す。 

 現在、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成

は、肝炎治療特別促進事業として実施されていま

すが、対象となる医療が限定されており、特に肝

硬変・肝がん患者は高額の医療費を負担せざるを

得ないだけでなく、就労不能の方も多く、生活に

困窮をしておられます。 

 また、現在の制度は、肝炎患者に対する生活支

援の実効性を発揮してないとの指摘もなされてお

ります。 

 一方、特定Ｂ型肝炎ウイルス性感染者給付金な

どの支給に関する特別措置法の制定時における附

帯決議以降も、国は肝炎・肝がん患者に対する医

療助成費を含む生活支援について具体的な措置を

講じていません。 

 以上のことから、ウイルス性肝硬変・肝がんに

係る医療費助成制度の創設と身体障害者福祉法上

の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を

緩和し、患者の実態に応じた認定制度とすること

を求めるものであります。 

 続きまして、意見書案第３号「「腎疾患総合対

策」の早期確立を求める意見書（案）」の提出に

ついて提案理由を申し上げます。 

 我が国の腎疾患患者数は１，３００万人を超え

ると言われ、近年糖尿病の合併症として腎不全を

発生する患者が急増しております。そのような腎

臓病患者を一人でも少なくし、国民が健康な毎日

を送るためには、腎臓病の発生を予防するための

施策が重要であり、発症したとしても医療と政策

によりその重症性を避けなければなりません。腎

疾患分野における保健・医療・福祉の総合化、す

なわち腎疾患総合対策の早期確立とその実現のた

め４項目につき要望するものであります。 

 意見書案については、お手元に配付のとおりで

あります。 

 以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願いを申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。 

 これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案２件については、会議規則第３７条第２項

の規定により委員会付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより意見書案ごとに採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 まず、意見書案第２号「ウィルス性肝炎患者に

対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）」

については原案のとおり決定することに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、意見書案第２号



－144－ 

は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第３号「「腎疾患総合対策」の

早期確立を求める意見書（案）」については原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、意見書案第３号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第４、発議第１号「西予

市議会会議規則の一部を改正する規則制定につい

て」を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会委員長元親孝志君。 

 １２番元親孝志君。 

○元親孝志議会運営委員長 それでは、提案理由

の説明を申し上げます。 

 発議第１号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則制定について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 現時点において正規の議会活動として認められ

ているのは、本会議、委員会での活動のほか、議

員派遣の活動、議会だより編集委員会などとなっ

ております。議員全員協議会については、いまだ

任意の活動として実施しており、事故等が発生し

た場合、公務災害の適用が受けれない状態にあり

ます。 

 今回、西予市議会会議規則の一部改正により議

員全員協議会を議会の運営上、協議または調整を

行うための場として規定することを提案させてい

ただきました。これにより正規の議会活動として

位置づけ、事故発生時などにおいて公務災害の適

用が受けられるよう規則の改正を行うものであり

ます。よろしくご審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 今回の発議について議会運

営委員長に１点だけ質問したいんですけども、今

回の発議は議会活動として認めるというようなこ

とで改正案を出されてるというように思うんです

けども、私が事務局で調べてもらった１１市の現

状を見ますと、議会活動として位置づけていると

いうのが１１市のうち４市なんです。あとの７

市、西予市も入れて７市は、まだ議会活動として

位置づけてないというような状況なんです。それ

をあえて今回議会活動として位置づけて公務災害

の適用をするというようなことを今言われたんで

すけども、大体今私も経験しとりますのに、全員

協議会が行われるのは大体議会、本会議、臨時

会、委員会等の前段として行われる場合が非常に

多いというふうに私は思ってるんですけども、そ

れをあえて今回議会活動として認めないけないの

か、その点についてちょっと議運の委員長に質問

したいと思います。 

○議長 １２番元親孝志君。 

○元親孝志議会運営委員長 それでは、ただいま

沖野議員の質問に対してお答えをしたいと思いま

す。 

 今回なぜ全員協議会を会議と位置づけるかとい

うことにつきましてその理由を申し上げたいと思

います。 

 西予市もご存じのように合併をして１０年が経

過いたしました。当然我々議会も１０年年をとっ

てきたわけでございます。その中でいろいろ当然

反省をしてみる時期にも差しかかっていると私は

思っております。その中で今回新しく５名の新人

の議員さんも議会のほうに参加をいただいており

ます。その方々といろいろ意見交換をする中で、

今現在私どもがやっております全員協議会につい

てこれでいいのかということを我々議会改革活性

化特別委員会のほうでも議論をいたしました。そ

の中で今私どもが心配をいたしておりますのは、

議会、今の全員協議会が任意の会であるというこ

とに対して、私ども議会人にとって一番重要な全

員協議会が任意の会で果たしていいのかという疑

問を抱きました。それは一つには先ほど言った公

務災害の適用を受けないということが一つありま

すし、そしてもう一つは、我々２１名の議員にと

って一番大切なこの場所で取り決めをされるもろ

もろの事柄について任意の会議であるということ

になれば、全てこのことが任意であるということ

に起因することになりまして、取り決めしたこと

が一体何なのかという担保がありません。そうい

ったことをこの１０年間反省をして、ここはやは

り我々議員として責任ある行動をとっていくため

には、一定の縛りも要るであろうということで、
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これを正規な会議に位置づけまして、そしてここ

で取り決めしたことに対しては、当然議事録にも

残す。そしてそのことによってお互いの取り決め

事項が担保されるということになろうと思います

ので、今回あえて提案をさせていただきましたの

は、我々、他の市議会がどうあるかは別といたし

まして、一歩前進する意味において今回西予市議

会全員協議会を調整の場と位置づけることを提案

させていただきましたので、よろしくご理解いた

だきますようにお願い申し上げまして、答弁とい

たします。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 １０周年になりますけど

も、やはりまだまだこの議会においては旧町のい

ろんなしがらみというものが抜け切れていないと

いうような感じがいたします。なかなか一本にで

きないところもいろいろ見受けられます。私は議

会のこれを早急に任意から縛りを持つというよう

な会議にするのは、もう少し時間をちょうだいい

たしたいなと、かように思っております。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 発議第１号は会議規則第３７条第２項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結といたします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 発議第１号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則制定について」は原案のとおり決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立少数であります。よって、発議第１号は否

決されました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第５、発議第２号「西予

市議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ

いて」を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 １２番元親孝志君。 

○元親孝志議会運営委員長 それでは、提案理由

の説明を申し上げます。 

 発議第２号「西予市議会委員会条例の一部を改

正する条例制定について」提案理由のご説明を申

し上げます。 

 西予市組織機構の再編により、平成２６年度か

ら従来あった総務企画部が総務部と企画財務部に

分かれます。これに伴い第２条第２項総務常任委

員会の所管について一部改正を提案させていただ

きます。 

 また、平成２４年１２月の委員会条例の改正に

伴う条例の整合性をとるために、第５条において

ただし書き以降を削除するほか、第８条第４項の

所属を変更した常任委員の任期については、第３

条第２項の規定によるものと変更したいと思いま

す。 

 加えて、第１４条議会運営委員及び特別委員の

辞任における許可についても、第８条委員の選任

で常任委員、議会運営委員及び特別委員の選任が

いずれも議長の指名になったことに伴い、辞任に

ついても議長の許可であるべきとの判断から議会

の許可を議長の許可に改正するよう提案するもの

です。よろしくご審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 発議第２号は会議規則第３７条第２項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結といたします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 発議第２号「西予市議会委員会条例の一部を改
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正する条例制定について」は原案のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、発議第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

 以上で全日程を終了いたしました。 

 市長より閉会の挨拶があります。 

  （「議長、暫時休憩お願いします」と呼ぶ者 

  あり） 

 暫時休憩、お願いいたします。（休憩 午後３

時１３分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時３５

分） 

 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 先ほどの質疑

の中で、後日ということでお答えをしておいたん

ですけれども、内容を今調べたところわかりまし

たので、この場で報告をさせていただいたらと思

いますが、許可を願いますか。 

○議長 はい、どうぞ。 

 １０番宇都宮明宏君、許可します。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 先ほどの質疑

の内容についての問い合わせがあったんですけれ

ども、細かく説明させていただきますと、１６２

ページの事業の中で企業誘致の分がありますけれ

ど、マルハさんに金額は省略させていただいて、

ちょっと中身を教えていただけませんかという問

いがございました。 

 以上でございます。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 調べていただいてご答弁いた

だきましたけれども、その中身についてお聞きし

たいんですけれども、よろしいでしょうか。 

○議長 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 お答えをいた

します。 

 まず、マルハフーズの雇用奨励金としまして、

正社員５０万円の５人で２５０万円、企業立地促

進奨励金、これは固定資産税評価額の１００分の

２０以内ということで３年間で分割交付いたしま

す。その金額が１，７３６万４，１４３円、続き

ましてランニングコスト奨励金、年間の光熱費で

１００分の５０として４，０００万円、以上でご

ざいます。 

 済みません、訂正されていただきます。 

 金額読み間違いまして、ランニングコストの奨

励金ですけども、４，０００万円と申しましたが

４００万円の間違いでございます。済みません、

よろしくお願いいたします。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 もう一点だけ、コールセンターのほうの件の説

明はあったのかなかったのかだけお願いいたした

いと思います。 

  （「議長、暫時休憩お願いします」と呼ぶ者 

  あり） 

○議長 暫時休憩します。（休憩 午後３時４０

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時４１

分） 

 １０番宇都宮明宏君。 

○宇都宮明宏産業建設常任委員長 今ほど質問さ

れましたコールセンターの件につきましては、質

疑の中では出ておりませんが、議案説明のところ

で説明いただいております。 

 以上です。 

○議長 以上で全日程を終了いたしました。 

 市長より閉会の挨拶があります。 

 三好市長。 

○三好市長 平成２６年第１回西予市議会定例会

の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 さて、３月１４日未明に大きな揺れと緊急地震

速報のアラームによりびっくりされ飛び起きた方

も多いのではないかと思います。一瞬南海トラフ

地震の発生が頭をよぎりましたが、急いでテレビ

をつけますと、伊予灘を震源とする地震であり、

津波のおそれもないということでありました。 

 しかしながら、西予市では震度５強の揺れが観

測されておりましたので、市では直ちに災害警戒

本部を設置し被害状況の収集に努めたところであ

ります。当市では、水道管の破裂、土砂崩れや落

石等での通行どめのほか、施設においても数カ所

のひび割れ等が見られましたが、幸いにも人命に

かかわるような大きな被害はなく、大変安堵をし

たところであります。今回の地震は、午前２時７

分という真夜中の発生にもかかわらず、多くの消

防団員や職員などが出勤し、各公民館を避難場所

として開放するとともに、情報収集や復旧対策に

取り組み、素早い対応をしていただきました。今
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回の対応に対して、これまでの訓練の確かな手応

えを実感したところでありますが、対策にこれで

十分ということはありませんので、今回の反省を

踏まえ、これからも市民の安全・安心を確保する

ため訓練を続けていかなければならないと考えて

おります。 

 また、今回の地震で西予市の震度が最大であっ

たことから、西予市が全国に大きく報道をされま

したので、日本一短い手紙でかまぼこ板の絵とコ

ラボをしております福井県坂井市の坂本市長さん

や姉妹町である北海道黒松内町の鎌田町長さんを

初め多くの方々から心配や救護についてのご連絡

をいただきました。その心遣いに対し大変ありが

たくうれしく思うとともに、これからもこのつな

がりを大切にしていかなければならないと強く思

っている次第であります。 

 さて、去る３月３日から開会いたしました本定

例会におきましては、条例改正や平成２６年度一

般会計予算及び特別会計の当初予算等重要案件に

つきましてご審議をいただき、いずれも原案のと

おり決定をいただきました。心より厚くお礼を申

し上げます。 

 また、本会議での一般質問、議案質疑、委員会

審議の中でそれぞれの立場で貴重なご意見や鋭い

ご意見をいただきご指摘をいただきました。この

ことは市民の皆様の熱い思いを代弁されたものと

真摯に受けとめ、市政の運営に遺憾なきよう努め

てまいりたいと思っております。 

 ここに成立いただきました平成２６年度予算に

つきまして、所信表明でも申し上げましたけれど

も、これから取り組むべき７つの大きなテーマを

念頭に、西予市のまちづくりについて着実に推進

してまいる所存でございます。平成２６年度は西

予市１０周年の年であり、四国西予ジオパーク推

進元年の年であります。また、今秋には待望の西

予市民病院が開院の運びとなります。平成２６年

度は次の１０年に向かってのすばらしいスタート

の年になりますよう心からご祈念いたしまして、

閉会のご挨拶といたします。ありがとうございま

した。 

○議長 これをもって平成２６年第１回西予市議

会定例会を閉会といたします。 

  閉会 午後３時４６分 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

  西予市議会議長 

 

   同   議員 

 

   同   議員 
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平成２６年第１回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  １号 西予市総合計画策定条例制定について 26.３.20 原案可決 

議案第  ２号 
西予市消防長及び消防署長の資格を定める条例制定

について 
26.３.20 原案可決 

議案第  ３号 
西予市防災会議条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
26.３.20 原案可決 

議案第  ４号 
西予市部設置条例の一部を改正する条例制定につい

て 
26.３.20 原案可決 

議案第  ５号 

西予市職員の高齢者部分休業に関する条例及び西予

市職員の修学部分休業に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

26.３.20 原案可決 

議案第  ６号 
西予市非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第  ７号 
西予市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第  ８号 
西予市生活交通バス条例及び西予市生活福祉バス条

例の一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第  ９号 
西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定

について 
26.３.20 原案可決 

議案第 １０号 
西予市城川総合運動公園条例の一部を改正する条例

制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 １１号 
西予市はり、きゅう及びマッサージ等施術費助成条

例の一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 １２号 
西予市隣保館条例の一部を改正する条例制定につい

て 
26.３.20 原案可決 

議案第 １３号 
西予市国民健康保険診療所条例の一部を改正する条

例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 １４号 

西予市営土地改良事業分担金徴収条例及び西予市県

営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条

例制定について 

26.３.20 原案可決 

議案第 １５号 

西予市城川高品質堆肥センター条例及び西予市野村

町エコセンターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定について 

26.３.20 原案可決 

議案第 １６号 
西予市農業集落排水処理施設使用料徴収条例の一部

を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 １７号 
西予市公共下水道条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
26.３.20 原案可決 

議案第 １８号 
西予市公共物管理条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
26.３.20 原案可決 

議案第 １９号 
西予市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制

定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２０号 
西予市営住宅管理条例等の一部を改正する条例制定

について 
26.３.20 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第 ２１号 
西予市水道事業の設置に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２２号 
西予市簡易水道及び愛媛県条例水道の設置に関する

条例の一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２３号 西予市給水条例の一部を改正する条例制定について 26.３.20 原案可決 

議案第 ２４号 
西予市水道布設事業分担金徴収条例の一部を改正す

る条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２５号 
西予市病院事業使用料及び手数料条例の一部を改正

する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２６号 
西予市水道事業の剰余金の処分等に関する条例等の

一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２７号 
西予市立病院名誉院長条例の一部を改正する条例制

定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２８号 
西予市野村介護老人保健施設つくし苑手数料条例の

一部を改正する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ２９号 
西予市火災予防条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３０号 
西予市明浜町地域及び宇和町地域振興基金条例を廃

止する条例制定について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３１号 
西予市養護老人ホーム条例を廃止する条例制定につ

いて 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３２号 
西予市木質ペレット製造施設の指定管理者の指定に

ついて 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３３号 
西予市獣肉処理加工施設の指定管理者の指定につい

て 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３４号 
西予市二及漁港利用調整施設の指定管理者の指定に

ついて 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３５号 西予市営土地改良事業の施行について 26.３.20 原案可決 

議案第 ３６号 
平成２５年度西予市病院事業会計資本金の額の減少

について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３７号 
平成２５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

資本金の額の減少について 
26.３.20 原案可決 

議案第 ３８号 平成２５年度西予市一般会計補正予算（第６号） 26.３.３ 原案可決 

議案第 ３９号 
平成２５年度西予市授産場特別会計補正予算（第４

号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４０号 
平成２５年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第２号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４１号 
平成２５年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補

正予算（第２号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４２号 
平成２５年度西予市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４３号 
平成２５年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号） 
26.３.３ 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第 ４４号 
平成２５年度西予市介護保険特別会計補正予算（第

３号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４５号 
平成２５年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第４号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４６号 
平成２５年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４７号 
平成２５年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４８号 
平成２５年度西予市上水道事業会計補正予算（第４

号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ４９号 
平成２５年度西予市病院事業会計補正予算（第４

号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ５０号 
平成２５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第２号） 
26.３.３ 原案可決 

議案第 ５１号 平成２６年度西予市一般会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５２号 平成２６年度西予市授産場特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５３号 
平成２６年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算 
26.３.20 原案可決 

議案第 ５４号 
平成２６年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予

算 
26.３.20 原案可決 

議案第 ５５号 平成２６年度西予市国民健康保険特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５６号 平成２６年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５７号 平成２６年度西予市介護保険特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５８号 平成２６年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ５９号 平成２６年度西予市公共下水道事業特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ６０号 平成２６年度西予市簡易水道事業特別会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ６１号 平成２６年度西予市上水道事業会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ６２号 平成２６年度西予市病院事業会計予算 26.３.20 原案可決 

議案第 ６３号 
平成２６年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

予算 
26.３.20 原案可決 

議案第 ６４号 新市建設計画の変更について 26.３.20 原案可決 

議案第 ６５号 平成２５年度西予市一般会計補正予算（第７号） 26.３.20 原案可決 

請願第  １号 
ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関

する請願 
26.３.20 採  択 

請願第  ２号 「腎疾患総合対策」の早期確立を要望する請願書 26.３.20 採  択 

意見書第 １号 
空き家対策の推進に関する特別措置法の早期実現を

求める意見書（案）の提出について 
26.３.20 採  択 

要請第  １号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する要請 26.３.20 趣旨採択 

意見書案第１号 
空き家対策の推進に関する特別措置法の早期実現を

求める意見書（案） 
26.３.20 原案可決 

意見書案第２号 
ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求

める意見書（案） 
26.３.20 原案可決 



－152－ 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

意見書案第３号 
「腎疾患総合対策」の早期確立を求める意見書

（案） 
26.３.20 原案可決 

発議第  １号 
西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定につ

いて 
26.３.20 否  決 

発議第  ２号 
西予市議会委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
26.３.20 原案可決 

 

  

 


	H26・1回定例会期日程
	H26・1回定例会議録（1日目）3.3
	H26・1回定例会議録（2日目）3.5
	H26・1回定例会議録（3日目）3.6
	H26・1回定例会議録（4日目）3.7
	H26・1回定例会議録（5日目）3.20
	H26・1回定例議決結果

